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序

わが国 にお ける情報処理産業 の発展 に資す るため,当 財団で は発足 以来,海 外諸

国 におけ る情報 処理 関係 の実態お よび動 向の調査 を行なってきま した。

今回,米 国の州 ・地 方 自治体 におけ る情 報処理 の実態 について資料 お よび調査 員

派遣 に より調査 し,こ こに報告書 として,取 りま とめ ました。周知 の とお り,米 国

の地方行政体 においては,種 々,独 自の情報処理ツステム指向が行なわれていますが,

ここではその動 向お よびい くつかの実例 をとりあげ紹 介 しま した。 この方面 に関心

のあ る方 々の参考 になれば幸甚 と存 じます。

昭和47年12月

財団法人 日本情報 処理 開発 セ ンタ ー

会 長 難 波 捷 吾



調 査 員

篠 崎

岩 崎 有

荒 井 俊

敬(当 財団

二(当 財団

典(当 財団

常 務 理 事)

技 術 部 主 任 部 員)

総務部調査課長代理)
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1.米 国の州 および地方 自治体 における

組織,権 能

1.1概_観一 一

米 国 に は50の 州 が存 在 し,50州 が連 合 して一つ の国家,一 つの政府(連 邦 政府)

を構成 してい るが,連 邦 結成 当初 に おいて は各 州の権 限 が大 き く,連 邦政 府 の権限,

財政 規模 は極 め て貧 弱で あ った。 独 立戦争 に従 軍 した市民 に軍 務 のた め の給 与 を支

払 うことがで きないで,連 邦政 府 が逃 げ廻 った とい う昔語 りが それ を象徴 して い る。

しか しなが ら米国 が農 業 国か ら脱 皮 して工業 国化 し,ま た国際関係が複雑化 重要

化 す るに及 んで連 邦政府 の権限 は次 第 に大 き くな り,財 政 も漸次 大規 模 化 して,州

の連 合 に よる国 家 と政 府 の構成 とい うのが,実 質的 に は州が地 方 自治体 化 の現況 を

示 す よ うに なって きてい る。

数 字 は古 いが,1965～66年 度 の連 邦 ・州 ・地 方団体 総体 の一般 財政 支 出総 額 は

1,894億 ドルで あ るが,州 以下 地方 自治体 の支 出額 が 占め る比 率 は43%に 過 ぎず,

内政関 係 のみで も68%に 過 ぎなか った。 また軍 人 を除 い た全公 務 員数 は1,148万 人

で あ るが,州 以下 地 方自治体 公務 員総 数 は862万 人 で あった。

財 政 面 での顕著 な傾 向 と して州 に対 す る連邦補 助金 の増 大が見 られ,第2次 大 戦

を中間 に挾 んだ20年 間に10倍 に もな ってい る。 州 は連邦 政府 か ら多額 の補 助金 を受

け るが,ま た多額 の補 助金 を管轄 下 の 自治体 に与 えてお り,い ず れ の場 合に も一般

的 な財 政援助 の形 で,補 助 金 が与 え られ る ことは な く,特 定 のプ ロ ジェ ク トに対 し

て与 え られてい る模様 で あ る。 したが って,補 助金 を受 けた州 は,そ の使 途 や プ ロ

グラ ムの進行状 態 な どに つい て,不 断 の監 督 を連 邦政府 によ って受 け なけれ ばな ら

ない。 州 は最 近 にお いては,か な りそ の自律性 を失 いつ つあ る とい われ るが補助金

制 度 を媒 介 として連邦 政府 とい っそ う緊密 な関 係 にたつ に至 ってい る。 しか しなが

ら,連 邦 は あ くまで も州 ない し人民 の保護 のた めに構築 された もの との考 えは基本

的 には強 く,連 邦 の権 限 はそ の 目的 に必要 な領域 に限定 されてい る ので あ る。

州の管轄 下 に あ る 自治 体 と して,郡(County),市(Citv),町 村(Town,

Village),郡 区(Town-shipl(郡 内 の地方行 政区分,21州 に存 在 す る),学 校 区,

一1一



特 別 区(消 防,土 壌保 護,排 水,都 市 水道,下 水等の機 能 を果す)が あ るが,全 国

の総数 は次 の とお りであ る。

郡

市町村

郡区

学校区

特別区

計

3,043

17,997

17,144

34,678

18,323・

91,]85 (1962年 現在)

郡以下 の地 方 自治体 の権 能,管 轄範 囲,存 廃 等 は すべ て州法 の規定 す る所 となっ

てお り,連 邦法 が基 本的 な事項 を統 一的 に定 め る とい うこ とは ない。 従 って地 方 自

治体 の階層 区分,そ の権能 は州毎 に異 な ってい る。 また警 察業 務 に見 られ るよ うに,

連邦政 府,州,郡,市 町 村 各階層 が警察 業務 を行 な ってい るとい うよ うに,米 国の

地 方行政 は誠 に複雑 多岐 とい う外 は ない。

米国 の領 土 はす べ ていず れかの州 に属 す る ことを原則 とす るが,例 外 と して コ,ロ

ンビア区(ワ シ ン トンD,C,),プ エ ル トリコ,ガ ム島,ヴ ァー ジ ン島 は州 に属 さ,

ず,連 邦政府 の直 轄地域 と なってい る。

1.2州'

(1)州 の権i能

州 は連邦憲 法 に よっ て禁 止 されてい る事 項 を除 き,市 民生 活 の万 般 につ いて法 律

を定 め,執 行 す る こ とがで きる とい えよ う。 連邦憲 法 に よって禁 止 されてい る事項

と しては～ 外交,貨 幣 の鋳造 ・紙 幣 の発行,他 州 また は外 国 と同盟 を結 び.戦 争 を

行 な うこ と,人 権 を侵 害 す る法 の制定,貴 族 の称 号の付与,輸 出 に対 す る課税等 が

あるが,連 邦憲 法 の解 釈 に よ って禁 じ られてい る事項 と して,州 間 の交 易 に対す る

規制 または課税,連 邦政 府 の権 限 の行使 の妨 害 が あ る。

州 は上述 の禁 止 され てい る事項 を除 い てい かな る こ ともで きる権 能 を持つ が,具

体 的 に例 示す れ ば次 の よ うな もの で ある。

① 州憲 法 の制定

② 連 邦 お よび州 の選挙 の執行
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③ 政党 およびその選挙の規制

④ 民 事法 ・刑事法の制定 ・施行

⑤ 公 の教育 の規制

⑥ 営業 免許 ・法人の設立認可

⑦ 郡 ・市町村 な どの設置 とこれ らに対する援助 ・規制

(2)州 の行 政

州 の各種 の行 政 事務 の うち大 宗 を占め てい るのは教育 であ る。1966～67会 計年 度

にお け る全 州 の教育 費 は212億 ドルであ って州 の一般歳 出総額 の40%を 占 めた。 教

育 の 内容 ・水準 は全 く州 の専 決 事項で あるが,公 立 学校 の半数 は州 の援 助 の下 に地

方 団体 に よっ て運営 されてい る。

道 路 は連邦道26万 キ ロ,州 道122万 キ ロ,地 方道445万 キ ロ(1966年 末現 在)の

構成 となってい るが,州 道 ・地 方道567万 キ ロの うち150万 キ ロは連邦 の援 助に よ

って い る。1965～66年 度 の総事 業費 は連邦道 費41億 ドル を含 め129億 ドルで あ る。

保 健衛 生 を含 めた民生 費 は逐 次増 大 してお り,一 般 民生費 で72億 ドル,州 ・地 方

団体 の保健 衛生 支 出は99億 ドル(1966～67年 度)'で あ り,前 者 は総財政 支 出額 の13

%,後 者 につ いて は,国 民 の保 健 衛生 総支 出 が384億 ドル に対 しかな りの シ ェア を

占 め るもの とい うこ とがで きよ う。 また連邦 は軍 人 ・在 郷軍 人に対 す る保 健衛生 行

政 をも行 ない,ま た保健 衛生 に関す る研 究,病 院 建設 の援助 も行 な ってい る。

州 の その他 の行 政事 務 と しては,州 立公 園 ・レク リエ ー ショ ン地域 の管理18,610

ヵ所,(こ れ に対 し国 立公 園 の数 は33ヵ 所で あ る),労 働 行 政,事 業免許 行政,公

益事業 ・銀行 業 ・保 険 業 の統 制(州 をまたが る事業 につ いては連邦 の管轄 とな って

い る)等 の商工 行政,酒 類 の統制(連 邦憲 法 の改 正 に よ り禁 酒 が解 かれた のは1933

年),州 に よる酒 類 の専 売(16州 で実施 されてい る)等 が あ り,1966～67年 度 にお け

る州全 部 の酒税 ・酒専売 収 入の合 計額 は15億 ドル に上 ってい る。

州 の行政 官 は直 接選 挙 に よって任命 され る ものが あるが,そ の定 員数 は全 州 を平

均 して州当 り9～10人 と な ってい る。 ニュ ージ ャー ジ ー州 のよ うに1人 とい う州 も

あ るが,ネ ヴ ァ ダ州 の ご と きは42人 が直 接選 挙 され てい る。 この結果 は直 接選 挙 に

よる行政 官 の権 限 の独 立 性 が強 く,ま た行 政委 員会方 式 も広 く行 なわ れてい るた め,

一3一



責任の不明確化 と事務処理の非能率化 が問題 となってお り,権 限 ・責任の集中,部

局 の統合,行 政委 員会の廃止,各 部局 の調整機能等 を目標 とした行 政改革が論議 さ

れてい る。

(3)そ の他 の地方 自治 体

以 上 米国の州 を全 般的 に述 べ た が,そ の規模 は各 州 ご とに大小 さま ざまで ある
。

大 は カ リフォル ニア,ニ ュ ーヨ ー クの2州 で,一 般歳 出額 に おいてそ れぞ れ50州 全

体 の12%,11%を 占め,教 育費 につ いて はそれぞれ50州 全体 の32% ,42%を 占め,

住 宅都市 改造費 につい ては ニ ュー ヨー ク州は全 国比45%を 占め てい る。

一人 当 り国 民所得 にお い て も州 ご とに大 きな格 差 が あ り
,1967年 現 在 で は次 の よ

うにな ってい る。

州 名 人 口(千 人) 1人 当 り国民 所 得(ド ル)

コ ロンビア区(ワ シ ン トン市) 809 4,268

コ ネ テ ィ カ ッ ト 2,925 3,865

ニ ュ ー ヨ ー ク
18,336 3,726

イ リ ノ イ 10,893 3,725

デ ラ ウ エ ア 523 3,700
"ず

ニ ュ ー シ ャ ー シ ー
7,003 3,624

マ サ チ ュ セ ッ ツ
5,421 3,488

メ リ ー ラ ン ド 3,682 3,434

ミ シ ガ ン
8・,584 3,393

カ リ フ ォ ル ニ ア 19,153 3,660

ア ラ ス カ 272 3,629

ア ラ バ マ 3,540 2,116

ア ー カ ン ソ ー 1,968 2,090

ミ シ シ ッ ピ 2,348 1,895

●

近 時,連 邦政 府 の権能 が次第 に 大 き くなって きた とはい うものの ,市 民 に対す る

司法,行 政事務 の大 きな 部分 が なお 州 に よって行 なわ れ てい るた め ,州 議会 におい

て審議 され る法 案 の数 は尾 大 な もの で あって ,一 会期 に何 百 何千 とい う法 案 が提 出

され て お り,本 報 告書 の各論 で述 べ られ てい る よ うな立法 事 務 のEDP化 が進 め ら

れ てい るの も,緊 急の ニーズに よる もの とい うこ とが で きよ う
。
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Φ

●

1・3地 方 自治体

'前 述 の よ うに米国 には郡 以下 の地方 自治体 の数 は91
,185で あ り,一 州平均 でほ

1,824で あ るが,州 に よって その数 は大小 さまざまで あ り
,最 も大 きい の はイ リノ

イ 州の6,4SUで あ り,最 少 はハ ワイ の21で ある
。地 方 自治体 は州 に従 属 してお り,

以 下 各階 層 の地方 自治体 に ついて略述 したい。

(1)郡(Countyた だ しル イ ジアナで はParishと 呼 ばれてい る)

郡 の数 は3,043で あ るが,郡 の地域 名称 は あ るが,行 政単位 と して存 在 しない 州

も あ り,ア ラス カ,コ ネテ ィカ ッ ト,ロ ー ドアイ ラ ン ドがそれ であ る
。 また実質 的

に郡 行 政 の行 なわ れ ない もの と して ,郡 の事 務所 はあ るが,そ れ が大 都 市 の一部 と

な ってい る ニ ューヨ ー ク,フ ィラデル フ ィア等11地 域 ,法 律上 「市 一郡 」(City

&County)と 指 定 され ,市 と して活 動 してい るデ ンバ ー,ホ ノルル,サ ンフラ ン

シス コ3地 域,郡 が処理 す る事務 を市 で 処理 す るボ ル テ
ィモ ア,セ ン トルイ ス,な

らび に ヴァ ジニア州の33都 市 で郡 か ら独 立 した市域 等 が ある
。

郡 の性 格 は,一 般的 には州 の機 関 または 支分 局的存 在 で あ り,組 織 され た団体 の

性格 は 少 ない よ うであ る。

郡 の行 政 内容 は次 のよ うで ある。

① 治安 の保持,裁 判,刑 務所 管理

② 抵 当証 書等 法的効 力 あ る文 書 の登記

③ 出生 と死亡 の記録

④ 選 挙 人 の資 格認 定 と選 挙 の執 行

⑤ 保 健 衛生 行政 と病院 経営

⑥ 郡 道 の建 設 ・維 持 管理

⑦ 学校 の設 置 ・管理

⑧ その他 の民生行 政

米国 の郡組織 に おけ る特 徴 は最 高行 政責 任者 が存 在 してい ない こ とで あ る。 郡検

事,検 屍 官,保 安 官,収 入役,監 査役,徴 税 官,測 量 官 ,記 録 官,裁 判所 書 記,裁

判 官等 の各機 関 の担 当官 や,郡 委 員会,公 園委 員会,病 院委 員会 ,保 健 委 員会,民

生 委 員会等 の各 行政 委 員会 の委 員は選 挙 人 によ って選挙 され る
。
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(2)市 町 村(City,B,orough,town,village,一 括 してMunicipalitiesと い う)

この場合,市 町村 とは団 体 と して の法 人格 を州法に よって与 え られた地方公共 団

体 で あ り,町 村 とい う地域 の名称 は あ って も団体 の組 織 され ない地域 もあ り,ま た

後 述 の よ うな団 体 に属 す る もの もあって,市 町 村 に居住 してい る米国国 民 は60%,

1億1,600万 人 とな ってい るが,人 口10万 以 上の130都 市 に5,000万 人が 居住 して

い る。

米国 のMunicipalitiesの う ち,市 の行政 に つい て簡 単 に触 れ てお きたい。 市の

行 政権 能 と して は,警 察 制度,裁 判所(家 庭裁判 所,少 年審 判所 を含む),消 防 制度

教育,保 健,病 院,清 掃,そ の他 民生,水 道,下 水道,電 気,ガ ス,交 通,酒 類専

売,保 険 等 の各 種事業 を営 んでい るが,財 務歳 入 と しては税 収入56.8%,連 邦 ・州

よ りの補 助 金24%,そ の他事業収 入19.2%,そ の他 事業 収 入]9.2%と な ってい る。

市 の政治 行 政組 織 につ いて一 言す るな らば ま ことに多種 多様 で あ る。選 挙 人 に よ

って議会,市 長,検 事,収 入役,市 書 記,監 査役,各 種委 員会委 員が選 挙 されてい

る権限 の 弱 い市長 型,選 挙 に よって選 ばれ るのは議会 ・市長 で,権 限 の強 い市 長型,

選 挙 人 に よ って特 定業 務 を担 当す る委 員が選 挙 され,そ の委 員が委 員会 を構 成 す る

型(中 小 規模 の市 に一般 的),選 挙人 に よ って選 挙 された議 会が支配 人 を任 命 す る型

(中小規 模 の市 に多 い),選 挙 人 は議 会,市 長 を選 挙 し,市 長 が行 政管理 者(adm-

inistrator)を 任 命 す る型等 があ る。

(3)そ の他 の地方 自治体

郡 内の地 方行 政区 分 と して郡 区(Township)が あ り,東 北 部各州 に一般 的 で あ

る.二_イ ングラ ン ド,ニ ゴ ・一 久 ウ ・ス ・ ソシ 冷 州で はT・w・ と呼 ばれ・

市町 村 議会 に代 り,town-meetingと い っ て住 民全 員が参加 す る形 を取 ってい る

のが特 徴 で ある。 メ イン州 ではPlantationニ ュ ーハ ンプ シャー州で はLocationと

呼ば れ る。 郡 区 の数 は17,144あ り,人 口4,000万 人 が居 住 してい る。郡 区 の機能 は

限 られ て お り,学 校教 育,道 路管理 な どを行 な ってい る。

学校 区 は全 国34,678ヵ 所 あ るが,学 校区 のない 州 も あ り,ハ ワイ,メ リー ラ ン ド,

北 カ ロラ イナ,ヴ ァ ージ ニア,コ ロン ビア区 が それ で あ る。 学校区 に よ りす べ て教

育 が行 わ れてい る州(州 教 育 もあ る)は23州,学 校教 育 の 一部 は郡,市 町 村 に よっ

●
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て行 われ,一 部 は学 校 区に よ って行 わ れてい る州 は23州 ある。

特 別区 は,消 防,土 壌保護,排 水,水 道,墓 地,住 宅,都 市 開発,下 水.学 校建 築

物,灌 慨,用 水,道 路,洪 水予防,公 風 病 院,図 書 館等特定 の機 能 を果 たす もの

で あって,全 国 で18,323に 達 してい る。

,

■

(4)地 方 自治体 の財政

地 方 自治体 の歳 入 は,1965s>66年 度 に おいて532億 ドルで あ るが,こ の うち税収

入 は274億 ドル(52%)で あ り,178億 ドル は連 邦 お よび州 よ りの補 助金 で あった。

税 収 入の87%は 財産税 で あ り,そ の他 の税収 入 と しては,登 録免 許税,販 売税,公

益 事業 税,所 得 税 が ある。 財産税 は不 動産 を主 とす るが,有 体 動産(家 庭用品,家

畜,自 動 車,設 備,在 庫 品等),無 体 財 産(金 銭,株 式,証 券 等)に も課税す る州 も

あ る。 財産税 の総 額 は238億 ドル に達 す るがピ その40%は 学 校 区(全 収 入の50%)

に,30%は 市町 村(全 収 入 の40%)に,20%は 郡(全 収入 の95%)に 帰属 す る。 財

産税 の徴収 は郡 が他 の徴税 権者 に代 って徴 収 す る もの,市 町村 が郡 の分 も徴収 す る

もの,市 が市 分 の もの を徴収 す るもの等,そ の方法 は 州 によ って まち まちで ある。

一般販 売税 は
,税 率0.5な い し1%(最 高3%)で 州税 と合 わせて最 高5%と な っ

てい る。 個人 所 得税 は7都 市(二 。.一ヨー ク,フ ィラデル フ ィア,デ トロイ ト・ ボ

ルテ ィ モア,セ ン トルイ ス,ピ ヅツバ ーグ,シ ンシナ テ ィ)と オハ イオ,ペ ンシル

バ ニア,ケ ンタ ッキ ー州 の全 市町 村 に認 め られて い る。

連 邦政 府 の補助 金 は総額 で131億 ドル(1965～66年 度)で あ り,1954～55年 度 の

それ に比 す る と4.2倍 と増 大 してい る。 連邦 補 助金 は大宗 が 州へ の支 出で あ るが・

9.2億 ドルは地 方 自治体 に直接 交 付 され,対 象事業 は学 校建設 運営,低 家賃住宅,

不 良住 宅地 区改 良,都 市改造,ゴ ミ処理 施設,空 港建 設 となってい る。 州の補助金

は168億 ドル(1965～66年 度)に 上 り,地 方 自治体 一般 歳 入 の31%を 占めてい る。

目的は,教 育(60%),民 生(17%),道 路(12%),そ の他 地方行 政一般 の援 助,州 の

ため に執 行 した行 政 に対す る交付 とな ってい る。

地 方 自治体 の歳 出額 は1965～66年 度 におい て540億 ドル であ るが,そ の48%,

258億 ドル は教 育 費で あ り,道 路費 に42億 ドル,民 生36億 ドル,保 健 衛生30億 ドル,

住 宅都 市 開発 に14億 ドル となっ てい る。
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(5)地 方 自治体 にお ける問題 点

地 方 自治体 は以下 の よ うな種 々の問 題 を包含 して い る。

① 地 方 自治体 の大部 分 が人 口,地 域 が限 られ て居 り,税 収 源 が制 限 されてい

る。

② 郡 内 に市町 村,郡 区,学 校区,特 別 区が あ って重 複 してい る。

③ 地 方行 政 に対 す る住民 の関心 が低 い。

④ 規 模 が小 さ く,財 政 が 弱小 で あるた め,ま た権 限 が狭小 で あ るた め,政 策

決 定機 関 が弱体 で あ る。

⑤ 行 政組織 が非能 率,時 代遅 れ で あ る。

⑥ 行政 官 の選 挙 に よる選 任 に伴 っ てスポ イル ズ ・シス テ ムが横行 してお り,

不 適格 な職 員が多 い。

民間団体 で あ る経 済開 発委 員会(CommitteeforEconomicDevelopment)は

地 方制度 の改革 の た めに次 の よ うに勧 告 してい る。

① 地 方 自治体 の数 を80%減 少 させ る こと。

② 地 方 自治体 の重 複 を制 限 す る こ と。

③ 選 挙民 の選 挙に よ る任 命は 議会議 員 と市町村 長 のみ と し,最 高責 任 者 を一

人 とすべ きで ある。

④ ス ポ イルズ ・シス テ ム を改 め る こと。

⑤ 郡 を近 代 化 す る こと。

⑥ 計画,財 政,執 行 に対 し広 範 な権 限 を与 える こ と。

⑦ 州の憲法 を改正 して,市 町村 の境界の変更 に弾力的に対処できるよ うにす

る こと。

⑧ 連 邦 ・州 の補 助金 の交 付 が特 定 の プ ロジ ェク トに対 して行 わ れて い るの を

改 め,地 方 自治体 が 自主的 に使 用 で き るよ うにす るこ と。

以 上 の よ うに,地 方制 度 にお ける欠点,ま たそ の改 革案 とも広 く意 識 され ,論 議

され ては い るが,現 制度 の 根幹 は米 国民 主主 義 の伝統 に由来 し,ま た そ れ を支 えて

い る もの も あるの で,い うべ く して一朝 一 夕 に改 革 す る ことは困難 で あろ う
。 この

よ うな問題点 の弥縫 策 と して登 場 し,次 第 に影響 力 を大 き く して来 た のが ,連 邦政

府 の大都 市 へ の直 接接触 で ある。1930年 代 にお い ては,連 邦政 府 は貧 民救済 事業 の
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援 助 につ いて のみ地方 自治体 と直 接取 引 を して来 たが,そ の範囲 を拡 大 して空 港 の

開発 と学 校給 食,FBIに よる犯 罪捜 査協 力,住 宅 ・都市開 発,病 院建 設,学 校 教

育 等 につい て も今 日直接 取 引 を行 な うに至 ってい るのであ る。

,

シ

`
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2.米 国の州お よび地 方 自治体 におけ る

情報処 理(EDP利 用)の 現状

は じめ に

米 国行 政機 関にお け るEDP利 用 状況 につ いて は,い ろ いろ と調査 が行 なわ れ てお

り,な か で も連邦 政府 につい ては,か な り正確 なデ ータが把 握 され てい る よ うで あ

る。 しか し州や地 方 自治体 とな る と,前 章 で もの べ た よ う に 組織 構造 が きわ めて

複雑 で,そ の数 も9万 以上 に及 ん でい る といわ れてお りとくに,郡 や市 以下 の地 方

自治体 にっ いての確実 な状 況 を把 握 す るこ とは 困難 であ る。

この よ うな状況 の中 で,全 米 市長 会(InternationalCityManagerAssociation

-ICMA)で は2～3年 ご とに全 米 の市 を対 象 と したEDP利 用状 況調 査 を実施 し

てお り,そ の結果 はおそ らくこの種 の デ ータ と しては唯一 の もの であろ う と考 え ら

れ る。最 新 の調 査 は1970年 に実 施 され たが,そ の方法 は まず,5000人 以上 の人 口を

有 す る全市 に対 し,EDP利 用 の有無 また は向 う5年 間 の利 用予定 の有無 を調 査 し,

そ の結果 をも とに さ らに追 跡調 査 と して,回 答 の あ った市 で人 口25,000以 上 でか っ

EDPを 利 用 してい る ところ を対 象 として詳細 なア ンケ ー ト調査 を行 な ってい る。

注1
以下 の内容 は,こ の調査 結果 をベ ース と し,別 に米 国行政 管理 協会(PublicAd-

ministrationService-PAS)を 訪問 して得 た各 種 資料,意 見 な どを参考 に とり

ま とめた もので ある。

亀

2.1EDP利 用 の ひ ろが り

(1)地 方 自治体

全米 でEDPを 利用 す る市 の数 は年 々増 加 してお り,表1の とお り,最 近 は急激 に

増 えて きて い る こ とが分 る。

行 政管 理協会 は非 営利 団体 と して1933年 に行 政機 関 の管理改 善 を行 な うた

め公共 的機 関 と して設立 された もので,コ ンサル テ ィング,調 査,各 種 調査

研 究 の公表 な ど を行 な ってい る。 協会 の組 織 は,マ ネ ジメ ン トに関 す る4つ

の部 か らなってお り,そ の中 で も最 も大 きい部 と して,PublicAutomated

SystemServiceが あ り,主 と して情 報 処理関 係 を担 当 してい る。

φ

注1
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表1EDPを 利 用 す る 市 の 増 加 状 況(1962年 一1970年)

人 口 区 分 市 の 数 1962 1965 1968 1970

250,000以 上 54 31 30 38 45

100,000～250,000 96 37 37 48 76

50.000～100,000 234 39 46 59 147

25,000～50,000 479 30 67 70 226

10,000～25,000 1,212 28 0 57 242

10,000以 下 1,846 13 0 0 108
「

合 計 3,921 178 180 272 844

ICMAの1970年 の調査 に よれば1予 備 調査 の対 象 とな った3β03市 の う ち回答 の あ

'
っ たのは1,562市 であ り,そ の うちEDPを 利 用 して いるの は844市(回 答市数 の54%)

で あった。 次の追跡調 査 では472市(予 備 調査 の回答 市1・562の中 か ら・人 口25・OOO

以 上 の もの12限 定)を 対 象 とし369市 か ら回答 を得 た。(表3参 照・),

予備調 査 の結 果,EDPの 利 用 が最 も行 なわ れ てい るの は,人 口別tでは50万 以 上 の

市,地 域 別 では西部,市 のタ イ プ別 で は中央 都市 型,そ して統 治型態 別 で は議 会 一

支 配人型 の市 で あ るこ とが分 る。 また回答 のあ った人 口5,000以 上 の市 の うちEDP

の利用 が最低 で あ った の は人 口1万 未満 の市 であ り,地 域的 には,西 部 を除 き北 東

部,南 部,北 中部 は大差 ない。 市 の タイ プ別 で中央 都 市 が特 別 に よい の は,そ の老

大 な人 口数 に よって説 明 で きる。

次 に追 跡調査 の結 果 で あ るが,回 答市369の うち70%がEDP利 用 を1959年 以降 に

開始 してい る こ とが分 か った。 表2に 示 す とお り,ig59年 頃 か らコ ンピュータの利

用 が は じま りtt1965年 を境 と して毎年 の導 入増加数 が急 に多 くな って きて い る。

表210年 間 にne・け るEDP年 間 増 加 数

1959 1960 1961 1962 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969

EDP導 入 数

(年間増加数)
12 23 11 22 16 17 33' 29 34 31 30

EDPに 使 用 してい る機器 の メ ーカに つい てみ る と,人 口]万 を こえる市 の中で は

IBMが 圧倒 的 に多 く人 口10万 をこ える とRCAとGEが そ れぞ れ,2位,3位 とな っ

てい る。 また人 口5万 以 下 の市 ではNCRと バ ・一ズが2位,3位 を占め てい る。

(表4参 照)
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表3市 に お け るEDP利 用 の 状 況(1970年)

予 備'調 査 追 跡 調 査

調査

対 象

回答のあった

市 の 数
利用 している 利用 してない 調査

対 象

回 答 の

あ っ た 市

'

」 ∨

市 の

数 (B)
%of
(A)

市の
数

%of
(B)

市ID

数

%of
(B)

市 の

数
市の
数

%of
(o)

合 計 303 工562 47

'

844 54 708 46

小合計 仏 口25000以上) 859 611 71 494 81 117 19 472 369 ,78

△ 口 規 模 別̀

500,000以 上 27 22 81 22 100 .0 0 22 20 91

鋤ooo～5㊤oo9 27 24 96 23 96 1 4
ト

23 22 96

100,000～ 宏0,㎜ 96 79 82 76 96 3 4 76 68 89

50,000～100,000 232 168 72 147 88 21

.

13 142 109 77

25,000～50,000 477 318 67 226 71 92 29. 209 150 72

10,000～ 宏,000 1,213 514 42 242 47 272 52 s.. ・.. .■ 念

5,000～10,000 1,231 437 35 108 25 329 75 .・ ・ ・ ・. .■ ●

1

'

地 域 別 `

北 東 部 943 375 36 168 50 167 50 90 ,69 77

北 中 部 1・091 466 47 230 48 236 51 131 99 76

南 部 887 416 47 225 54 191 46 128 105 82

西 部
,

472 345 73 221 64' 124 36 123 96 78

都市のタイプ別

中 央 都 市 型 290 228 79 205 90 23 10 199 170 85

郊 外 都 市 型 1,569 703 45 360 51 .343 49 171 129 75

孤 立 型 1,444 631 44 279 44 352 56 102 70 69

統 治 型 態 別

議 会 一市 長 型 1,608 535 33 199 37 336 63 125 86 69

議 会 一支配人型 1,435 856 60 610 .71 246 29 319 263 82

そ の 他 2601 71 27 352 49 363 51 284 205 71

`
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表4市 に お け る コ ン ピ ュ ー タ の メ ー カ ー 別 使 用 率

,

.

1

回答の
∨

コ ン ピ ュ ー タ
各 メ ー カ ご との機 種 利 用 率((B)の%)

あ った 利 用(リ ース 1 R G B H N u C F
人 口 規 模 または買取) u N N R

市 の数

(A)

市 の数

(B)

/Aμ)%
B

M

C

A E

R

R

O

Y

W

L

C

R

I
V
A
C

D

C

1

豊
N

500,000以 上 20 20 100 80 15 15 0 5 0 0 5 0
250,000～500,000 23 23 100 61 22 9 9 4 9 4 0 0

100,000～250,000 69 63 91 76 5 0 8 11 5 2 0 0

50,000～100,000 125 74 59 55 0 1 12 12 18 5 0 0

25,000～50,000 181 71 39 41 0 3 18 1 32 7 0 0

10,000～25,000 182 38 21 37 0 0 21 3 32 5 0 3
5,000～10,000 79 9 11 0 0 11 33 0 ・44 0 0 11

端末機 は㌍ 人 口10万 以上 の市 ではほ とん どが利用 してい る。 これ は中央 の コ ンピ

ュータ に連結 され てい るタイ プ ライ タの よ うな もので あ る。'自分 の ところ には コン

ピ ュー タを持 たない が,EDP利 用 を行 な ってい る市,つ ま り外 部 計算 セ ンタ ーを利

用 した り,タ イ ム ・シ ェア リング,共 同設備,会 計 機 な どを利 用 してい るの は人 口

10万 以下 の小 さな市 に多 くみ られ る。会 計機 を持 ってい る,人 口25,000～25万 ま で

の市 の50%～79%ま では,コ ン ピ ュータ導 入 の計画 を表 明 して い る。(表5参 照).

表5人 口5,000人 以 上 の 市 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 利 用 状 況

4

回答 コ ン ピ ュ
端末 外部計算セン パ ン チ ・カ ー ド ・シス テ ム

一 夕 ー タ ー ・タ イ ム

人 口 規 模

の あ

っ た 保 有
機の

保有

・左 ア リング

共 同 利 用 市
(A)の

市 あ
た り

コ ン ピ

ュ ー タ

変 換
予 定

市 の

数
市
の数

(A)
の%

(B)の

%
市

の数
ω
の%

の数

(C)
%

の平
均 保有

数

への変
換計画
中

年 の

平 均

500,000以 上 20 20 100 55 0 0 0 0 0 0 一

250,000～500,000 23 23 100 61 0 0 0 0 0 0 一

100,000～250,000 69 63 91 16 2 3 4 6 7 50 1971

50,000～100,000 125 74 59 1 32 26 19 15 8 79 1972

25,000～50,000 181 71 39 0 77 43 33 18 6 70 1972

10,000～25,000 182 38 21 0 103 56 41 23 4 66 1973

5,000～10,000 79 9 11 0 55 70 15 19 3 27 1972
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ところで,計 算 セ ンタ ーの利用 は,必 ず しも コン ピュータ のな い市 に限 られるわ

けで はな く,EDP利 用 の全市 の35%は そ の全業 務 につ い て計 算 セ ンター を利用 して

お り,12%は 部分的 に利 用 してい る。 大 きな市 ほ ど,部 分的 に利 用 し,小 さな市 ほ

ど全 面的 に利 用 して い るこ とが分 る。(表6参 照)

表6外 部 計 算 セ ン タ ー の 利 用 状 況

レ ,

全 面 利 用 部 分 利 用 利 用 な し

市 の数 % 市 の数 % 市の数 %

市の数(合 計) 270 35 95 12 409 53

入 口 規 模 別

500,000以 上 1 5 7 32 14 64

250,000～500,000 1 4 6 26 16 70

100,000～250,000 2 3 13 18 56 79

50,000～100,000 30 23 18 14 83 63

25,000～50,000 83 40 30 14 96 46

10,000～25,000 99 45 19 9 103 47

5,000～10,000 54 56 2 2 41 42

地 域 別

北 東 部 92 58 16 10 50 32

北 中 部 63 30 27 13 121 57

南 部 56 27 17 8 136 65

西 部 59 30 35 8 102 52

都 市 型 態 別
中 央 都 市 型 31 15 35 18 129 66

郊 外 都 市 型 139 42 39 12 152 41

孤 立 型 100 40 21 8 128 51

缶

表7EDP運 用 また は利用 計画 に関 す る市の 態度
,

EDPの 運用(ま たは利用計画)

についての質問内容

回答の あった

市 の 数(A)

YESと 答 え た 市

数 (A)の%

交 換 ベ ース な らば,ソ フ トウ エ ア や シ ス

テ ム の 売 買 に応 じて も よい か
289 266 92

他 の 自治 体 や 州 政 府 な どの デ ー タ ・バ ン

ク あ るい は情 報 シス テ ム を使 用 して い るか
311 75 24

EDP利 用の マス ター ・プランを持 って い るか 327 47 14

コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス を他 の 管 轄 先 へ

も提 供 して い るか
335 75 22
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表7はEDPの 運 用 ある いは今後 の利 用計 画 にっ いて の調査結 果 で あ るが,ソ フ ト

ウエ アな どの交 換利 用 は まだ なか なか無理 の よ うで ある。 また,EDPSの 効果 的推

進 に あた って重要 なのは5年 間 の マス タ ー ・プラ ンであ り,長 期 計画 や これに関 す

る と りつ けが な され てな い と,混 乱 や不 満足 な結果 が お こ りかね ない。1968年 に は

8%の19市 だけが マス ター ・プ ラ ン を作 成 していた が,1970年 には2倍 以上 の市 が

持 つようになっている。それにもかか らず全体 としては,ま だ14%に す ぎない ので ある。

⑯
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(2)州

デ ー タは少 し古 いが,表8に 米 国 にお ける主 な州 の コン ピュータ設 置状 況(1967

年現 在)を 示 そ う。

この表 か ら分 る よ うに,1965年 の第1回 調査 で回答 の あ った8つ の州 は・ 今 回 の

調 査 では回答 が なか ったが,そ の後 も引続 き,コ ンピュー タ を利 用 してい る こ とは

明 らか で あ るの で,41の 州 にお け る設 置台 数 の露 は,327台 とな る.ま た,こ れ

らの州 の人 口は全米 の91%を 占め てい る。 カ リフォル ニアで は34台 の コン ピュ ータ

が19の 部局 で,ニ ューヨ ークで は23台 の コ ン ピュータが12の 部 局 で,そ れぞ れ便 用

され て い る。 そ して,人 口密度 の高 い 州 の中 で,台 数 も部 局 の数 も ともに最 低 な の

はペ ンシルバ ニア州で あ る。

他 の調 査 によれ ば,ア リ ゾナ,ア ラバ マ,ア ーカ ンサス,デ ラ ウェア,ア イ ダ

ホ,ル イ ジアナ,モ ンタナ,ネ ブ ラス カお よびネバ ダの各 州 あわせ て,55～70台 が

使 用 され て いる模様 で あ り,従 って州 の各 部局 が保 有 してい るコ ンピ ュータ台数 は

艦 十で382～397台 に達 してい る と考 え られ る。 この数字 か ら判 断 して,年 間25～

30%の 増 加率 とな る。

州 の 中で,コ ンピ ュータ を最 も多 く利 用 してい る部 局 は,高 速 道 路 局 であ り,お

そ らく全 州 の コ ンピュー タの20～25%を 占め てい る と考 え られ る。 バ ーモ ン トを除

く全 州 が少 な くとも1台 を高速 道路 局 で使 用 してお り,2台 以上 を使 用 してい る州

もい くつ かあ る。

次 に多 く使 用 されてい るの は,財 政 ・財 務管理 の関係部局 で あるが,こ の場 合,'

部 局 の名称 や業務 内容 ・範 囲 な どは明確 でな いが,そ の中 には,監 査,会 計,財 務,

予 算 な どが含 まれ ている と考 えて よい。 これ らの部 局 は全体 の6分 の1て い どの コ
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表8州 に お け る コ ン ビi－ 夕 の 設 置 状 況

1964年 ～1965年 1966年 ～1967年

州 名 o

コン ピュータ

設 置 台 数

使用部局
の 数 要員数

∨

コン ピュータ

設 置 台 数

使用部局
の 数 要員数

ALASKA 3 3 35

CALIFORNIA 30 18 974 34 19 253

COLORADO 6 4 50

CONNECTICUT 7 4 168

FLORIDA 10 9 97 12 12 129

GEOR、GIA 11 11 174 9 7 79

HAWAII 3 NA NA

ILLINOIS 21 10 318

INDIANA 6 4 68

10WA 7 3 42 6 4 79

KANSAS 4 3 36D 9 3 37D

KENTUOKY 7 5 46' 7 6 57

MAINE 4 3 20

MARYLAND 4 4 46

MASSACHUSETTS 8 6 354D 8 7 78D

MIOHIGAN 7 7 75 10 9 217

MISSISSIPPI 4 4 39

MINNESOTA 5 4 35

MISSOURI 7 4' 196'

NEWHAMPSHIRE 1 NA NA

NEWJERSEY 8 7 362

NEWMEXICO 4 3 49 6 4 86

NEWYORK 21 13 272 23 12 358

NORTHCAROLINA 4 4 156

NORTHDAKOTA 3 2 16 3 2 23

O宜10 12 7 115 16 10 176

OKLAHOMA 1 NA NA

OREGON 7 5 54 8 6 65D

PENNSYLVANLA 4 4 234D 12 8 370D

RHODEISLAND 2 1 8E

SOUTHCAROLINA 6 5 26

SOUTHDAKOTA 2 1 7 2 1 NA

TENNESSEEl 2 2 15 4 4 41

TEXAS 9 7 308D 11 9 84D

UTAH 5 4 31

"VERMONT
2 2 14 2 2 16

VIRGINIA 12 7 85

WASHINGTON 10 9 119 14 9 173

WESTVIRGINIA 5 5 4

WISOONSIN 7 4 52 7 4 91

WYOMING 2 50

PUERTORICO 8 2 43

合 計 217 156 3,936 277 182 3,270
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θ

ン ピュータ を利 用 してい る。

ある部局 の保 有 してい る コ ン ピュータ を,PCSだ け しか持 た ない他 の部 局 が利 用

す る こ とも,と き どきみ られるが まだ本流 とは い えな い。 しか しコン ピュー タ利 用

の関 心 が高 まるにつ れてそ の傾 向 は増 大 す る と考 え られ る。

以上,表8に もとつ い てのべ たが,現 在 ではEDPの 利用 は全 州(50州)で 行 な わ

れてお り,そ の うち7州 ではEDPの 集 中管理 とサ ー ビス を実施 してい る。 他 の州 で

は,各 部 局 ご とに運 営 され てお り,そ れ を,あ る特定 の部局 が 全体調 査 を とるや り

方 にな ってい る。 また 州 は,自 身 が財 政援助 を行 なっ てい る各種 の学術 研究 機 関 な

どに大規 模 なEDP施 設 を保 有 してい る。

2・2行 政 体 にお けるEDPの 問題点 と可 能性

コ ンピ ュー タ関係 者 が しば しば 使 う言葉 に 「イ ンプ ッ トの限界 」 層「ア ウ トプ ッ ト

の限界 」 も しくは コ ンピュー タの限 界」 と言 うのが あ る。彼等 は この言葉 を,ど ん

な コ ンピュー タシス テムに も起 って くる制限 を指 し示 す もの と して用 い てい る。 行

政 にお け るADPの 将来 を表 現 す るのに うまい言葉 が あ る。 そ れ は 「想像 力 の限 界 」

とで も言 うべ きだろ うか。

誰 で もが為 した い と思 うこ とは何 事 で も,ハ ー ドウエ アは為 し得 るだろ う。 必要

な ソフ トウエアな ら何 で も作 成 す る こ とので きる要 員 が居 る(し ば しば地 方的 に は

要 員不 足 が発生 す る こ ともあ るが)。 しか もマ シン との コ ミュニケ ーシ ョンの問題

を単 純化 して くれ る言語 が現 在 手許 に存 在す る。 不 足 してい る ものは、 新 しい ア プ

リケー シ ョンを見 定 め るのに必要 な想像 力 なの であ る。 そ して公 平 に言 えば,こ れ

は また比較 論 として も言 える。 アプ リケ ーシ ョン思考 は技 術 力に何程 か遅 れて い る

の で あ るが,前 進 して はいる ので ある。

(])連 邦組 織

よ く見 れ ば,連 邦 ・州 ・地 方 自治体 の諸段 階 に亘 る政府間 に つ いて区 別 す る必 要

が ある。 歴 史的 に連邦 政府 は,シ ス テ ムの数 にお いて もア プ リケーシ ョ ンの数 に お

い て も州 や地方 政府 に先 ん じて来 て い る。 この状態 は まだ変 らないが,趣 く最近 で

は州や地 方 政府 での伸 び率 は,連 邦 組織 の非軍 事 領域 での伸 び率 に肩 を並 べ ある い
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はこれ を追 い越 してい る。

州 や地 方 政府 は新 しいア プ リケー シ ョンへ の限 りない可能性 を持 ってい る故 に,

州 ・地 方政府 にお け る伸 び率 の この傾 向 は続 くだろ うと思 われ る。 とは言 うものの

この傾 向 は連邦 レベル での ス ローダ ウ ンの結果 と言 うので はな くて,む しろ州 ・地

方政府 で の促 進 の結果 そ うなる こ とで あろ う。 連邦 組織 で は,行 き尽 く所 まで進 ん

で しま った と結論 しよ う と思 いた い時 に も,(シ ス テ ムの数 は数 年 間 に10倍 増 大 し

た)あ る新 しい開発分 野 が開 かれ て くる もので あ る。例 えば,新 たな 「偉 大 な る社

会」 プ ログラムが稼動 す る時 に は,保 健,教 育,福 祉分 野 に,疑 いな く極 めて迅速

に設置 され るで あろ う。 テ ィーチ ングマ シ ンや病 院用診 断装置 の如 き新 しい周辺装

置 や コ ン ピ ュ ー タ ・オ ペ レ ー シ ョ ン装 置 あ る い は コ ン ピ ュ ー タ コ ン ト ロ ー ル 装 置 が

出現 して,こ の よ うな傾 向 に とって技 術的 基礎 を与 えるこ とであろ う。

現在 連邦EDPで 成長 している分野 は対外 問題 にっ い てで ある。対外 問題 の分 野 に

とって,EDPは 苦労 して再 評価 を行 な うよ う要 請 され てい る首題 の一つ で あ る。 当

分野 で は,大 統 領管理 基金 を通 ・じて予 算 局 の協 力 と財 政参加 を得 てFAIME(Fore-

ig・nAffairsInformationManagementEffort)作 業 の第一段階 を丁度 完 了 した

所 であ る。 この作業 のため にDunlapAssociatesと 契約 したが,国 務 省 以下 関係

省 か らフル タイ ム勤 務 のス タ ッフが派 遣 され てタ ス クフ ォース を組 織 した。 探 究 し

た点 は,関 係各 機関 は どの範 囲 まで の情 報 ニーズ を持 って いるか,情 報 管理 の問題

EDPに ょ るオペ レーシ ョンの改 善 の問題 で あった。

最 初 に判 った こ とは,広 範 な分野 に亘 って共 通 の ニーズ,共 通 の問題 とそ の解 決

策 があ る とは言 うものの情 報管 理 問題 の大 きな分野 で各 省庁毎 に独 自性が あ る こ と

で ある。 この作業 が指 摘 す る所 に よれば,最 終 目標 と して各機 関 のサ ブ シス テ ムの

支援 を受 けた共通 の リアル タイ ム,タ イ ム シ ェア リング,ユ テ ィ リテ ィ型 コン ピュ

ータシス テ ムが必要 で あ るこ とで あ る。 この 目標 が達成 されれば,各 機関 の事務手

続 や組織 構造 に大 きな変化 をもた らす であ ろ う。 大 巾 にEDPを 採用 すれば,こ の よ

うな結果 はあ らゆる政府機 関 に発生 す る問題 であ る。 実際,政 府 内 のEDPの 発展 の

大 きな制約 をなす ものは,か か る変 化 につ い て想像 力 が欠 除 してい る こ とや偏 見 の

な さに欠 けてい る こ とで あろ う。 事実 これ は,新 しい機械 の応 用そ れ 自体 を見 分 け

る能 力が な い こ とよ りも遙 に大 きな制約 な ので ある。
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(2)州 のEDP

州や地 方 政府 にお け るEDPの 伸び率 が最近 急激 に促 進 した原 因 は何 で あろ うか。

っ まる ところ 私企業 間 の市場 競争 や連 邦政府 の軍備競 争 の よ うに,拍 車 をか ける緊

急 性 が あって の もの と判 るの で ある。 この緊急性 とは米 国 の社 会 の都 市化 とそ れが

州 ・地方 政府 に もた らす大 問題 で あ る。

幸 いに コン ピュータ とコ ンピュ ータ応用技 法 た とえば オペ レーシ ョンズ ・リサ ー

チ とが何 らか の解 決策 を提 供 して くれ る よ うに思 わ れ る。 新 しい機器 や技法 が,平

凡 な財務 管理 的仕 事 に加 えて政府 の実 体的 機能 につ いて の重要 な問題 に応 用 され る

よ うに なった。

州政府 では高速道 路 部門 が大 いに コン ピュー タに投 資 し,コ ン ピュータ装置 の グ

レー ドア ップ を してい る。 分散 された利 用者 と して,ハ イ ウエ イ部 門 は,リ アル タ

イ ム,リ モ ー ト入出 力,時 分割 シス テムへ と進 む技 法 上 の進 歩 のお かげ を蒙 って い

る。 ある場 合 に は,工 学的 お よび経 営管理 的分野 で も別個 の コ ンピュータ を使 用 し

てい る。 これ が大 勢 とな った ら不幸 な こ とであ る。 なん とな れば トータル システ ム

はエ ンジ ニア リング,経 過 分 析,在 庫 管理,原 価 計算,予 算管理,資 金 会計 に有機

的 に関係 して居 って,そ れ か ら利益 を得 る大 きな機会 が あ るか らで ある。 公衆 安全

問題 では,SDCの 設計 に よる 三 ユー ヨー ク州 の システ ムに よっ て著 しい可能 性が 出

て来 たが,こ れ は コ ミュニケ ー シ ョン網 で3,000ケ 所 の治安 機 構 を結 合 してい る。

デ ータ処 理方法 を,会 計,予 算,在 庫事務 に応用 した州教育 部門 は,そ れ らの本

質的 な方法 の分 析 のた めの管理 用 具 としての コ ンピューン の可 能性 を認識 してい る。

福祉 アプ リケ ーシ ョ ンや保 健 分野 での管理 上 の使用 は まだ幼稚 であ るが関心 は大 き

い。 ニ ュー ヨー ク州 は これ らの分 野 での オ ー トメ ーシ ョンに関 す る シ ンポ ジ ウムの

開催 を援助 して いる。

(3)都 市

州政府 が最新 の技 法 をます ます使用 してい るこ とは喜 ば しい が,そ れ はま た地 方

レベル での独 自の使 用 を支 援 し促 進 す る もの と して大 き な貢献 をな し得 る ものであ

る。 大 きな需要 や機会 の存 在 す るのは大都市 におい てで ある。 補助 金 とか他 の財政

手段 を通 じて,あ るい は教 育や計 画上 の協 力 を通 じて州 が してあげ る こ とは何 事 で
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も公益 に役立 つ であろ う。

公 衆 の安 全 は,州 レベ ル で と同様 に都市 政府 にお い て も最 も実 り多 いア プ リケー

シ ョンの一 つ であ る よ うだ。 最 近発表 された所 でも,自 動 車 窃 盗 犯 や 交 通 犯 罪 者

の逮捕 をニ ュー ヨー ク市 に よる コン ピュータ使 用 のお かげ であ る と強調 してい る。

現在 なお指紋 ファイル のオ ー トメ ー シ ョン化 に向 って進展 が続 け られてお り,VA-

ICOMと 称 され る装 置 に よ って顔 写真 集 か らコンピ ュータに よる写 真 の検 索 を可能

と してい る。

都市 区域 で は,公 共事 業 に コ ンピュ ータ の大 きな貢 献 がな され よ う。 大都 市 の物

的設備技 術 は30年 遅 れて い る。 この ギ ャ ップ を埋 めるの に必 要 な時間 を短縮 し,そ

の コス トを最小 限 に し得 る もの な ら何 でも都市公 務 員 に よ り熱心 に採 用 され るべ き

で あ る。

交通,水 道,下 水道,空 気 汚染等 の コ ン トロール を化学 プ ラ ン トや 石油精製 のオ

ー トメーシ ョ ンと同様 な方 法 でオ ー トメ ーシ ョン化 す る都市 プ ロセ ス コ ン トロール

が かか る貢献 をな し得 るこ とを約 束 してい る。 デ ィジ タル コ ンピ ュータ,高 度 な機

器構成,テ レメー タ機器 に よ ってかか る都 市問題 を解 決 し得 る と言 う事実 が,都 市

の物的 設備 計画 に素晴 しい新次 元 を劃 してい る。

しか しこの計画 は想像 力豊 か に行 わ れね ばな らず,伝 統 的 な計画 は見 事 な想像 力

と言 う特徴 に欠 けてい た。 フ ィラデル フ ィアの水道 局長SamBaxterが 書 いた よ う

に,「 私企 業 はプ ロセ ス工 業 で オ ー トメ ーシ ョンを益 々使用 してい るの に,一 般 に

政 府 に付 属 している水道 事業 や公共 事 業運 営 は遙 かに遅 れ て い る。 我 々は折 り返 し

の無 い地 点 に立 って いる。」

フィラデル フ ィア ではBaxter局 長 の言葉通 りに進 め られた。 水 配分 の コ ン トロ

ールの ために 自動化 シス テ ムが開発 され たので あ り,98ケ 所 の ポ ンプ置場 のデ ータ

が中央 の コ ン トロール セ ンタ ーに送 られ てい る。

現 存 の都 市 プ ロセ ス コ ン トロール の も一 つ の例 は トロ ン ト市 コ ンピ ュー タベ ース

交通 コ ン トロール シス テ ムで あ る。交 通渋 滞 が市 の将来 に脅威 を及 ぼす と判断 して,

トロン ト市 は交通 コ ン トロール 自動化 システ ムを設置 したが,そ れで は1,000個 の

交 通信 号 が コ ンピュー タ コ ン トロール下 に送信 され て来 て,信 号燈 変換 は現 実 の交

通状態 に適応 し,広 域交 通 戦略 が活 用 され よ うと してい る。 この システ ムに よって
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運 転 者 は運 転費 用 を年200万 ドル節約 す るこ とがで き,市 も道路 網 を改造 して渋滞

を救済 す るの に必要 とす る建設費 用2,000万 な い し4,000万 ドル の支 出 を回避 す る

こ とがで きよ うと推 測 され てい る。

ここに述 べ た傾 向 と発展,特 に州 や地方 政府 に関 す る こ とは喜ば しい こ とで あ る。

が安心 して しまって よい もので はない。 ある権 威筋 が連邦 政府 にっ いて語 った よ う

に,単 に情報 爆 発 を切 り抜 け る必要 が起 らない とこれまで は,EDP応 用 に動 き出 す

こ とがな か った ので ある。 この観 察 は連邦 政府 よ り下位 レベル の政府 には一 層 あ て

は まる ので ある。

2・3EDP利 用 の費用

(1)地 方 自治体

表9は 全 市 にお け るEDP利 用 の費 用 を表 わ してお り,こ れ に よる と,市 の人 口規

模 が大 き くな るほ どそ の出費 も増加 してい る。 そ して,人 口2万5千 人～5万 人 ま

での市 の出費 平均 額 は43,478ド ノじ,10万 人 ～25万 人 までの市 で は209,431ド ル,50

万人 をこ え る市 で は1.755,]58ド ルとな っ ている。費 目の うち,1,2位 は人件 費 と設

備費 で占 め られ てお り,人 口2万5千 人 ～5万 人 まで の市 の人件費 は平 均28,288ド

ル で設 備費 に は平均22,288ド ル を支払 ってい る。.人 口5b万 人 以上 の市 の人件 費平 均

は,869,526ド ル,設 備費 平均 は,669,421ド ル であ る。 また計 算 セ ンタ ーへ の支払 高

平 均 は,人 口5万 ～10万 まで の市 と50万 以上 の市 が最 も高 い。 外注費 平 均 と して は

人 口50万 以上 の市 と人 口10万 ～25万 の市 が最 高 で あ る。

計算 セ ンタ ー,タ イ ムシ ェア リング,ソ フ トウエ ア パ ッケ ージ,コ ンサ ル タ ン ト

の費用 は,大 きな市 よ りも小 さい市 の方 が比較 的 出費 額 は高 いこ とが分 る。

(2)州

州 のEDP費 用 につい ては,デ ータは少 し古 い が,表10に あげ てお く。 この表 で は,

各 州 の年 間 支 出額 を,人 件 費,外 注費,レ ンタル,各 種購 入 品,諸 経 費,そ の他 各

項 目に分 類 して あるが,州 によ っては,必 ず しも,こ の分類 に従 って ない ところ も

あ る。 いず れ に して も,人 件 費 とレンタルが全体 の90%を 占め てい るこ とが分 る。
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表9 市 に お け るEDP関 係 の 費 用

消耗品等 外部計算 タ イ ム ・ ソフ トウエア

人 口 規 模 人 件 費 設 備 費 外 注 費 パ ッケ ー ジ そ の 他 合 計
の購入費 セ ン タ ー シェア リング コンサノレタント

最高 $3,518,000 $820,000 $2,010,000 $50,000 $26,000 $349,000 $220,000 $163,000 $6,164,000

500,000以 上 平 均 869,526 111,211 669,421 38,000 10,333 220,000 48,333 45,429 1,755,158

最低 71,000 9,000 34,000 26,000 2,000 30,000 3,000 10,000 115,000

最高 732,000 121,000 742,000 20,000 7,000 16,000 96,000 89,000 1,595,000

250,00q-500,000平 均 256,190 34,350 239,500. 5,400
」

7,000 10,667 20,286 22,000 507,654

最低 30,000 4,000 18,000 1,000 7,000 6,000 3,000 1,000 31,000

最高 502,000 46,000 343,000 27,000 1,000 226,000 49,000 175,000 990,000

100,000-250,000平 均 100,290 12,898 93,967 9,615 1,900 33,929 13,375 17,000 209,431

最低 5,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 2,000 1,000 5,000

最高 196,000 30,000 186,000 45,000 69,000 75,000 79,000 12,000 364,000

50,000-100,000平 均 44,385 6,292 37.364' 11,172 16,200 10,833 16,900 2,667 80,478

最低 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

最高 259,000 92,000 151,000 45,000 14,000 58,000 10,000 20,000 480,000

25,000-50,000平 均 28,288 5,070 22,288 10,385 8,250 11,765 3,583 4,786 43,478

最低 1,000 1,000 1,000 1,000 2,000 1,000 1,000 1,000 1,000

パ
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表10州 に お け るEDP関 係 の 費 用(1966-1967)

丁・調査時期⑪刃
F

人 件 費

層

外 注.費 レ ン タ ル 各種購入品 諸 経 費
F、

そ の 他 合 計

Alaska 66 541,681 3,425 275,109 43,605 22,570 4,607 890,817

California 66 13,512,050 620,000 2,167,406 一 一 5,039,706 21,339,162

Florida 66 2,399,071 －

L 1,784,453 一 一 538,916 4,722,441

Georgia 65 1,642,954 30,480 1,781,683 251,186 2,,195 60,415 3,768,913
■.,

Hawa11 66 815,413
「

一 453,305 103,598 1,372,316

Illinois
「

2,373,360 2,737,360

Indiana 66 1,568,797 27,250 1,097,096 127,761 32,000
-

12,538 2,865,442

Iowa 66 602,056 『

」
845,676 65,000

、

10,338 一 1,523,070

Kansas 66 1,120,038 一 1,507,679、
i

一
、■

一 一 2,627,717

Kentucky 66. 940,000 12,800 1,071,000 200,000 2,223,800

Maine 66 323,966 30,000 255,720 一 一 609,686

Maryland 66 一 }

- 1,539,648 一 一 1,539,648

MassachU8etts 1,927,616 14,710 1,783,755 372,196 290,393 192,654 4,581,234

Michigan 3,155,363 一 . 1,351,368 4,506,731

Minnesota

Missouri 66

「

一 一 866,040

2,376,000
一 一 －F

866,040

2,376,000
N.且ampshire

N.Mexico 65 863,831 一 .849,179 一
・

=
一 1,713,010

N.York 66 8,900,000 1,075,000 4,700,000
.

824,000 } 255,000 15,754,000

N.Dakota

Ohio 66 3,027,540
一 2,689,001 306,986 147,000 4,762 6,175,289

Oklahoma

Oregon 65 1,496,004 一 1,324,788 174,219 一 一 2,995,011

Pennsylvania 65 4,044,788 一 2,962,631 一 一 一 7,007,419

S.Dakota 65
.

262,411 2,400 229,538 29,940 2,568 36,590 563,447

Tennessee 65 886β03 21,,006 '564
,026 115,825 一 38,593 1,625,753

Texas 65 1,864,584
,一 1,602,960 120,222 186,458 一 3,774,224

Vermont 66 115,500 16,000 100,000 31,500
・

5,000 一 .268,000

Virginia

Washington 66 2,940,400 一 1,940,496 4.880β96

W.Virginia 66 888,000 348,000 1,236.,000
・

Wisconsin 65 1,395,849 一 999,195 116,934 一 175,000 2,686,978

Wyoming 65 177,697 1,458 107,135 30,975 3,000
一 320,265

合 計 55,411,912 39,946,247 6,462,289 107,550,669



2.4'EDP要 員 の 問題'

(1)給 与

EDP要 員 の給 与 水準 を,市 と民間 につい ておお まか に比 較 した もの を表11に 示 す。

表11市 におけ るEDP要 員 標 準 給与

ス ー ノぐ一 シ ニ ア シ ス テ ム シ ニ ア

シ ス テ ム プ ログ ラマ オ ペ レ ータ
バ イ ザ ー ア ナ リス ト ア ナ リス ト プ ログ ラマ

全 市 の 平 均 $12,126 $12,407 $11,374 $10,192 $8,399 $6,788

民 間 企 業 12,896 10,764 10400
,

8,528 7,644 一

人 目規 模 別
1

500,000以 上 13,175 13,067 11283, 10,938 9,031 7,313

250,000～500,000 15,700 12,602 11188
,

10,189 8,542 6,858

100,000～250,000 11,498 12,220 11,262 10,336 8,379 6,943

50,000～100,000 12,303 12,274 11,252 9,862 8,443 6,943

25,000～50,000 10,636 11,043 13105
,

9,304 7,726 6,399

地 域 別
.

北 東 部 11,218 12,514 12292
,

10,435 8,610 6,498

北 中 部 12,472 11,906 、11,652 10,346 8,584 6,929

南 部 11,551 11,961 10,538 9,201 7,651 6,069

西 部
'
12,983 13,114 11,729 10,982 9,184 7,660

集中化されたED賠1鵯 13,412 12,337 11349
,

10,323 8,449 6,856

ス ーパバ イザ ー を除 けば,市 の方 が民 間 よ り僅 か に高 い。 高 い給与 が人 口の多 い

市 で支払 わ れ てい るが,、これ は必 ず しも画 一的 とは い えない。 システ ム ・アナ リス

トに関 して,最 も給 与 の高 いの は13,105ド ル に達 してお り,こ れ は人 口2万5千 ～

5万 の市 であ った。 ス ーパ バイ ザ ー の平均給 与 の最 高 は人 口25万 ～50万 市 で15 ,700

ドル,最 低 は人 口2万5千 ～5万 の市 で10,636ド ル であ る。 シ ニア ・アナ リス トの

給与 は,人 口2万5千 ～5万 の市 にお け る11,043ド ル か ら,人 口50万 以上 の市 にお

け る13,067ド ル まで あ りその差 は僅 か2,000ド ル であ る。 シ ニア ・プ ログ ラマ とフ.ロ

グラマの両 者 は,人 口の異 な る市 の間 で,平 均給 与 の差 は1,000ド ル ち ょっ とあるが,

機械 室 のオペ レー タに なる と,1,000ド ル 以下 の差 しかな い。 地域 的 にみ る と,南 部

は低 く西部 にゆ くに従 って高 くなる傾 向に あ る。 ま た,北 東部 と北 中部 はほぼ 同程
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度 で大 差 はな い。 集 中化 され たEDP部 門 に おけ る要員給 与 は,ア ナ リス ト,シ ニ ア・

アナ リス トを除 けば,集 中化 され てな いEDP部 門 の要 員給 与 よ りも高 い。

表12EDP要 員 給 与 の 推 移(1968-1970)

夕

`

ス ー ノこ

バ イ ザ ー

シ ニ_アシ ス ァ ム

ア ナ リス ト

一

シ ス ァ ム

アナ リス ト

シ ニ ア

プログラマ

● 一

フ ログ フマ オペ レー タ

キ ー

パ ンチャー

1970一
最 高

最 低

1968

$29,500

6,300

16,344

4,290

$16,871

7,752

-

一

$15,096

8,300

13,964

7,000

$15,950

5,400

　

一

$13,500

4,200

12,225

4,000

$13,420

4,017

11,340

3,200

$9,252

3,490

-

『

一
最 高

最 低

表12は,EDP要 員 の 給 与 が1968年 か ら,ど れ ほ ど 上 っ た か を示 し て い る が,と り

わ け,最 高 に 上 っ た の は ス ー パ バ イ ザ ー で1968年 に は16,344ド ル で あ っ た も の が,

1970年 に は29,500ド ル に も な っ て い る 。 昇 給 の 最 も低 か っ た の は,シ ス テ ム ・ア

ナ リス ト と プ ロ グ ラ マ の 二 つ で あ っ た 。

(2)要 員訓練 と人 事管理

表13は,EDP要 員に対 す る訓練 の方法 につ い ての統計 であ るが,,こ れに よ る と,

ス ーパバ イザ ー,シ ステ ム ●アナ リス ト,プ ログラマな どの要 員 や,直 接EDP

に関係 の ない,た とえば トップ ・マ ネー ジメ ン ト,部 門 の長 な どに対 し最 も一 般

的 に行 なわれ ている訓練 の方法 は市 または州 が レンタル ある いは購入 してい る コ

ン ピュータ ・メ ーカーの訓練 プ ログラム を利用 す るこ とであ る。 また ,オ ペ レー

タやキ ーパ ンチ ャ の訓練 は主 と して内部 で独 自の訓 練 プ ログ ラムに よってお り,

そ れぞ れ,76%,75%を 占 めて いる。

ス ーパバ イザ ー,シ ステ ム ・ア ナ リス ト,フ 。ログラマお よび トップ ・マネ ジメ

ン トや一般 管理 者 の訓 練方 法 と して第2に 利用 され てい るの は,外 部 の専 門研 究

機関,シ ンポ ジウ ム,会 議 な どに よる方法 で あ り,オ ペ レー タ,キ ーパ ンチ ャの

それ はメ ーカの訓練 プ ログ ラムに よ る方法 で あ る。

州や市 に おけ るEDP要 員 は,最 近 で はかな り訓練 され てお り,資 質 の向上 が計
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表13市vak・ け るEDP要 員 別 訓 練 の 方 法

回答のあ 内 部 学 校 の 専門の研究機関 メ ー カ

要 員 の区 分 正 科 の シ ン ポ ジ ウ ム そ の 他
った布教 プ ログ ラム 授 業 各種の会議など プ ログ ラム

ス ー パ バ イ ザ ー 196 41% 35% 68% 87% 3%

シス テ ム ・アナ リス ト 106 47 4ぎ 58 86 3

プ ロ グ ラ マ 177 52 43 30 89 2

オ ペ レ ー タ 216 76 20 8 57 2

キ ー パ ン チ ャ ー 203 75 27 4 38 1

一 般 監 理 者
,ト ッ プ 153 35 18 63 67 3

られ,経 験 の度 合 も高 くな って きてい る。 これに は,つ ぎの三 つ の要 因 が考 え られ

る。

① 大学,職 業 短 大,高 校 にお ける コ ン ピュー タ ・サ イエ ンス の コース が拡大 さ

れた こ と

② 要員 の採 用,選 択 に際 し,そ の背景 とな る資 格 ・経験 を重 視 す る傾 向 にな っ

て きてい る こ と

③EDP関 係 の各種 団体 が実 施 してい る技 術者資 格に関する検 定試 験制 度 の影響

を大 き く受 け てい る こ と

あ る行政 体 で は,要 員 の資 質 は,キ ャ リア ・パス に よる管理 方式 によ って も改善

されて いる。 この人 事管理 手 法 によ ってEDP業 務 の各 内容 に応 じた一 連 の ポジ シ ョ

ンが創設 されてお り,こ れ らは要 員 の経 験 やす で に認証 された資格 をベ ースに して

昇進 を行 な う際 に も利用 され でい る.ま た,こ れ らと併 行 して,公 式 あ るいは非公

式 の教育 ・訓練機 会 が与 え られ て い る。期待 され る成果 は,自 己 の業 務遂 行能 力 と

パ フォ ーマ ンス によ って昇進 がで きる とい う認識 の も とに要員 み ず か ら自己啓 発 の

動機 を持 て る こ とに あ る。 この よ うに して,パ フォ ーマ ンスの改善 に よって,多 大

の効 果 をあげ,要 員 の モ ラル を高揚 し,一 方,転 職 の度 合 を減 少 させ よ うとす る も

ので ある。'

EDP部 門 の業 務 は,ま す ます 複雑化 してい るた め,要 員 の果 たす個 々の役 割 を,

一 つ の職 業単位 として分 類 す る こ とが行 なわ れ てい る
。 以前 は クラ ークがオペ レー

タへ,オ ペ レータ はプ ログラマヘ… …… システ ム ・アナ リス トへ と移 ってゆ く共 通
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のパ ター ンがみ られ てい たが,最 近 で はあ る変 化 が起 って お り,EDP要 員 の主 要 な

機 能 が他 の機 能 か ら独 立 して,完 全 に一 つの職種 と して成 り立 つ傾 向 に ある。 この

よ うに して,シ ステ ム設 計 や プ ログ ラ ミングに従 事す る者 は,そ れぞ れの範 ち ゅ う

に その まま残 り,他 のオペ レータ な どは,そ の分野 の中だ けで独 自性 を発 揮 しよ う、

としてい る。 いず れ の分 野 に属 す る者 も,そ の各分野 の中 では,等 しく昇進,昇 給

の機 会 が与 え られ,さ らに管理 職 への道 も夢 で はない ので あ る。
レ

2.5EDP部 門の位 置 づ け(組 織 問題)

(1)地 方 自治体

EDP部 門 の組織 構造 は,デ ー タ処理業 務 が一 つ の部局 におい て集 中的 に行 なわれ

て いるか,あ るいは,幾 つ くかの部局 に分散 して行 な われ てい るか に よって異 な っ

て くる。 集 中化 の場 合 は通 常,特 別 の部局(殆 どの場 合,財 務 関係 の部局 である)

で行 われ るか,ま たはEDP専 門 の部局 となるこ とが多 い。EDP専 門 の部局 の場 合,

自身 の業務 は,も っぱ ら,市 全体 の業 務 の うちデ ー タ処理 に関 した事項 を担 当 して

い る。EDP導 入 と伺 時 に集 中化 を行 な うケ ース とい ったん導 入 して何年 か後 に集 中

化 を行 な うケ ース の二 つあ る。EDPの 集 中化 を行 なって い る190の 市 につい て調 査 し

た結果 では,そ の51%が 導 入 と同時 で,27%は,5年 以 内 に,12%が6～10年 以 内;

また10%が11年 以 上後 に集 中化 を行 な ってい る。

表14に よれ ば,こ の15年 間 で集 中化 がか な り増 加 してい る こ とが 分 る。'その増 加

の割合 は,1965年 あた りが ピー ク とな って お り,1970年 に は,人 口10万 以上 の市 の

75%が 引続 き集 中化 を行 な って き てい る。

EDPの 集 中化 を行 な って いる ところ では,デ ータ処理 の担 当部 門 は財務 関係 の部

局 とな ってい るケ ースが62%も あ るが,こ れは人 口が50万 人以上 の市 にな る と,そ

うはい えな くなる。EDP専 門 の部 局 を設 置 して い る市 は,人 口で い えは50万 人 以;

上 と10万 ～25万 人 であ り,地 域 的 に は南部 に多 くみ られる。 ただ し,そ の割 合 は,

それぞ れ全体 の30%に す ぎ ない。 ,V・ず れに して もEDP専 門 の部局 を持 ってい る市 は

全 体 の24%に す ぎな い。 また,市 の各部局 がそ れぞ れ,デ ータ処 理 の責任 を持 って

い るのは,全 体 の5%に す ぎな いが,傾 向 と しては北東 部 の市 あ るい は人 口2万5

千 ～5万 の市 に多 くみ られ る。 表15は デー タ処理 の担 当部 局 を示 した統 計 で あ る。
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表14EDP部 門 の 集 中 化 の 傾 向(1942-70)

集 中 化 1942一 1956一 1959一 1962一 1965一 1968一

回 答 し て い る 55 58 61 64 67 70

人 口区分
市数(A 市数

㈲
Aの

%
市数 Bの

%
市数 Bの

%
市数 Bの

%
磁 Bの

%
市数 Bの

・% 噺 Bの

%

合計(全市) 369 190 51 10 5 10 5 24 13 28 15 59 31 59 31

500,000

以 上
20 16 80 3 1 2 1 1 1 4 2 4 2 2 1

250,000

～ 22 19 90 2 1 1 1 一 一 5 2 8 4 2 1

500,000

100,000

～ 68 50 75 4 2 4 2 9 4 12 7 11 5 11 5

250,000

50,000

～ 109 61 54 1 1 2 1 8 4 2 1 24 12 24 12

100,000

25,000

～

50,000

150 44 30 一 一 1 1 6 3 5 2 12 7 20 10

表15EDP担 当部 局の種 類 とその 割合

EDP担 当
部局

EDP専 門部局 財務関係部局 各利 用 部局 そ の 他

市の区分
市の数 % 市の数 % 市の数 % 市の数 %

合計(市 の数) 77 24 200 62 16 5 32 10

人 口規 模 別
、

500,000以 上 6 30 7 35 一 一 7 35

250,000～500,000 5 23 11 50 一 一 6 27

100,000～250,000 20 30 39 59 1 2 6 9

50,000～100,000 20 20 65 66 6 6 7 7

25,000～50,000 26 22 80 66 9 7 6 5

10,000～25,000 一 一 一 一 一 一 一 一

地 域 別

北 東 部 12 23 33 64 5 10 2 4

北 中 部 19 21 57 63 6 7 9 10

南 部 28 30 53 57 2 2 10 11

西 部 18 20 59 65 3 3 11 12

市 の タ イ プ別

中 央 都 市 型 43 27 87 54 8 5 23 14

郊 外 都 市 型 24 22 75 68 4 4 6 6

孤 立 型 10 11 40 69 4 7 4 7

統 治 型 態別

=一=一 舌 長 型 17 22 49 63 2 3 9 12

議 会 一 支 配 人 型 58 25 142 61 14 6 20 9

そ の 他 2 13 10 67 一 一 3 20
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次 に,EDPの 担 当部局 と業務処理 内容 との関係 をみ てみ る と,(表16参 照)EDP

専門 の部 局 の場 合,よ り複 雑 な業務 を遂 行 してい る とい える。EDP専 門 の部局 は,

モデ リング,シ ミュ レーシ ョン,あ るい は,'各 種 の政 策 目標 ,計 画,プ ログラムな

どの評価 に関 す る業務 にお いて は他 に比 して2倍 以上 の仕 事 を してい る。

表16EDP担 当部局 と業務 内容 との関連 性

EDP業 務 の 範 囲 EDP

専門部局

財務関係

部 局
個別担当
部 局

そ の他

デ ータ処理 に関す る基本的共通的なもの 66% 77% 63% 78%

各 ユ ー ザ ー の 要 求 を充 足 さ せ る こ と 47 34 38 38

市 政 全 般 に亘 る各 種 プ ロ グ ラ ム の 管 理 ・

統 制
31 22 12・ 17

各部局 または機能別の各種プログラムの

管理 ・統制
44 35 13 17

モ デ リ ン グ,シ ミ ュ レ ー シ ョ ン,政 策 目

標,計 画 な ど の 評 価
13 5 一 6

(2)州

州 にお い ては,1965年 頃 か ら,コ ン ピュータ を経 済 的 に使用 す る 目的 で,州 政 府

内部 で の共 同利 用 あ るい は一 ケ所 の部 局 に集 中 して ここでサ ー ビス を行 な う方法 が

とられ て きた が,こ の傾 向は最近 で も盛 ん で ある。 多 くの州 では,監 査 あ るいは財

務 関係 のよ うな 中央 の部 局 の部門 と してEDPサ ービス部門 を設置 し,既 設 の装置 や

今後 新設 す る各種 機器 の共 同利 用 を計 ろ うと してい る。 その型 態や役 割 は州 に よっ

て まち まちで あ り,た とえば,ミ ズ リ一州 の記録 管理 セ ンタ ー(RecordsManag-

ementCenter)で は,各 種 ファイ ル の維 持 や利用 だけ でな く,個 々の部局 が収 集す

べ きデ ータ につ い ての提案 を も行 な ってい る。 ハ ワイ州 で は1963年 に州 の全設備 を

3ケ 所 の コ ンビ=L－ タ ・セ ンタ ーに集結 す る計画 をた て,1967年 現在 で,2ケ 所 の

セ ンタ ーが フル に稼 動 してお り,同 年 中 には第3の セ ンタ ーが完成 す る予 定 であ る
。

ジ ョージ ア州 の コ ンピ ュータ ・サ ー ビス ・セ ンターで は,州 内の小 さな官署(自

身 で は コ ンピュ ータの設 置や要 員確保 が採 算 に乗 らない ところ)に 広 くサ ー ビス を

行 な ってい る。

しか しな が ら,こ の よ うな コン ピュータ'の集 中利用 化 の努 力に対 して法 規上 の障
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害 も出 て きて い る。 イ リノイ州 で は,州 議会 にお いて,1965年 に経営情 報 室(Ma-

nagementInformationDivision)を 設 け るこ とが決定 され,こ この役 割 は州知

事 の管 轄 の下 で 州 内各 部 局 間 で のEDP利 用努 力 を調整 す る こ とにあ った。選 挙 で

選 ばれ た役 人 を長 とす る部 局へ の協 力 は可能 で はあ るが,そ れは あ くまで も任 意 の

形 で しかな い。 他 の州で は,職 員 の機 密 に触 れ る よ うな,あ る種 のデ ータ処理 に際

し,こ のこ とが その よ うな 目的 で装 置 を共 同利用 してはい けない とい う連 邦 の規定

と衝 突 す る とい うこ とが判 明 したこ

　

この よ うな事情 に もかか わ らず,集 中化 された コ ンピュータ ・システ ムに はメ リ

ッ トが あ り,そ の評価 は最 近 の高 価 な タイ ム ・シ ェア リング ・シス テ ムの開発 と と

もに 日増 しに高 まって きてい る。

ア ラス カ;カ リフ ォル ニア,ニ ュー ・ハ ンプシ ャな どの州 で は,早 くか ら民 間 の

コ ンサル タ ン トに依頼 して,州 全体 に亘 る情報 シス テムの転換 を 目標 にそ の具体 的

な手続 きを研 究 してい る。 オ レゴ ン州 の経営情報 室 で も10年 計画 をた てて,7つ の

オ ンライ ン ・コ ンピュータ を使 用 した州全体 を統一 で きる情報 シス テ ムへ の移行 を

目指 して いる。

多 くの州 では,1965年 か ら1967年 にか けて,集 中化 された情報 シス テ ムの開発 に は

直接 関係 な い か も知 れ ない が,各 種 の委員 会 を設 置 した り,研 究 を行 な った り,デ

ー タ処理 手続 の標 準化 や コ ン ピュータ の新 規導 入 に対 す る必 要性 の評 価手続 の設定

な どを行 な って きてい る。

以上 の例 か ら分 るよ うに,州 政 府 にお けるデ ータ処理 は集 中化 ・総 合化 へ 向 って

お り,一この傾伺 は,タ イ ム ・シ ェア リングや端末指 向型 の シス テムの開 発 と ともに

ます ます 高 ま って ゆ く と考 え られ る。

(3)EDP部 門 の内部組織 と機 能

EDP部 門 の内部組織 に は あま り大 きな変 化 は生 じてな い。 最 も効果 的 で広 く行 な

わ れ てい る組織 構造 は,ピ ラ ミッ ド型 で,通 常,部 門下 に"総 括","シ ス テ ムお よ

び プ ログラ ミング';"オ ペ レー シ ョン"の3つ の部 が おか れてい る。一 部 には,デ

ー タの作 成 ・管 理 が コン ピュ ータ利 用部 門 へ移 行 され て くるにつ れ て組織的 には大

きな変化 は ないが,オ ペ レー シ ョンの部 門 にお け るデ ータの取 扱 い機 能 が減少 して
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きてい る。

比 較 的大 きな行 政体 では,オ ペ レー シ ョンズ ・リサ ーチや科 学 技術 ある いは統計

的 な適 用業務 の ために別個 の部 が創設 され て きてい る。 これは調 査 ・研 究 部 門 の一

つ と考 えて もよい もの で,た とえば,モ デ リング,シ ミュ レー シ ョ ン∴ 統 計,市 場

分 析,グ ラ フィ ックス,技 術計 算お よび,こ れ らと関連 のあ る プ ロジ ェク トで事務

処理 的 性格 を もたない ものに関 して コ ン ピュータ を利用 している。小 規模 の行 政体

で は,'こ の よ うな仕事 は 〆システ ムお よび プ ログ ラ ミング"部 門 が特 別 の プ ロジ ェ

ク トと して取扱 ってい る。

お そ ら く,組 織上 の最大 のイ ンパ ク トは,コ ジピ ュータを利用 す る側 の部 門 に与

え られ てい るの では なかろ うか6っ ま り,デ ータの管理 ・・入 力 ・検索 あ るいは フ ァ

イルの 品 質 に対 する責 任 が利用 部門 の方 へ移 って きて い るためで,ダ イ ナ ミックな

デ ータ通信 シス テ ムの運営 にお いて は,こ れ らの課題 は きわめて重要 であ り,こ れ

の管理 や職 員 の訓練 にっ い ては特 別 の処 置 が要 請 される ところで あ る。

2・6業 務適 用

州 お よび地 方 自治体 にお け るEDP適 用業 務 にっい て一般 的 にい えは,適 用 対 象 は

財 務,会 計,在 庫,公 益 事業,予 算 ・設備 管理 の よ うな定例定型 的 な もの か ら,治

安,裁 判,矯 正,プ ロセス ・コ ン トロール,技 術設 計 お よびORに 至 る高 度 のす ぐ

れ た システ ムづ く りに亘 ってい る。 当初,適 用 対 象 は,EDPの 投 資効 果 が直 ちに,

しか も最 大限 に発揮 で きる必要 最低 限 の事務 処理分 野 か ら始 めるのが通例 で あ り;

も う少 しす すん だ ところ では,こ れ をベ ース と して,さ らにす ぐれた,そ してそ の

効 果 が直 ちに計 量 で きない よ うな分野 をも対 象 と して きてい る。EDPの 広 範 な適 用

の結 果 と して大 規模 の ところで は,デ ータ ・バ ンク,経 営情報 ・計 画 システ ムへ と

すす ん で いる。 市 お よび州 にお け る適 用 業務 の詳 細 につ いては 皿各 論第1章 で のべ

るこ と とす る。

2・7外 部 コンサ ル タ ン トの利 用

EDPシ ス テム の開 発 は,通 常,内 部職 員 の業務 と して行 なわ れ てい るが,小 規 模

の自治体 で はあ る程度,外 部 の協 力 を仰 い でお り,ま た,担 当者 の能 力 をこ える特
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殊 な プ ロジ ェク トの場合 はや は り外 部 の支 援 を うけてい る。 シス テム設計 や ソフ ト

ウ干ア のパ フォーマ ンス に対 す る要 求 内容 がお互 いに一 致 してい るよ うな政府 間 で

は,そ の システ ムや ソフ トウエ ア を融通 しあ って使 用 す る傾 向 が増 えてい る。 また,

ユーザ ー の要 求 に あった プ ログ ラムであ れば,メ ーカ ー提供 の もの を,そ の まま使

用 す る こ ともある。 一般 に,小 規模 の ところ では,既 存 の シス テ ム をそ のまま流用

し,機 械設 備 を これ に合わ せ る傾 向 に あるが,一 方,大 規模 の ところで は,特 殊 な

要求 内容 をも満 すた めに,自 身 の シス テム とソフ トウエ ア を開発 しよ うとす る傾 向

にあ る。

デ ータ は少 し古 い が,1967年 の調査 では33の 州 の うち12の 州 が,コ ンサ ル タ ン ト

を利用 してお り,そ の うちの い くつ か は,か な り大規 模 の もので あ る。

第3世 代 の機械導 入 に ともない,コ ンピュー タが,社 会 福祉,職 業訓 練ジ教 育,

都市 再 開発,各 種 の公害 問題 な どの領域 で有 効 に活用 され る よ うにな って くる と,

これ らの諸 問題 には,シ ミュ レーシ ョ ン,モ デ リングな どの高 度 な手法 が必要 とな

り,こ こに優 秀 な システ ム分 析者 が要請 され る よ うに な った。 また,外 部 コ ンサル

タ ン トは,単 に,専 門技 術 だけで な く,問 題 解 決 に際 して,客 観性 と忍耐 力 を有 し

てお り,・これ らは,州 内部 の マネ ー ジャ ーの中 には,な か なか見当 らな い もの であ

る。 さ らに,シ ス テム開発 に 当 って従 来 の伝 統的 なや り方 を修 正 してゆ く場 合 に発

生 す る州内各 部局 間 の摩 擦 を解決 す る一 つの方法 ともな る。

この よ うな こと を考 える と,ど の よ うな コンサ ル タ ン トを選 ぶ か とい う問題 がお

きて くる。EDPシ ス テ ムや ソフ トウエ アに関 す るア ドバ イ ス は,何 百 万 ドル に も及

ぶ商 売 に な って きてい る。 そ して,こ れ らの大 規模 な契 約者 の い くつ かは,非 営利

団体 一大学 関連機 関 で ある こ とが少 な くな い 一であ るた め,あ る州が民 間 の コ ンサ

ル タ ン トと非営利 団体 の両方 に関係 した よ うな場 合一部 に問題 が 発生 してい る。 そ

れ は,民 間 の コンサ ル タ ン ト会社 は,州 の大学 教授 をそ の会 社 の コ ンサル タ ン トと

して雇 用 して い る とい う事実 が あ るか らであ る。

い ず れに しても,多 くの州 で は,大 学 の コ ンピュ ータ ・セ ンタ ーがそ の地域 にお

け る最 も優 秀 なEDP専 門家 を数 多 くかか えてお り,従 って,州 のシステ 今が大 き く

な り複 雑 に な るにっ れ て,州 と大学 の専 門家 の よ り密接 な関 係が期待 され るので あ

る。
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2.8コ ン ピュー タの 使用 方法(オ ンライ ン,オ フラ イン,リ モー トバ ッチ な ど)

EDP適 用業務 の大 部分 は,バ ッチ処理 が 中心 であ るが,採 算 の とれ る特定 の分 野

では,オ ンライ ン方 式や リアル タイ ム方式 が利用 され て いる。1960年 代 の初 期 に行

なわ れ た,バ ッチ処理,す なわ ち,原 始 デ ータ を収集 してキ ーパ ンチ ・セ ンターへ

送 り,紙 カー ドに して コ ンピュ ータにか け る とい うや り方 は,最 近 で は大 き く変 っ

てきて い る。大量 デ ータの処 理 に は,従 来 の カー ドパ ンチ に代 っ て,キ ー ツーテ ー

プ,キ ー ツーデ ィス クに よ る方法 が利 用 され るよ うにな った。 そ の大部 分 は,磁 気

テ ー プ をオ フ ライ ンで デ ータ処理 セ ンターへ送 り,そ こでバ ッチ処理 用 の コ ンピュ

ータに かけ る使 い方 で あ る
。 キ ーツ ーテ ー プ用 の機器 の種 類 は漸 次増 加 しつつ あ り,

リール とカセ ソ トの両 方 を備 えた もの,標 準 的 なタイ プ ライ タ ・キ ーボ ー ドをも っ 一

た もの,あ るいは,な かに は磁 気 テ ープに記録 す る前 にデ ータ をビデオ ・デ ィス プ

レイ で確 認 で きるよ うな もの もあ る。 ほ とん どの機器 には,記 録 す る以 前 にデータ ・

チェ ックがで きる よ うに何 らか の方 法 でバ ッファ機 能 が つ け られて い る。 テ ープ ツ

ーデ ィス クも漸次使 用 され て きてい るが
,こ の技 術 の経 済 性 を確 認 す るた め には,

なお その費用 効果分 析 が必要 とされ てい る。

デ ータ通信(On-1ineteleprocessingmethods)の 利 用 も急激 に増 加 しつつ あ

る。 ビデ オ ・デ ィス プ レイ'とつ なが ったハ ー ド・コピー用 の機 器 の性能 が よ くな っ

たた め,ビ デオ ・ター ミナル は ます ます多 く採用 されつ つ ある。 その理 由 は,低 価

格,高 速 デ ータ伝 送(4800BPSま で)あ るいは入 力,検 索,表 示 の多 方面 にわ た

る利 用 が可能 であ るか らで ある。 コ ンピュータの側 につ い てみ る と,大 きい記憶 容

量 と小 さい が効 率 の よい デ ータ通 信用 の ソフ トウエ アのお蔭 で マ ルチ プロ グラ ミン

グが大 い に利用 され てお り,そ の場 合,バ ック ・グラ ン ドと して のバ ッチ処理 に悪

影響 を与 えず に,フ ォ ーグ ラ ン ドで処理 が行 わ れてい る。

民 間 では,コ ンピュー タ の利用 部門 がみずか ら端末 機 器や オ フライ ン ・システ ム

(た とえば テ レックスの よ うな ものや,オ ンライ ン ・デ ータ収 集 方式 に よ るものな

ど)を 使用 管理 す る方 向 に む かいつ っ ある。 従 って,す べ ての原始 デ ータの入 力や

デ ー タ ・フ ァイル の質 の確 保 は,利 用 者側 の責任 とな っ てお り,コ ンピュ ータ室 は

フ ァイ ルの管理 や処理 容量 に だけ注意 す れば よい。 こ の こ とは,利 用 す る側 の多部

門 が コ ン ピュータ施設 を共 用 してい るほ とん どの行 政体 にお い ては,事 実上,内 部
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におけ る タイ ムrシ ェア リングの状態 に ある とい って よい。

このよ うに,デ ータ の管理 は利用 者側 が行 ない コン ピュータ室 では ファイ ル の管

理 や デー タ処理 を行 えば よい といっ たよ うに環境 が変 って くる と,専 門職種 と して

の"フ ァシ リテ ィ ・マネ ー ジ メ ン ト"の 利 用 が増 大 して くる。 フ ァシ リテ ィ ・マネ

ー ジメ ン トとい うのは,あ る有 能 な コン ピュータ ・コ ンサル タ ン トあ るい はサ ー ビ

ス会 社 が コ ンピュー タ施設 の技 術 的 な運営 を一貫 して行 な うこ とで,そ の中に は,

人 的資源 の提供,機 器 や シ ステ ム ズ ・ソフ トウエア の維 持,管 理運 営 に責任 を もつ

こ とも含 まれる。 コ ンピュ ータ機 器 その ものは行政体 の財 産 であ るが,そ の管理運

営 に関 す るすべ てのサ ー ビス は契 約 に もとつ いて行 なわ れ る。 そ の場 合,行 政体 の

側 が行 な うのは,先 に のべ た よ うに,デ ータ管理,入 力,検 索 な どだ けであ る。

こ こで デー タベ ース シス テ ム につい て簡 単 にふ れ てお こ う。 デ ータ ベ ース シス テ

ムは,大 規模 の行政 体 で は広 く使 用 されてお り,そ の理 論,概 念 は,誠 に素 晴 しい

もので ある。 しか し多 くの部 局 が デ ータベ ースに ア クセ ス し,ま た情 報 の流 れ につ

いて の責 任 を もっ てい る ところ では大 きな問題 が生 じてい る。 デ ータベ ース につ い

て,広 範 かつ厳 密 な編 集 制御 が な く,ま たエ ラー ・デ ータ の識 別 にっ い て十分 な配

慮 がな されてな い と,エ ラーは増 加 す るば か りである。 この こ とは,確 に,い くつ

かの部局 が端 末 で の更新 手続 を利用 して,デ ータベ ース を上 手 に使 っ てい るこ とで

も明 らかであ る。 一般 的 に,デ ータ ・ベ ースはす ぐれ た制御 とエ ラ ーチ ェックの手

法 が適 用 され ては じめて有 効 な もの とな るが,も しそ うでな い と,き わ めて不 正確

な ものにな って しま う可能 性 が あ る。 デ ータベ ース は,こ の よ うに複 雑 な もので あ

る ため,原 則 として,大 規 模 の ところ だけで利用 され てい るにす ぎない。

プ

2・9費 用効果

EDPの 設備 お よび シス テ ムの運 営 にお け る費用 効果 の問題 は真剣 に取上 げ られて

きている。 当初 の コ ンピ ュータ の神話 性 はす で に うす らいで きてお り,ほ とん どの

行 政体 で は,現 在 で は,コ ンピ ュータの導 入 ・拡 張 に先立 って確 た る採 算性 が要 求

され てい る。 また コ ンピ ュー タ設備 の費 用 は,シ ステ ム運 営 のご く一部 にす ぎな い

との考 え方 に た って,開 発 コス トの あ らゆ る要 素 が検 討 の対 象 とな ってい る。

大型 コン ピュータ を使 用 してい る ところでは シス テム運 営 の コス トをつね に監 査
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す るための システ ムが設 け られてお り,個 々 のシス テム運営 に要 す る コス トを計算

し,そ れ によ って もた らされ る便 益 を評価 で きる測定 技 法 が各種 考 案 され てい る。

コン ピュータ と要 員 に比較 的 高 い コス トの掛 ってい る ところ は勿論 の こ と,大 規 模

の運 営 を行 な ってい る とこ ろでは,っ ね に監 査 を実 施 してゆ くこ とが重 要 で あ る。

新 しくシステ ム を開発 した り,拡 張 す る際 の費用 効果 を決定 す る手段 と して,EDP

に関す る フ ィジ ビ リテ ィ ・ス タデ ィの活用 が増 えつ つ あ る。 こ の方法 は,コ ン ピュ

ータ適用 につ いて ,あ らゆ る要 素 を十分分 析 して,計 量 化 で きる もの,で き ない も

ののすべ て を数学 的 ベ ース に変換 し,比 較 検討 を行 な うもので ある。 フ ィジ ビ リテ

ィ ・ス タデ ィは うま く利用 す れば経 営 にお ける各 種 の計 画 ・実 施 にお い て意 思決定

に大 へん役立 つ もので あ る。

また,一 部 に は,大 部分 の行政機 関 が量 的 効果 を追 求 す るあ ま り質的 効果 がお ろ

そ かにな ってい る といわ れ てい る。量的 効果 とは増 加 す る業 務量 に対 して人 ・物 を

追 加 しな いで行 な う方法 で,そ の効果 が達成 された状況 では業務量 が増 加 して も経

費 は現状 のま ま とい える。 一 方,質 的 効果 とは,た とえば,デ ータベ ースな どの利

用 に よって,よ り多 くの意 思決 定 の手段 が確 保 される こ とであ る。 した が って,こ

の二 つの効果 をつね に追求 してゆ く必 要 が ある。

2・10標 準化

EDPの 標準 化 は,大 分進 展 して きてお り,ほ とん どの大 きな行政体 では,要 員 の

マ ンパ ワー の分散 化 を減 少 させ,デ ー タ ・セ ッ ト,マ ク ロ,お よび フ ァイル 記述 を

共 通的 な もの にする た めの方 法 と して,シ ステ ム設計 や プログラ ミングの内部標 準

化 の必 要性 を認識 して きてい る。 この こ とは,ま た,シ ステ ムや プ ログラ ムの維持

管理機能 にっ いて も融通 性 をもた らす こ とにな る。 国家 的規模 で は,作 業手続 ・手

段 や コ ー ド,プ ロ グ ラム命令 群 を標準化 す るた め多 大 の労 力が払 わ れて い る。 そ の

一例 と して ,最 近 工 業標 準 規格 と してANS-COBOLを 採 用 す る ため の協 定 が む

+ば れた こ とが あけ らる。 そ のお蔭 で コ ン ピュー タ ・メ ーカは プ ログラム命令群 や

コ ンパ イ ラーな どの作成 と各 社 と共通 なベ ースにた っ て行 な える こ ととな り,異 機

種 間 の プ ログラムの融 通性 が でて くる よ うにな った。

NBSで は関 係 者 が共通 して理解 で きるよ う,ま た国 家的標 準規 格 を利用 で きる
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方法 として,共 通 の コ ー ドや作 業 手続 を設定 す るための各種 の事業 を実施 してい る。

国家標準 に関 す る仕 事 は,MIX(MetroPlitanInformationExchange)の よ う

な政府 の デ ータ ・プ ロセ ミソグ関 係 の協 会や,機 器 メーカの グル ープに よって も推

進 されてい る。 しか しなが ら,ま だ ある一部 の コ ンピュ ータ ・メー カでは,自 社 の

機 器 に特 有 なユ ニ ークな シス テム概念 や ソフ トウエ ア各 種 言語 を開発 して提供 して

い る ところ もある。 その よい例 がIBMのPL/1で,こ れは非常 に強 力で融通 性 に

富 ん だ プPグ ラム言 語 で あ り,多 くの魅 力的 な特徴 をもっ てい る。 しか しPL/1は

あ くまで もIBMの 機器 だけ を指 向 した もので あ り,そ の傾 向は今 後 も続 く と考 え

られ る。 その ため,PL/1は 一部 の かぎ られた人 達 だ け に受 入 れ られてい る。

標準化 の重 要事項 と してあ げ られ るの は行政 体各 レベ ル間 の情 報 交換 の問題 で あ

ろ う。 とくに,オ ンライ ンシス テ ムでは他 の システ ム との連携 のた めの伝送 制御 手

順,伝 送 コー ドが重 要視 され てお り,国 際的 な標準規 格 も設定 され,今 後 は これ に

従 うこ とにな る と考 え られ る。情 報 交換 のた めのデ ータ ・コー ドあ るい は端末機 や

周辺機 器 の仕様 やイ ンタ フ ェース の標準 化 も欠 かせ ない もので あ る。 これ らの動 き

に関 連 して,地 方 自治体 レベ ルで情報 交換 の ためのデ ータ ・コ ー ドと して,連 邦 政

府 の社会保 障 コー ドが社会 福 祉 部 門 にお い て,そ の利用 が拡大 してい る こ とや シス

テ ム の標準 化 の動 き を上 げ る こ とが で きる。 また,州 政 府 で も郡 や地 方 自治体 との

デ ータ交換 の増加 に した がい各 種 の コー ドの標準化 をすす め てい る。 連邦 政府 では,

連邦 一州 一地 方 自治体 の間 で デ ー タ を直接 や り とりす るイ ンタ ー フ ェース の ある と

ころ,た とえばNCICや 開発 中 の犯罪履 歴 システム(REACH)な どには積 極的 であ

る。

次 に システムの標 準化 にっ い ては,さ きにのべ たNCICの よ うに連 邦 政 府 と地方

自治体間 のデ ータ交換 の増 加 の傾 向 に した がい,互 換 性 の点 か ら,保 健教 育,福 祉

な どの部 局 にお いて適 用業 務 の標 準 シス テ ムの開発 が行 な われ てい るほ か,地 方 自

治体 レベル で も,あ る州 の す ぐれた シス テ ムが紹 介 された り,市 の情報 交 換 セ ンタ

ーで シス テム の交換 が行 な わ れた り して い る。

さ らに,ナ シ ョナル ・プ ロジ ェク トと してUSACと 呼 ば れる市 の行政 情報 シス テ

ムが 開発 されつ つあ るが,こ れ は南 カ リフ ォル ニア大学 と9つ の市 が協 力 して分 担

研 究 に当 って お り,連 邦政 府 の7つ の省 が強力 にバ ック ・ア ップ してい る。 そ の 目
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的 はEDPパ ッケー ジ と呼 ばれ る言 語 と装 置 を標 準化 した,ア プ リケ ーシ ョンウェ

ア を作成 して地 方 自治体 に提供 しよ う とす る もの で,1972年 に完成 され る予 定 で ある

る。 詳 細 につ い ては 皿各論 第2章 で取 上げ てい るの で,そ ち らを参 照 されたい。

2・11機 密 保護 と安 全性

機 密 保護 と安 全性 の問題 は,行 政 体 に限 らずEDPに 携 わ る関係者 に とって 目下重 要

な研 究 課題 とな ってい る。 一般 公 衆 の注 目は,各 方 面 の行政体 が所 有 してい る個 人 に

関 す るデ ータ保 護 に集 め られ てお り,し た が って行 政体 と して も,こ の問題 に は特 に

関 心 を寄 せ て い る。 国勢 調査,社 会保 障,保 健,福 祉,犯 罪,納 税 その他各 種 の 目的

で大 容量 のデ ー タ ・ファイ ルがイ ンタ ラクテ ィブに使 用 され てい るが,も しこれが悪

用 されれ ば大 幣 害 をもた らす ことに なろ う。 したが って,フ ァイ ルへ の ア クセ スや ア

ウ トプ ッ トと しての報 告 書 を管理 す る こ とに よって,デ ータ保 護 を行 な う動 きが出 て

きてい る。 これ と併 行 して コ ンピュ ータ室 にお ける,た とえば,デ ータ ・ファイル の

使 用制 限や関 係 者以 外 の立入 を禁 止す るな どの注意 も払 われ てい る。

安 全 性 につ い て もまた関心 が払 われ てい る。 コン ピュータの設置 に際 して,防 火 シ

ス テムが導 入 され て お り,プ ログラムや フ ァイル は限 られた者 だけ の取扱 い とし,か

つ盗 難 ・火 災に 対 して場 所 に配置 す るな ど して守 られて いる。重 要 な もの は コ.ピーを

とって遠 隔 の地 へ お いてお くな どは,最 近 では よ く行 なわ れて いる,す ぐれた運営 方

法 とい え よ う。

最近 の トピ ックス と して洪 水 の問題 が と りあげ られ て いる。 これ は去 る6月,ペ ン

シルバ ニア州一帯 が巨大 な ハ リケ ー ン`ア グネス"に 襲 われ,コ ンピ ュータ施 設 が洪

水 の被害 を受 けた た め,目 下,同 州 のデ ータ処理 セ ンタ ー を高所 に移 行 す る案 が 出 さ

れて い る といわ れ て いる。 この洪水 で分 った こ とは,記 録 や磁気 テ ープな どを火 災か

ら保 護 す るた め の対 策 は,水 に対 しては全 くの無 力 であ った とい うこ とで,同 州 で は,

す べ ての プロ グラム ・テ ープの コ ピー を と り,セ ンタ ーか ら離 れ た場 所 に保管 す るよ

う要 求 してい る。 しか し,こ の高所 へ の移 転 には,職 員 の反対,こ の種 の水害 は何 十

年 に一度 とい った こ ともあ り,い ろ いろ と問題 があ りそ うであ る。
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2.12共 同利 用 シス テム

す でにのべ た よ うに,地 方 自治体 の うち,市 の レベ ル では,自 身 で コン ピ ュータ

を所有 してい るか,も しくは外部 の計 算 セ ンター を利用 して,お よそ60%近 い機 関

が何 らかの形 でEDPを 利用 してい る と考 えて よいが,こ の傾 向 は ます ます増 加 して

ゆ く と思 わ れ る。 そ して,そ の活用 は今 後,大 型 コンピ ュータ を共 同 して利 用 す る

方 向へ と発 展 す る こ とが予 想 され,共 同利用 システ ムの開発 が,市 の レベル にお け

る コ ン ピュー タの高度 利用推 進 のポイ ン トに な る と考 え られ る。

共 同利用 とい った場合,米 国 では,お よそ下記 の カテ ゴ リーに分類 され る。

① 単一 の機 関(部 局 ・省庁 ・市 な ど)で 開発 しかつ運営 を行 ってい る シス テムで,

他 の機関 は有償 で これ へ の参 加 が許 され る。 これ ら機 関相互 で適 用業 務 の要求

内容 が同 じこ ともあ り,ま た異 る こ ともある。 したが って,シ ズテ ムや ソフ ト

ウエ アも共通 的 な もの とそ うで ない もの とが あ る。 しか し,い ず れ に して も,

シス テム と ソフ トウエ アの開発 は コ ン ビ=L-一タ を所 有 している機 関(Hostと 呼

ば れ る)に よ って行 なわ れ る。

② 単一 の機 関が コ ンピュー タ ・システ ム を運営 して お り,マ シ ン ・タイ ムに余裕

が生 じた とき,他 機 関 に提 供 す るケ ースで,Hostは マシ ンの容量 提供 のみ'を行

ないダ すべ て の シス テ ム開発 や ソフ トウエ ア関 係 の仕 事 は,ぞ め使 用者 が 自 ら

行 な うもので ある。 ・ ・ ㌧

③ い くつか の機 関 が参加 して,共 同 でシス テムや ソフ トウエ アの 開発 を行 ない,,,

また システ ムの管 理 ・運 営 も特 定 の機 関 でな く,参 加機 関全体 が共 同 して行 な

うもので ある。 わが 国 で共 同 利用 とい った場 合う ほ とん どが これ に該 当 す る と

考 え られ る。

ところで,最 近,米 国 で開発 中 の共 同利用 シスデ ムは,上 記 の概 念 を さ らに発 展

させ た もので,

ピシス テム シ ェア リソ グ

・ソフ トウエ アシ ェア リング ㌧ い

・マ ルチエ ージ ○ンシ ーシスァ ム

と呼 ばれ る共 同利 用 の考 え方が 出 され て い る。基本 的 にはモ ジ ュラ ー方式 といわ れ

る もの であ るが,徹 底 した費 用 対効 果比 の思想 が ベ ース とな っ てい る。 シカ ゴ北方
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周辺 の小都 市 や,カ リフ ォル ニア のサ ンデ ィエ ゴ(郡)サ ンタ クララな どで採用 の

ため の検討 に入 ってい る。
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1.EDP適 用 業 務

1.1市 にお ける適 用業務

連 邦統 計 局や ニ ュー ジャー ジー洲,バ ルチ モ ア市の よ うに連邦,州 お よび地 方 自

治体 の各 レベ ル で早 くか らパ ンチ ・カー ド・シス テ ムを利用 して,事 務 の合 理化 が

行 な われ てきた。年 を経 るご とに,多 くの地 方 自治体 にお いて,よ り進 ん だ,効 率

の よい経 済的 な デー タ処理 シス テ ムが開発 され て きた が,そ の代表 的な ものは,給

与,支 出,税 徴収,公 益 事業 費請 求 な どの財 政一般 に関 す る業務 で ある。 表 皿一1

に地 方 自治体(主 と して市 レベ ル)に お け る コンピ ュー タ適用業 務 の共 通的 な もの

を分 類 して ある。 この表 か ら分 る よ うに,1編 第1章 でのべ た地 方 自治体 の機 能 と

この共通的 適 用業務 を対 比 してみ る と,そ の大 部分 が コ ンピュー タで処理 されて お

り,そ の主流 は大量 事務 で 占 め られ てい る こ とは 明 らか で ある。 そ して システ ム開

発 の方 向は現状 システ ムの改 善 に力 を注 ぐとい うのが一般 的傾 向 で あ り,ま ず導 入

した コ ン ピュー タの能 力 を十 分 使 い こな してゆ こ う とい う経 済的 効 果追求 す る態 度

がみ られ る。

また,こ れ ら事務 処理 とは 別 に,多 くの市 にお いて公共 事業 の各分 野 で技 術的 な

問 題 に も適 用 され,EDP利 用 の拡 大化 が計 られて い る。 た とえば,大 規模 の市 の多

くは,都 市開発,電 力 ・ガスな どの公共 事 業施 設 の建 設,道 路 の建 設 と補 修 そ の他

多 くの分 野 でPERTやCPMの 技法 が 使用 されて いる。

EDPは さらに経営 管理 面 に も利 用 され て いる。 た とえば,財 務 管理 の例 と して,

一 日の収 支が即 座 に報 告 書 と して 出て くるた め ,こ れ を利用 して,資 金 の流 れ,借

入 れの 見越 し,そ の他 財務管 理上 の重要 な事 項 を毎 日,適 確 に意 思 決定 して ゆ くこ

とが で きる。 この よ うに,多 くの地 方 自治体 では コ ンピュータ を有効 に利 用 してい

る が,ま だ多 くの ところ では,コ ン ピュー タの もつポ テ ンシャル を十 分 使 い こな し

て ゆ く必要 が ある。 また,郡 や 州,連 邦 の業 務 内容 や手 続 に変 更 が生 じる ため,市

と して も,こ の要 求 に応 え うる よ うその都 度,更 新 してゆ かねば な らな い。
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表 皿 一1 地 方 自治体 の共 通 的 適 用 業務 分 類表

1 2 3 4 5 6

財 政 関 係 歳 入 行 政. 人 事 管 理 公 共 事 業 保 健 ・福 祉 司 法

予測(収 入 と支出) 歳入計算 と予算作成 給与 公共事業 コス ト計算 人 口動態統計 交通量管理記録

予算案作成 販売税徴収 と計算 給与配賦計算 入札検査 保健統計分析 自動車事故統計

予算歳出計算 施設利 用料金請求と受取勘定 債券収益 と購入記録 契約進行見積 りと支払い ・ 社会福祉記録 交通違反分析

総元帳 ・資金計算 個人財産税計算 退職金計算 工事注文配分 事例担当計算 運転免許

受取勘定 不動産評価と徴税令書作成 保険統計 機械 ・車輌 ・取得価格記録 医療看護支払い 車輌免許 と車輌記録

貯蔵品 ・材料在庫管理 評価作業表作成 本人直接送達予算要求 人件費計算 補助金計算 コ ン ピ ュー タ管制 交通

機械 ・道具在庫管理 免税財産作成 信用組合計算 建築許可 ・検査および統計 緊急現金支払い認可 違反者毎交通違反管理

自動車 ・機械会計計算 農場免税通知 常置職位管理 ゴ ミ収集コス ト分析 福祉小切手振出 と整理 交通裁判所召喚状 ・その発行

貯蔵品 ・機具支給表 特別評価計算 試験得点計算 ゴ ミ収集請求書作成 と計算 扶助児童援助 巡回区域設定

購入要求作成 ・管理 法人税計算 被選挙人候補者名簿作成 ゴ ミ路線計画 法廷付添人(計 算) 標 準犯罪報告 と統計

小切手振出 ・整理 個人所得税計算 被 用者 マスター レコー ドお よび 統 計
'

水力および水文学工学 事故 ・犯罪発生分析

支払勘定 源泉課税計算 勤務時間 ・休暇記録 暴風雨下水道設計
、

手口記録 と分析

固定資産会計 償還計算 職員評定記録 街路管理 犯罪検証

歳入会計 物品税計算 職 員 ス キル ズ イ ンペ ン トリー 交通量調査 盗難車 リス ト作成

債券償還と利子計算 査定平準計算 始発 ・終点計画 盗難物品 リス ト作成

投資記録簿 税割当と管理(自 治体相互間 の割当) 年平均 一日交通量分析 犯罪発生場所記録

検査記録 事業免許通知 速度区分調査 裁判訴訟事件スケジ ュール作成

パ ー キ ング メ ータ ー管 理 と分析 トラック重量測定 訴訟事件裁決分析

駐車料請求書作成. 公共用地線引き計算 火災事件統計

測量位置計算 火災予防検査記録
一

電気製版式距離縮図

地平線調査測二品:プログラム

地形データ処理
一

'

土木工事計算

過測線分析

曲率分析

イン ター チ ェン ジ路線 設 定

懸垂橋分析

固 定構 造 鉄筋 コン ク リー トラー メン設 計

橋梁構造計算

誘導縦座標
τ.

固定端ビーム係数
)

橋梁構造幾何学計算

力率配分分析
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行 政 一 般 公 益 事 業 教 育 病 院 施 設 計 画 構造物状態データ

選挙人登録 と選挙得票 事業請求書作成 児童数計算と学校調査 患者支払請求 と受取 り勘定 土地使用データと分析 標準 ・準標準住宅分析

マ イ ク ロフ イル ム 索引作 成 発 電 コ ン ピ ュー タ監 視 教室使用スケジュール作成 患者預金と財産計算 位置選定 と地理索引作成 近隣 ・環境分析

巡回図番館 と期限経過登録簿作成 電子式遠隔検針 個人 ・教育記録 患者動態 と調査 評価 ・売上率分析 建物床面積分析

酒類在庫管理 建設計算 学生記録 患者記録 と統計 空地地域 ・指数分析 構造物の状態 と経過年数分析

電子式航空管制 電力変圧機荷重分析 学生登録 患者診断 ・治療記録 地域 ・単位数別土地 使用 居住単位密度分析

空航統計 と計算 事業収人分析 履修証明一標準一学級格付け 予 防接種記録とスケジュール作成 地理的位置別土地使用 居住密度分析

港湾統計 と計算 過度 ・過少 消費検査 バス および運航ルー ト作成 運営 とコス ト計算 駐車調査 ・分析 住居価格 ・家賃分析

酒瓶地域計算 測定器在庫 と保守 コス ト 試験得点 地理的位置別公共資産

石油生産 と分析 ヴァ ・ル ヴ在 庫 と保 守 コ ス ト 学校事務と授業料計算 土地使用 と地帯区分実施分析

公園 ・墓 地計算 揚水 ・消費相関 学生名簿 資本支出計画'

街 路照明管理 公共サー ビス計画
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人 口 ァ 一 夕 交 通 ニ ー ズ 調 査 経済 ・雇用ベース指標

地理的単位別所得 と雇用階層、 道 路 ・街路管理 地理的地域別工業生産品

勤務場所 ・通勤手段計画 出発地 ・行先地調査 労働タイプ別雇用水準

輸送施設計画 ハ イ ウェ イ ・道 路 ・街 路計 画 地理的地域別雇用水準

学校区と施設計 画 大量輸送計画 地理的地域別個人所得

人 口移動 と流入 駐車地帯計画 労働力分析 と見通 し

車輌登録相関分析 地域別手形交換 と金融状況データ

サービス地域計画 地域別世帯別所得水準

地域別業種別総売上高

地域毎重複管轄区域の負債額

コ モ ン キfリ ア と輸 送 統計

公益事業検針サー ビス

政 府支出 ・契約分析

.
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EDPの 適 用業務 の推移 を知 るた めに,ICMAの 実施 したア ンケ ー ト調査 の内容 を

以 下 に紹介 しよ う。 この調 査 で は,EDPシ ステ ムの開発 状況 を把握 す るた め,そ の

内容 を以下 の四 つの カテ ゴ リーに分 類 して いる。

① 定 例定型業 務 への適用(HousekeepingApPlications)

給与計 算,水 道 料 金 の請 求,街 燈 課 税 な ど,い わ ゆ る定例 定型的 な業 務のEDP

化 で,各 業 務 はそれ ぞ れ単 一機 能 で,そ の サー ビス も単 一 の業務 処理 にだ け適

用 され る もの で ある。

② 部門業 務 への適 用(FunctionalApplications)

あ る単一 の部門内 にお け るEDP化 で,そ の部門 内の個 々の業務 は,お 互 いに関

連 づ け られてお り,デ ー タ も共通 的 に利用 され る。 財務 部門 を例 に とる と,会

計 ・予算 ・購 買 ・在庫 ・買掛 ・売 掛 ・部 内の管理 ・統 制 な ど,部 門 内の各業 務

をすべ て関 連づ け,一 括 した システ ム とした もの で ある。

③ デー タ ・バ ン ク(Databank)

各種 の デー タ を蓄 積 してお き共 同利 用 しよ うとす る もの で,通 常,市 全体 の 規

模 で行 なわれ,主 として市 政 の計画 ・実 施 の面 に おけ る要 請 に応 え うる もの で

あ る。 上述 の定例 定型業 務 や部 門 内業 務 とは別個 の もの と して考 え られる。

④ 経 営情報 シス テム(ManagementInformationSystem)

市政 にお ける意思決定 のた めの シス テムで,人 間 や機械 を手 配 し,市 の 目標 計

画 プ ログ ラム とこれ を実施 す るた めの意思 決定 つ ま リプ ラ ンニ ング とオ ペ レ

ー シ ョナルの両面 にわた る意思 決 定 に利用 で きるデ ータ を 自動収 集 し,蓄 積 ・

検 索 ・処理 ・分析 す る こ とを含 んで い る。 さ らに,市 政 のパ フォー マ ンスや前

もって規 定 されて いる都 市環境 全体 の質 的基準 を達 成す る ため,地 域社 会 の環

境 の変 化に も即応 で き る よ うな もの であ る。 上 述 の定 例定 型業 務 や部 門別業 務

が統 合 され て,一 つ の トー タル ・システ ム とな り,そ の 内容 は 自動 的 に更新 さ

れ てゆ く。

表ll-2は 市 にお ける適用業 務 を上 記 の四 つ に分類 して,ま とめた もの であ る。
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表1[-2市 に お け る 適 用 業 務

(A),
回答の 定例定型業務 部門内業務 デ ンタ ・パ ンク 経営 情報 システム

区 分
藷;姦 市の数

%of(A)
市の数

%of(A)
市の数

%《蓼
市の数

%of(A)

合計(市 の数) 332 255 77 137 41 22 7 39 12

人 口規 模別

500,000以 上 20 16 80 12 60 4 20 5 25

250,00〔}-500,000 20 17 81 9 43 1 5 3 14

100,(DO－ 宏0,000 67 51 76 29 43 8 12 8 12

5α000-100,000『 98 75 77 41 42 4 4 4 4

25000-50,000 127 96 76 40 37 5 4 5 4

地 域 別.

北 東 部 55 43 78 20 36 2 4 6 111

北 中 部 91 76 84 31 34 5 6 11 12

南 部 95 70 74 43 45 12 13 11 12

西 部 91 66 72 43 47 3 3 11 12

都 市 の タイ プ別
1

都 心 型 158 121 77 68 43 16 10 21 13

郊 外 型 112 84 75 48 43 3 3 12 11

独 立 型 62 50 81 21 34 3 5 6 10

統 治 型 態 別

市長一市議会 77 64 85 33 44 5 7 7 9

市長一支配人 240 180 75 97 40 15 6 2 13

委 員 会 15 11 73 6 40 2 12 4 27

この表 に よれば,定 例 定型 業務 に対 す る適用 が最 も普 及 して お り回答 の あった市

の77%を 占 めてい る。 た だ し,こ れはEDP発 展 の歴 史 を考 えると当然 の こ ととい え

よ う。 次に,部 門別業 務 は41%の 市 が実 施 してい るが,人 口規模 別 にみると500,000

人以上 の市 が その うち60%を 占 めてい る。また,デ ータ ・バ ンクの数 は,1968年 に調

査 した ときの23件 か ら一つ だ け減少 して いるが,他 の カテ ゴ リーの ものが増加 して

いるの にひ きか え対称 的 で ある。データ ・バ ンクの場合 もや は り人 口500,000以 上 の

市 お よび南 部や都 心 型の 市 で多 く行 な われ てい る。

経営 情報 シス テム を実 施 してい る市 の数 は39と な ってお り,1968年 時 点 の28か ら

かな り増 加 して い るが,こ れ は,デ ータ ・バ ンクか らの転換 とい うこ とで,幾 分 の説

明 はつ け られ よ'う。39の 市 の うち,21は 都 心型 の市 が 占 めてお り,12を 郊 外型 の市,

残 り6は 独 立型 の市 で そ れぞ れ 占めてい るが,各 グル ー フ.の市 の数 にお ける割 合 は
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10%て い どで,大 きな差 は ない。

次 にEDPを 担 当す る部 局 と適 用業務 との関係 をみる と(表il-3参 照),経 営 情

報 シス テ ムの実施 に つ いては,EDP専 門 部 局 をもつ市 はその18%,財 務 部 局 にEDP

部 門 を もつ市 は9%,各 利 用部 局 がEDPの 責任 をもっ てい る市 は13%と な っ ている。

定 例定 型 業務 は,財 務 部 局がEDP部 門 を もつ ケース と各 利用部 局 にEDPの 責任 が あ

る ケ ース にお い て,最 も盛 んに行 なわ れ てい る。

EDP専 門部 局は,か な り複雑 な システ ム を担当 す る傾向 に あるた め,広 範 囲に亘

る適 用業 務 を手が け る傾 向 に あ り,そ の平 均数 は,財 務 部 局のEDP部 門 よ り50%も

多 い と報告 され てい る。

表II-3EDP担 当 部 局 と 適 用 業 務 との 関 係

EDP適 用業務 EDP専 門部局 財務関係部局 各利用部局 そ'の 他

回 答 の あ っ た 市 の 数 … …

定 例定 型 業 務

部 門 内業 務

デー タ ・パ ンク

経 営 情 報 シ ス テ ム … 一…

77

67%

47

12

18

200

73%

43

5

9

16

88%

19

-

13

32

88%

28

6

6

1.2州 にお け る適用 業務

州政 府 にお ける コ ンピュー タ適 用 の分 野 に関 しては,そ の情 報 の量 は 多 いが,ほ

とん どが不正確iで ある。 ア ンケー ト調 査 に対 してい くつかの 州で は,中 央 のEDP部

局 が回 答 を行 な って きたが,そ の よ うな部 局のな い ところで は,財 務 関係 の部 局 あ

るい は予算担 当 の部 局が これ を行 な った。 これ らの部 局の中 には,当 該 州 の他 の部

局の業務 内容 を詳細 に知 って い る中央EDP部 局 か ら,あ ま り把 握 してない もの ま で,

い ろい ろで あるが,担 当部 局 が若 けれ ば若 いほ ど,ま た連邦 政府 の補助 を受 け る度

合 の多 い ほ ど,財 務関 係 管理 者 は,他 部 局 の実情 を,あ ま り知 ってな い よ うで あ る。

(注k国 における高越 路に関する仕事は
,各 政府間(州 や地拍 治体ぽ 邦の各

レベ ル)と 密接 な横 の関 係が あ って,各 行政 体 の担 当者 は,自 身 の行 政体 内部

の上位 段階 や横 の部 局 とよ りは,む しろ,他 行 政 体 と直接 に連 絡 を とってい る。
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この こ とは,公 共 福祉 や保健,教 育 な どの分 野 で も同様 で ある。

州政 府 にお け る ところの適 用業務 の内容 も多種 多様 にわ た って いるが,と くに,

繰返 しの多 い周期 的な業 務 が多 く,複 雑 な関 数 方程 式 の解 法 な どは,そ れ が繰返 し

業 務 で ない た めに,見 過 され て しまい そ うで ある。 従 って,実 際 には こsに 報 告 さ

れ てい るよ りも多 くの適 用業務 が ある と考 え られ,そ れ らは,精 神衛生,区 画整理

・都 市再開発 ,天 然 資源,大 気 汚 染 水質 汚 濁 国防,司 法関 係 の もので ある。

この適用業 務 の リス トは,大 規模 な繰返 しプ ログ ラムの み の記録 が主体 とな って

い る よ うに見 うけ られ るので,明 らか に,異 質 の プ ログラ ムの複雑 な関 係が か くさ

れ てい るか も知 れ な い。

た とえば,ワ シ ン トン州 には,苦 心 して作 りあげた システ ムがあ り,酒 類管理 局

の252の 店 舗 を中央 倉 庫 と結 び,給 与,収 益,在 庫 認可,元 売 りの発注 な どに関 す

る管 理 を行 な ってい るが,こ れは民 間の大 会社 に も匹敵 しうる統合(集 中)さ れ た

一 つ の公 共企 業 と考 えて よい
。 に もかか わ らず,こ の リス トには,公 共事業 とい う

名 の も とに,六 つの個 々の プ ログ ラムが出 されて い るにす ぎな い。

1965年 の調査 では,高 速道 路 局は,非 常 に広範 囲 で変 化 に富む,コ ンピュー タの

利用 を行 ってお り,各 州 にお いて,平 均20以 上 の管理 的 ・技 術的 な適 用業 務 が リス

トアッ プされて い る。 事実,い くつ かの 州で は,高 速道 路 に関 す る適用 業 務 の数 は,

他 のす べて の部 局 にお け る適 用業 務 の数 を合 計 した もの よ りも多 いの で ある。連 邦

政府 の各地 方 政府 に対 す る高 速道 路 のた めの補 助金 の割 合 は,地 方政 府 の全収入 の

かな りの部 分 を 占め てお り,道 路 の維持 と拡 張 は,大 きな産 業 とな っている。

た とえば,南 ダコタ州で は,州 政府 の収 入の約39%は 連邦 政府 か らの支払 で あ り,

高速道 路 局は 州の学 校 生徒 とほ ぶ同数 の従業 員 を雇 ってい る。 この よ うな環境 の 下

では,大 学 は別 に して,コ ン ピュ ー タを使 用 してい るのは,唯 一 つの部 局で ある こ

とが分 って も驚 くには 当 らな い。 こま ごま した仕 事 のほ とん どは,ま だ,PCSで 処

理 され てい るの で ある。

つぎ に大 きい利 用者 は財 政(務)関 係部 局 で あ り,報 告 の あ っ た全 適 用 業 者 数

(約3,000)の ほぼ1/3と な って い る。 もち ろん,こ れ らは,州 政府業 務 のEDP利 用

の最 初 の領域 で あった。 しか し,そ の後 機械 化 の程度 にお いては,高 速 道路 の問

題 に対 す る コ ンピュー タの適用 の方 がす すん で いる。 州政府 の全 部 局にお ける適 用
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業 務 に対 す る この よ うな コ ンピュー タ利 用 の割合 か ら,わ れわ れ と しては,こ れ ら

の分 野 では その潜 在能 力 が十 分 に利 用 されて いる との大 まかな判 断 をして もよい と

思 われ る。 しか しなが ら,こ れ は,あ くまで も大 まか な判断 にす ぎな い。 とい うの

は,州 税 の仕事 によっ て,財 政(務)関 係 適用業 務 は大 きな影響 を受 け るで あろ う

か らで ある。 それ で も,州 全体 の適 用業 務 に対 す る財 政(務)関 係 適 用業 務 の百 分

率は,ペ ン シルバ ニア州の15%弱 か らジ ョー ジ ア州 の58%強 の範 囲内 に あ る。

もちろん,コ ンピュータ を導 入 した ばか りのい くつか の州では,ま だ プ ログラ ミ

ン グ作 業 の予定 が は っき りして ない ので;将 来,財 政(務)関 係業 務 が よ り顕 著 と

な るだ ろ う とい うこ とはい える。 計画段 階 で ある と報 告 された適 用業 務 の うち1/4

は,こ れに属 す る こ とは注 目すべ きで ある。

EDPが,州 の調 達 ・購 買業務 に役 立 つ とい う希望的観 測か らす れば,わ ず か11州

だ けが貯蔵,材 料在 庫,購 入伝票 作 成 お よび入 札者 の分 析 に利 用 してい る との報 告

は興味 ある もので ある。 これは不都 合 な こ とに,第1回 の調 査で,実 施 して いる と

報 告 の あった14の 州お よび,第2回 調 査 で も確 か に回 答 のあ った 同数 と対 比 され る。

事 実,調 達 ・購 入 の分 野 で プ ログラムが廃 止 にな ったの か も知 れ ない。 しか し,購

入 関 係 の業 務 をこれ を関連 のあ る財政関 係業 務 と統合 で きる こ とは,ほ とん どの 州

で 見過 されて い る。

コ ンピュ ー タ利用 者 に とっ て,次 に重 要 な のは,州 の総務 に関 す る仕 事 で ある。

これ らの適用業務 の大 部分 は,人 事 記録,ス キル ズ ・イ ンベ ン トリ,職 位 管理,試

験 採点 な ど,州 政府 の職 員 と関 係 が ある。 そ して,も し全 ての職 員補充,記 録 が中

央 の人 事部 門 で手作 業 で処理 され る とな る と,そ の数 はやは り大へ ん な もの で ある。

しか し,最 近 にお け る画 一的 な採 用 手続(実 施)や 訓練 プ ログラムの開 発努 力に も

か かわ らず,同 期間 中 にお いて,採 用 や地位 管理 の面 で各部局 に従来 に もま して 自

治権 を与 える とい う逆 の傾 向 もまた生 じてい る。

保 健,教 育,警 察,社 会保険 お よび福祉 関 係 の適 用業務 が頻度 にお い て これ に続

い てい る。 州の警 察 パ トロール を除 けば,こ れ らはすべ て,連 邦補 助 金 を うけて い

る重要 なサ ー ビス で ある。 連邦 政府 で この資金 を管理 してい る部 局は,受 託者(受

取人)に 対 し,新 しい情報 と様式 の標準 化 を要請 して いる。 まだ開発 中で は あ るが,

あ た らしい プ ログ ラムに よって この傾 向.はます ます 助長 され るだ ろ う。
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最近 のオ ー トメ ー ショ ンに関 す る文 献で は.以 下の よ うな ものに コ ン ピュータが

利用 される べ き こ とが強 調 されて いる。 すな わ ち,

① 緊急 を要 す る社会 問題

食糧 管理,大 気汚 染,水 質汚 濁 に よる公害,交 通管 制,都 市 再開発,土 地利 用

な ど

② 必ず しも緊 急 では ない問題

立法,司 法 お よびそ の他 の情報 検索 シス テム

州職 員 に よって リス トされた適 用業 務表 の中 に,こ れ らの適 用業務 を見出 して,

励 み には な るが,そ の使用頻 度 の ラ ンクが低 いた め,政 府職 員 の第 一 の課題 は,政

策的な 問題 を管理 的 な問 題 に移行 させ る こ とで ある と感 じている人 々 を ちゅ うち ょ

させ るか も知 れな い。

しか し,以 下 の こ とは言 える と思 われ る。 す な わち,こ の よ うな分野 につ いて,

州 の報 告 者 が,あ ま り知 らされて なか った こ と,ま た,事 実,こ の よ うな適用業 務

は財務 や予 算担 当官 の知 り及ぶ 以上 の コン ピュータ使用 時 間 を要 してい るので ある。

コ ンピュー タの開 発に お ける発 明才能 を測 る方法(メ ジャー)を 考案 しよ うとす

る こ とは,無 謀 か も しれ な いが,心 をひか れ る こ とで ある。 コ ンピュー タの主 目的

は,明 らかに,行 政管理 業 務 にか か る大量 の 繰返 し作業 一退 屈 だ が避 ける こ とので

きな い もので,し か も近代 の 行政体 の 主業務 とな って いる もの である一 を処 理 す る

こ とで ある。 しか し,コ ンピュータは,そ の よ うな い わば雑用的 業務 をすばや く処

理で き る一 方,上 品で風 変 りな適用 業務 を も こなす こ とが で きる。 そ して,利 用 者

が コン ピュータ で新 し く解決 す べ き問題 をつ ね に探索 中で あ る とすれば,そ れ は そ

の 利用 者 の賢 明 を示 す めや す とな る。 コ ンピュ ー タ ・プ ログラムの構造 に つ いて の

詳細 な知 識 が な くて も,州 の コ ンピュー タで処理 されて いる適用 業務 の分野 の数 が

分 れば,そ の 州のEDP利 用 の優 秀性 を知 るめやす にな ろ う。 ア ンケー ト調 査 では行

政 体 が管轄 してい る21の 一般 的 分野 を カバ ー した。

お分 りの よ うに,ど の州 も,各 分 野 にお ける オペ レーテ ィン グ ・プ ロ グラムを持

っ てな いが ニ ュー ヨー クは(19種 の適 用業 務),コ ンピュータ の適用業 務 の範 囲 に

お いて 国の指 導的 立場 に あ り,マ サチ ュー セ ッ ツは(5種 のみ)報 告 の あ った 州の
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中で は最 下位 で ある。 一般 的 に,州 で コ ンピュー タ化 が最 もお くれて いる分 野 は,

法廷,家 屋 お よび 計画 に関 係 した分 野で あるが,そ の理 由 として,法 廷 につ いては,

州 に よって,い ろい ろ責任 権 限 が異 っ てお り,ま た,法 廷 シス テ ムは 州の他 の行 政

運 営 に比 してか な りちが った側 面 をもってい る ことが あげ られ る。

州 の適 用業 務 の範 囲は,た と え,そ れ が高級 な(Senior)部 局 あるいは独 立 した

専 門 的EDP部 局 に属 して い よ う とも,あ る集 中化 され たEDP部 門 の存 在 と非 常 に関

係 が深 い,と い うこ とは,は っき り言 える。 適用業 務 の範 囲 が最 も広 い五 つの 州は

す べて州全体 のデ ー タ処理 機能 を統 括す る長 を有 してい る。 もっ とも彼 の職権 は州

に よって,ま ちま ちでは あるが。

これ とは逆 に,適 用業務 の範 囲が最 もせ まい(10あ るいは それ以 下)五 つの 州は,

これ か ら組 織 をつ くろ う と してい る ミズ リ州 を除 くと,集 中化 されたEDP部 門 を持

って ない。 コン ピュー タ利 用 の うま さ一進 み ぐあい 一 を測 る他 の方法 は,非 常 にラ

フでは あるが,使 用 され てい る プ ログラ ミング用言 語 の種 類 を し らべ る こ とで ある。

米 国連 邦政府 は,言 うまで もな く,世 界 で も最 もす ぐれた大 規模 な コン ピュー タ

利用 者 で あるが,そ こでは,そ の コン ピュー タ利用 に関 して145の 異 な る言 語 を使

用 してい る。

連 邦 の コン ピュー タ使用 時間 の半分 以上 は,科 学 技 術む けの業 務 に使用 されて お

り,そ の ほ とん どは,特 殊 な 目的 を もった,問 題指 向型 の言 語 で ある。 そ して,連

邦 の 財務管理 に関 す る500の プ ロ グラム をチ ェ ック した結果,30種 の異 な る言語 で

書か れて お り,そ の 中に は,州 ほ どではな いが(表 皿一4参 照)非 常 に多 くの機 械

む け言語が 使用 され てい る。

表[-4州 政 府 で使 用 して い る プ ロ グ ラ ミン グ言 語

≡ ≡呑
口 口口 適 用業 務の表 比 率(%)

Assembly 1,096 73.7

COBOL 162 10.9

FORTRAN 108 7.3

Symboいc 104 7.1

ALGOL 6 0.5

Others 7 0.5
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ソ フ トウエア の標 準化 は,一 般的 には,の ぞ ま しい こ とで あるが,適 用業 務 の要

求 内容 を,コ ン ピュ ータの能 力 を適確 に利 用 して,き ちん と全 うしよ うとす れば,

プ ログラム言語 の選択 性 は増 加 す る と思わ れ る。 もちろ ん、 いずれ を とるかは,州

に おけ る事 務処理 の方 針 ・手続 の変更 とい うこ とを考 え合 わ せ融通性 を もたせ るべ

きで あろ う。
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2.各 種の情報処 理 システム事例

1の 表 ∬-1に 整 理 され てい る 「米 国地 方 自治体 にお ける共 通 的適 用業 務分 類表 」

に したが って,そ れぞ れ のシス テム開発 の背景,個 々の適用 業 務 の具体 例 を以 下 に

紹 介す る。
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2.1税 務行 政 に おけるEDPの 利用

(1)は じめに

大 規模 な税務 事務 所で は,EDPの 利 用な しに年 々増 加 して ゆ く,膨 大 な税 務情

報 を処 理す る ことは まず 不可能 で あろ う。 また,EDPを 利 用で きな い と した ら,

これ と同 じ量 の仕 事 を遂 行 す るの に必要 な事務 所 の空 間や マ ンパ ワー を確 保 す る こ

との でき る税 務 事務所 も存 在 しない で あろ う。

ニ ューヨ ー ク州で はEDPが 税 務関 係 の業 務 に広範 に利 用 さ れてい る。 州 の税務

財 務 局で は,税 金 の徴収 や その処 理 の み でな く,税 務構 造 の統計 的 分析 に もEDP

が利 用 され てお り,ア プ リケー シ ョンも税 金償 還通知 書の発 行 か ら競 馬分配 金税 の

検 討 に至 るあ らゆ る領域 に亘 っ てる。EDPプ ログラム も単純 な デ ータ処理 を始 め

と して,税 収 入成果 を税法 や経済 情 勢 の変 化 に対 応 して シ ミュ レー トす る税 モデル

を使 用 す る と言 うよ うな高度 の分析 的 処理 に至 る範 囲 に及 んで い る。 以下 に ニュー

ヨー ク州 にお け る税 務行 政 のEDP化 に つい て,そ の発 展過 程 と現状 を紹 介 しよ う。

(2)税 務行 政EDP化 の経緯

ニ ュー ヨー ク州 におい て税 務 行政 のEDPシ ステ ムは よ り簡 単 なもの か ら次 第に

複雑 な ものへ と発展 してき た。税 務 プ ログラ ムが,数 量,規 模,複 雑 さの点 で進 展

す るに つれ て,税 務 財務 局 の仕事 もパ ンチ ・カー ドにょる手 作業 シス テ ム,カ ー ドを

主 体 としたコンピュータ ・システム か ら磁 気 テ ー プを主体 とす る コンピュータ ・シスァ

ムへ と進 歩 した。

同局 で,は じめてパ ンチカー ド・システムが使 用 され たの は遠 く1935年 に遡 る。 こ

の シス テムは当初 の パ ンチ カ ー ド記 録機 器 の つい た小 さな装 置 か ら,最 も効率 の よ

い最 新 の機 器 の ついた大規 模 なパ ンチ カ ー ドシステ ムへ と発 展 したが,そ れ には数

年 間 を要 してい る。

しか し1950年 に な る と,仕 事 量 の増 大,ア プ リケ ーシ ョンの多 様性,迅 速 な処理

の必 要性 な どか ら,コ ン ピュ ー タ化 されてい ない機 器 つ ま り,パ ンチ カー ド・シス

テ ムでは不適 当 とな った。 そ こで1958年 に税 務 財務 局 は,カ ー ドを主体 と した ドラ

ム タイ プの コ ン ピュー タ を設 置 した が,1960年 には申告 書処理 に も っ と迅 速 さを必



要 とす る源 泉 課税 プ ログラ ムの 出現で,更 にカ ー ドを主体 と してはい るが,高 速 の

コア タイ プの コン ピュ ー タを設 置 す るこ とに なった。

1961年 に当時 の税務 財務 局長,J.H.マ ーフ ィは,新 しい コ ンピュー タ技 法,手 続,

技 術 を実行 す る ことの でき る完全 に統 合 され た組 織 と して,(自 動デ ー タ処理)部

の設 置 を裁 決 した。 今 日,同 部 は他部 門 とは独 立 して要 員や援 助 者 を集 中的 に保有

した組 織 となってお り,局 内 のす べての要 員や税務 部門 にサ ー ビス を提 供 してい る。

EDP設 備 の集 中化 を通 じて,サ ー ビス は,税 務行 政 の実 務 に関 す るあ らゆ る領 域

に拡 げ られ てい る。

この集 中化 と併行 して,パ ンチカー ド・システム機 器 のほ とん どを必要 と しな くな

る よ うな,高 速 の磁 気 テ ープ を主 体 と した コンピュータ ・システ ムを設置 す るための

計画 が策 定 され た。 そ して,こ の計画 は実 施に 移 され,ハ ー ドウ ェアは1964年 に設

置 された。

現在,税 務 財務 局 は大型 のユニパ ック皿を2シ ステム持 っているが・いず れ もカー ド

リー ダー,高 速 プ リンタ,各 々1台,磁 気 テ ープ装 置10台 がつ いてい る。 さ らに,

これ等 の シ ステ ム をサ ポ ー トす るため にカ ー ドパ ンチ ・プ リン トシステ ムが2装 置

あ る。 これ らの装 置 はパ ンチ カー ドシステ ム用 レコー ドを大型 システ ム用'に変換 す'

る た めの もので あ る。 今年 の5月,税 務 財 務局 はIBM360-20コ ンピュータシスアム

1セ ッ トを設置 したが,こ れ に よってパ ンチ カ ー ドシス テ ムで実行 され てい た局 内

事 務 はIBM360シ ス テム に移 される ことに なろ う。

(3)最 初 の ア プ リケー シ ョン

磁 気 テ ープ を主体 と した システ ムは,は じめは主 と して所得税 事務 と他 の租税 に

関 す る統 計分 析 に使 用 され た。 標 本 を選 択 し,検 証 し,明 確 化 す るよ うな調査 統計

ア プ リケ ー シ ョ ンが個 人所 得税 プ ログラ ム と しては初 めての もので あ った。 当初 は

所 得税 計算 がEDPの 仕 事 の90%以 上 を占めた が,こ れは先ず 個 人所 得税 が最大 の

収 入源 で あ り,ニ ュー ヨー ク州 内納税 者 に影響 す る所 が大 きか ったか らで あ る。

最初 の,磁 気 テ ープ を主 体 と したEDPシ ス テム を設置 した直後,1965年 に取 引

税 法 が可 決 されたた め,取 引税 事務 もEDPシ ステ ムの仕事 に付 け加 え られ る こ と

に な った。 このア プ リケ ーシ ョンの機 械 化 のた め に二番 目の大形 コンピュ ータ シス
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テ ム が設置 された ので あ る。 そ して,調 査 や統 計 に関 す る事 務 のEDP化 は ,さ ら

に拡 張 され て,取 引税 プ ログラ ムや多 くの企業 免許 税事 務 の分 析 をも コ ンピュータ

で処理 で き るよ うにな った。

以 上 の よ うなEDPア プ リケ ーシ ョンのね らい は よ り経 済的 かつ効 率的 なデ ータ

処 理 を実 施 しよ うとす る ところに あった。 磁 気 テ ープ主体 の シス テ ムの設 置以来 ,

ほ とん ど時 間 もか か らず に絶 えず 高能 率 に所 得税 償還 が毎 年度 実施 され てい る。 年

度 申告 書宛先 記載 を行 な うに当 って,同 局 は また緊要 な郵 便ZIPコ ー ド(ア メ リ

カ では1963年 か ら実 施 され てお り,住 所 の あ とに5桁 の コー ドを入れ る。)の要 請 に

も適 応 させ たので あ る。

業 務 処理 形 デ ータ処 理 の副産 物 と して,前 に設 置 した コンピュータ ・システムで は

経 済的 に活 用で きな か った コンピュータ ・プログラムを現 在 は実行 す る こ とがで き る。

テ ープ上 の租税 デ ー タの分 析 が この よ うな プ ロ グラムの一 つで あ る。 多 くの例が示

す よ うに,一 連 の プ ログ ラムが,あ る ア プ リケ ーシ ョン用 に開発 される と,コ ンピ

ュ ータの速度 と正 確i性 とに よって,比 例 的 に必要 時 間 を増大 せず に処理 量 を2倍 ,

3倍 に す る こ とがで きる。 た と えば,所 得 税 申告 書 の束 の大 きさ を50 ,000件 か ら

100,000件 に2倍 に しても,全所 要時 間 は50%弱 増 大 した にす ぎない。

(4)他 部 局 との調 整

税 務 財務局 は,自 動デ ータ処理 部 を通 じて,部 局相互 間 のEDP活 動 を調整 す る

ため官 ・民 の他 の部局 と協 力 して きてい る。 た と えば,州 の収入 を管理 してい る局

は,競 馬 賭金法 に よる競 馬 施行 に使用 され る コ ン ピュ ータ を利用 した システ ムを評

価す る基 準 を開発 レ 公 表 す る計 画 を立 て てい る。 これ らの基準 は,州 法 令 の要求

す る条 件 に叶 うシステ ム の承認 を願い 出 る競 馬施 行 者 に とって価値 あ る もの となろ

う。 協 力 の も う一 つの例 は,あ る合 同委 員会 に税務 財務局 が参 加 し,大 き な役割 を

果 した ことであ るが,こ の委 員会 は州 の部 局 と金融機 関 の代 表 か ら成 り,所 得税 償

還 案や 失業 保険給 付小 切手 の発 行,調 定,会 計 に必要 な コ ンピ ュニ タを利 用 した シ

ステ ムを開 発 す るた めに設置 され た もので あ る。.

(5)ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 現 状
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税 務行 政 のEDP化 に当 ってはつ ね に環 境 の変 化 に即 応 して ゆ く必要 が ある
。 た

と えば,税 法 上 の変 更,新 税 務 プ ログ ラム,税 務 処理 方法改善 の ため の不 断 の研究,

コ ンピュータの ハ ー ドウェ アお よび ソフ トウェア技 術 の絶 え間 ない革 新 ,納 税者へ

のサ ー ビス改 善 をEDPを 応用 して行 な うた めの方法 の不 断 の研究 な ど
,す べ てこ

れ等 の ことがEDP活 動 に大 きな圧 力 となってい る
。税 務 財務 局 では,不 断に新 し

いEDP利 用の方法 を探 究 し計 画 してい る傍 わ ら
,現 行 のア プ リケ ー シ ョンを再検

討 し,修 正 し,更 新す る ことに大 きな時 間 と労力 を払 ってお り,税 法 上 の変 更に遅

れな い よ うに し,か つ,実 施 部局 や納 税者 公衆へ効 率的 か つ経 済 的 なサ ー ビスを提

供 しよ うと してい る。

現在,EDPア プ リケ ーシ ョンは主 として,所 得税 ,取 引税,企 業 免許 税 と調 査

統 計 の部門 の職務 に集 中 して い る。 所得税 部 のた めに行 なわれてい るサービスは次 の

よ うで ある。

・償 還や追 徴金調 書 の発行 も含 めて
,申 告 書 の計 算処 理

・監査 の た めの申告書 の選 別

・数字 で フ ァイル された 申告 書 のアル フ
ァベ ッ ト対 照 カ ー ドの作 成

・再審 に よる エ ラー ・チ ェ ッ ク

・課税 額納 付請 求書 の計 算 と予測 税額 原簿 の更新

・年 間源 泉徴収報 告 と雇用 主 周期 的源泉徴収報 告 との照 合

・雇用主 源泉 徴収 のた めのパ ンチ済 交付用税 額報 告書 へ の宛 名 が き

・地 方事 務所 の滞納 雇 用主計 算 書 と地 方事 務所 に照会 した納税 額計 算書 と
の対

,照

・納税 額勘定 の設定 と更新

・短 形式 申告 書へ の宛 名 が き と長形 式 申告書束
へ の宛 名が き メデ ィアの作成

取 引税 部 のEDPプ ロ グ ラムは,数 量化 で きる商 品 や役務 を取 引 し利 用 する事業

所 のマスター ・レコー ドの作 製 で始 まっ てい る。 磁 気テ ープに蓄 積 されて い るマスタ

ー ・レコー ドには名称
,所 在 地,標 準 産 業 コー ド,連 邦 識 別番 号が記 録 され てい る。

取 引税 を納 付 する販 売者,納 付 して来 ない販 売者 について の取 引 デ ータ はすべて 自

動 的 にマ スタ ー レコー ドに記 録 され る。

最初 の分類 では,取 引税 報 告書 は数 字 で識 別 され てい る34の 分類 の どれか 一つに

一57 一



落 ちつ く。 これ らの分 類数 字 は預 託 金一連 番 号識 別子 と して も役 立 ってい る。 一つ

の四半期 にお け る取 引報 告 書が分類 された後 で,重 要 な情報 が そ れか ら抜 き出 され,

パ ンチ カ ー ドに記録 さ れて磁 気 テ ープ に転送 され る。 戦略 的 に決 定配 置 され た8つ

の銀行 に は,コ ンピ ュー タが設置 され てお り,こ こで取 引税金 を預託 し・配 分 のた

め に分類 す る。 磁 気 テ ー プ上 の この情報 は税務 財務 局 の中央事 務所 へ転送 され る。

更 新 の際,こ の情 報 は中央事 務所 のテ ープ上 の デ ータ と混 ぜ合 わ され,販 売 者マ ス

ター ・ファイル・レコー ドに転記 され る。 ユ ニバ ヅク皿 シス テムの一 つは銀 行 のテー プ

を自己 の言語 に翻 訳 す る。 税 申告書 の デ ータは数 学 的方 法 でチ ェ ックされ,す でに

設定 され てい る基 準 と照 らし合 わ される。 販売 者 の納付 が十分 で ない ときは,納 税

義務 通知 書が 自動的 に作 成 され る。

この よ うな照合 と決定 が行 な われた後,取 引税 販売 者 勘定 は販売者 の 販売 実績 と

販売 予定 を反 映 す るよ うに更 新 され,さ らにそれか らアル フ ァベ ヅ トに よる ファイ

ル 照会 目録 を作 るた め に印 刷 される。 この 目録 は取 引税 販 売者 に提 供 す るた めに税

務 財務 局 の地 方事 務所 へ配 布 され る。 販売者 に関 す る完全 な情 報 を欲 しい時 は,コ

ン ピュータ システ ムヘ イ ンク ワイ ア リイれば,そ の レコ ー ドを印刷 して も らえるよ

うにな ってい る。 磁気 テ ープフ ァイルは次期 の申告 書 に添 付 す るた めの ラベル に宛

先 を書 くた めに用 い られ る。 取 引税販 売者 レ コー ドを処理 す る副産 物 と して,統 計

情 報 が蓄 積 され,将 来 の収 入見積 に活 用 され る。

企業 免許 税務 行政 の ため に税務 財務 局 は次 のサ ービス を実行 する。

・磁 気 テ ー プに企業 マス タ ーファイル を設定 し,維 持管 理 し,更 新 す る こと

・マス タ ーファイ ルか ら部 内手作業 事務 を管理 す る作 業 カ ー ドを作 成 す る こ と

・四半 期毎 に分 割 払通 知書,滞 納通 知書 を作 成 す る こと

・年 度毎 に分 割払 勘定 を精 算 す る こと

・イ ンク ワィ ア リィ に対 す る処理

・公告 に よ り取消 され るべ き企業 の選別 とそ の リス トの作 成

納税 申告 書処理 の直接 の副産物 に加 えて,コ ン ピュータ によ って処理 される主要

な調 査統計 ア プ リケ ーシ ョンは,

① 取 引税統計

② 個 人所 得税 の選 択 ・検証 ・明確 化
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③ 所 得税 モデ ル

④ 郡 と所 得 と申告 書 の種 類 によ って所 得 と税 金 の取 りま えの配分

を行 な うことで ある。 そのほ か コ ンピ ュー タが処理 す る統 計 ア プ リケーシ ョンには,

任 意 団体営 業税,資 産税,貨 物 自動車運 賃税 の標本 の検証 と明確化,企 業 免許税 配

賦 と償却 の研究,標 本抽 出誤 りの判定 が あ る。

税 務行 政 の い くつ かの分 野 では税務 財務 局 は磁 気 テ ー プの デ ータ を交 換 す る。 取

引税 につ いて い えば,同 局は 預金銀行 か ら預 金情報 をも った磁 気 テ ープ を受 け取 る。

一方 発行 され た償還 書 につい ての磁 気 テープ ・データは銀行 に提供 され・そ こで償 還

手形 が振 り出 され る。 テ ープは また償 還金 が支払 わ れ る特 別所得税 償還金 勘 定 の現

状 を示 す報 告 書 を作成 す るた めに銀行 に よって利 用 され る。税 務 財 務局 は また雇 用

主 か ら磁気 テ ープで源 泉徴収 情報 を受 け取 る。 これ らの磁 気 テ ー プ交換 の ため,雇

用主 が形 式 の統 一 された,テ ープ ・レコー ドを州政 府 と連邦政 府両 者 に送 付 で きる よ

うに税務 財務 局 の テ ープ仕 様 を連邦 国 内収 入 サ ー ビス の仕 様 に一致 させ て ある。

⑥ 短 期計 画 と長 期計画

い かな る機 関 もそ うで あ るが,特 に税 務 行政機 関 は現状 に留 まる こ とは許 され な

い。 税務 財務 局 は現 在の処 理 方法 を改善 す る方 途 を常 に探 してい る。 コ ンピュータ

に接 続 された デ ィ ス プ レイ映 像や キ イボ ー ド端末 を通 じて コン ピュー タ入力 デ ータ

を収 集 す る方法 が活 用で きるか どうか を判定 す るた め研究が行なわれている。これ ら'

の機 器 を使 用す れ ば,パ ンチ カー ドにお ける レコー ドの制 約 やキイ パ ンチ お よび検

孔 機 に よる時間 的 制約 を無 くす るこ とがで き るだろ う。 この企図 につ い て,コ ン ピ

ュータ ・メーカー6社 の熱心 な支援 を受 け たが,各 社 は,照 会 に応 えて この よ うな コ

ンピュータ ・ベ ース・システムに対 す る提 案 を行 な って来 たので あ る。

提 案 された シス テ ムに よれば,所 得 税 ・取 引税 のデ ータ を転写 し,検 査 し,磁 気

テ_プ に変換 し,か つ即 座 に コ ンピュータ記憶 装置 か ら,納 税 者 に関 す る静態的情

報 を引 き し得 るだ ろ う。 大 きな価値 が あ るの は,こ の システ ムは事前 に完成 されて

い るデータ ・レコー ドの検 索や維 持 を保証 す るこ とで あろ う。

も う一つ の変 更点 と して は,税 務 財 務局 は,よ り高 度 なハ ー ドウェアに取 り替 え

つつ あるが,こ れは,ど んな業務 に も適 用 で きる印字 お よびパ ンチ された ドキ ュメ



ン トをよ り低廉 に,よ り迅 速 に,よ り融 通性 の あ るよ うに作成 しよ うとす るの が 目

的 で あ る。

(7)今 後 の課 題

今 後,税 務財務 局 と しては,最 高 の能率 と経済 性 をもって運 営 し,か つ納 税者 に

最善 のサ ービス を提 供 す るた めには,ハ ー ドウェア,ソ フ トウ ェア,シ ステ ム設計

上 の発達 を調 査 し,こ れ に遅 れ を取 る こ との ない よ うにせ ねば な らない。

税 務 財務 局 は,州 予 算部 門 の行 政管理 班 と協 力 して,機 器 が必要 とされてい るか,

も しそ うと した らい か にそ れ を選 択 す る か を決定 す るため の客観 的基 準 を適 用 して

い る。 機器 調達 のや り方 と して は,注 意深 く規 定 された可用性 の検 討 ,シ ス テム設

計,選 択基 準 の開発 を行 な うこ とな しには,主 要 な機 器 を選 択 す る ことは で きない

よ うに なってい る。

可能 ない くつかのハ ー ドウェ アの うちか ら一 つ を選 択 す る こ とは,与 え られた機

器 を ど う活用 す るか を選 ぶ こ とよ りも困難 な ことで ある。

EDP利 用 を成功 させ る前 提 は,最 高執 行部 の上 か らの支 持で あ る現在 ,税 務 行

政 のEDP化 プ ログラムは,ネ ル ソン ・ロ ックフ ェラ知事 と」.H.マ ーフ ィ局長 の十

分 の支持 を得 てい る。 そ して両 者 と もに指 令 の中 で,税 務 財務局 は2つ の 目標 を達

成 す べ きだ と指 摘 してい る。 それ は,第 一 に コンピュ ータの落 し穴 とともに本来 の

能 力 と可能性 を理 解 す る こ と,第 二 に州 の情報 ニーズ とデ ータ処理 に叶 う最善 の方

途 を決定 す る ことであ る。
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2.2刑 事裁 判情 報 システ ム

(1)は じめ に

米 州の刑 事裁 判 シス テ ム(CrimivalJusticeSystem)に つい て,こ れ まで,い ろ

いろ と言わ れ てい るが,そ の多様 な機 能 と処理 方法 との組 織的 な相 互関係 を改 善す

る こ とが必要 で あ るとの認 識 が高 ま って きて い る。 これ と同時 に ,コ ンピュ ータ化

され た刑事 裁判情 報 シス テ ムにお け る犯罪鑑 識 部(CrimivalIdentificationBurea_

us)の中心的 な役割 について理解がなされてきてい る。 とい うのは この システ ムは ,真 の

刑事 裁判 システ ムの発展 の た めの基 礎 とな る もの だ か らで ある。

実行 上 の問題 を考 える と,コ ン ピュータ化 され た犯罪鑑識 部 を設置 し得 る のは,

州 レベ ルの政府 しかな か ろ う。 地方 自治体 は,規 模 の大小 にか かわ らず,必 ず しも

州 レベル の もの ほ ど十 分 な ファイル をも ってい ない し,ま た刑 法 は制定 お よび執行

のいず れも州 レベ ルで行 な われてい る。 さ らに 州の鑑 識 フ ァイル には ,当 該 州 にお

け る刑法違 反 が記 録 されてい る。 運営 の面 か ら考 えて も,一 つの 国家機関 が全 米 に

わた って指 紋 の処 理 や,そ の他 の鑑 識機能 を遂 行 し ょうとい う企 ては,そ れに伴 う

負担 の大 き さか ら考 えて,困 難 で あ る。

コ ン ピュー タ化 された刑事 裁判情 報 システ ムや鑑 識部 が州 レベル で構成 され管理

運 営 される こ と を要望す る も う一 つ の理 由は,コ ン ピュータ ・デ ー タバ ンク と りわ

け,他 のデ ー タバ ンク を接 続 して,一 つ の巨大 な ナ シ ョナル ・デ ー タバ ンク を形成

しよ うと して い る連邦 レベ ル のもの に収 め られた プ ライバ シ ーが侵害 され るおそ れ

のあ る こ とにつ いて の公衆 の関心 が高 まって きた こ とで ある
。 刑 事裁 判情報 シス テ

ムのデ ータバ ンクは,あ ま り価値 のな い記録 を も必 ず 含 むた め,こ れ ら広範 な刑 事

裁 判情 報 ファイ ル は州 レベル で管理 すべ きで ある と,一 般 市民 の中の 自由主義 者 や

多 くの刑法 学者 に よって強 く要 望 されて い るわ けで ある。

も し,州 レベル で コ ン ピュータ化 された刑 事裁 判情 報 シス テ ムを維 持 す るこ とに

なれば,こ れ まで の犯罪記 録 を各 州 の間 で交換 す る方 法 は必 ず い くつか ある。 この

ことはSEARCH(SystemfortheElectronicAnalysisandRetrievalofCrimin-

alHistories)開 発 の プ ロジ ェク トにお いて,十 分認 識 されて いる。FBIのNC

IC(NationalCrilneInfomationCenter)は こ の9月 に稼動 す るSEARCH－
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タイ プの システ ムの中央索 引 を維 持 す る責任 を負 って い る。

NCIC犯 罪記 録交換 システ ムに おいて将来,州 鑑識 部 が果たす 重要 な役割 は,

1971年3月31日 のNCIC政 策委員 会 で,承 認 され た政策提 言 か ら明 らかで ある。

この委 員会 に おい て,NCICシ ス テ ムが真 の国家的 システ ムに発展 す るた めには

「各 州 が完 全 に コ ンピュ ータ化 された州 犯罪記 録 の保 管能 力 をつ く り出 さねば な ら

ない ……」 と決議 され てい る。

要 す るに 州刑事裁 判情報 シス テム とそ れ らの ファイルの 中核 をなす鑑 識部 は,法

を執行 す る とい う公共 システ ムの分 野 でそ の役割 は増 々重要 にな って い るので あ る。

この よ うな システ ムの開 発 に関 して特筆 す べ き例 の一 つ は,ニ ュー ヨー ク州鑑 識情

報 シス テ ム(NewYorkStateIdentificationandIntelligenceSystem,NYSII

S)で あ る。

このNYSIISは 非常 にユ ニ ー クな もので,こ の種 の もの と して は,米 国 では

は じめて であ ろ う。 以下 に事例 研究 的 に 州刑事裁 判情報 シ ステ ムの特 別 モデル と し

て紹介 す る こ とに し ょう。

(2)NYSIISの 基 本的 概念

NYSIISは1965年 に一機 関 と してつ く られた。NYSIISの 概念 は,次 の

よ うな刑事裁 判 の性質 を基本 原理 に してい る。 す なわ ち,す べ ての刑 事裁判 機関 は

共 同 デ ータバ ンクに参 加 し,こ れ を共 同 して使 用 しなけ ればな らない。 そ の上 に,

情 報 の 提供 は,基 本的 には任 意 にお こなわ れ ねば な らない。NYSlISは,逮 捕,

告訴,監 禁,監 督 の諸権 限 も義 務 も何 らもた ない,唯 一 の サ ー ビス機 関 で あ る。 安

全 性 とプ ライバ シーにつ い ての考 慮 が シス テ ム全体 に行 きわた ってお り,NYSI

ISの 運営 は 中央側 と遠隔 側 の双方 を含む もので なけ れば な らない。 新 しい科 学や

コ ン ピュー タ技 術 を適 用 す る こ とに よって きわ めて効果的 な ファイ リングの 方法 や

処理 され たデ ータの利用 方法 が見 出 され るで あろ う。 そ して,コ ン ピュ ー タに か け

られ た経 験的 な デ ー タに よって,仮 説 や理 論 や先見 的 な プ ロジ ェ ク トの検証 を行 な

い,さ らにこのこ とが,刑 事裁 判行 政 における手 続,実 行 お よび運営 の評 価 を可能 な ら
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しめ る。 この よ うな こ との蓄 積 に よ って 尾大 なデ ータ資源 が使 用 で き るよ うにな り

犯罪学 の研究 に も大 いに貢 献 す る こ とにな ろ う。

(3)NYSIISの 必 要 条件

も しNYSIISが 刑 事 裁判 に お ける,す べて の機 能領域 に おい て役立 つ刑 事裁

判 情報 シス テ ム として,効 果的 に機 能 を発 揮す るも のであ る とす れば,以 下 の よ う

な条件 を満足 すべ きで あ る こ とは 当初 か ら明 らかで あ つた。 す なわ ち,

①NYSIISは,い ず れ にかた よるこ とな く,す べての機 能 を果 せ る よ う

に独 立機 関 と してつ く られ,維 持 されねば な らない。 こ こに,公 共的 機関

に よ る管理 と コン ピュータ科学 の問題(機 会)が ある。

②NYSIISは,幅 広 い コ ンピュ ータ能 力 をも ち,手 作 業 で作成 され た鑑

識 ファイルの中 に含 まれ る多 くの犯 罪記録 デ ータ を扱 わね ば な らない。 こ

こに,シ ス テ ムと コ ンピュー タ科学 の問 題(機 会)が ある。

③NYSIISは,指 紋鑑識処理 の一層の自動化のために コンピュータ関連技 術を

進歩 させねばならない。 ここに研究開発 とコンピュータ科学 の問題(機 会)が あ る。

④NYSIISは,鑑 識情 報機 能 を果 たすた め の新 しい,改 善 さ れた分 析技

術 を開 発 させ るため に,コ ンピュ ータ関連技 術 をつ く り出 さな ければ な ら

な い。 こ こに,計 画,研 究 お よび コ ンピュータ科学 の問 題(機 会)が ある。

⑤NYSIISは,遠 隔地 か らシス テ ム ・デー タパ ン クヘ ア クセ ス した り,

各 州間 で コン ピュ ー タに よる情報 交換 を行 な うた めにデ ー タ通信 システム

を準備 しなけ れはな らな い。 こ こにシステ ム,通 信 お よび コン ピュー タ科

学 の問題(機 会)が あ る。

⑥NYSIISは 刑事 裁 判機 関 に対 す るサ ー ビス と して,最 小限 確 実 な もの

を生 み出す数年 間 は,残 存 せね ば な らない。 ここ に広報 活動 とコ ン ピュー

タ科 学 の問題(機 会)が あ る。

⑦NYSIISは,個 人 に関 す るデ ータ をもつ,コ ンピュ ータ化 され たデ ー

タバ ンクが市 民 の 自由 をお びや かすの では ない か との人 々の心 配 を和 らげ
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るた め に,安 全 性 とプ ライバ シ ーの問 題 を取 り上 げ なけ れば な らない。 こ

こに,政 治 的 な コン ピュータ科 学 の問題(機 会)が あ る。

(4)コ ン ピ ュ ー タ の 役 割

NYSIISは そ れの もつ コンピュ ータ能 力以 外 のな に もの で もない と言 えよ う。

その起 源,発 展,継 続的 成長 の あ らゆる局面,あ らゆる段階 におい て,コ ン ピュー

タ科学 の問題(機 会)が 存 在 してお り,そ れは常 に存 在 のた めの さ まざまな要 素 と

な って い る。 実 際,NYSII.Sと 刑事 裁判情 報 シス テ ムの将 来 は,コ ンピュ ータ

能 力 とそ の関 連技 術 とに全 く依存 してい る。 そ れ故,お そ らく,コ ン ピュー タ科学

の問 題 として よ りも コ ンピュータ科学 の機 会 と して の コン ピュータの役割 に ついて

述べ た方 が適 切で ある。

(5)機 関独立性の重要性

NYSIlSの 設 立 者 の基本的 な考 えは,そ れ が独 自の コンビ=。一一タ ・システム を

もった独 立機 関 で な くては な らな い とい うこ とであ った。 官僚 機構 の中 で独 立性 を

維持 す るこ とは,至 難 の わ ざで あった。 大 きな諸機 関(州 警察,教 護局 な ど)の 間

にあ って,そ れは まだ,小 さな機 関 で あ つた為 に,大 きな 勢力 をもつ議 員達 が,N

YSIISの 排除 ない しは 州警 察 か教護局 との併合 を毎 年 要求 した と して も,驚 く

には及 ば ない。 事 実,設 立後,1週 間 もた たぬ うちに,権 力 をもってい る某議員 が,

適当 な時期 にNYSIISの 機 能 を州警 察 が引 き継 ぐべ きで あ る と言い 出 し,さ ら

にまた2～3日 後 には,教 護 局 に吸収 され るべ き であ る と言 った の である。

独立 を維 持す るた めの も う1つ の問題 は,州 全 体 にわ た り,州 にお ける コ ン ビ=

一タ諸 機関 を統 合 しよ うとの誤
った 企て であ った。 しか し,NYSIISが で きる

だけ大 きな コンピュータ ・システム を独 自で もつ機 会 を得 た とい う事 実 に よ り,こ の

企ては失敗 に終 った。 も し,NYSIISが 自動 車 や 財産 の盗難 とい った よ うな警

察 シス テムに おけ るモ ジ ュール か ら出発 しよ うと したな らば,NYSIISは,も

っと大 きな機 関 に吸収 され てい たか も しれ ない し,あ るいは多 くの州諸 機関 と一般
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的 な サ ー ビ ス ・ コ ン ピ ュ ー タ を共 同 利 用 し な け れ ば な ら な か っ た か も し れ な い 。 設

立 当 初 か ら,NYSIISはtt大 き な リ ン ゴ"す な わ ち,コ ン ピ ュ ー タ に か け ら れ

る 膨 大 な 犯 罪 記 録 フ ァ イ ル を 持 と う と し た の で,当 初,そ れ は 容 易 に は ,消 化 で き

な か っ た が,バ ロ ー ス6500を 使 っ て,独 立 を維 持 した の で あ る。

(6)デ ー タ 変 換

コ ンピュ ータのた め のデ ータ変 換 は,そ のイ ンパ ク トを経 験 した こ との ない人 々

には,単 純 な問題 と考 え られ てい る。 デー タ変換 で苦 労 した人 だ けがそ のむ つ か し

さをよ く知 って い る。 彼 らは また,非 常 に大 きな,人 手 で作成 した ファイル をそ れ

が重要 な業 務 に毎 日使 用 され てい る とき変換 す るこ とが と くに 困難 で あ るこ とを知

ってい る。 す べ ての犯罪鑑 識 部 の デ ータ変 換に お いて,多 少 とも当 ては ま る よ うな

犯 罪記録 のNYSIIS変 換 に際 して,実 行 上 むず か しさを増 大 させ る付加 的 要因

と して,次 の よ うな もの が ある。

① 期 間 の差 異 一関連 文 書 の さ まざまな タイ プ(指 紋 カ ー ド,裁 判 記録,法 令

カ ー ドな ど)や 基 本的 には デ ータ変換 のル ールが異 な るため,1927年 か ら

現在 まで の期間 を4つ に区 分 して実施 しな ければ な らな か った。

② 機 関 の多様 性 －NYSIISへ 文 書 を提出す る機 関 は]・000以 上 あ る。

③ 文 書 の差 異 一い ろい ろな機 関 か ら受 け取 る文書 の様 式 が異 な る。

④ 情 報欄 の差 異 一一同一 ない し異 な る機関 か ら提 出 され る書 式 に よ って情 報欄

の位 置 が異 な る。

現 在750,000件 以上 の犯罪 記録が保 管 されてお り,完 全 に編 集 され,整 理 された記

録 は 月に10,000件 以上 の割 合 で コ ンピュー タ ・デー タベ ース に 追 加 されて い る。

明 らかに この尾 大 な犯 罪記 録 の保 管 量 は,か な りの コ ン ピュ ータ容 量 と最大 限 のス

ピー ドと,多 重 処理 の能 力 と を必要 とす る。NYSIISで は,コ ン ピュ ータ科学

の発達 に よ つて,指 紋提 出 の た めの応答時 間 が2時 間 です む容量,可 能性 お よび機

会 が与 え られてい る。(以 前 の手作 業 によ る シス テムで は応 答時間 が10～14日 で あ っ

た。)こ の よ うにNYSIISに お け る応答 時間 が12 ,000パ ーセ ン トも『改善 され た と

い うこ とは,全 く鑑識機 能 が コ ン ピュータ化 に よ り拡 張 された ことに.よるものである。
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(7)鑑 識の 自動 化

す べての 犯罪鑑 識部 の基 本 的機能 であ る指紋鑑 識処 理 は,そ の性質上,コ ンピュ

ータ化 と完 全 な 自動化 を必要 とす る。NYSIISの プ ランナ ーは幸 い に も・機関

の設 立当初 か ら,こ の こ とを認識 してい た。 今 日,NYSIISは,世 界 で最 も完

全 に 自動化 された鑑識 部 で ある とい える。

この鑑 識部 の業務 は システマティックに改善 され る必要 が あ るが,こ れは,以 下 に

示 す3つ の開 発 に よって促 進 され よ う。

① 予備拘 留,自 己反 省 に よる釈放,迅 速 な判 決,罪 状 否認 保 釈な どのよ う

な新 しい法 律 上 の手続 きが迅速 な犯罪 記録 応答 を必要 とす る。

② 指 紋提 出量 の圧倒 的 な増 大 に伴 い フ ァイル は大 き くな る一 方,ア クセスは

しに く くな って きてい る。

③ 電送 写 真 やそ の他 の電気 通信機 器 のお蔭 で情報 伝 達 の時間 お くれ は減 って

きてい るが,そ のた めに,か えって処理 時間 のお くれ が 目立 って きてい る。

指紋鑑識処理の基本的手続は次の とお りである。

① 主要 ファイル と必要 ファイルの名称を検索す る。

② 指紋 を分類す る。

③ 指紋 を検索す る。

④ 指紋 を照合す る。'

⑤ 犯罪記録の作成。

NYSIISは 必 要 ファ イル と主 要 フ ァイ ルの名 称検 索 の処理 をコン ピュータ化

した。 今 までの ところ,指 紋分 類 の 自動化 に成 功 した機 関 は世 界で他 にない。 しか

しなが らFBI,NYSIISそ の他,こ の 目的 を達 成 せ ん とす る諸機 関 に よ りさ

らに引続 き研究 が進 め られて きてい る。 そ して,NYSIISは250万 件 の指 紋 を

分類 した基礎 ファイ ル に対 して30秒 以 内で指 紋 検索 を行 な う能 力 を もつ,コ ンピュ

ータ化 され た指紋 検索技 術 を開発 した。 マ イ ク ロフ ィル ムに よ る映像 検索 技術 を通
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じての指 紋照合 は す でに技 術的 に可能 な状態 にある。 そ して,NYSIISは,資

金 の調達 が可能 とな ればす ぐに,こ の よ うな能力 を手 に入 れ るつ も りで あ る。 最後

に,犯 罪 記 録 の ハ ー ドコ ピーは,コ ンピュ ータ ・デ ー タバ ン クか ら取 り出 す こ と

が で き,NYSIISな い し遠 隔地 の機 関で プ リン トア ウ トされる。 こsで 再度 強

調 してお きたい こ とは,コ ン ピュ ータ科学 とそれ に関連す る技 術 を使 用 す る機 会 こ

そ,市 民 の 自由 を守 り,容 疑者 や逮 捕 された犯 罪者 を よ り効率 よ く処理 す るの に役

立 つ,新 た なサ ー ビス をつ く り出す鍵 であ る と言 えよ う。

(8)鑑 識 の 内容

b

鑑 識部(今 や い かな る刑 事裁 判情 報 シス テムに とっ ても,そ の中心 とな ってい る)

の基本的 機能 は,指 紋 のハ ー ドコ ピーセ ッ トを受 け取 り,こ れ を基礎 フ ァイルの セ

ッ トと照 合 して,確 証ず み の犯罪記 録 を と り出す こ とであ る。 時 には マ ッチす る記

録 のない こ ともある。

刑 事裁判機 関 に は,多 くの調査分 析的 な業務 が あ るが,こ れ らに対 して コ ンピュ

ータ化 され た犯 罪鑑 識部 の副産物 が役 立 ってい る。このシステムの特 別報 償的 なモ ジ

ュ ール は一 般市 民 の支持 は もち ろん,刑 事裁 判の領域 にお け る信 頼性 を えてい る。

NYSIISが 今 日まで に開 発 した これ らコンピュータ化 された モ ジュ ール の例 は

次 の とお りで あ る。

① 犯行 現場指 紋 の鑑 識

② 不 正 の チ ェッ ク

③ 容貌

④ 逮捕 令状/指 名手 配

⑤ 組 織化 された犯罪 情報

⑥ 盗 難車(ナ ンバ ー プ レー トの 自動走査)

⑦ 犯 罪 の手 口

⑧ 犯罪 デ ータ分析

これ ら分 析 モ ジ ュ ール のす べて は,理 論 的 には刑 事裁 判 の過 程 で調査 目的 のため

に,利 用す る こ とは で きる はず で あ る。 しか しなが ら,実 行 上 の問題 として,そ れ
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らは しば しば,警 察 の領域 に あ り,そ れ らが利 用可能 となれば,刑 事裁判 行政 の全

体 の中 で法 の執 行 の部分 に十分 役 立 つ こ とに なろ う。 刑 事裁 判 の全資 源 の70%は 警

察機 能 に集 中 され てい るた め,と くに この機 関 が設立 間 もない とい う こともあ って,

法執 行 にお いて必要 とされ ない もの に対 しては必 ず しも十 分 な注意 が払 われ な かっ

た。

しか しなが ら,既 存 の非 常 に原始 的 な ファイ ル をた だ単 に取 り上 げ,そ れ らを コ

ンピュ ータに かけ るだ けでは 十分 で はな か った。 つ ま り,コ ンピュ ータ と,開 発 し

つ つ ある刑 事裁判 シス テム の能 力 を最大 限 に発揮 させ る こ とは で きな かっ た。 そ の

ため,NYSIISは,こ れ らの法 執行 におけ るニーズに応 える努 力 が評 価 され る

よ う コンピュ ータ関連技 術 を生 み 出 さねば な らない立場 にあ る とい うこ とが分 った

ので ある。 ここで再 び,政 府 の この きわ めて重大 な領域 に おけ る改善 を大 い に行 な

う機会 が与 え られた。

例 えば,以 前 には効果 的 な 犯行現 場指 紋鑑 識 システムは存 在 しな か った。 既存 の

指 紋分類 シス テ ムでは,主 要 フ ァイ ルの何百 万件 もセ ッ トされた指紋 を通 じて,犯

行現場 に残 っていた容疑 者 の指 紋 を探 し出す こ とは不 可能 で あ る。 その結 果,現 場

に指 紋 が残 っていそ うな犯 罪 や指 紋 が きめて とな るよ うな 犯罪,た と えば窃盗 罪,

自動 車 強 盗 な どの よ うな ケー スにそ な えて 前 科 者 の特 別 ファイ ル がすで につ くら

れて いる。 ア メ リカに お い て この 種 の 最 も大 きな ファイ ルは 約30,000人 の指 紋

をも ってお り,基 礎 ファイ ル につい て は実 に何 百 万 人 に ものぼ って い るので あ る。

NYSIISの 研 究 によ れば,十 分 な 件 数 の 犯 行 現 場 の 指 紋 が大 きな基 礎 ファ

イルの中 に と り出 され,処 理 されて いる な らば,犯 行現場 指紋鑑 識 を通 して,全 窃

罪 の5%が 解 決 され得 るこ とが分 っ てい る。 た とえ他 のす べて の調査 方法 に た よっ

た として も,現 状 の窃盗 罪 の20%以 下 しか解 決 され ない とい うこ とを十 分認識 す る

必要 があ る。NYSIISは 主要犯 罪指 紋 ファイルの指 紋 と,犯 罪現 場 で取 り出 さ

れ た指 紋 とを照 合 す る こ とや コン ピュータ検 索 とマ イ ク ロフ ィル ム検索 技 術 との結

合 を利 用す るこ との で きる よ り改善 され た シス テ ム を開発 中 であ る。

容 貌,犯 罪の手 口,追 跡 デ ータ分 析,不 正 チ ェ ックの特 色 な どに よって,犯 罪者

を割 り出す コ ンピュ ータに よ る捜索 方法 は刑 事裁 判行 政 の 目的 に対 して全 く新 たな

領域 を開 くもので ある。 た しかに,盗 難 車 を見 つ けるた めの ナ ンバ ー プ レー トの 自
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動 走査 におい て,視 覚 と コ ンピュー タ技 術 との結 合は,頻 繁 に起 ってい る盗難 車 問

題 を実 際 に解決 して きてい る。 ご く最近,NYSIISの 計 画や研 究 を通 じて 以下

の こ とが認 識 され てい る。 す なわ ち,コ ンピュー タ化 され組織 化 され た犯罪情 報 シ

ステ ムは,こ れ までに多 くの人 々を動 員 して きたに もか かわ らず,今 だに その多 く

が解決 されてい な い よ うな厄 介 な問題 を処理す るた めの新 たな機会 をもつ た めの鍵

とな ってい る。

(g)デ ータ通 信 の役割

コン ピュ ータ技 術 に よ って,も た らされる刑 事裁 判上 の魅 力 ある方法 は,デ ータ

通 信 の各種資 源 に きわ めて依 存 して いる。 逮捕 された者 の指 紋 をい く ら迅速 に コン

ピュ ータで処理 しても,も しそ の指 紋 が郵 便 で届 くの に2～3'日 か か り,そ れ か ら

結 果 を うるのに2～3日 か か るな らば,無 意味 な もの とな って しまラ。 ハイ ウェイ

を走 ってい る盗 難車 を コ ンピュー タで鑑 識す る 魔 術"も,も し,そ の適確 な メ ッ

セ ージが,2～3秒 以 内で手 に入 らなければ意 味が ない。 コ ンピュータ と結 びつ い

たデ ータ通 信 シス テム によ って鑑 識 や機密 デ ー タを州内部 あるい は各 州間で交換 す

るこ とが促 進 されな ければ な らな い。 なお,遠 隔地 か らの ア クセ スや,コ ンピュー

タ相 互間 の イ ンタ ーフ ェース は,適 切 な電気通信 シス テ ムに依 存 して い る ことは言

うまで もない。

NYSIISは,ニ ュ ー ヨー ク州内は もちろん,SEARCHへ の参加 を通 じて,

各 州間 におい て も可 能 な コ ン ピュ ータ関 連のデ ータ通 信 システ ム を提 供す る機会 を

もって きてい る。 この点 で,非 常 に重要 な開発事項 と しては州 内の いず れの地点 か

らもNYSIISへ 指 紋 を電 送す る こ とがで き,コ ン ピュ ータ処理 の結果 を,メ ッ

セ ー ジ電送 に よ って適 切 な応 答 をす るこ とがで き るよ うに州全 体 にわた る電 送 ネ ッ

トワー クを確 立す る こ とで あ った。 現 在 の ところ,ま だ指紋 の電 送 に14分 かか り,

犯罪記 録の応 答 に平均4分 か か って い る。 も ちろん,こ れ らの所要時 間 は,満 足す

べ きもので はな く,早 急 に技 術 を改 善 す るため の努 力 を一層積 み重ね てい かな くて

は な らな い。

この ことに関連 して,NYSlISはSEARCHの 衛星通 信 プ ロジ ェク トに参 加

一69一



してお り,ま た,地 上 の フ ァ クシ ミリ電送 シス テム よ りむ しろ,超 短 波 と衛 星 に よる

指紋 カ ー ド像 の電 送 を試験 中 で あ る。 さ らにNYSIISは,遠 隔地 か らの ア クセ

スや コ ンピュータ相 互間 の イ ンタ ーフ ェースが 可能 な高度 な電送 ネ ッ トワー クをも

つ犯 罪 記録 の各 州間電送 をね らい とす るSEARCHプ ロジ ェ ク トに参 加 してい る。

NYSIISや 全 米の多 くの関 連機 関は 盗品 や指紋鑑 識 のた めに,そ して最 近 では

犯罪記 録 デ ータ を英 数字 で電 送 す るため に,ワ シ ン トンに あ るFBIのNCIC

(NationalCrimeInfomationCent.er)の コンピュータと連結 してい る。 最近高 度 のハ

ー ドウェアが利 用 可能 とな って い る けれ ども,刑 事裁判 シ ステ ムに対す る コンピュ

ータの イ ンパ ク トを最適 化 す る ため には,デ ータ通信 技 術 の領域 にお いて なお も大

幅 な技術 の進歩 が必要 とされて い る。

⑩NYSIIS開 花 ま での苦 しみ

政府諸機 関 は毎年,そ れ らの存 続 を正 当化 し,稀 うな財 政資 金 の分配 を要 求せね

ばな らない。NYSIISの 場 合,ま だ,は っき りと した利益 を他 の人 々に与 えて

い ない うちか ら,コ ンピュ ータ化 された刑事裁 判情報 シス テ ムの長 所 につ いて,議

員や もの堅 い財政 委員会 を納 得 させ るこ とが必 要 で あ った。 そ こで再 び コ ンピュー

タの神秘性 が将来 きわ め て有 望 とな る刑 事裁 判情報 システ ムに対す る関心 を維持 さ

せる機 会 を与 えた ので あ る。 コン ピュ ータとその信 じが たい ほ どの能 力に対す る人

々の感嘆 を十分 に利用 した公 的 な情報 プ ロ グラムは非常 な成功 をお さめた ので ある。

警 察 の労働組 合,地 方検 事,検 閲 官,保 護観 察官 な どが この不毛 な時 期 に忠実 に

支持 して くれた。 彼 らは また,将 来 有望 な コン ピュー タに よ る情 報共 同利 用 に興味

をひかれ ていた。 開発期 間 中 にお け る技 術上 の急速・な発 展 や シス テ ムの将来 の有望

性 につい て,常 に,訴 えつづ け て きた こ とに よ って,一 方 ではNYSIISが 存続

でき,他 方 では,州 お よび地 方 自治 体 な どにおけ る不 必要 な,冗 長 なコンピュータ ・

シス テ ムの開発 を防 ぐこ とが で きた。 この よ うに して,す でに広範 囲 に わた って計

画 されてい る シス テ ム と重 複 した り,そ の一部 と強 制的 に とって代 ろ うとす る よう

な別 の シス テ ム をつ くるこ とを防止 す るこ とに よって,何 百万 ドル も節約 されたの

で あ る。
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NYSIISの 生 産 はわず かで は あ った が,多 大 の計 画,研 究,開 発 を実 施 して

いた,い わば 不毛 の時期 に おいて,コ ンピ ュータの将来性 だけが,こ の システ ムに

役立 った と言 え よ う。

⑪ 安 全性 とプ ライバ シーの問 題

NYSIISの 設立 当初 か ら,安 全性 とプ ライバ シ ーの問題 に十分 配慮 す べ きで

あ る こ とは分 って い た。 シス テム分 析や開 発 に多 くの時 間 を確 保す るこ とに役 立 っ

た,一 般 の人 々の コ ンピュ ータに対 す る畏 怖 の念 は,心 配 に変 わ り,逆 に シス テム

への反 対 の態度 とな ってあ らわれ た。

そ こで,プ ライバ シーの権利 と情 報 を共 同利 用す る必要 性 のバ ランス を うま くと

りなが ら,シ ス テ ムの安全性 とプ ライバ シー が確 保 で きる よ うに,計 画 された シス

テ ムの あ らゆる局 面 を検証 してみ る必要 が あ った。

NYSIISは,個 人の 財産 を守 るの と同様 に,個 人 の人 間性 をも守 らね ば な ら

ない こ とをす で に認 め,コ ン ピュ ータの誕 生対 プ ライバ シーの問題 が全 国民的 な論

議 の的 とな るず っ と以前 か らコン ピュ ータの安全性 の問 題 に専 念 してい た。 そ して,

この こ とは,下 院 議員 で ある,ギ ャラガ ー,オ ス カー ・ル ーボ ーゼ ン,オ リビエ ●

ブ リムや上 院議 員 の ア ー ビ ン,ア ラ ン ・ウエ スチ ン,ニ ュ ー ヨー ク市民 自由連合,

ベ ラ刑 事裁 判研 究 所 ,そ の他 市民 の 自由 を擁 護 す る多 くの人 々 と組 織 の賞 賛 を得 た

ので ある。

最近,上 院 の小 委員 会 にお いて憲 法上 の権 利 にっ いて以下 の ことが証 言 された。

す なわ ち,「 コン ピュータ化 された 刑事 裁判情 報 シス テムは,刑 事 裁判行 政 の効率

化 のた めに必 要 で あ り,ま た,こ の よ うな システ ムは個人 の プ ライバ シ ー を不法 に

侵害 す る こ とに対 して十分 な安 全性 をも って,開 発 され,運 営 され うることは 間違 い

な い。 事 実,こ れ らの シス テ ムは,個 人 の 自由に属 す る新 た な領 域や,市 民の 自由

お よび憲法 上 の権 利 を保 護す る よ うに,開 発 され,運 営 され るで あろ う。

NYSIISに つい ての この よ うな事柄 は 同時 に,SEARCHプ ロジ ェ ク トに

つ いて もあて は まる こ とで あ った。 プ ライバ シ ーを守 るた めにそれ ぞれ の計画 が た

て られ,ま た,き び しい道徳 律 を自発的 に採択 してゆ くな らば,コ ンピュータ科学

一71一



は,刑 事裁判 の領域 にお いて,生 き長 らえ,か つ役 立つ もので あ る こ とを確信 で き

よ う。

⑫ むすび

刑 事裁判 情報 システ ム,と くに 州政府 レベル の システ ムの将 来 は,誠 に 明 るい よ

うで ある。 す でに,NYSIISの 経験 を例 に あげ なが ら述 べ られて きた よ うな,

開発 にお け る困難 な時 期 は,か な り過 去 の こ とにな って しまってい る。 コ ン ピュー

タ化 された犯罪鑑 識部 お よび関 連技 術 に対す る連邦 政府 の好意 ある資 金 源 を通 じて

資 金 が入 って くる ことに よ って,こ の よ うな システ ムの 財政的 援助 は保 証 されて い

る と言 って よい。

コン ピュ ータ化 された刑事 裁判情 報 シス テム が提 供す
,る,き わ めて迅速 で意味 の

あ る応 答は,刑 事 裁判行 政 の あ らゆ る領 域に おい て必 要 と され るもので あ り,.こ れ

は・ 専 門家 の支持 と委任 を えてい るので あ る。

最 後 に,コ ン ピュータ化 された刑 事裁 判 情報 システ ムは,次 の2つ が 実現 された

とき,は じめてそ の正当性 が評価 され る こ とにな るで あろ う。

① 刑 事裁 判 の集中的 に統合 された システ ムの出現

② 犯罪発生 の減少 と犯人 の効 率的 な逮捕 起 訴,判 決 お よび社会 復 帰
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2.3法 務 行政 に お ける情報 処理 の新 しい方向

(1)ま え が き

現 在,法 律 へ の コンピュ ータの応用領 域 は大 き く3つ の分野 に分 け られよ う。(1)

は,税 務 や利 用者 へ の請 求書作 成 の よ うな事 務計 算技 法 の応用に 関す る分野,(2)は,

法 の執 行,刑 事裁判,キ ー ワー ドに よる法的資 料 情報 システ ムの よ うなデ ー タ ・マ

ネー ジメ ン トに関 す る分 野,(3)は,文 章 編集 や草 稿作 成 の よ うな領 域にお け るオ ン

ライ ン ・フ ァイル処 理 の分野 で あ る。

これ らの シス テ ム を見 て明か な よ うに,コ ンピュ ータは数字 で表 現 され得 る問 題

とか,形 式 的 な方法 で扱 わ れ る情報 とかにつ いては大 変 良 く働 くもので ある。

来 るべ き10年 間 には,現 存 シス テムの利用 の絶 え ざる拡張 とと もに,従 来 の デ ー

タ処理技 法 を も とに した新 しい シ ステ ムの開発 をも予 見 で きる。 この よ うな新 シス

テ ム と して,土 地利 用 ドキ ュ メ ン トの処 理 とか,執 行 猶予犯 罪人 の監視 とい った よ

うな現在 の手 作業 シス テ ム を模 倣 した イ ンデックス ・システムへのアクセスを自動化す

るこ とが期 待 されよ う。

しか しなが ら通 常 の デ ータ処 理 方法 ではそ の本来 の性格 か ら法 律 業務 の中心 的領

域 で多 くの援 助 を行 な うこ とは不可能 であ る。 す なわ ち手許 の資 料(法 律,契 約,

調書 な ど)の 意 味内容 が理解 されて,そ の意味 や論 理関 係 が分 析 される よ う要請 さ

れる。 た とえば,フ ァイ ・レ・マネージメン ト技 法 を使 って,一 組 の相 矛盾す る法 律や

規則 を処理 す る こ とは不可能 で あ る。 この よ うな問 題 は,(独 立 の個 々の意味 と と

もに)相 異 なる語 や句 の間 の相 互関係 が理解 され る場 で解決 が図 られねば な らな い。

法 律上 の資料 の広 範 な機 械読 み取 りデータ ・ベースが,植 字 とか法案 作成 の領 域 で

利 用 され て経 済 的 で ある こ とか ら,急 速 に活 用 され るよ うに なって い る。 しか し,

法的 資料 を機 械読 み 取 り可能 な形 態 に変 換す る こ とは,法 的資 料 を利用 せ ねば な ら

ぬ人 達 に とって決 して近づ き易 くはな っ ていな い。 法 的資料 は大変 複雑 で あ り2大

で もあ るので,そ の分 析 に は高 度 の訓練 を受 け た人達 がなお研究 に多大 の時 間 をさ

く必要 が あ る。 も しコ ン ピュ ータ が法的 資料 を理 解す る こ とが出来 たな ら,(コ ン

ピュー タの巨大 な信頼 性 の あ る記憶 装置,迅 速 かつ正 確 な情報 処 理 とい う想 像 を絶

す る性能 とい う)魅 力的資 質 か らコ ンピュー タは法律 の分 野に理 想的 な助 力 をなす
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こ とが で き よ う二

上 述 の よ うな理解 でき る能 力 は,コ ン ビ三 一タ分 野 で'「人工 知能 」 と呼ば れて現

在 開発 されつつ あ る新技 術 と して現 わ れ よ う と して お り,論 理的演 繹 の 自動 化,問

題解決,自 然言 語 の理解 とい うよ うな諸 問題 を処理 しよ うとい うもので あ る。 この

よ うな技術 が,法 務 の 自動 化 に関す る問 題 の多 くを解 決 す るためのキ ー とな るで あ

ろ う。

特 に,こ の新 技 術 を用 い た コンピュータ・ベ ースに つ い て以下 のよ うなサ ー ビス が

開発 される もの と予見 され る。

① 非論 争的 で は ある が必ず しも単純 な もので な くて もよい多 くの法律 上 の諸

問 題 を解 決 す るた めに迅 速 か つ低価 格 で役 に立 つ ものであ って,法 律家,

社 会 ・福祉 事業家,行 政 官,警 察 お よび言 うまで もな い が公 衆 自身 を助 け

る よ うな 自動化 システ ム。

② 自動的 に首 尾一貫 性 をチ ェ ック し,か つ結果 を予測 し得 るもので,立 法機

関,行 政機 関 を,成 文化,法 律 改正 の面 で助 け る よ うな システ ム。

③ 法 律 を勉 強す る必 要 の あ る人達 に法 律 や法論 証方法 を教 えるの に助 け とな

る 自動化 シス テム。

④ 利 用者 や証 人 に面 接 す るた め の最初 の選択 を行 な う自動 化 システ ム。

こ こで取 りあげ て い るの は次 の諸項 目であ る。 す なわ ち,

・ 最 近 に おけ る法 へ の コン ピュー タ適 用 につ いて の簡 単な概 観

・ 法 に要 請 され る自動化 の将 来 の タイ プにつ い ての論 議

・ 法 の自動化 に役立 っ よ うに応 用 され る人工 知能 の現在 の開発状 況 の概括

・70年 代法 務情 報 処理 に対 して展望 され る新 しい方 向

(2)法 にお け る最近 の コ ン ピュータ ・ア プ リケ ーシ ョンの概 観

オ ー トメ ーシ ョンは刑事 裁判 や法 の執 行上 の諸 問題 に応 用 され る ように な ったが,

法 律情報 検索,税 歳入 調定,法 案作 成 システ ムとい った よ うな多 くの ア プ リケーシ

ョンにつ いて も同様 で あ る。 こ こでは この よ うな ア プ リケー シ ョン分 野 につ い て簡

単に 述 べ るこ ととす る。

一74一



〈 刑 事 裁 判 ・法 執 行 情 報 シ ス テ ム 〉

刑 事 裁 判 ・法 執 行 情 報 シ ス テ ム を 観 察 して み る と,こ の シ ス テ ム は 利 用 者,コ ン

ピ ュ ー タ,収 集 蓄 積 に 使 用 さ れ る た め の 始 終 変 更 さ れ る デ ー タ ベ ー ス,そ して 州 政

府 毎 の 刑 事 裁 判 ・法 執 行 情 報 の 検 索 や 交 換 を 容 易 に で き る よ う に 更 新 さ れ た 情 報 か

ら成 り立 っ て い る こ と が わ か る。

こ れ ら の シ ス テ ム の う ち 最 も 高 度 な も の に は,法 務 省 と 多 く の 州 の 参 加 を 得 て

LEAA(LawEnforcementAssistanceAdministration)に よ っ て 共 同 で 開 発

さ れ たProjectSEARCH(SystemforE[ectronicAnalysisandRetrievalof

CriminalHistories),連 邦 警 察 庁(FBI)のNCIC(NationalCriminal

InformationCenter)・ コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワー ク,NYSIIS(NewYork

StateIdentificationandIntelligenceSystem－ 本 章 第?節 参 照)が あ る 。

〈法 律情報 検 索 システ ム〉

判 例,法 令,行 政 上 の裁 定や 規則 な ど各種形 式 の司法関係資料 の老大 化 か ら,法

律研 究者 を助 け るた め 自動法 律検索 シス テ ムの開発 が促進 され た。 この仕 事 は,部

分 的 に は図書 館 オ ー トメー シ ョンの分 野 で遂 行 され た研究 を基礎 と し,特 に ドキ ュ

メ ン ト検 索 の問題 に関 連 してい る。

法 律情報 検 索 の オ ー トメー シ ョン化 を行 な うた めに企図 された実験 的 プ ロジ ェ ク

トにつ い て,そ の基 本 を要 約す る と次 の よ うであ る。 す なわ ち,技 術的 法律 情報 を

求 め る人 はキ ー ワー ド形式 に よるア プ ローチ を用 い て関連情報 に導 か れ,か つ技 術

的法 律情報 はキ ー ワー ド形式 に よ るア プ ローチに よって検索 され る よ うに分類 され

る。 この枠 内で,基 本的 に二 様 の ア プ ローチ の仕 方 が ある。 図 書館資 料 を事 前 に手

作業 で作 った ア ブス トラ ク トに依 る システ ム と,ア ブス トラ ク トに しな いで完全 な

自然言 語文 を処理 す るシス テ ムであ る。

〈手作 業 に よ るア ブス トラ ク トを行 な うシステ ム〉

法 資料 の コ ンピュ ータ蓄 積 ・検索 を行なう 最 初 の システムは判例法 の検索 に使 用

された。 そ れに用 い られた ア プ ローチ の仕 方 は,コ ンセプ トが識 別 され,コ ー ド番

号 が指定 されて順 次に元 の判 例 に戻 って連接 され る。
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こ う して関連 した コ ンセ プ トを決定 す れば適 切 な判例 の引 用文 を検 索 で き る。 こ

のア プ ロ ーチ の仕方 は今 日広範 に使 用 され てい る手 作 業 索引 に良 く似 てい る。

〈 完 全 自 然 言 語 文 を処 理 す る シ ス テ ム 〉

手 作 業 に よ る ア ブ ス ト ラ ク トの 作 成 か ら 脱 却 す る 試 み は キ ー ワ ー ド組 み 合 わ せ 法

(KeyWordinCombination)に よ る ア プ ロ ー チ で あ る。・こ れ で は 資 料 の ア ブ ス

トラ ク トや 索 引 が 手 作 業 で 行 な わ れ る こ と は な い 。検 索 は 原 文 の 中 の キ ー ワ ー ドの 組'

み 合 わ せ を 見 つ け て 行 な わ れ るの で あ る。 研 究 者 は 文 章 や 法 令 に 現 わ れ る 言 葉(ワ

ー ド)の リス ト を
,望 む ワ ー ド配 列 と 同 じ様 に 指 定 す る 。 空 軍 会 計 財 務 セ ン タ ー の

開 発 し たLITE(LegalInformationThroughElectronics)プ ロ ジ ェ ク ト と 南

西 法 律 財 団(SouthwesternLegalFoundation)の 開 発 したRootildexSystem

とは 設 計 上 キ ー ワ ー ド組 み 合 わ せ 法 に 似W・ る シ ス テ ム 例 で あ る 。 オ ハ イ オ 弁 護 士

会(OhioBarAssociation)と ミー ド ・デ ー タ ・セ ン トラ ル(MeadDataCent-

ral)と で 開 発 し たOBARシ ス テ ム で は こ の 種 の 方 法 に 顕 著 な オ ン ラ イ ン ・イ ン

タ ラ ク テ ィ ブ 性 能 を 付 加 し た も の で あ る 。

〈ABF-IBMプ ロ ジ ェ ク ト>

ABF-IBM(AmericanBarFo皿dationandlnternationalBusinessMa-

chines)プ ロ ジ ェ ク トは,原 判 例 に 使 わ れ て い る 各 ワ ー ドの 頻 度 を 自動 的 に 発 生 さ

せ て 以 前 の技 法 の い つ れ に も あ る 不 便 さ を 克 服 し よ う と した も の で あ る。 あ る ワ ー

ドが 通 常 の 分 布 状 態 か ら外 れ,あ る い は 歪 ん で い れ ば,そ の 判 例 の 内 容 に 関 す る 情

報 を 伝 え て い る と推 測 さ れ る。

〈法 律 へ のそ の他 のア プ リケー シ ョン〉

法 の分 野 でオ ー トメ ーシ ョンが提案 さ れた多 くのア プ リケ ーシ ョンが あ るが,そ

の中に は,す で に,実 施に移 され た事 例 もあ る。 これ らの作業 の大 部分 は,事 業 の

管理 や事 務計 算 の よ うな他 の分野 で確 立 された技 法 を使 って,法 の分野 に起 る特殊

な問 題 に現行 の技法 をそ の まま応 用 しよ うと してい る こ とを示 して いる。 一 般法 律

事務 所 の文 書作 成 と同様 に,法 案 の作 成,修 正,遺 言書 作成 の自動 化 は最 近利 用 で
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きるようになった有効なハ ー ドとソフ トの拡張の好例 である。裁判所の管理,立 法

議員数 の再割当て(人 口比 にょる選挙区への割当て),法 律事務所 の管理,所 得税 の

計算,土 地所有権の記録,土 地図面作成等 の自動化が,法 律問題に使用 されて来 た

データ処理技法 の確立 された例である。

(3)新 しい指 向へ の ニーズ

法的 資 料 の量 と複雑 さは伝統 的 な 方法 では適 当に処理 出来 な い ほ どの率 で増大 し

てい る。 現 代社 会 では数 多 くの分 野 で,オ ー トメーシ ョンへ の大 き な需 要 が発生 す

る。 しか し,現 代 の コ ンピュー タ技 法 も,応 用 でき る と思 わ れる法 律業 務 の3大 分

野,す なわ ち法 律研究,立 法,法 律 教育 には僅 かな効用 しか与 えな かっ た。

上 述 の よ うに,こ の よ うな法 律問 題 に科学的 技法 お よび事務 デ ー タ処 理技 法 を応

用 しよ うとす る多 くの試 み がな され て来 た が,そ の性 質上 法 の語句 と論 理 の複雑性

を処理 す ることがで きない た めにす べ て大 きなイ ンパ ク トを与 えてい る ものは ほと

ん どな い。

法 律業 務 の大 分 の分 野 は相 対的 に オ ー トメ ーシ ョンの影 響 を受 けない ままであ る。

問題 は,法 律家 がオ ー トメ ーシ 。 ンを無視 して来 た ので はな くて,技 法 が法 の要請

に答 え られ なか った こ とに あ る。 エ ンジ ニアは数 字 と公式 か らな る 日常 業 務 に コ ン

ピュ ータの援 け を得 て来 たが,同 様 の援け を法 律家に対 して言葉 と概念 か らなる 日

常業 務 におい て与 える こ とが 出来 な か った点が問 題 なの であ る。 要 請 されて いる こ

とは,日 常 の法 律上 の論証 と研 究 に当 って起 るプ ロセ ス のオ ー トメ ー シ ョンなので

あ る。

現 代法 令 や行 政規 則 は,素 人 に とって理解 不可能 な のは も ちろん,法 律家 に とっ

て さえ も理解 の困難 なほ ど非 常 に複 雑 で ある。 特 に,法 律 を解釈 し実 施 す る仕事 が

伝統 的 に非 法 律家 に残 され て いる よ うな多 くの分野,た と えば福 祉行 政 の分 野な ど

では 問題 は 明 らかで ある。

問題 点 の1例 を示 す な らば,地 方行政 機 関 が福祉給 付 の 申請 を受 けつ け る とする

と,資 格 の ある 申請 者 や給 付 の選択 は,地 方 団体,州 お よび連邦 の福祉 法 や規 則 ,

数千 とは言 わ ない まで も長 さに おい て数 百 頁 にのぼ る一 団の巨大 な かつ相 矛 盾す る

法律 規 則 によ って決 定 され るの であ る。 仕事 に忙 殺 されて い る行政 官 が 申請 者 の法
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的地 位 を決定 す るま で の間,申 請 者 は,典 型的 な例 と して,数 週間 も しくは数 ケ月

間 も待 たねば な らぬ こ とで あ ろ う。 も う一 つ の例 と して は,税 法 や 都 市 地 帯 規 則

(工場地 帯,住 宅 地 帯 な どの区画 に関す る)や 建築 物 法 な どの問題 をは らんだ商取

引 の場合 は,法 律 の多 分 相 矛盾す る多 くの要請 に応 える よ うに取 引書類 を作 成す る

ため,遅 延 と経 費 が理 由で失 敗 して しま うか も知 れ な い。

複雑 な法的 状況 を取 り扱 うため の自動 化技法 の開発 に成 功す れば,多 くの日常 の

法律問 題 に迅速 か つ低簾 に 回答す るこ とに よ り法 律 や他 の多 くの分 野で役 に立 つ で

あろ う。 こ のよ うな技法 は,雇 主 や被 雇主 が労 働関 係 の契約 に おいて相 互 の権利 を

確定 す るのに も役立 ち得 よ う。 また税務 計 画や 税務 行政 上,納 税 者や政 府 両者 を助

け るこ ともで きる。 ま た法 律家 に よ る充分 な分 析 を立 証す るに もほんの僅 か の金 し

か要 らず に,事 業 家 の小 さな取 引 に対 して法 律 の指 導 を行 な うこ ともで き よ う。

法 律 が現在種 々の段 階 す なわ ち,連 邦,州,地 方 自治体 な どの各段階 で,混 乱 か

つ矛盾 した規 定 か っ成 って い る よ うな多 くの分 野 にお い ては,権 利,義 務 そ して行

政責任 を明確 に規 定 す るた めに,法 律改 正へ の第一 歩 と して,永 年 の行 き当 りば っ

た りの立法 の た めに起 ってい る状 態 をも とに戻 す必 要 が あ ろ う。 しか し各立法 機関

はこの第一 歩 を踏み 出す こ とがで きな かった。 その理 由 は,単 に経費 の ためではな

くて,複 雑 な立法 を行 な うに は,そ の法 律 を再 構成 し,再 成 文化 し,単 純 化 が必 要

であ り,こ れは人 間能力 を越 えて い る ように見 えるた めで あ る。

連邦法 と各 州 の法 令 を集 めた総量 は過 去数年 で2倍 にな ってお り,今 後10年 間に

は更 に2倍 に な る と予 想 され る。 税法 の よ うな商 取 引上 重要 な分 野にお い ては,現

在の信 じ難 い ほ どに 複雑 な法 的状 況 を理 解 す る専門 家 を発 見す る こ とは高価 につ く

に して も可能 で ある。 福祉法,公 害統 制法,環 境保 護法,都 市計 画法 の よ うな多 く

の社会 的 に重 要 な分 野 に おい て は,そ の分 野 の十 分 な業務 知識 を有す る人 を発 見す

る こ とは殆 ど不 可能 で あ る。 結 果 と して多 くの重 要 な社会 プ ログ ラムは ス ロー ダウ

ンされる か もみ消 され て しま う。

米国 では,法 律上 のサ ー ビスに対 して は大 きな需 要 は あ るが,こ れ らは満 た され

てはいな い。 特 に低所 得階 層 にっ いて は明 らか であ る。 米国 のほ とん どの大 衆 に と

っては,他 の 自動化 さ れないサ ー ビス と同 じよ うに法 律上 のサ ー ビス も ます ます 手

の届 き得 な い もの とな りっつ あ る。 現在,大 きな法 律事 務所 は料金 を支払 うこ との
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で きる人達 に対 しては素晴 しい法律 サ ー ビス を提供 してい る。 法律 家 の大 部 分 はそ

の事務 所 で法 律 研究 や法 律文書 の作 成 に殆 どの時間 を費や している。法 律サ ー ビスに

対 して支払 いす る余 裕 があ る と して も,小 さな事業 家 や平均 的 な市民 は,顧 客 の問

題 につ いて,法 律研 究 す るた めの図書 室 とか時 間 の余裕 のな い個人 の開業 者 を雇 う

のが通例 であ る。

医者 のサ ー ビス コス トの問題 を取 り扱 う医療従事者 の経 験 か ら次 の2つ の アプ ロ

ーチ を即 座 に試 み るべ きで あ る と示 唆 されて い る。 第一 はオ ー トメ ーシ ョ ンが可能

な分 野 を早 急 に 自動 化 す る こ と,第 二 は専 門家 をル ーチ ンの仕事 か ら解放 す るた め

周辺業務担 当者 を訓練 す る こ とで あ る。 しか しなが ら,法 律 関係 の周辺 業務担当 者

一福 祉行 政官 ,社 会 事 業者,し ろ うとの判事,司 法書 記 な どの訓練 はつ い最近 まで

は米 国にお け る教 育 か らは無 視 されて来 た。 この問題 に対す る解 決方法 と しては,

法 学教育 の伝 統的 な方法 を適 用す るこ とが考 え られ るが,こ れは高価 に つ くであ ろ

う し,か つ米国 の法 律学 校 がす べ て満 員 で ある こ とを考 えれば 困難 で あ ろ う。

(4)法 務 オ ー トメ ー シ ョンに応用 し得 る人工 知能につ い ての最 近 の発展

人工 知能 の領 域に お ける研 究 と開発 の結果 と して法 律 へ の コ ン ピュータ の応 用 を

目指 して極 め て広範 な理論 的 骨組 み が確 立 された。 特 に10年 間以上 に亘 って研 究が

遂行 されて来 た問答 シス テ ムにお いて そ うで あ る。 この よ うな システ ムに関 す る情

勒 してSimm。 ㍍ あげ られ る.更{・ 雑 な問答 システ ムと してGreenとR・ 一

,hiasは 非常 に強 力な罐 法 処理 を開 発 し,S・mm。 。,,B。 。gerお よびS・h㌶
****

は 極 め て 魅 力 の あ る 表 現 体 系 を 導 入 した 。 他 方Biss,Chieuお よ びStahlは 他 の

人 達 の シ ス テ ム に は 見 ら れ な い た く さ ん の 高 度 な 特 徴 を 具 体 化 し て い る。 以 上 の シ

ス テ ム は 自 動 的 な 方 法 で 事 実 を 理 解 し そ れ に 関 す る 質 問 に 答 え さ せ よ う と い う問 題

に 取 り組 ん だ も の で あ る。 こ れ ら の シ ス テ ム 開 発 の 結 果 と して,た と え ば あ る 種 の

セ マ ン テ ィ ッ ク な か つ シ ン タ ク テ ィ ッ ク な あ い ま い さ を ど の よ う に 解 決 す る か に あ

*CommunicationsofACMVo1.8No.1,Vo1.13No.1

**ProceedingsofACMNationalConference1968

***CommunicationsofACMVol.13No.3

****ProceedingsofSJCC1971
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るこ とが理解 されて い る。 つ け加 えて言 えば,自 然 英語 で多 くの意味 表 現能 力 を見

つけ 出 し得 るよ うに し,か っ機械 に よって シス テマ テ ィ ックな方法 で操作 し得 る多

くの洗練 された形式 的 内部 構造 が開発 された ので あ る。

〈 自然 英 語 の形式 的 内部 表現 法へ の変換 〉

一般 に ,自 然言 語問 答 シス テ ムは,演 繹 操 作 を容易 にす るた め情 報 の形 式的 内部

表現法 を使 用す る。 多 くの当初 の シス テ ムでは,表 現法 は有 限関 係計 算法 のタイ プ

を基礎 とした。GreenとRaphaelは 続 い て 自然 言語情報 の表現 の ために 一次属 性

処理法 に よ り全 部 の表現 を可能 とす る シス テ ム を開発 した。Simlnous ,Burg6rお

よびSchwarezは 自然言 語 情報 の形 式的 表現 法 のため に入 れ子2値 関 係 を使 用 す る

るシステ ム を開発 した。Biss,Chienお よびStah1が 開 発 した問 答 シ ステ ムは情

報 の 内部 表現 のた めに高 次 の形式 言 語 を使 用 してい る。 この システ ムの性能 を示 す

ために選 ば れたデ ー タベ ースが イ リノイ州の 自動車法 の 口語記 述 で ある。

〈 コ ンピュータが行 な う論 理演 繹 〉

コ ンピュータは正式 の言語 で表 現 された事 実情報 につ いて どん な タイ プの論 証 や

論理操作 を実 行す るこ とが で きるの で あろ うか。 コン ピュータに よ り実行 され る演

繹 的論 証 の研 究 で近 年 顕著 な進 歩 が 見 られて いる。 しか しなが ら法 律上 の資 料 に見

られる よ うな形 式概 念 を論 証す るた めに は,コ ン ピュータの能 力 は十 分 に実現 され

た とい うに は程遠 い もの が ある。

演繹 自動処理 が命 題処 理 と して開 発 された が,多 くの実務 ア プ リケ ー シ ョンに応

用す るには・ まだ・この処理 に は限界 があ って,一 次 属性 処 理 の 自動 化 を探 究す る結

果 とな った。 一 次属性 処理 を目的 と して,自 動的定 理証 明 の アル ゴ リズ ムを基 礎 と

***した有効 な演繹操 作法 が 最初
にRobinsonに よって記述 され,つ い でWosお よび

他の人達 に よ って改 良 され た。 現 在,一 次論理 では適切 に処理 で きな い概 念に も適

応 される よ うな高 次論理 を行 な える よ うな有効 な処 理法 を発 見す るた め数 多 くの研

究者 の努 力 が続 いて い る。

*JournalofACMVo1.12No.1

**ProceedingsofFJCC1964
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(5)新 しい進展

法令処理 を助けるための コンピュータ利用 は上述の努力の示す ようにすでに拡大

して来ている。 しか し,自 動化 された刑事裁判 ・法執行情報 システムあるいは法 律

情報検索 システムの提供 と法的サ ービスの有効性 ・品質 を改良す ることとの間には

大 きな差違が存在 している。前者 の場合は コンピュータは明確に定i義されてお り,

かつ時間のかかるルーチ ン業務 を遂行するのに利用され,後 者の場合 は コンピュー

タが提 供 で きる認 知能 力 について は殆 ど何 も判 っていない。米国においては後者

の分野におけ る研究は現在事実上 行 なわれていないと言って よい。

近い将来,法 律上のオー トメーシ ョンの要請に答 えるべく次に述べるような 目標

で研究プログラムが開始 されることが期待 される。 それは,第 一 に多 くの法律上の

問題 を効果的に取 り扱 えるように法律家,行 政官,公 衆の能力 を増大 させること,

第二 に現在の社会問題に関する立法 ・規則の改正や発展のため立法機関や行政機 関

を援助すること,第 三に責務 を遂行す るためには法律家,社 会事業家,警 官,そ の

他 の人 々のために自動的方法 による法律研修 を提供す ること,そ して第四には,利

用者や証人の面接や審査 を自動化 することである。

上記に概括 したよ うに,こ のような研 究のための理論的骨組みは,人 工知能の領

域か ら,特 に自然言語問答方式 と論理演繹 の自動化についての探究 か ら導 き出され

るに違いない。最後には帰納論理 の自動化の開発 も律業務に著 しい援け となるかも

知れない。 法律資料の機械読み取 りデータベ ースがすでに数多 く存在 している。完

成 される必要のある特定作業は次 のようなものである。

① 自然言語法律情報 を形式的内部表現 に変換する技法 の開発

② 形式的内部表現による法律資料から自動的に論理演繹をする技法 の開発

③ 上記 の論理 演繹技法 を基礎 とした実用的 な自動化法律問答 システムの開発

④ 立法や行政規則の標準化,総 合化,修 正 を助けるための機械に よる一致性

チ ェックや結果予測 システムの開発

⑤ 事前計画教授 よりもむ しろ動的質問発生技術 を用いて,法 学教育 の伝統的

な問答法 を自動化す るようなコンピュータ ・ベースの法学教育 システムの開

発
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⑥ 利用者や証人 から情報 を得 る場合に用いる会話型 コンピュータ技法 の開発

〈デ ータ ・ベ ース〉

連邦 や 州の立法 は大部分 す でに機 械読 み取 り形式 に変 換 されてお り,多 くの機関

にお い て も新 立法 は最 初 に機械 読 み取 り形式 で記 録 されてい る。 この形 式 に よる立

法 の効果 と して,法 令 の原 制定 にお いて も後 刻 の立法行 為 の結果 と してで も修正 を

施す過 程 の上 で著 しい経 済性 の高 い結果 を得 た。 またキ ー ワー ド文 献 検索 方式 の開

発に も役立 った。 た とえば,イ リノイ州LegislativeReferenceBureauは,法 案

作成,法 律改 正,キ ー ワー ド検索 に使 用 され る12の 端 末器 のっ いた(DataRetri-

evalCorporationの 開発 に よ る)高 度 なオ ンライ ン ・システムを持 ってい る。 これ

らの技 法 は法 律業務 の中心的 領域 を解 決す る とは言 えない が,そ れが存 在 す る こ と

自体 お よび そ れに伴 う恩恵 と経済 性 とは機械 読 み取 り形式 に よるデ ー タベ ース の有

効性 を保証 す る も のであ る。

現 在 の機 械読 み取 り資 料 に はあ らゆ る種類 の法的 原始 典拠 が含 まれて いる。 す な

わ ち,広 範 な成 文法,州 法令 集 のよ うな非成 文 立法,裁 判所 や行政 官 庁 の諸決 定 な

どで ある。

〈 デ ー タ ・ベ ース か らの関 係資料 の選択 〉

データ ・ベ ースか ら関係 資 料 を選 択 す るに は4つ の方式 の組み合 わせ を基 に して い

る と言 えよ う。 キ ー ワー ド方式 は,法 律 研 究に おい て広 い採用 の妨 げ とな った短 所

はあ るが,あ る種 の問題 に は大 変効 率的 で あ る。 網 の 目の よ うな判例 や 実定 法 の引

用を必要 とす る現在 の手作 業 システ ム を自動化 す るに際 してはい く らかの技 術 的 問

題 を露 呈 す るで あ ろ う。 自動的 にア ブス トラ ク トを作 る新 技法 と組 み合 わ された ア

ブス トラ ク トや要 約 の シス テムの 自動化 は,法 律情報 爆発 の傾 向 に対 処 してい る現

行 システ ムに対 して支援 とな ろ う。 最後 に コンピュータ ・タイ ムは ます ます安 価 にな

るの で,後 述 の(著 しい好 結 果 を将来 もた らす で あ ろ うが本来 的 に コンピュータ ・タ

イ ム をもっ と使 用 す る)人 工 知能技 術 が他 の方法 に とって代 わ る こ とで あろ う。
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〈法 令英 語の形式的 内部表 現 へ の変 形〉

法律 家 は コ ミュニケ ーシ 。 ンの手 段 と して高 度 に形 式 化 された言 語 をす でに開発

してい る。 有効 な法 律情 報 シス テ ムの開発 に は,自 然英 語 のサ ブセ ッ トを,法 律 問

答 システ ム,一 致性 チ ェック ・システ ムノ結 果発 見 シス テ ム,教 育 システ ムに利 用 さ

れ るに適 当な内部 表現 に変 換 す る ことに 関連す る諸問 題 の探究 が必 要 で あ ろ う。 こ

の研究 は 自動的 な シ ンタ クテ ィ ックお よびセ マ ンテ ィ ックな分 析 にお け る最近 の進

展 をた よ りにす るこ とがで き る。

〈論理演繹〉

法的論証に含 まれるプロセスを自動1ヒするためには,法 律情報 の論理構造への分

析が必要である。 この論理構造の知識は,上 述の定理証明技法 を基礎 とした有効な

自動的法論証技法の選択や開発に役立つであ ろう。 自動的定理証明技法か ら与 えら

れる骨組みの中から演繹的法論証の合理的なモデルを発見す る必要がある。 これ ら

の処理過程は・後述 の数節 の法律問答 システム,一 致性 チェック・システム,結果 発

見システム,教 育システムに組み込 むことができる。

〈法律問答 システム〉

法令資料の性格 を反映 して一般の自然言語問答システムの当初の研究 から適応 さ

れた内的表現 と論理演繹技法 を伴な うインタラクティブな法律問答 システムが開発

される必要がある。 なん となれば,利 用者がそのニーズを明細に確定 し適当な応答

を受け るために機械に意味 のある対話 をさせることができるのは,自 然言語問答シ

ステムのみであるか らである。大ていの法律要員は コンピュータのプログラ ミング

知識 を全 く持 っていないので,利 用者 と機械 との間の通信は全面的に英語による自

然言語問答方法で行なわれねばな らない。

〈一致 性 チ ェ ック と結 果 発見 〉

将来,シ ステ ムの問 答機 能 に加 えて,特 定 の規 則,準 則,法 律,法 令,契 約 な ど

に つい ての所与 の一 組 の事実 に対 する関連 す る結 果 を発 見す る能 力 が組 み込 ま れね

ば な らな い。 そ うす るこ とに よ って,法 律情報 に対す るあ らゆ る人 の相 対的一 致性
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を確定す ることができよう。現在 これらの機能は法律家によって手作業で行 なわれ

ていることが非常 に時間 を浪費 しかつ誤 りを起 し易い。

これが完成 されれば,こ れ らのシステムは立法者や行政規則作成者 に直接 恩恵 を

与 えることになろう。 彼 らはその能力を,現 行法の矛盾や あいまいさを除去 しある

いは絶滅 をするために使用す ることができよう。 立法者 は現在の立法機関に提案さ

れた議案の意味 を更に十分に検討することが可能になろう。

〈 自動 化法 律教 育〉

法律教 育 は現状 で は数多 くの形式 を取 ってい る。 将 来最 も重 要に な る と思 われ る

方法 は人工 知 能 を使 用 した オ ー トメー シ ョンを適 応す るもの で ある。 これ らの方法

には,学 生 の法律上 の用 語 や論 証 にっ い ての熟達 に寄与 す ,るよ うに設 計 された法 学

理論 や方法論 に つい て の基 礎的 な教育,学 生 に法 律 の広 い分 野 の研究 を課 す る よ う

に設計 された多方 面 に亘 る教 育,な らびに実 践的 な熟 練や勘 を発達 させ るよ うに設

計 された模 擬 臨床教 育 が含 まれ て いる。

米 国にお い て法 律用 語 や論 証 につ いて の基 礎的 熟達 を教 育 す るため の容認 され た

方法 の一つ と して,教 育 課程 の専 攻科 目で は ないに して も専 攻 科 目 とみ な して特 定

の質問 を行 ない,学 生 に答 えさせ る方法 が長 い間 とられ て きた。 しか しこの方法 は

比較的少 数 の グル ープに高 度 の資 格 を持 つ教 師 が適 応 しては じめて有効 であるた め,

法律学 校で用 い るには経 費 がか か り過 ぎ,ま た,非 法 律家 に対 す る法律 教 育の課程

と しては比較 的利 用 されな か った。 最近 の権 威筋 の調査 に よ れば,非 法 律家 のため

の法 律学 教課 教師一 人 当 りの コス トが55,000ド ル とな って い るが,こ れは正 規 の法

律学校 教育 にお け る教 授平 均 コス ト88,000ド ル よ り.は小 さいに して も大 金 で ある。

この課 程 の 自動 化 に よ って コス トを引 き下 げ,効 用 を拡 げ る こ とが のぞ まれ る。

法 律問答 シス テ ムは,法 律 教 育 に際 して質 問 が 自動 的 に発 生 される シス テ ム を形,

成す るよ うに修正 され るで あ ろ う。 この よ うな システ ムは現在 学校 で行 なわれ てい

る教 育 を補 うこ とができ るが,も っ と重要 な適用 は行 政官,警 官,社 会事業 家,そ

の他,職 務 が 日 々法 律 の解釈 や 法律 に よ る行政 を要件 とす る人達 を訓 練す る場合 で

あ ろ う。

このよ うな システ ムへ のアプ ローチ の一つ に次 の よ うな ものが あ る。 あ る与 え ら
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れた法 令 の定 める諸条 件 の各 々に対 応 して一連 の典 型的 な事 例 が提 出 され る と しよ

う。 質 問 をす るため,あ る条件 下 の結 論 が真 で ある よ うに多 くの条件 の中 か ら適 当

な選択 が 自動的 に行 なわ れ る。 ある質問 はあ る必 要 な条件 を消 去す るこ とに よ り誤

った もの とな る よ うに行 なわ れ得 る し,あ る不適 切 な条 件 を付 け加 える こ とに よ っ

て よ り難 しい もの ともす るこ とがで きよ う。 いず れの事 例 におい て も解 答 は与 えら

れた事例 お よび対 象 の法 令 に対 して一 貫 してい るか どうかチ ェックされ よ う質 問 の

範囲や難 易 度 は学生 の解答 の性 格や質 に よって決 め られ るダイナ ミックな教育戦略

に よ り構成 され るの で あ る。

開 業者,高 度 の法 律 学生,非 法律専 門 家に対 す る概 論 科 目は現 在 た いてい 講義 方

法(す なわ ち速 度 と経 済性 のゆ えに広 く採 用 されてい る方法)で 教 え られ てい る。

オ ー トメー シ ョン化 されれば,こ の種 の教育 をよ り効 率 の高 いイ ンタラ クテ ィブな

法制 度 を可能 に しよ う。

コン ピュー タ ・シ ミュ レー シ ョン臨床 教育 は 自然言 語 能力 がな い とは言 え,医 学

教 育に おい ては重 要 な意i義 を持 って いる こ とはす でに立 証 されて い る ところで ある。

法 律家 ・利用者 面接 と言 う高 度に 口頭的性格 を取 り扱 うこ とので き る人工 知能技 法

が開発 され るな らば,コ ンピュー タ ・シ ミュ レー シ ョンに よる臨床教 育 は法律 にお

いて も等 しく重要 とな ろ う。 医学 の領 域 にお いてす でに存 在 す る,こ の ア プ ローチ

の手 本 が模 擬法 律 臨床 教 育 の とるべ き方 向 を示唆 して い るのであ る。

〈利 用者 ・証 人審査 自動化 〉

法定 福祉 事務 所 で の 自動 化 された利 用者 面接 を使用 す る実験 プ ログラム がすで に

始 め られた ところで あ る。 この プログ ラムは 自然言語 能 力 を欠 いてい るた め,被 面

接者 か ら単にyes/noあ るいは多項式 選択解 答 を受 け取 るこ とが でき るだけ で あ る。

これに,自 然 言語 イ ンタ ラ クテ ィブ能 力 を付 け加 えるな らば,こ の よ うな コン ピ ュ

ータに よる面接 の性 能 を大 巾に強化 し
,被 面接 者 とシス テム間の実際 の対 話 を可能

にす るで あ ろ う。

(6)む す び

米 国 の公 衆 は, 法律関係制度における経費高,遅 滞,非 能率 さにますます不満 を

一85一



も ちつつ ある。 現在 の コ ン ピュ ー タ技 法 を応 用 すれば これ らの問 題 の うちい くらか

は救 えるで あろ う。 しか し今後10年 間 に真 の進歩 をす るに は新 しい指 向 を必 要 とす

る。 人 工知能 の分 野 での最近 の成 功 が,法 律 関係 オ ー トメー シ ョンの将 来 の道 を指

し示 してい るのである。
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2.4法 律 執行 に お ける通信 お よび 照会 シス テム

(1)は じめ に

法 の執行 と刑 事裁判 は,情 報 を有効 に利 用 す るこ とによって,そ の業務 が 効率化

される領域 の一 つ であ る。 これ らの業務 に は刑 事犯 罪者 の捜 査,令 状 発行,車 ・財

産 の盗難 と,こ れ の発見,返 戻や これ ら犯 罪 に関連 す る諸活 動お よび犯人,容 疑者

の追跡 な どが ある。 これ ら業務 に関連 して,大 量 のデ ータが収 集 ・確認 ・蓄 積 され ,

これが適時 に確 実 に直接 の関係 者 に伝 え られな ければ な らない。 そ の場 合問 題 とな

る要 素 は,地 理 的分 散,迅 速 な通信手 段 の可 能性 ,犯 罪要 素 の可動 性(mobility),

パ トロール警 察 官 への デ ータの厳 密 性 お よび プ ライバ シーに またが るデ ータ を取 扱

う際 の敏 感 性 で ある。 法 の執行 にお ける情報 の必要 性 に対 す るア プ ローチ は通 信 の

問題 と して国や 州,部 の機関 に よっ て行 なわ れ て きてい る。通信 問題 にお け る初期

の解 決法 は,必 要 な注 意事項 やデ ータの要求 等 を諸機 関相互 お よび機 関 の内部 で伝

達 す る一 連 の結 合 され た テ レタイ プ ・システ ムであ った。

しか し,社 会 が拡 大 し,複 雑 化 す るにっ れ て,こ れ らの機関 は情報 の伝 達 お よび

蓄積 の能 力 を強 化せ ね ばな らな か った。 この2～3年 の間 に20以 上 の法 の執 行 に お

け る コ ン ピュー タ化 した通 信 と照 会 のシス テ ムが設 置済 も しくは,設 置 中 で あ る。

以 下 にこれ らの シス テム に要 求 される基 本的 事項 とこれ を満 たす に必要 な 「通信」

「照 会」 「フ ァイル ・マネ ージ メ ン ト」 にっ い て紹介 す るこ とにす る。

(2)シ ス テム の要求 事項

法 の執行機 関 によ って定 義 された シス テム の必 要項 目 を確定 す るた め に12機 関 の

利 用者側 グル ー プか らの要 求 事項 が分 析 され,シ ス テ ムの要求 事項 が確定 した。 こ

の分 析結 果 は表1に 示 す とお りで あ り,各 機 関 に関 連 す る要求 事項 が規定 され る。

そ こ にみ られ る よ うに,こ れは通 信 シス テ ムで あ る と同時 に照会 シス テ ムであ り,

さ らにバ ンク グ ラ ン ドと してのバ ッチ処理 を要 求項 目 と して含 む もの であ る。 そ れ

らは ある範 囲 の照 会 サ ブシス テム とコン ピ ゴ 「タ間 の イ ンタ フェイ ス を要 求 してい

る。 すべ て の タイ プ の端末 機 と通信 回線 は,こ れ ら相 互 の結 合 の種 類や量 に関係 な

くつ ね に維持 され ね はな らな い。 また この シス テ ムはすべ て,週7日,1日24時 間

で運 営 され,大 多数 の もの は ある種 のバ ックア ップ を必 要 とす る。 さ らに,各 種 応
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表1シ ス テ ム の 要 求 事 項(そ の1)

関係 機 関(州,市)

要 求項 目
Colo. Fla. n笹NJ・ NY NC Mα Okla

Ont-
ario

Ore. Tex. Wash.

・機 能

メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ン グ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
'

オンライン 情報 の蓄積,検 索,伝 送 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

バ ッチ 方式 に よるデ ー タ処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ソ フ トウ ェア ・ア プ リケ ー シ ョン

人 名 索 引 マ ス タ ー ○ ○ ○ ○ ○

車輌 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

容疑者逮捕状 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フ ァ イ ル ・マ ネ ー ジ メ ン ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NCICと の イ ン タ ーフ ェ ー ス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メ ッ セ ー ジ ・ス イ ッチ ン グ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コ ン ピュ ータの イ ンタ ー フェ ース ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・端末のタイプ

テ レ タイ プ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ の 他 の ハ ー ド ・コ ピ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CRT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フ ァ ク シ ミ リ ○ ○ ○

・端末の設置数
38

200

280
25-

100

235-

400

365-

500

150-

300

15-

30
65 110

80-

100
250 110

・通信 回 線 の種類

低速 テ レタイ プ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

低速 音声帯域 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高速 非同期式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高速 同期式 ○ O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

単方向通信方式 ○ ○

半二重通信方式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全二重通信方式 ○ ○ ○ ○

・通信回線の本数 15
17-

78
618

14-

32
146

13-

42

15-

30
716 110 12 15

33-

60

・ コ ン ピュ ー タ ・イ ン タ ー フェ ー ス 数 45 9 2 8 12 4 2 1 2 3 3 5

24時 間/日,7日/週 の運 用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・バ ック ・ア ッ プ ・シス テ ム 不要 穫 不要 不要

デ ュ ー プ レ ック ス 処 理 ○ ○ ○

冗長性 ○

メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ン グ ○ ○ ○

その他
」

○ ○
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表1シ ス テ ム の 要 求 事 項(そ の2⊃

'
関係機 関(州,市)

要 求項 目
Cob Fla

Nash-
ville

NJ. Nエ N.G Mo. Okla. Ont-
ario

Ore. Tex. Wash.

・フ ァ イ ル

氏 名 索 引 マ ス タ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

な し な し

容疑者 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

犯罪歴 ○ ○ ○ ○ ○ ○

盗難車 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

盗難銃砲 ○ ○ ○ ○ ○

盗難物品(財 産) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運転者記録 ○

自動車登録 ○
・端末応答時間

全業務の90% 10s 10s 5s

照会 5s

メ ッセ ー ジ 5m

全業務の99% 6ρs 30s 10s 10s 30s 60s

照会 10s 20s 20s

更新 加

メ ッセ ー ジ 5m 60s 60s

・保守のための応答時間 1hr 1hr 鴇 1hr 1hr

・パ フ ォ ー マ ン ス の 標 準

システ ム許 容 率 95% 95% 95% 95% 93%

システ ム運 用 率 92%
・デ モ ス トレ ー シ ョ ン

ハ ー ドウ エ ア お よび

ス ーパ ーバ イザ ー ・ソフ トウェア

オ プ

シ ョン

オ プ

ション

オ プ

シ ョン

オ プ

ション

オ プ

ション

オ プ

ション

オ プ

ション

ア プ リケ ーシ ョン ・ソフ トウェア 〃 〃 〃 〃

・ベ ン チ ・マ ー ク ・テ ス ト 〃 オ プ
シ ョン

オ プ
ション

〃 オ プ
ション ○

オ プ
ション

〃
、

・マ ル チ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ
○ ○ ○ ○ ○ ○

・記憶 保護 ○ ○ ○ ○
・ダ イ ナ ミ ック ・ロ ーデ ィ ン グ

お よび リン キ ン グ
○ ○ ○ ○ ○

・言 語 プ ロ セ ッサ ー

ア セ ン ブ ラ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コ ボ ル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フ ォ ー トラ ン オ プ

ション ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ オ プ
ション

RPG 〃 〃

・業務 処理 ピーク時 間

照会 と更新 86一 395 88一 撒 124

250 1000

メ ッセ ー ジ 68一 360 矯 60 68一 3400

(注)hr=時 間 s=秒 m=分
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答時 間 が考 え られてい るが,そ のほ とん どは端 末機 関 の応 答時 間 と して10秒 乃至 そ

れ以下 で あ るこ とが期 待 されてい る。

この シス テ ムの一般 的要 求事項 を示 す ため に,以 下 に三つ の機関 に おけ る システ

ムに関 す る記述 を紹 介 しよ う。

① テ ネ シ ー州 ナ ッシュ ビル とデ ィビジ トソン郡 の首 都警 察局 で は,リ アル タイ

ムに よる法 執行 情報 シス テ ムの一 般的 要求 事項 を次 の よ うに定 義 してい る。

ナ ッシ ュ ビル首都 警察 局 に設 置 されるEDP装 置 は テネ シー州 中 部 地 域 におけ る

法 執行 の領 域 にお いてデ ータ通 信 と情 報照 会 の二 つ の 目的 に役立 っ。

そ の課題 とす る ところ は,仕 事 の負荷 が増 加 して も,こ れ を処 理 で きる よ うに,

バ ー ドウ ェア の構成 をモ ジ ュール 方式 に て シス テムに拡張 性 をもたせ る こ とで あ る。

この設 備 を設 置 す る意図 はテネ シー州 ナ ッシ ュビル内部 お よび周辺 にお ける業務

上 の手続 き の 自動化 とデ ータ通信 能 力 の基礎 を提供 す るこ とに ある。 これ は,ナ ソ

シュ ビル に ある中央 システ ムにオ ンライ ンで繋 が る遠隔通 信 端末機 を100個 まで設

置 す れは最終 的 に は達成 され よ う。

この シス テ ムは多 目的 システ ムで,同 時 に数個 の タス クを実行 で きよ う。 これ ら

の タス クは シス テ ム全体 の利用 を最適 化 す る よ うな計 算方法 に よって,優 先 度 を一

つ の レベ ル か ら他 の レベル へ 自動的 に移 す優 先度 規則 の も とで実 行 され るこ とにな

って いる。

この シス テ ムで実行 され るタス クは次 の三 つ のカ テ ゴ リーに分 れ る。

・情報 の蓄積,照 会 ,伝 達

・メ ッセ ージ ・ス イ ッチ ング

・バ ックグ ラ ン ド ・バ ヅチ処理

目的 とす る システ ムの機 能 と して は次 の特 性 を もって い る こ とが必要 で あ る。

(a)一般 目的:次 の(b)に示 さ れた ものの他 は科学 技術 や特 殊 な ア プ リケ ーシ ョンを

指 向す る こ とは しな い。

(b)コ ミュニケ ーシ ョン ・オ リェ ンテ ド:オ ンライ ン伝 達 に よる100の 遠隔 通信 端

末機 を備 える能 力 を もっ こ と。

(c)マル チ ・プ ログラ ミング能 力:上 に示 した よ うな タス ク を同時 に処理 す る能 力

(d)高性能:高 レベル の効率 を処理 能 力 を確 保 す るた めに,コ ンピュータ その もの,
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システム編成,プ ログ ラ ミン グ技 術 に関 して現 在進 展 中 の技 術 進歩 を利 用 しなけ れ

ば な らない。

(e)モ ジ ュール拡 張 能 力:シ ステ ムの レベ ル ・ア ップ と拡張 を行 な えるよ うハ ー ド

ウ ェア とソフ トウ ェア と して の基 本OSに 互換 性 が な ければ な らな い。 主要 ハ ー ド

ウ ェアの交換 と再 プPグ ラ ミング を行 なわず に,入 力,蓄 積,処 理 に関 して次 の5

年 間 に合理的 システ ムの成長 が で きる拡張能 力 を もたね ばな らな い。

② コ ロラ ド州で は 自動 化 された法 執行 システ ムに対す る提案 要求 の中 で シス テ

ム概念 と能 力 につい て以下 の よ うにのべ てい る。

CLEIS(ColoradoLawEnforcementInformationSystem)は コ ンピュー タ

とオ ンライ ンに よる通 信 回線 を もった情報照 会,集 中記録 シス テ ムで あ り,コ ロラ

ドの法執 行機 関 に役 立 つ もの である。端 末数 は当初 は38と 見 積 られ てい るが,全 体

の刑 事裁判 システ ムが全稼 動 にはい る と,最 大moま で達 す る こ とにな ろ う。 現 在

の38台 のASR-28コ 口ラ ド法 執 行 テ レタイ プシス テ ムの 端 末 機 は第1段 階 の最初

の部 分 と して行 なわ れ てい る。 この シス テム は,CLETSとNLETS(National

ノ

LawEnforcementTeletypeSystem)の 機 関 の 間 の 完 全 な メ ッ セ ー ジ ・ス イ ッ

チ ン グ能 力 と ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 分 野 に お け る フ ァ イ ル の 検 索 と 更 新 に 加 え て,さ

らに 以 下 の よ う な 他 の 地 方 自 治 体,州,国 の 法 執 行 シ ス テ ム と の 間 に イ ン タ フ ェ イ

ス 機 能 を提 供 し て い る 。

・NLETS－ フ ェ ニ ッ ク ス ,ア リ ゾ ナ 州

・NCIC(NationalCrimeInformationCenter)一 ワ シ ン ト ンD .C.

・歳 入 局 一 自 動 車 登 録 お よ び 運 転 免 許 照 会 一 議 事 堂
,デ ン バ ー,コ ロ ラ ド州

・DCICデ ンバ ー 犯 罪 情 報 セ ン タ ー(DenverCrimeInformationCenter)一 デ

ン バ ー,コ ロ ラ ド州

・SEARCWプ ロ ジ ェ ク トの よ う な 他 の シ ス テ ム(イ ン タ ー フ ェ ー ス の 必 要 性 に

応 じ て)

こ の よ う な 自 動 イ ン タ ー フ ェイ ス に よ っ て 全 て のCLEISユ ー ザ ー は,歳 入 局 の 運

転 免 許 お よ び 自 動 車 登 録 フ ァ イ ル や,CLEISに 重 複 して い な いDCIC情 報 あ る い

はNCICの 一 般 犯 罪 情 報 フ ァ イ ル ヘ オ ン ラ イ ン に よ る ア ク セ ス が で き る 。 ま た,

DCICの ユ ー ザ ー は 州,国 の フ ァ イ ル へ 共 通 の 端 末 機 を通 じ て ア ク セ ス す る こ と が
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で きる。

この提 案 された シス テム は三つ の主 な タス ク(メ ソセ ージ ・スイ ソチ ング,オ ン

ライ ンに よる ファイ ル照会 お よび 更新,バ ッチ方式 のデ ータ処 理)を 同時 に処理 で

きな ければ な らない。 メ ッセ ージ ・スイ ッチ ングお よび オ ンライ ン ・フ ァイル照会

・更新 は24時 間/日 ,7日/週 で運 営 され,バ ッチ処理 は オ ンライ ン ・タス クを支

援 す るため,必 要 に応 じ利 用 され よ う。 中央 の フ ァイルや プ ロセ ンサ の障害 に影響

されず に地 点間 の 自動 メ ッセ ージ伝 達 を行 な う能 力 が要 求 され る。

③ ニ ュージ ャージ ー州 では州警 察通信 情報 システ ム部 にお け るシス テムの ため

の要求 項 目 と して次 の よ うにのべ て いる。 この通 信 システ ムは,ニ ュージ ャ『一ジー

州 の法 執行機 関 を支援 す る ため に設 計 され てい る。

この通信用CPUで 複 合 構 成 され てい る一 つ のデ ィジタル ・コン ピュータ と周辺

装 置 は通信 回線 に よって州警 察 や ニ ュー ジャ ージー州内 の郡 や市 の警察施 設 お よび

車輌事 務所 な どの遠 隔地 にお け る通信 端末 と結 合 され る。 デ ュー プ レックス方式 を

とってい るCPUと 切 換 可 能 な 周辺装置 によって システ ムの通信 処理 にお けるバ ッ

クア ップ を行 な う。主 とな る通 信処理 装置 は州警 察 のデ ジタノレデ ータ通信 と情報 の

蓄積 ・照 会 および関連 す るバ ンク ・グラ ウ ン ドに よるバ ッチ処理 を扱 い,副 とな る。

また はバ ックア ップ用 の通信 処理 装置 は通常 法律 お よび治安 部 門 の通信需 要 を処理

す る。 バ ンクア ップ体 制 を とる場 合 は,処 理 装置 の どち らか は全 通信 業務 を実行 で

きる能 力が なけれ ばな らない。 車 輌 部門 に関 係す る通信 業 務 は,端 末機 か らの通 信

文 の集 中化 とこれ らの通信 文 を更 新 お よび照 会処理 す た めに車輌 部門 のデ ータ処理

装置 へ送 り出 す こ とで あ る。 そ の場 合,応 答は発信 端末機 へ返信 され る。

通信 処理 装置 はまた例 えば,ワ シ ン トンD.C.に お けるNCICの よ うな州外 の他

の通信 システ ム とも結 合 され,情 報 の交 換 に利用 され る。

通信 シス テムで は二 つ の タイ プの メ ソセ ージが伝 達 され る。第1の タイ プは一 つ

の端末機 か ら出 た メ ッセ ー ジが一 つ 以上 の他 の端末 機 に伝 え られ る もので,行 政 上

の通 信,報 告,警 告 な どが この タイ プに属 している。 これ らの メ ッセ ージを受信 す

る端末 機 は メ ッセ ージ作 成 時 の冒頭 の文 に よって認 識 され る。

メ ソセ ージの第二 の一般 的 タイ プは照 会 と関 連 す る もので ある。 端末機 で作 成 さ

れる照 会用 の メ ッセ ージ は,コ ン ピュータが システ ムの維持 している ファイ ルか ら
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情報 を引 き出す た めに使 用 され,引 き出 された情報 は コン ピュータが照会 をうけた

端末 へ返 答 す るメ ッセ ージ を作成 す るため に使 用 され る。 ある種 の照 会 は その内容

に基 づ いて形 式 を変 えて車輌 部 門 のデ ータ処理装 置 あるいはNCICシ ス テム のい ず

れかへ送 られ る。 これ を受信 した側 の シス テムで は照 会 に対 す る応答 を作成 し,こ

れをデ ータ通信 処理 装置 へ送 り返 し,そ こか ら再 び元 の照会 をうけた端 末機 へ返 答

す る。

照 会 を処理 する作業 小 区分 の中に は入力,更 新,削 除 お よび照会 用 の メ ッセ ージ

が含 まれ てい る。 新 しい入 力 をデ ータ ・フ ァイ ルへ 入 れ るため に は,入 力 メ ッセ ー

ジが端末 側 で作 成 されな ければ な らない。 こ のメ ッセ ー ジ を受 信 す る と,コ ンピュ

ー タは該 当 す るフ
ァイルへ 新 しい レコー ドをっ く り出 す。特 定 の 内容 をも った入 力

メ ッセ ージ のい くつ か はNCICへ 伝送 され ,そ こで フ ァイル され る。

現在 の レコー ドにつ い て の新 しい情報 は端 末機 で作 成 された 更新 メ ソセ ー ジに よ

って システ ムに取 り入 れ られ る。 そ して,コ ンピュ ータは このメ ッセ ージ を記録 内

容 の修正 や 更新 を行 な うた め に使用 す る。 異 った ファイル にそ れぞ れ入 っ てい る関

連 レコー ドも更新 メ ッセ ージ に よって修 正 され る こ ともあ る。 ファイ ル に入 れ られ

た異 常 な入 力や異 な る ファイル に入 れ られ て いる関連 レコー ドは,削 除 とい うこ と

をコー ドで表現 した 削除 メ ソセ ージ によ って行 なわ れ る。 しか し,そ の レコー ドを

抹消 す る場 合,実 際 に はそ の ファイ ル の維持 期 間に基 づ いて あ る一定 時 間 の経 過後

にこれが実行 され る。

コンピ ュータは入 力 デ ー タや更 新 または削除 の メ
ッセ ー ジを受 信 す る と,ま ず受

信確 認 の メ ッセ ージ を元 の発 信端 末へ送 り返 す こ とか ら仕事 が は じま るが,受 信 メ

ッセ ー ジが エ ラーで あ る場 合 は,エ ラ ー状態 を示 す メ ッセ ージが そ の代 りに返 送 さ

れ る。

このシス テム は プ リン ト装置 の他 にCRTを もっ キ ー ボ ー ド端 末 機 を備 えて い る

これに よって メ ッセ ー ジが作 成 されてハ ー ド・コ ピー と して 印刷 され る とともに,

CRTに も表 示 され る。こ の種 の端 末機 はバ ッファを もってお り可 聴周 波数帯 の半 二

重 回線 によ って コ ンピ ュータ と結 合 され てい る。 これ らの端 末機 は そ れぞ れ通信 回

線 に よ って コ ンピュー タ と1対1で 結合 され ている ケ ース と通 信 回線 をそれ らい く

っ か の端末 機 が共用 す る ケ ースが ある。 しか しこの回線共 用 の場 合 には ある端末機
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が使 用 してい る ときに は,他 の端 末機 はその回線 を使用 で きない。 システ ム構成 を

最大 にす る と州警察 や市 に設 置 で きる端末 機 の数 は75以 上 にな り,ま た,受 信専 用

の端末機 を190ま で設置 す る こ とがで きる。

受信専 用 の端末機 で は コ ンピ ュータか らの受 信 とハ ー ド・コ ピーの作 成 は可能 で

あるが,メ ッセ ージの作 成 や コ ンピ ュータへ の入 力 はで きない。 また,こ れ らの端

末機 は25の 狭帯域 多分 岐 回線 を共 用 してお り,1回 線 を5～10の 端末 機 が共 用 して

い る。

(3)通 信

この シス テ ムにお い て通 信 が関与 す る範 囲 はすべて の メ ソセ ージの伝 送 と法執 行

システ ム ・ネ ッ ト ・ワー ク内の全 末端 ス テ ーシ ョンの制 御 で ある。

システ ムに関 連す る各 々 の端末 機 に は,QUERT,UPDATE,SwITCHED,

FUNCTIONAL,CONTROL,の よ うに端末機 が送 受信 で きる メ ッセ ージ のタイ

プに 関 しての能 力やSTANDARD,PRIVELEGED,MASTARな どの よ うに端末

機 が行 な うこ との で きる メ ッセ ージの処理 や他 の端 末機 に対 す る制御 の レベル に関

す る能 力 が割 り当 て られて い る。 ・

各 々の入 力 メ ソセ ージ は処 理 レベル の一つ に割 り当て られる前 に正 当性 がチ ェ ッ

クされ る。 関係機 関は チ ェ ック済 の メ ッセ ージで あ るSWITCHED,FUNCTION-

ALANDCONTROLや ネ ソ ト ・ワークにお け る他 の端末 の交 信 内容 を監 視 ・傍

受 で きる端末 の処理 順位 を指定 しなけれ ばな らない。 この システ ム にお い ては照 会

が第1の プライオ リテ ィーを もってお り,更 新 が第2の プライ オ リテ ィーを もって

い る。 運 用上 の障 害 を最小 に し,バ ックア ップ状 態 へ正 しく転 換 す るた め広範 な フ

ェイル ・セ ー フの機能 か備 え られ ねは な らない。

リス ター ト手続 きは高度 に 自動化 され コン ピュータ ・オペ レー タに よ る援助 を極

力少 な く し,リ ス タ ー ト手 続 きに は各種 の ものが含 まれ な ければ な らな い。 システ

ムは,そ の資 源 の効率 的 な再 割 当や端 末機 使用 の統 計 がで き る よ うに,シ ステ ム活

動 に関す る老 大 な測定 結 果 を記録 ・編 集 し,こ れ を分 析 しやす い形 で提示 せね ば な

らな い。

〈 メ ッセ ー ジの タイ プ〉
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[

「SWITCHED」 メ ッセ ージは,特 定 の宛先 へ送 られ る こ とにな ってい る様式 の

一定 で ない 内容 を含 んで い る。 この メ ッセ ージは,機 関 内部 にお ける特別 な命令 あ

るいは諸 活動 に ともな って生 ず る運営 ・管理 上 の事項 を記 述す る もの で ある。rs-

WITCHED」 メ ッセ ージは,隣 接 したユ ーザ ーネ ッ トワーク内 だけで交信 され る場

合 もあればNCICの よ うな遠隔 のシス テムへ伝 え られ る こ ともある。 通 信切 換 のた

めの コ ンピュータが接 続 されてい る他 の システ ムへ の イ ンタ フ ェイス は 「SWITC-

HED」 メ ッセ ージ と して処理 される。

「QUARY」 メ ッセ ージは法 執行 デ ータフ ァイル へ の照会 で あ り・ 他 の端 末機 へ

直接 発 信 す る とい うよ りはむ しろ車輌 や人 に関 す る よ うなア プ リケ ーシ ョン ・サ ブ

システ ム の一 つ に対 して開始 者 よ り伝 送 され る。 「QUARY」 メ ッセ ー ジに は フ ァ

イル検 索用 の認 識記 号 が含 まれてお り,こ れ はあ る特定 のサ ブ システ ムがそ の関連

フ ァイ ル の内部 に あ る該 当 レコー ドの位 置 を決定 す るた めに使 用 され る。 サ ブシス

テ ムは 「QUARY」 メ ッセ ージの発 信 者 に対 し要求 された フ ァイ ル ・デ ータ を含む

メ ッセー ジ を作 成 し伝 送 す る。

「UPDATE」 メ ッセ ー ジは,オ ンライ ンデ ータフ ァイル の内容 を修 正 す るた めの

デ ータ を含 んで い る。 例 えば レコー ドの追 加,レ コー ド内 の要 素 の変 更,レ コー ド

の削除 であ る。 このサ ブシステ ムは発信端 末機 に対 し,更 新確 認 の メ ッセ ージ を返

信 す る。,・

「FUXCTIONAL」 メ ッセ ージは端末機 ナ ペ レー タに端末機 のた めの各種 のサ ー

ビス を提 供 す る。 これ らの サ ー ビス には メ ッセ ー ジ出 力 の延 期,端 末機 状態 のチ ェ

ソクが含 ま れる。

「CONTROL」 メ ソセ ー ジは一定 の資 格 が与 え られた端末 側 に おい て,職 員 が伝

送先 の リス トの編 成 を施 した り通 信 回線 を停 止 た りす る よ うな,シ ス テ ム内 の基本

的 な メ ッセ ー ジ処理 手続 きを変 更す るこ とを許可 す る ものであ る。

〈制 御 の レベル〉

端 末機 の オペ レー タは,・そ の端末機 に割 当 て られて い る制御 レベル に も とつ い て,

メ ッセ ージ処理 サ ー ビス を要 求 した り,メ ッセ ージ処理 手続 き を改 変 す る こ とが で

き る。 この制御 レベ ル は通 常 三っ あって,こ れ らはそ の機関組 織 内部 に お ける命 令

レベル に対応 して い る。 す なわ ち,下 位 レベル で実 行 される標 準 制御(Standard
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Contro1),機 関組織 や特 別本 部 お よびそ の部 門 内 の監 査 レベル にお いて利用 で きる

特権 制御(PrivilegedContro1),お よび この シス テ ムの運 営 に関 して最 高 の命令 や

技術 的責任 をもつ よ うに作 られた 端末 に限 って与 え られ てい る主制御(MasterCo-

ntro1)で あ る。

〈 メ ッセ ージ ・スイ ッチ ング処 理 〉

メ ッセ ージ ・スイ ソチ ングの機 能 と しては,総 括 的 ,選 択 的 な蓄積 お よび伝 送 の

システ ムに正 規 に関連 してい る十分 な範 囲 の能 力 が含 まれ なければ な らな い。 この

機 能 に よって,多 点選 択 お よび 全送 出能 力 を持 つ通 信 ネ ッ トワークに接 続 された全

端 末間 の メ ッセ ー ジ伝 送経 路 が確 立 される。 メ ッセ ージ ・スイ ッチ ング ・モ ジュー

ル は伝送経 路 の決定,ア クセス と伝送経 路 の確認 ,伝 送経路 の変 更,お よび メ ッセ

ージ繰延 べ を行 な うた め の多 くのル ーチ ンか ら構 成 されね ば な らな い
。 メ ッセ ージ

・スイ ッチ ングの要求 元 では
,以 下 に示 す少 く とも三 つ の方法 の組 合 わせ を使 って

伝送 先 を指示 しな けれ ばな らな い。

・伝送先 と しての一 つ のス テ ー シ ョンの設定 メ ッセ ージ ・スイ ッチ ング用 の

メ ッセ ージの冒頭 文 で参 照 され る各 々のス テ ーシ ョン照 合符 号 によ って,特 定

の ステ ーシ ョンが伝 送先 と して資格 付 け される。

・伝 送先 リス ド システ ム 中の各ス テ ー シ
ョンは一 つ あるい は複 数 の伝送 先 リ

ス トの中の一頁 と してわ り当 て られ るこ とが で きる。 メ ッセ ー ジの冒頭 文 に示

された伝 送先 リス トを参照 す る こ とに よ って,そ の リス トの中 の全宛 先 に対 し

メ ッセ ー ジ内容 が伝 送 され る。

・地理的 表示 発 信元 では その端 末が伝 送 可能 な範 囲 を示 す た め に
,そ こ を中

心 とす る半径 をマ イル また は他 の機 関 が定 めた単位 で指示 す る。 この よ うに し

て記述 された範 囲 内 の全 ス テ ーシ ョンは被伝送 先 と しての資格 を もっ こ とに な

る。

伝 送 先 リス トや伝 送 先 と しての一 つ のステ ーシ ョンを設定 す る場 合,い ず れ も

多重 に規 定 され るこ ともあ る。 さ らに,上 記 の三つ の方 法 を組 合 わせ た もの が,一

つ の メ ッセ ージ と して規 定 され る こ ともあ る。 発信元 に よ って規 定 された複数 の伝

送 リス トにあ る一 つ のス テ ーシ ョンが重 復 して現 れた場 合 で も,メ ッセ ー ジは一 部

しか送 り出 されない よ うにな っ てい る。
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「SWITCHED」 メ ッセ ージ と関 連 した伝 送 デ ータは以下の よ うな場 合 に変 更 を

うけ る。 す な わ ち,伝 送先 と しての指定 を うけて ない端末 が他 の端末 よ りの入 出 力

を監 視 して い る場 合や,端 末機 の誤 動作,そ の他 の理 由で伝送先 と して指定 を うけ

た端末 のいず れ も受信 が 可能 となった た め,ネ ッ トワーク内 の他 の端 末 が ,こ れ に

代 って受 信 す るよ う指示 され た場 合 で あ る。 同一 の出 力 メ ソセ ージが2組 ,「SW-

ITCHED」 メ ッセ ージ受 信者 の交信 状態 を監 視 して いる端末 に対 して伝 送 され る
。

伝送 す る こ との で きなか った メ ソセ ージは ファイ ル され るが,こ れは,そ の よ う

な メ ッセ ージ をシス テ ムが保持 してお くよ う要求 した ステ ーシ ョンお よび受 信 可能

と判 断 された ステ ーシ ョンのため に行 な う ものであ る。 端末 か ら,再 び受 信 可能状

態 とな った こ とを知 らせ る 「FUNCTIONAL」 メ ッセ ージを受信 す る と,フ ァイ ル

され てい た メ ッセ ー ジはこれ らの フ ァイル か ら取 除 か れるか または コ ンピ ュータ設

備 の ライ ンプ リンタ ーに プ リン トされ,ハ ー ドコ ピーの形 で受 信者 へ送 られ る。

(4)照'会

更新業 務 のた め にい ろいろ形式 の メ ッセ ー ジが照会 サ ブシステ ムの内部 で使 用 さ

れてい る。 照 会 サ ブ シス テ ムに対 す る要 求 は,二 つの総 括的 な シス テム ・メ ッセ ー

ジに よって行 なわれ るが,そ れ は・ 「QUERY」 メ ッセ ージ と 「UPDATE」 メ ッセ

ージで あ る
。 「ΩUERY」 メ ッセ ージは,レ コー ドが フ ァイル中 にあ るか ど うか を

調 べ る もの で,も しレコー ドが フ ァイル に あ った場 合 は,該 当す るデ ータが要 求元

のオペ レー タへ返 送 される。 「UPDATE」 メ ッセ ージには ,新 しい レ コー ドを追加

す るた めの 「ENTER」 やす で にフ ァイ ル され てい る特 定 の レコー ド内 の デ ータ項

目につ いて追 加・変 更,削 除 な どの修正 を行 な う 「ADD」 ,「MQDIFY」,「DE-

LETE」 な どの メ ッセ ージが あ る。

通 常,法 執行 シス テム の中 の車輌,財 産,人 口に関 す るサ ブシステ ムに は,そ れ

ぞ れ,車 輌 フ ァイ ル,財 産 フ ァイル,容 疑 者逮 捕状 の氏 名 ファイル があ り,そ れ ら

に保持 され て い る レコー ドや レコー ド中 の デ ータ項 目に対 して 「ΩUERY」 お よび

「UPDATE」 が で きる よ うに なっ てい る。

フ ァイ ル処理 指 向型 の これ らの メ ソセ ー ジの処理 は ,以 下の よ うなタ ス ク機能 の

利 用 を通 じて,該 当す るサ ブシステ ム の内部 で行 なわ れ る。 す なわ ち,個 々 の要 求

一97一



●

メ ッセ ー ジは,以 下 のよ うな タス ク を必要 とす る。 ・

・要 求 内容 の編 集 お よび チ ェソク

・フ ァイ ル ・ア クセス の権 限 の有無 の検証

・ファイ ル探 索 や レコー ド照合 方法 の定式 化

・返 答用 の出力 の作成(要 求 メ ッセ ージにエ ラーが あ る ときは,そ の診 断結 果 も

含 む)

・当該処 理 を必要 に応 じてNCICへ 伝 送 す る こ と

(5)フ ァイ ル ・ーマネ ー ジメ ン ト .

法執 行 シス テ ムにお ける ファイル制御 機能 と して,論 理 レコー ドの…蓄積 と検索 が

照会 サ ブ シス テ ムに提 供 され てお り,こ れ に よって,処 理 中の各照会 サ ブシス テム

は物 理 的 に は独 立 してい るよ うな特性 を もっ てい る。 この制御 機能 に よって,ア ク

セス制 御 が行 な われ システ ム ・デ ー タの機 密 と保 全 が確 保 され る と ともに,サ ブシ

ステ ムに対 す るすべ ての フ ァイル ・ア クセ スが監 督 され計 画的 に実施 され る よ うに

な ってい る。 優先順 位決 定 の ための基準 を正 しく適用 す るこ とに よっ て,サ ブシス

テ ムの フ ァイル ・ア クセス要 求 が同時 にい くつ も行 なわれ ない よ うに してい る。 フ

ァイル 制御機 能 は さ らに,シ ステ ム ・フ ァイル の復 旧 に必要 な各種 の機 構 を も提供

してい る。

フ ァイ ル編成 や すべ ての オ ンライ ン ・フ ァイル/・の ア クセ スの考 え方 と して,一

つ の一 般化 され た概念 が用 い られた場 合 に は,す べて のオ ン ライ ン ・フ ァイ ルは同

一 の構造 を もつ。 そ れぞ れの フ ァイ ル には,機 関 が規定 した一組 のデ ータ項 目が含

.まれ てお り,こ れ は レ コー ドを形成 す るた め に,一 定 の様 式 に と りま とめ られてい

る。複 数 の可変長 レコー ドが共 通的 な特 性 に したが って ブ ロ ック化 され,フ ァイル

の全 サ ブ ・グル ープ を包含 す る必要 が あ る ときは複数 の ブロ ックが結 合 され る こ と

もあ る。

ファイル 中 のあ る特 定 の レコー ドに対 して迅 速 に効率 よ くア クセ スす るため に,

個 々 の フ ァイ ルに対 す る複数 の ク ロス ・イ ンデ ックスが作成 ・維 持 され る こ ともあ

る。 こ の ク ロス ・イ ンデ ックスは た とえば,車 輌 番 号や社会 福祉番 号 のよ うに問題

の車輌,人 間 あるい は財 産 を識 別 す るた めの,唯 一 の記号 を もとに してい な くては
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な らない。

フ ァイル の編 成 に あた っ ては,レ コー ド内 の複数 のデ ータ項 目(可 変 長)を 利 用

して,た とえば,フ ァイル をあ る特 定 の レコー ドを探 し出す際 に ほ とん ど利用 しな

い よ うな数 多 くの グル ープ に区分 す る こ とに よって行 な ってい る。 さ らに,そ の グ

ル ー プの規模 は,そ の関 係機 関 が個 々 の フ ァイルや要求 内容 の タイ プに応 じて要 求

す る最 大 の許容返 答時 間 内で容 易 に探 し出せ る程 度 の ものに決定 され る こ とが多 い。

こ の よ うに して,フ ァイル の全 走 査時 間 を最 小化 も しくは利用機 関 の裁量 で走 査 す

るこ とを禁止 す る こ ともで きるの で ある。

通常 オ ンライ ン ・ファイ ルの グ・レープを定義 す るた めに と られて い 磯 別 要素

は以下 の よ うな もので ある。

.輔 フ ァイ・レ 車 の プ レー ト番 号 と登録 して あ る州

・氏名 のマス ター ・フ ァイル 音 声 で表 わ した氏名 コー ド

・容疑 者/犯 罪 者 フ ァイ ル 同上

・財 産 フ ァイル 財 産 の カテ ゴ リーと一 連番号

フ ァイ ル割 織 能 に よって,す べ てのサ ブ ・システ ムには・OPENFILE,CLO　

SEFILE,READRECORDな どの論 理 的 なファイル処理能 力 が与 え られてい るが,

さ らに,ア クセス の検 証,マ ル チ ・プ ログラ ミング,デ ータ ・フ ァイ ル の保 全,フ

ァイ ル復 旧,テ ス ト状態 へ の切 替,全 記憶 内容 の管理 な どの機 能 が与 え られて い る。

(6)む すび

リアル ・タイ ム方式 によ る法執 行 と刑 事裁判情報 システ ムは,関 係機 関 が コ ンピ

ュータ化 され た通 信 と照 会 の システ ム を要望 す る度 合 が高 まるに つ れて,今 や ほ と

ん ど一般 化 しつつ あ る。 コ ンピュー タ と通信 ネ ヅ トワーク ・システ ムの進 展 に よっ

て,法 執 行 シ ス テ ム は す べ て ネ 。 ト ・ ・ 一 ク{・組 込 ま れ る よ う に な ろ う・ 現 在 ・ 稼

動 中 のFBIのNCICに よって,各 州や主要 な都 市 の機関 では・ 容 疑者 や盗 難 車,

盗難 物 品に関す るデ ータ を手 に入 れ る・ とがで きる・ リア・レ・タイ ム方 式 の法 執行'

システ ムは,い ず れ も中央 のFBIの コンピュー タ ・システム と接続 され てお り・各

システ ムに接続 された全端 末 は直接NCICに ア クセス で きるよ うに なっ てい る。 国

家的 な規模 の犯罪 歴 システ ムが現 在 開発 され てお り,こ れが完 成 す る と,参 加 した
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各 州 は,コ ンピュ ータ と通信 回線 を通 じて,ア メ リカ国内 にお ける主要 犯罪者 のほ

とん ど全部 に関 して,氏 名 目録 や犯罪者 の プ ロフ ィール を利用 で きるよ うにな るだ

ろ う。

1970年 代 の中期 にお ける大 きな出来 事 と して ,複 雑 でかつ大 き く,総 合化 され た

通信 ・照会 システ ム の開 発 プ ロジ ェ ク トがす す め られて きて い るのであ る。
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2.5病 院 におけ るEDPの 利用

(1)は じめ に

病院 には,そ の規模 の大小 に拘 わ らず,共 通 して,能 率 的 かつ有 効な情 報 システ

ムが 必要 とされ て いる。 こ の よ うな情報 システ ムに要 求 され る ものは ,・病 院 の 日々

の運行 に必要 な デー タ と報 告 を提供 し,か っ病 院機能 の有 効 な計 画,継 続的 維持 お

よび管理(AdministrativeDataSystem)に 必要 なデータ と報 告 す る こ とであ る。

これ に加 えて,患 者看 護 活動 の副産物 として発生 す るデー タが集 め られ て,こ れ ら

が よ り良 き愚 老 看護,医 療 教育,医 療研 究 の 目的 に利用 され る必要 が ある。(Medi-

calDataSystem)

す べて病 院は あ る種 の情報 シス テ ムを持 ってお り,上 述 の 目的 に適合 させ よ うと

して いる のであ る。 そ れ ぞれ の病 院はそ の医療 上,管 理 上 の機能 を よ り良 く果す こ

とが で きる よ うに,現 行 シス テ ム を改 善 しよ うと努 力で き る し努 力す べ きで ある こ

とは事実 で ある。

つ い最近 まで病 院 管理者 は,最 近 の情報 システ ム技 術 を企業 経 営 にお け るが如 く

に有 効 に利用 す るこ とでは怠 慢 で あった。上 述 の領域 の どの システ ムに お いて も鍵

となる要 素 は コ ンピュータ で ある。 広範 な情報 シス テムの中 枢 と して コン ピュー タ

を使用 す る方途 を産業 が示 して くれ た。今 や病 院 もこの首導 に従 い,こ の技 術 を自

己 の問題 に応 用 しな けれ ばな らな い。

あ る病院 は,コ ン ピュー タや進 歩 した システ ム思考 を,直 面 してい る問 題 に活用

す る よ ラにそ の領域 で 努 力 をは じめてい る。 た とえば,ニ ュー ヨー ク州立 大学 ダ ウ

ンス ラー ト ・メデ ィカ ル セ ンター大 学 病院 とモ ンマ ウスN .J.メ デ ィ カルセ ンター

の二 つは ニュー ヨー ク地 域 では その努 力が大変 進 ん だ機 関 で ある。 その他 の病院 で

も コン ピュ ー タ を使用 してい る が,大 て いは会計 業務 へ の適 用 で ある。 この よ うな

利 用 では コン ピュー タ の全 能 力 を病 院 の あ らゆ る ニー ズに利用 し始 めて いる とはい

えな い。

それ故,利 用 機会 のマ スタ ー プラ ンが開 発 され ねばな らぬ こ とは明 らか で ある。

この マス ター プラ ンには,絶 えず増大 す るニー ズに適合 する シス テム を開発 す るに

当 っては,病 院 の利用 で きる種 々の代替 手段 が列 挙 され る こ とにな ろ う。 考 慮 す る

必 要 のあ る代替 手 段 の中 の一 つ と して,多 くの病 院 が一 つ の システ ム を利用 す る,
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い わ ゆる共 同利 用病院 シス テ ム(multihospitalsyestem)に 統合 する ことが ある

が,そ こで は希 望 される範 囲で経 済的 な限 度 で情報 ニー ズが提供 され,か っ各病院

は各 々独 立性 を保持 して い る もので ある。

共 同利 用 病院 シス テ ムの利便 さは,開 発費 用が分担 され,か っ共通情 報 デー タバ

ン クを創 っ て全参加 者 の利用 と相互援 助 が可能 とな る ところに ある。全 体 は部分 の

寄 せ集 めよ り大 きい とい うこ とは,共 同利 用病院 システ ムに つい て考 える とき,大

きな価値 を持 つ仮説 で ある。

ー

(2)シ ス テ ムの構成

病 院 環境 に お ける特 別 な性格 す なわ ち,運 営 の複 雑 さ,機 能 の範囲,24時 間運

行 の不断の 必要 性 な どか ら,そ の ま ㍉ か つ容 易 に利用 で きる コ ン ヒュータ シスァ

ムに対 す るニー ズが ある こ とが強 く暗示 され る。 そ して オ ンライ ン ・リアル タイ ム

(OLRT,on-line,real-time)シ ス テ ムが この よ うな ニー ズ に適 うで あ ろ う・

そ こで デー タイ ンプ ッ ト,処 理,ア ウ トプ ッ トへ のオ ンライ ン ・リアル タイ ムに よ

るア プ ロー チの応用 可能 性 を検討 する こ とが,当 面の 議論 の対 象 とな って くる。.

オ ンライ ンシステ ム とは,連 続 して行 わ れてい る作業 を反 映 する情報 が,発 生 す

るや否 や デ ータ処理 シス テ ムに入 れ られ る よ うなシ ステ ムで あ り,リ アル タイ ムシ

ステ ム とは,情 報 の処理 が 十分早 急 に行 なわ れる こ とに よって,そ の 処理 結果 がモ

ニ タ_さ れてい る業 務 に適 時 に働 きか け るよ うにで き てい る システ ムで ある・ 以上

に よって明 らか の よ うに,オ ンライ ン リアル タイ ムシ ステ ム とは・ 情報 が 連結 して

処理 され,シ ステ ムの デ ー タ ファイ ル に対 して即時 に,か つ直 接,ア クセスが行 わ

れ る システ ムで ある。

この よ うな システ ムの機 器 は何 に よって構成 され るので あろ うか。OLRTシ ス

テ ムは1個(ま た はそ れ以上 の)コ ン ビ=一 タ プロセ ッサ を中央 に設置 してお り,

そ れ には大 容量 主記憶 装 置,大 容量 ラ ンダムア クセス記憶 装置 ・ お よび ケー ブル や

電話 回線 に よって プ ロセ ッサ に接続 され ている遠隔 入出 力端 末 が含 まれて いる。大

容 量 主記憶 装置 は スー パー バイ ザ プ ログ ラム を格納 して,遠 隔端 末 か らプ ロセ ッサ

に 入 って来 る種 々のデ ー タ に対 応 して コ ンピュー タの処理 活 動 を制御 す る。 各デ ー

タの処理 活動 を制御 す る。 各 デ ータの タイ プが識 別 されて,ス ー パ ーバ イザ は制御
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をそ の プ ログラムに移 し,デ ー タ を処理 す る。 この よ うな プ ログ ラムは メモ リー さ

え十分大 きければ メイ ンメモ リーに 常駐 させ る こ ともで き る し,あ る いは該 当の デ

ー タを処理 す るた め に ラ ンダム ア クセス の大 容量 メモ リーか ら呼 び出 され て来 る よ

うにす るこ ともで きる。 遠 隔 端末 は利用者 に,デ ータの発生 場 所 で コン ピュー タ と

直 接交 信す る手段 や デ ー タが発 生 す る と,そ の通 りに デー タ を入 れ る手段 を提供 す

る。(第1図 参照 。)

端 末 はまた,コ ン ピュー タか らの応 答(メ ッセ ー ジ)を 直 接作 業現場 で受 け取 れ

る よ うに して,'こ れ が即 座 に利用 者 に役 立 つ よ うに して いる。 端 末装置 には,カ ー

ドリーダー,さ ん孔 タイ プ ライ タ,キ イ ボー ド,視 覚 デ ィス プ レイ装置(CRT),

紙 テ ープ リー ダー,お よび パ ンチが含 まれる。

メイ ン

メモ リー

中央処理

装 置

ダ

チ

ーツ

ン

トーカ

バ

ランダム ・アクセス

大 容 量 記 憶 装 置

磁 気

テ ー プ

中央処理

装 置

メ イ ン

メモ リー

第1図 ハ ー ドウエ アの 構 成

(3)ア プ リケー シ ョンの 領域

包 括 的 な病院 システ ム に適 当 な アプ リケー シ ョンの選定 に当 って困 って いるの は,

ア プ リケー シ ョンの数 が少 な いか らでは な くて,想 像 力や予 見性 の不 足か らで ある。

不幸 に もこの よ うな シス テ ムの可能性 を見通 している のは僅 か の人 々で あ り,そ の

将 来性 を想像 してみ よ うとい う人達 は更 に限 られ ている。つ ぎに,包 括的病 院 情報

システ ムの一 部 と して ア プ リケ ー ショ ン とそれらの相 互作 用 につ いて述 べ よ う。

病院 施設 の 中で デ ー タの発生 源 で あ りかつ発生 原因 で あ る患 者 に焦点 をあて てみ
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る と,シ ス テムが重要 な価 値 を持 つ べ き もの とす るな ら患者 看護 を改 善 す るもので

な ければ な らな い。 した が って,シ ステ ムは,患 者 の物的 要 求,診 断 ・治療 上 の ニ

ー ズ を取 り扱
って いる部 局 の情報 要請 を支援 す る もの でな けれ ばな らな い。 そ れば

か りでな く,シ ス テムは,病 院 の管理 業 務部 門 ,医 療 に関 す る研 究 や教育 の分 野 を

も支援 す る ものでな ければ な らな い。 しか しなが ら,こ れは 実 にむず か しい注文 と

言 えよ う。

更 にまた,デ ータ シス テ ムに適 合 す る もの と して統 合化 の考 え方 も検討 してみ よ

う。統 合 シス テ ム を設 計 す る と言 うご とは,一 旦 デー タ を捉 えて(ま たは,イ ンプ

ッ トして)そ の後 これの 多重利 用 を可能 にす る こ とを意味 す る。 シス テ ム内 にデ ー

タ を蓄 積 して,再 度イ ンプ ッ トす る必要 な く,そ の場 か らデ ータ を利 用 で きる もの

で ある。

ア プ リケー シ ョ ンの領域 は一般 的 な二 つ の範疇 に分 け られ よ う。時 間 制 限 の、な い

アプ リケー シ ョン即 ちデ ー タの性質 上即時 処理 を必要 と しな い もの と時間制 限 の あ

るアプ リケー シ ョ ンで ある。 いず れ の場合 にiおいて も,、蓄 積 デ ー タが敏速 に更新 さ

れ,報 告 書作成 の ために ア クセ スで きる よ うに,デ ータ ファイル が設計 され ていな

ければ な らな い。 前者 の範疇 に入 る アプ リケー シ ョ ン(バ ッチ処理 アプ リケ ー シ ョ

ン)に は,給 与計算,通 常 の会 計計 算,原 価計 算 ,総 勘定 元帳,請 求 書作成,保 険

配分 計算,受 取勘 定,在 庫(中 央 倉庫,無 菌供給 品,薬 局),購 買,支 払 勘定,人 事

デ ータ,医 療 記録,病 院統 計,経 営報告 書 が含 ま れ る。 後者 の範 疇(オ ンライ ン,

リアル タイ ム処理)に 入 るア プ リケー シ ョンには,医 師 の指示,病 院通 信,デ ータ

検索,資 源(ベ ッ トと診 察室),手 順作 成,実 績報 告 が含 まれ る。

上述 の ア プ リケー シ ョンは二 つ の範疇 に入 る もの と して述べ られてい るが,こ れ

らは,包 括 的 な システ ムの 中で捉 える こ とが で き,む しろ捉 え られね ばな らな い。

この包括 システ ムの構成 は第2図 に示 す各領域 を含 んで いる。 この システ ムでは,

構 成領 域 内で デー タが最初 に捕 捉 され,当 該 領域 内 ある いは領域 相 互間 で の'デー タ

の交信 を行 な う。 またデ ー タの蓄 積や デ ー タへ のア クセ スが可能 で ある と同時 に,

その デー タ に も とつ いて 必要 な 計 算処理 を行 な う。 さ らに,即 時 お よび一 定 周期 ご

とに報 告書 や メ ッセー ジ を適 時 にア ウ トプ ッ トす る。
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事 務管 理的

サ ビ

財

調

保

、人

看 護

外 科

産 ・ 科

小 児 科

更生医学

精神医学

患 者 へ の

診 断 ・治 療

サ τ ビ.

外来診察
)

病 理 学

血液銀行

放 射 線

麻 .酔

食 .餌.

薬 局

中央倉庫

患者への物的
サ ビ

入院許可

洗 た くと リンネル製品

土地建物の維 持管理

室内管理"

医療記録

第2図 シ ステ ム構 成'

(4)シ ステ ムにお ける処理 手順 　 … 一

す で にの べた ところ に よっ て明 ら`かな よ うに,今 後は,デ ュアル中央 処理 装置(2

つ 目の処理 装置 はバ ッ クアヅ プ;・テス モ,・バーッチ処理 報 告なゼ に使用 され る),大 容

量 ラ ンダムア クセス メモ リー,お よび遠 隔端末(第3図 に示 す場 所 に設 置 され てい

る)に よって稼 動 す る システ ム を考 えて いか な ければな らな い。

シス テ ムへ のイ ンプ ッ トは オ ンライ ンかバ ッチの いず れかの方法 で行 われ よ う。

オ ンライ ンで集 め られ るデ ータ は遠 隔端 末 を経 由 して中央処理 装置 に転送 され る。

こ の方法 で集 め られた デー タは処理 され,そ の結 果 が応 答 と して発生 地点 の端 末

へ送 り返 えされ る。 デ ータは また将 来 の使 用の た めに ランダム ア クセ ス メモ リー に

蓄 積 され る。 緊急 度 の低 いそ の他 のデ ー タはキイ パ ンチ され,中 央 の カー ドリー ダ

ー に よ りシステ ムに入 れ られ る
。

セ ン トラル プ ロセ ッサは モ ニ ター あるい はエ グ セグテ ィブプ ロ グラムの制御 下に

お かれ る。 この常駐 プ ログ ラムは シス テ ムの実 行 す る全処理 を制御 す る。 レベル の

よ り高 い システ ムで は,端 末 か らの問 合 わせや 応 答の処理 の外 に さ らに'1つ また は
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そ れ以 上のバ ッ ク グラウ ン ドプ ログラムが同時 に実行 され よ う。第2シ ステ ムの プ

ロセ ッサ とメモ リー とが イ ンタラ クテ ィブに制 御 され るな らば,こ の マルヂ プ ログ

ラムオペ レー シ ョンは一段 と価 値 を高 め よ う。 これ は,シ ス テムの負荷 に対 して多

重 処理 の ア プ ロー チ を行 な い,ス ルー プ ッ トを改善 し,応 答時間 を短縮 す る こ とに

なる ので あ る。

システ ムの 出力 は,周 期的 に(日 々,週 毎 に,月 毎 に,そ の他)行 われ るか,あ

るい は問合 わ せ に対す る応答 として即時 的 に行 わ れ る。 この システ ムでは愚 老 の社

会保障 番号 で 識 別 される レコー ドに よっ て医療 記録 デー タ ファイル を容易 に 見る こ

とがで き る。 この フ ァイ ルへの 問合 わせは即 座 に 処理 され,選 び出 された 医療記録

番号 とア ブス トラ ク トか らな る応 答が 問合 わせ を行 な った元 の地点 へ転送 され,そ

こで視覚 デ ィス プ レイ 端末 に表示 され る。

入院許可事務室 管理 事 務室

看護婦室 サ ー ビス 領 域

放射線

薬 局

研究室

診察室

血 液銀行

中央倉庫

食 餌

コンピュータ運用姦

策3図 遠 隔端末 の設 置 場所

(5)シ ス テ ム 化 ヘ ア フ.ロ ー チ

こ れ ま で に 簡 単 に の べ て き た, この シス テ ムは あ らゆ る病 院 に適用 で きる。 しか

一106一



し開発 とオペ レー シ ョ ンの コス トを考 える と,大 病院 を除 い ては使用 する こ とは難

しか ろ う。 大 多数 の病院 が この よ うな シス テ ムの利便 を得る た めの一 つの ア プロー

、チ は病院 をい くつか の グル ー プに組 織 す るこ とで ある。 この方法 な らば,グ ル ー プ

で開 発(シ ス テ ム設 計 とプ ロ グラ ミング)の コス トとオペ レー シ ョン(コ ンピュ ー

タ 、オペ レー ション とシス テ ム メ ンテナ ンス)の コス トとを分担 す る ことが で き

よ う。訓練 を受 けた デ ー タ処理要 員 の不 足 に終止 符 を うつ とい うこ ともあわせ て考

え る と,グ ルー プ化(共 同 利用病 院 システ ム)を 行 な うとい うア プ ロー チが唯一 つ

の 有効 な方 策 で あろ う。

今一 つの方法 は,プ ロジ ェ ク トマ ネジャ ー と種 々の システ ム ・プ ログ ラ ミングチ

ーム か ら成 る集 中 化 された グル ー プを使
って,そ れぞ れの病 院 に共通 な デ ータ処理

上 の問題 を検討 し,そ の よ うな共通 問題 に適合 す る システム設 計 や プ ログラ ミング

を行 な うこ とで あろ う。 そ の場 合,共 通問題 の解決策 を開 発 す る一 方,個 々の病院

の ニー ズを保障 す る よ うな シ ステ ム設計 を行 な う注 意 も必要 で あ り,個 々の相 違 に

対 す る許容範 囲 はで きる限 り残 してお くべ きで あ る。

以上 のべ た方法 のいつ れ に よって も種 々の システ ムに よる コ ン ピュー タの利用 が

可能 で あろ う。 小病 院の集 りの場合 には,集 中化 された コン ピュータ施設 を もち,

そ こヘ データ を集 中 的 に送 る方 式で十分 であ ろ う。 大病 院 に とって は,非 常 に尾 大

な デー タが あるの で,集 中開 発 した プ ログラム を使用 す る専 用 の コ ンピュ ータが最

も適 当 な処 理方法 で あろ う。

病院は今 や情報 爆発 の段階 をみ ずか ら経験 しつつ あ る こ とが 率直 に認 識 されて い

る。 これ らの問 題 を引き受 ける には,有 効 な最 高 の技 備 と思考 とを集中 せ ねば な ら

な い。病 院の無 数 の ニ ーズ に適 合 す るよ うな コ ン ピュー タの利 用 に よ る情報 システ

ムが開発 され ねばな らな い。 この よ うに して,シ ステ ムの コス トが高 い こ とや訓 練

され た要 員 の不足 の 現状 か ら,設 計,オ ペ レーシ ョンへの グル ー プに よる共同利 用

的 ア プ ローチが考 慮 されね ばな らないの で ある。
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2.6不 動産情 報検 索 シス テム.(・HOMLlST)

(1)は じめに ・:一 ・'・`"

不 動 産 の売 買取引 の件数 が増大 しジ 売 買対象家 屋 のフ ァイ ルが ま た極 めて尾 大 と

な って きたため,不 動 産取 引業者 向け の情 報検 索 システ ムの 自動 化 が要 望 され てい

る6か か る大容 量 フ ァイ ル に対 して手作 業で探 索す る こ とは根 気 が続 か ない し,'そ

れ に最 も重要 な こ とであ るが,㌦フ ァイ ルに現 にほ しい情報 が入 っ ている際 で もこれ

の検 索 に失敗 す る こ とが多 い の であ る。

大量 取 引業者 向 けの この よ うな検 索 シ ステ ムの設 計 に当 って は,多 くの家屋 が全

く同様 な仕様 を持 って い'ると云 う事実 を心 に とめる必要 があ る。 システ ムの設計老

は この よ うな不動 産 フ ブイ ルの レ コー ド設計 に 当 っては,特 殊性 を持 たな いもの と

特殊性 はあ るが,こ れ が太 き過 ぎる㌔の㌧とを利用 し易 いよ う にバ ランス を とる よ う

努 力す る必要 があ る。特 殊 性 の度合 が余 りに× きい と使 用 す る レ コー ドの数 が非常

に足 りな くなる し,特 殊性 が余 りに少 い と顧 客 に訳 の わ か らぬ扱 い に ぐい リス トと ・

な るで あろ う。 したが っ て この 目的 に設計 され る1情報検 索 シス テ ムは,使 用経験 を

通 じて レ コー ドや フ デイ ル構 造 に最適 な特殊 性 度合 を織 り込 め る よ うに,将 来 の修

正 がで きる よ うに してお くべ きで あ る こ・とは明 らかで ある1。'

ここで取 り あげ たHOMLSTシ ステ ムは,不 動 産 取引 業 者 の取引の ために家屋 の.

記録,'更 新,帳 表 作 襲用 に設計 ざれた情報検 索 システ ムで あ り,今 後,地 方 自治体

な どで不 動産 情報 検 索 シ ステ ムの 開発 に役 立 つ と考 え られ るの で,以 下 に'その内容

を紹介 しよ う。㍉ ・

(2)シ ス テ ム の 概 要'、 ・tt'一 ・・ ノ

HOMLSTシ ス テ ム はCOBOL言 語 で 記 述 さ れ て お り,RCASpectra70/46・ 一、

G`TSOS(TimeSha'ririgOperatingSystem.)で 実 行 さ れ る よ に 設 計 さ れ て

い る 。M70-590デ ィス ク記 憶 装 置 が フ ァ イ ル 記 憶 と し て 使 用 さ れ て お り,フ ァ イ

ル ・ア ク セ ス は リ モ ー ト ・タ ー ミ ナ ル に よ っ て行 な わ れ る 。

こ の シ ス テ ム で はindexed-sequentialfileに よ る 処 理 方 式 に よ っ て レ コ ー ドの

追 加 ・削 除 ・検 索 を行 な っ て お り,レ コ ー ドは 独 特 の レ コ ー ド ・キ ー を 含 ん で い る が,

そ の 一 部 は 手 作 業 で 構 成 さ れ,一 部 は プ ロ グ ラ ミ ン グ に よ っ て 構 成 さ れ る 。
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ま た,こ のind6xed-sequentialdiskfileは2個 使 用 さ れ て い る が,一 つ の フ ァ

イ ル(HOMFIL)は 取 引 用 家 屋 の レ コ ー ド を 内 容 と し て お り,も う 一 つ の フ ァ イ ル

(KEYFIL)はHOMFIL内 の 各 レ コ ー ドの レ コー ド ・キ ー の 一 部 を 創 り出 す た め に

使 用 さ れ る シ ー ケ ン シ 予 ル ・ナ ン バ ー の フ ァ イ ル で あ る 。',・ 一'

シ ス テ ム は2つ の 主 プ ロ グ ラ ム か ら成 り,そ の 各 々 が 各 種 の 機 能 を 実 行 す る 数 個

のルーチンを持つ㍗ る・その一つはHOMUPと 呼ば腰 綱 艇 実行 し・他の

一つはHOMRETと 呼ばれHOMFILか らレコー ドの検索 を実行す る。

(・)レ ー ド構 成 と琿 籏'

HOMFIL内 の レコー ドの構 成 と記述 方法 は次 の通 りで ある 。

HOMFILは14鮫
,ら垣 網 の レ:=r,一ド'キ ロZ□ される可変長 レコ

ー ドを使 用す る。最 初 の9桁 の フ ィール ドはHOME-RECORD-CODEを

指 示 し,以 下 に示 す よ うに構成 され る。'

ブ イール ド桁数

1-2

3

4

5

6

7

8

9

残 りの5桁 はKEYFILか ら持 っ て 来 ち れ る が,

他 の も の と同 じ,つ ま り最 初 の9桁 が 同 一 で あ る よ う な レ コ ー ドが あ る場 合 に 各 レ

コ ー ド ・キ ー を 区 別 で き る よ う に ,シ ー ケ ン シ ャ ル に 作 り出 さ れ た 区 分 数 字 を 持 っ

て い る 。 次 の 例 は,レ コ ー ド ・キ ー が,ど の よ う に 構 成 さ れ る か を 示 し て い る 。

15121322000150

家 屋 の 価 格 範 囲 を あ ら わ す 。 た と え ば15は15,000ド ル とn,㎜

ド ル の 間 め コ ス トの 家 屋 の 場 合 に 使 用 さ れ,20は20,000ド ル

と25,000ド ル の 間 の コ ス トの 家 屋 に 使 用 さ れ る 。

方 向:北=1,南=2,東=3,西=4

外 観:煉 瓦=1,木 造=2,鉄 骨 枠 組=3

浴 槽 ・浴槽1-1,浴 槽1∈ ・,浴 槽 ・一 ・

ガLぺly'ト:な し=O,あ り=1"

寝 室:1寝 室=1,2寝 室=2,3寝 室=3

自 動 車 置 場:な し=0,1軍 用=1,2軍 用=2

車 庫:な し=0,1専 用=1,'2軍 用2

こ のKEYFILは,家 屋 の 仕 様 が
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こ の レコ ー ド ・キ ー は,価 格15,000ド ル と20,000ド ル の 間,市 の 北 部 に 位 置 し,浴 室

2室,カ ー ペ ッ ト敷 き,寝 室3室,2軍 用 駐 車 場 の 家 屋 を 表 現 し て い る 。 ま た フ ァ

イ ル の150番 目 に 入 れ ら れ た 家 屋 レ コ ー ド を あ ら わ して い る 。

次 のCOBOL言 語 に よ る 記 述(デ ー タ ・デ ィ ビ ジ ョ ン)は,フ ァ イ ル の 中 の レ コ

ー ドの デ ー タ ・フ ィ ー ル ドの 位 置 を 示 し て い る
。

01HOM-REC.'

り
緬

9
細

0

0

DUMPICTUREX.

FIX-PRT.

03HOM-KEYPICTUREX(14).

03ACT-PRCPICTURE9(6)v99.

031RCPICTURES99

COMPUTATIONAL

O2VAR-PRTOCCURS10TIMES

DEPENDINGON、

IRC.

03DETALPICTUREX・(65).

DUM－ こ れ は レ コ ー ド内 の 位 置 に よ っ て レ コ 〒 ドの 抹 消 に 使 用 さ れ る ダ ミ ー

キ ャ ラ ク タ で あ る 。COBOLで は,READの 次 に この デ ー タ ・フ ィ ー ル ドへ

HIGH-VALUEの 移 動 が 来 て,次 にREWRITEが 来 る と 当 該 の レ コ ー ド を

抹 消 す る 。

FIX-PRT－ レ コ ー ドの こ の 部 分 は 固 定 長 デ ー タ ・フ ィ ー ル ドか ら成 っ て い る 。

HOM-KEY－ こ の フ ィ ー ル ド は レ コ ー ド ・キ ー を 内 容 と す る 。

ACT-PRC－ こ の フ ィ ー ル ドは 家 屋 の 実 際 価 格 を 内 容 と す る 。

IRC－ こ の フ ィ ー ル ド は,そ の 価 値 に ょ っ て,家 屋 に 関 す る 記 述 デ ー タ の ど れ

だ け の 行 が レ コ ー ドに 含 め られ る か を決 定 す る 。

VAR-PRT－ レ コ ー ド の こ の 部 分 は 長 さ は 可 変 で あ る 。

DETAL－ こ の フ ィ ー ル ドは 家 屋 に 関 す る 記 述 デ ー タ を 入 れ る の に 用 い ら れ る 。

上 記 の レ コ ー ド記 述 に つ い て い え ば,各 々65キ ャ ラ ク タ ー を 含 む 記 述 デ ー タ

10行 の数 とな る 。

KEY-FIL内 レ コ ー ドの レ コ ー ド記 述 は 次 の と お り で あ る 。

01KEY-REC.
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02DUM2PICTUREX.

02KEY-NOPICTUREX(5).

DUM2一 こ の デ ー タ ・フ ィ ー ル ド は 上 述 の 方 法 で フ ァ イ ル か ら レ コ ー ド を 抹

消 す る の に 用 い られ る 。

KEY-NO－ これ は レ コ ー ド ・キ ー で か っ レ コ ー ド そ の も の で あ る 。 こ れ ら の レ

コ ー ドは5桁 の 数 字 で あ り,HOMFIL上 の レ コ ー ドの 区 別 を行 な う た め,シ

ー ケ ン シ
ャ ル に 作 成 さ れ る 。

(4)フ ァイ ルの作成 とメ ンテナ ンス

HOMLSTシ ステム を構 成 す るフ ァイ ル は次 の よ うに して作成 される。

KEYFIL－ このイ ンデ ックス ・シーケンシャル ・ファイル は レコー ドとして僅 か5

桁 の区分数 字 か ら成 り,イ ンデ ックス ・シーケンシャル ・ファイル処理 装置 のPRI-

MARYLOADMODEで 作 成 され る。 レコー ドの前 以 て決 定 され た数字 が この ロ

ー ド・ルーチ ンの働 く間 に フ ァイ ル に移 される。

HOMFIL－ このイ ンデ ックス ・シーケ ンシャル ・ファイル は取 引対象 の家屋 レ コ

ー ドか ら成 り
,更 新 プ ログ ラムHOMUPの 働 く間に リモー トターミナ ルに前以 て決

定 されたHOME-RECORD-CODEを 入れる こ とに よ り作 成 され る。 そ れか らプ

ログ ラム に よ ってKEYFILか ら5桁 の数 字 を移 し,HOMFIL上 の他のレコー ドがこの数

を取 るこ との ない よ うにKEYFILか らこの数 を抹 消す る 。この5桁 の数 字 はそ れか

ら9桁 のHOME-RECORD-CODEに 付 加 されて14桁 の区分 レ コー ド・キー を構

成す る。価 格 がそ れか ら入 れ られて,最 終 的 に は家 屋 に関す る記述 デ ータの1～10.

行 が レコー ドの一部 と して 入れ られ る。 ・

上 記 の2つ の フ ァイ ル は,家 屋 が追加 され,あ るい はHOMFILか ら抹 消 され る

時 に更新 さ れる 。更新 ノレーチ ンの細 かな記 述 はHOMUPル.一 チンの項 に譲 る。

(5)HOMRETROUTINE

このプ ログ ラム とHOMUPの た めの操作 命令 が,要 求 している操 作者 に送 られ

る。両プ ログ ラム はメ ッセ ージ に応 じてシ ステ ムの操作者 に簡 単 かつ 直接 的 命令 を

送 る 。
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操 作 命令 を送ることとは別に,HOMRETは 本 来 唯一 の ル:一チ ンを持 ってお り,そ

の機 能 は要求 に応 じて家屋 の レ コー ドを検 索す る ことにあ る。ENTER-HOME

RECORDCODEと い うメ ッセージに答 えて,前 も って作成 されたHOME-RECORD

COI)Eが ター ミナル か ら入れ られ る。14桁 のFULL-RECORD-KEYが 家屋 レコー

ドの 最 初 の項 目 と してデ ィス プ レイ され,つ いで家屋 の価格 と記述 デ ≡タ がデ ィス

プ レイ され る。 も しHOME-RECORD-CODEに よって表 わ され た仕 様 にマ ッチ

す る家 屋 が ない場 合 に は,そ れ を表 わ す メ ッセ ージがデ ィスプ レイ され る。望 む仕

様 に合 う全家屋 が リス トされて,そ れ を示 す メ ジセ ージ がタ ー ミナ ル にデ ィス プ レ

イ され る。つ いで操作者 は,他 の仕 様 を入れ たい のかプ ログ ラム を終 らせ たいか と

尋 ね られ る。

HOMRETは 非数字 のHOME-RECORD-CODE・(こ の場 合操 作者 は この事 実

を知 らさ れ て,数 字 を再 入す る よ う要 求 され る)を 入れる とエラー ・リカバ リー ・ルー

チ ン を持 って いて それが働 く。

(6)HOMUPROUTINE

HOMUPは 制御 ル ーチ ンを持 ち,操 作者 は制 御 ル ーチン を通 じて,相 異 な る機能

を実行 す る3っ の独立 ル ーチンの1つ を選択 で きる。・3つ の ル ーチ ン とは次 に述 べ

る もので あ る。

①ADDROUTINE

この ルーチ ンの機能 はフ ァイル作成 とメ ンテナ ンス の節 でHOMFILの と こ ろ で

記 述 して ある。

②DELETEROUTINE

この ル ーチ ン はHOMFILか ら レ コ ー ド を抹 消 す るの に使 用 され る 。 レコー ド・

キー が,ENTERFULL-RECORD-KEYと 言 うメ ッセ ージ に応 じてター ミナルか

ら入れ られ る。 レコード・キーはHOMRETに よ り,家 屋 レ コー ドの リス トか ら得 ら

れ る 。それ は家 屋 レ コー ドに リス トされ て いる第1番 目の項 目で ある 。 この レコー

ド・キrが 入れ られ,READTOHOMFILが 発 せ られる と,レ コー ド(ダ ミー レ コ

ー ド)の 第1番 目のキ ャ ラク ター にHIGH-VALUEの 移 動 と
,続いてREWRITE

に よってHOMFILか ら該 当す る レ コー ドが抹 消 され る 。抹 消 処理 の一部 と して,
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その レコー ド・キーの5桁 のサ フ ィクス は後 で再使 用の た めKEYFILに 移 し替 え られ

る。

③UPDATEROUTINE

家 屋 の販 売価 格 を変更 す る必要 が起 った場 合 には,こ のル ーチ ンで実行 され る。

レコー ド・キ ーがター ミナルか ら入れ られ,旧 価格 で 入 ってい る レ コー ドが検 索 され

る 。新価 格 が 入れ られ,REWRITEが 発せ られ て レコー ドを更新 す る。

上 述 の ル ーチンの機能 が完 全 に働 く とき,CONTROLROUTINEへ の 分 岐 が

操 作者 によって行なわれ,あ るい は操 作者 はプ ログラム を終 了す る 。

上 述 の ル ーチ ンに はい くつ か のエ ラー回復 の用意 が され て いる 。非数字 のHOME

-RECORD-CODEあ るい はFULL -RECORD-KEYが 入れ られ る と,操 作 者 に

そ の こ とが知 らされ,数 字 を再 送 す る よ うに依頼 す る。 入れ られ る家屋 の価格 が非

数 字 で あ れば,同 様の メ ッセ ージがデ ィスプ レイ され る。入れ られ る価 格 がHOME

-RECORD-CODEの 最初 の2桁 を含 む範囲 を超 える ときに も,そ の こ とを示 す メ

ッセ ージが デ ィスプ レイ され,操 作 者 に価 格 を入れ直 す よ う依頼 す る。

(7)拡 張 へ の提 案

多 くの家 屋 の仕 様 が しば しば全 く同 一 であ る こ とが起 るの で,HOME-RECORD

-CODEを 作 成す るに は区分 の 度合 を大 き くしなけれ ば な らない 。この ために は,

このサ ブ フ ィール ドの長 さ を9桁 か ら望 む ま まの長 さに変 える必要 が ある だ ろ う。

その場 合,サ フ ィ クスの長 さ を5桁 か ら,で きれば10桁 で増 大 させて,レ コー ド・キ

ーの長 さ を大 き くす る こ とは
,余 り困難 な こ ともな く達 成 で きるであ ろ う。そ れ で,

HOME-RECORD-CODEを 長 くす る こ とを望 む な らば,レ コー ド・キーの長 さに

影響 を与 え るこ とな くサ フ ィクス を縮 め られる であ ろ うし,全 体 の レ コー ドの長 さ

は影響 を受 けず に済 むで あろ う。

(8)評 価

HOMLSTシ ス テム にお け る レ コー ドの検 索速 度 は十 分 に満足 されて お り,ま た,

家屋 に関 す る記述 デ ータ を レ コー ドに盛込 ん でい るため,ほ とん どの家 屋 リス トに

み られ る詳細 な内容 がそ の ま ま入 ってい る。従 ってこの レコー ドは顧 客 が希 望す る
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ほ と ん ど の 詳 細 な 情 報 を 提 供 し て い る 。 さ ら に,こ の シ ス テ ム は レ コ ー ド に デ ー タ

を 入 れ る に 当 っ て,フ ォ ー マ ッ ト上 の 制 限 は ほ とん ど な い と言 っ て よ い の で あ る 。
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2.7職 業 紹 介 シ ス テ ム

(1)は じ め に

ウ ィス コ ン シ ン 州 のESOPS(EmploymentServiceOn-1inePlace_

mentSystem)は,コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 し て 職 業 紹 介 を行 な う に あ た っ て,WT

G(WorkerTraitGroup－ 労 働 者 の 特 性 に よ る 分 類)の 概 念 を使 う 実 験 で あ り,

全 国 的 シ ス テ ム 開 発 を 目指 す も の の 一 つ で あ る。1971年2月 現 在,ウ ィ ス コ ン シ ン

州 の う ち マ ジ ソ ン 市 の み 実 施 さ れ て お り,ミ ル ウ ナ ー キ ー 市 の 実 施 は ま だ 先 の 予 定

で あ る 。

以 下 こ の シ ス テ ム に つ い て 紹 介 す る こ と と す る。

ウ ィ ス コ ン シ ン 州 の 産 業,労 働 お よ び 人 材 省(WisconsinDepartmentofIn-

dustry,LaborandHumanRelation)で は,目 下 求 人 と求 職Qた め の 新 し い コ

ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス を実 験 的 に 行 な っ て い る 。 米 国 労 働 省 の 職 業 安 定 所 に よ っ て

資 金 が 調 達 さ れ て い る こ の試 み は,プ ラ ン ニ ン グ と プ ロ グ ラ ミ ン グ に2年 間 を 費 や

し た 。1969年,ウ ィ ス コ ン シ ン 州 の 職 業 紹 介 サ ー ビ ス は 実 験 的 に マ デ ィ ソ ン に オ

ン ラ イ ン ・ シ ス テ ム を設 置,70年 に は こ れ を ミル ウ ォ ー キ ー に も 拡 げ よ う と し て い

る 。

同 シ ス テ ム の 設 計 は,ウ ィ ス コ ン シ ン 州 の 職 業 紹 介 サ ー ビ ス の ス ペ シ ャ リス トに

よ っ て 手 が け ら れ た 。 そ れ は 次 の も の を 含 む 。

① 求 職 者 の 特 徴 一 求 職 者 の 適 性 に あ わ せ た 職 業 一 に 基 づ い た 分 類 シ ス テ ム

あ る 職 種 に 必 要 な 知 識 と 経 験 な ど の 条 件 を満 た す 求 職 者 が そ の フ ァ イ ル に な

い 場 合,コ ン ピ ュ ー タ は そ の 職 種 に と っ て 最 低 限 必 要 な 適 性 と 興 味 を 持 つ 求 職

者 を 選 び 出 す 仕 組 み に な っ て い る 。

② 給 料,学 歴,運 転 免 許,居 住 地 な ど選 定 の 条 件 と な る 諸 要 素 。 こ の シ ス テ ム

は 特 別 補 助(specialassistance)を 必 要 と す る 求 職 者 を探 し出 す 。

③ 学 歴,経 験 興 味,性 格 に つ い て の 記 述 。 こ れ ら を照 合 す る こ と に よ っ て,

求 人 側 の 望 む 職 種 と 求 職 者 の 能 力 と が 職 業 辞 典(DOT-Dictionaryof

OccupationalTitles)に あ る も の と一 致 し な い 場 合,そ の 仕 事 に ふ さ わ し

い 求 職 者 を探 す こ と が で き る 。 求 職 老 の 興 味 に つ い て は,求 職 者 が で き る だ け

広 い 範 囲 で 仕 事 を選 べ る よ う,ま た 技 術 の 向 上 を望 ん で い る 職 場 は ど こ か を 示
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せ る ような記 述 が な され てい る。

④ 職業紹 介 の担 当者 が求 職者 と面接 しな が らその場 で直 ち に求 職者 に とって最

適 な職業 を探 し出す ことので きる よ うな コ ンピュ ータ ・シス テム。 この システ

ムでは職 業 紹介の担 当者 は ヴィジ ュアル ・デ ィス プ レイ ・ター ミナル を使 うこ

とにな るだ ろ う。 これは テ レビとタ イ プライ タ ー を合 わせて コ ン ピュータに接

続 した もの で,求 職 者 にで きるだけ広汎 な就 職 の機 会 を与 えるため,多 くの分

野 にまた が る ファイル を探 し出 した り検索 基 準 をい ろいろ と変 更す る こ とがで

きる もので ある。

求職 者 が一 回 目で仕 事 を見つ け られなか った場合,そ の後憂 に コ ンピュ ータが就

職 口 を選 び出 し,そ の結 果 を求 職者 に郵送 す る。 同様 に求 人 を希 望 して い る雇 用者

に対 して も,コ ンピュー タが選 出 した求 職 申込 み を郵送 す る。 このサ ー ビス に よっ

て職業 選択 を 自由 に行 な うた め に必要 な情報 提 供 が ス ピー ドア ップ され,職 業斡 旋

が以 前 よ り効 果的 に行 な える よ うになる だ ろ う。 さ らに,他 の事 務所 もこの システ

ム と連 動 して い るため他市 にフ ァイ ル されて い る求 職者 と求 人 を探す の に現 在要 し

てい る時間 をかな り節 約 す る こ とがで きるだろ う。 また現在 は仕 事 を探 してい ない

潜 在的 な求職 者 に対 して も情 報 を蓄積 して お くこ ともで き る ようになろ う。 この よ

うに,時 間 を節約 す るこ とによ って,職 業 紹介 サ ー ビスや求 職へ の よ り徹底 した援

助 を望 んで い る人 び とに対 して,今 まで よ りもっ と注意 を与 える こ とがで きるので

あ る。

コ ンピュー タは,求 職 に困難 を感 じてい る求 職者 や未 だ決 定者 の出 てな い就 職 口

に関す るデ ー タ を,面 接 者(職 業 紹介 者)に 提 供 す るの に利 用 されてい る。一 週 間

単 位 で行 な っ てい る コ ンピュー タに よる職 業斡 旋 も含 め て,こ の システ ムは求職 者

を見落 す こ とはない。 同 シス テ ムは職 業斡 旋 だ けでな く,求 職者 の技術 を向上 させ

た り,就 職 の際 の条件 を良 くす るた めの職 業訓 練 の斡旋 も行 なって い る。

同 じ雇 用者 側 か ら何 回 も行 な わ れ る求人 の申込 み は,そ の度 ご とに新 しい申込 み

を作 成 す る手 間 を省 くた め コ ンピュー タ に蓄積 ぎれ る ご とに なろ う。 同様 に就職 が

決 まった求 職 者 の レコー ドも レイオ フされ た場 合 に必要 とな るので,や は りコン ピ

ュー タに蓄 積 してお くこ とになろ う。 求職 者 や求人 側 に必 要 なデ ータ は全 て コン ピ

ュー タに蓄 積 され るだろ う。 この よ うな職業斡 旋 や職業 訓練 に関す る情報 を利 用す

一116一



る と,利 用料金 とこのサ ー ビス の効果 を査 定 す るの に必 要な デ ータが コン ピュ ー タ

によって 自動的 に提供 され る。 今後,コ ン ピュー タは求 人市場 に おけ る取 引 件数 の

増 大 や適 時性 に対 す る寄与 の面 で大 い に利 用 され るこ とにな るだろ う。

提供 可能 な就 職 口は コン ピュータが プ リン トし,求 職者 のた めに職 業訓 練 所 や コ

ミュニテ ィ ・ア クシ ョン ・グル ー プに送 られ る。 この仕 組み が効 果 を発揮 し,価 値

を持 つ よ うになれ ば,訓 練 所 や コ ミュニテ ィ ・ア クシ ョン ・グル ー プがそ れぞ れ ヴ

ィジュ アル ・デ ィス プ レイ ・ター ミナ ル の設 備 を持 つ こ とも考 えられ る。

この コン ピュー タ ・シス テ ムか ら引出 せ る最 も顕著 な永続的 な利益 は,職 業斡 旋

を可能 にす る コ ンピュー タの検 索能 力 で ある。

重要 な政 策決 定 は労働 の代 償 と して の資本,あ るいは資本 の代 用 として の労働,

さ らに失業 とイ ンフ レの関係 な どの経済的 要 因 に基づ い てな され る。 も し職 業 が い

くつ か の グル ープに分類 され,そ れぞ れ の グル ープの需 給 に関す る情 報 を入手 す る

こ とがで きれば,政 策決 定 の基礎 とな るこれ らの経済 的要因 は さ らに利 用 され る こ

とにな るだ ろ う。毎 日発 生す る職業 紹介情 報 や これ ら を統計 的 に ま とめ上 げ る技 術

に よって職 業紹 介 サ ー ビス はそ の機 能 を改 善 し,同 時 にエ コノ ミス トに対 し有 意義

な予測 デ ータ を与 え るこ とがで きる。

同 シ ステ ムは求職 者 の特徴 や希望 す る職 種 な どを調べ た り,仕 事 を得 るの か,仕

事 を保 持す るの か とい う重要 な違 い を決 め るの に役立 つ。求 職者 の適性 をコ ンピ ュ

ー タで 分析 す る ことに よって,そ の仕 事 で満足 で きるか あるいはそ れで成功 で き る'

か を予 測 す る方 法 を開発 で きるか も しれ ない。 現 に ウ ィス コ ンシ ン大学 はす で に こ

の よ うな種 類 の リサ ーチ ・プ ロジ ェ ク トに興味 を示 してお り・,こ れ に よって個 人 の

仕 事 に対 す る満 足 度 や生 産性 を高 め,経 済 の安 定 をもた らす機械 を改 良す る こ とが

で きる。

(2)分 類 シ ス テ ム

全 て の 求 職 者 な い し求 人 に は 大 き く 分 け て3つ の 要 素 か ら な る 分 類 コ ー ドが っ け

ら れ て い る 。

① 雇 用 期 間

(D永 続 雇 用(F)-Fu11-timepermanentま た は,
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(ii)臨 時雇 用(T)-TemporaryFu目 一・timeま たは,

(哺 パ ー ト ・タイ ムお よび 日雇 い(P)

② 管轄 地方 区域

(例)MD=MadisonWisconsinAdultOffice

MY=MadisonWisconsinYouthOffice

③ 求 職者 の特徴 別区 分(WorkerTraitGroup)

この プロジ ェ ク トでは,コ ン ピュー タの フ ァイル ・シ ステ ムの方 法 と して職 業辞

典(DOT)の 求職 者 の特 徴 別区分 一覧(WorkerTraitsArrangement-WTA)

のテ ス トを始 めた。WTAと は求 職者 の特徴 や希 望職 種,学 歴,職 業訓 練,興 味,

気 質,健 康 状態 な どに基 づ いて作 成 され た分 類 システ ムで あ る。 それ は普 通,仕 事

の機能 に応 じて分類 され るが,さ らにDOTの 職業 グル ー プ一 覧(Occupational

GroupsArrangement)の ように仕 事 の分野,製 品,提 供 す るサ ー ビスに よって分

類 され る。 求 職者 の特 徴 に よって114の グル ー プに分 類 された21,000以 上 の分類

は コ ン ピュー タ ・フ ァイ ル を分割 す る方 法 で あ り,求 職者個 人 の特性 を慎 重 に考 慮

した上 で,そ の特 徴 別 に分 類 され る。 この よ うな分類 は コン ピュ ータ に よる職 業斡

旋 を迅速 かつ効 果的 に行 な う基礎 をつ くるの で ある。 求職者 は 自分 と同 じ ような特

性 が分類 されてい る求人側 の ファイ ル の中 か ら自分 に合 った かな り広 い範 囲 の職業

を探 す こ とがで きる。 フ ァイル全 部 を見 せ る よ り,適 当 な部 分 を選 び出 して見せ る

方 が,求 職 老 に対 して も求 人側 に対 して も迅 速 なサ ー ビス を提供 す るこ とにな る。

DOTの 第2巻 に規 定 され てい る114の 求 職者 特徴 別分類 はペ ージ番 号 に よっ て

識 別 され る。 例 えばFMD280と い う場 合,こ の求 職者 は フルタイ ムの永 続的 な仕

事(F)を 求 め てお り,マ デ ィソ ン成人 向 け職業 紹 介所(MD)を 通 して,計 算 お よび

これに関連 す る記 録 の事 務 に属 す るよ うな仕 事 を探 し,特 徴別 分類 で はDOTの

280ペ ージ に記載 されて い る求 職者 を意 味 して い る。 同様 に計 算 お よび関連記 録 業

務 の特 徴 別分 類 に リス ト・アップ されて い る130の うちの1つ で,フ ル タイ ム の永続

続 的 な仕 事 をす る人 をマデ ィ ソ ン成人 向 け職業 紹介 所 に申込 ん だ求 人主 もや は りF

MD280と な る。

コ ン ピュー タ ・ファイル は図1の よ うに,雇 用期 間,管 轄地 方 区域,労 働 者 の特

性 別 に構 成 され る。 この よ うな フ ァイル の構 成 の仕 方 は,融 通性 のあ るフ ァイル検
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索方 法 のわ く組 とな るもので あ る。 職業 紹介担 当者 は いつで も,他 の場 所 に ある全

ファイ ルの うち,い くつ か の必要 な部 分 だ け を検索 す るこ とがで き る。

求職 者 の特 徴 別分類 の便 利 な点 は この分類 が それぞ れ関連 性 の あ る グル ー プに結

びつ け られて い るこ とで ある。 これ に よって,職 業 紹介 の担 当者 が フ ァイル を調 べ

る際 に どのフ ァイル を見 れば よい か を決 め る手 がか りとなる。114の 分類 グル ー プ

は さ らに大 き く22の 分 野 に分 け られ る。 これは見 たい箇 所 がす ぐに見つ か る よ う,

で き るだ け探す手 間 を省 くた め に も うけ られて い る。
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DURATION LOCATION WORKERTRAITGROUP

PERMANENTFULL-TIME【F)

.

●

ASHLAND

BELOIT ACCOMMODATINGWO田({505)1

ETC. ETC.

COMPUTING&RELATED

RECORDING(280)
MADISONADULT(MD)1
.MADISONYOUTHqMY)1

ETC.

ETC,

lTENDING(447)1

－

TEMPORARYFULL-TIME(T)

SUPERIOR ETC.
WAUSAU

.

ASHLAND

BELOIT ACCOMMODATINGWORK(505)1
ETC. ETC.

MADISON COMPUTING&R肌ATEDl

RECORDING(280)1

→ 声

PART-TIME&DAYWORK(E

・MADIS。N器 当
●

ETC.
ETC.

SUPERIOR TENDING(447)
WAUSAU

ETC.

ASHLAND

BELOIT

ETC.

MADISONADULT口Dl・ ● I
MADISONYOUTH與Y) ACO・ 剛DATINGW・ 蜘5・5)1

ETC. ETC.

SUPERIOR ● COMPUTING&RELATED

RECORDING(280)WAUSAU
.

ETC.

TENDING(447)

ETC.

図1 コ ン ピ ュ ー タ ・ フ ァ イ ル の 構 成
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(3)選 択 過 程

① 選択 要 素.

このシ ステ ムでは,求 職 者 お よび求 人 デ ータに関 す る 「選 択 要素」 お よびキ

ー ・ワー ド記 述 の照 合 に よ
って選 択 が な され る。 この場 合次 に あげ る 「選 択要

素」 のすべ て,あ るい はそ の うちのい くつ か が用い られ る。

1 .年 令

2 .性 別

3 .身 長

4.体 重

5 .婚 姻状況

6 .徴 兵 状況

7 .教 育 水準

8 .運 転免許

9.自 動車保 有 状況

10.賃 金

11,(労 働)時 間

12.テ ス トの結果

13.場 所 一 求 職者 は 自分 が働 きたい場 所 る指 定す るこ ともで き る。 求人 デ ー

タ には仕 事 の場 所 が示 されて い る。

14.「 開発 度J－ 教 育 程度 が さほ ど高 くない,未 熟練 労働 へ の配 置転換 な ど

のた め に,特 別 のサ ー ビス を必 要 とす る求職者 が これ に よって区 別 され る。

求人 者 は この よ うな人 を要 求 す る こ とが あるが,そ の場 合,冷 遇 す る こ とは

ない。

15.熟 練 度 一 求人側 で は これ らの分類 項 目 を必 要 とす る こ とが あ る。 しか し

な が ら,こ れ は この こ との あ るな しに よる差 別 を しよ うとす るも のでは ない。

16.ハ ンデ ィキ ャ ップ ー 同上。

17.個 人特 性 指数(図2参 照)求 職者 は4っ の各尺 度 で計 られ,そ れぞ れ の

ナ ンバ ー がつ け られ る。 求人 側 は職業 紹介担 当者 が指示 した尺 度 のみ につ い

て,指 数 を示 す。
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1 ある場合 におい 好感のもて あ らゆる面にお あらゆる面 にお

てのみ好感 のも る印象を与 いて よい印象 を いて非常に良い

てる印象を与 え 印象を与 える一般的印象 える 与 える
る1 ll Il II

1 23 45 67

着 衣,清 潔 さ,身 だ しな み,起 居 振舞 な どの適切 さを考慮 す る。

社交性 に富んで

P 内 気,う ち とけ 無 口,静 かで あ 快活,友 好的で
い る。 全 く くつ

ろ い で い る。 固

ない,は ずか し る。 しか し堂 々 打 ちとけた感 じ くな っ て い る よ

パーソナ リティ
そうな応答をす

る

と応答す る。 か

た くなってい る

心 を開いて堂々

と応答する

うすはみ じんも

感 じられ恒'。

熱 心に応答する。
(性 格 、 ようにはみ えな 自ら話 しは じめ

いo
るこ ともある

1 ll ll 1 1

1 23 45 6 7

G 理解が非常にお 理解がおそい, 理解,考 えの表 理解が速い。考

そい,ミ スが多 時 間は少 々かか
現 ともに良い

えを論理的にま

一般的能力
い,考 えをうま るが考 えを表現

く表現できない で きる。

とめる。意見を

正確 に表現する

lll 1 1 1`

123 4 5 67

A' 現在の能力に 特殊の地位 また 特殊の地位また 自己 をのばすた

み あった仕事 は熟練のために は熟練のために めに非常に長い

希 望 度 を希望
短期 の仕事 また

は トレーニ ング

長期の仕事また

は トレ ー ニ ン グ

期間にわたる仕

事 または トレー

を希望 を希望 ニ ングを希望

1 ll lI 1`
1・

1 23 45 67

図2個 人特性指数

一122一



② キ ー ・ワー ド記 述

コ ンビ=一 タ内 に は,求 人、 求職両 方 とも240キ ャラ クタのキ ー ・ワー ド記

述 のた め の スペ ース が設 け られてい る。 使 用 され る言葉 は職 業 紹介担 当者 の用

いてい る言葉,あ るい はDOTか らに よる。 スペ ースには,教 育,経 験,興 味

個 人 の性 格 な どを記 述 す るの に使 われ る あ らゆ る ワー ドが記録 され る。

「ジ ョブ ・マ ッチ ン グ μ 職 業斡 旋過程)に おいて は,コ ンピュ ータは求職

者 の レコー ド中 のあ らゆ る ワー ドと求 人側 のデ ータ にお ける ワー ドを比較 す る。

求 人デ ー タ中 の一 つ の ワー ドは,そ れ が教育 な のか,経 験 な のか あ るい は興 味

に関 す るもの な のか に よって,求 職者 の レコー ドの中 の同 じワー ドと一 対比 較

され る。

た とえば,あ る求 職者 が統 計 に興味 をもって はい るが,そ れ に関 して の教育

も経験 もな い よ うな場 合 を考 えてみ よ う。 この よ うな場 合で もな おかつ彼 は,

統 計 の分 野 で教育 が あ り,か つ(あ るい は)経 験 が ある よ うな他 の求 職者 と一

緒 に考 慮 され る。 このように して,経 験 は少 い か あ るい は全 くない者 で も他 の面

で適 してお れば,よ く訓練 され,強 い興 味 を持 つ人 が優先的 に選 ば れ る とい う

こ ともあ る ので ある。

さ らに,経 験 のあ る求 職者 が フ ァイル の中 に登 録 されてい ない場 合 は,コ ン

ピ ュータは 自動 的 に,訓 練 を うけて い るか あるい は興 味 をもって い る求職者 の

中 か ら選 出 す る。 しか し,「 経験 」 とい う,ことが絶 対的 な要求 項 目に な るこ と

も あ り うる ので ある。

③ 絶 対的 な要 求項 目

職業紹 介担 当者 は,求 職 あ るい は求人 のいず れ の側 に対 して も特定 の選択 要

素,キ ー ・ワー ド,あ るい は記 述 され たカテ ゴ リー につい て 「絶 対的 な要 求項

目」 と して指 定 す るこ とが で きる。 た とえば,も し求職者 の レコー ドにお け る

「賃 金」 とい う項 目が 「絶 対的 な要 求項 目」 と して指定 された とす る と,コ ン

ピ ュ ー タ が 探 し出 した 仕事 はその賃金 を満 たす ものだ け とな る。 また,「 教

育 」 に関 して の分類 記述 を求 人側 か ら 「絶 対的 な要 求項 目」 に指定 した とす る

と,職 業 紹介担 当者 は求 職者 を探 し出 す場 合 に,そ の対 象 を教 育項 目に関 して

の記 述 が少 く とも一 つ は一致 す る よ うな求 職者 レコー ドだけ に限定 で きるので
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ある。

求職老 レコー ドと仕 事 の リス トに おけ るキ ー ・ワー ドや他 の選択 項 目を比較

す る こ とに よって,コ ンピュ ー タはそ れぞ れの求職者 が どの仕 事 に どれ だけ向

いて い るか とい うこ とを決 定 す る こ とがで きる。 また当然 なが らそ の逆 も可能

で あ る。 そ して コ ンピュ ー タは最 も適 して い る順 に5つ の結 果 をデ ィス プ レイ

上 に表示 す る。

(4)操 作

① ター ミナル の操 作

ビジュア ル ・デ ィス プ レイ ・ター ミナル に タイ プ され たデ ー タは ブラ ウ ン管

上 に表 われ る。 そ れ は容易 に変 更 ない し修 正 す る こ とがで き る。 修 正 の場 合 は,

先 に入 力 されていた文 字 が消 され,後 か らタイ プ ・イ ン した文字 が それ に とっ

てかわ る。 このデ ィス プ レイ 装置 では,正 確 を期す た めに入力 デ ータ をみ なお

す こ ともで きる。

タ ー ミナル上 の 「PRINT」 キ ー を押 す こ とに よって,デ ィス プ レイ上 の

文字 が プ リン トされ る。 デ ィ ス プ レイ され てい るデ ータは 「ENTER」 キ ー

を押 す こ とに よ り.コ ンピュ ー タに送 られ る。 「開始 」 と 「終 了」 を示 す文字

を使 うこ とに よって,デ ィス プ レイ された もの の一 部分 だ け をブ リソタや コ ン

ピュータに伝送 で き る。 そ して この場合,そ の他 の部 分 は消去 され る。

ビジュアル ・デ ィス プ レイ ・ター ミナル は,コ ンピュ ータ とは独 立 して作 動

す る。 「PRINT」 あるい は 「ENTER」 のキ ー を押 す こ とに よ り,デ ー

タは プ リンタあ るい は コ ンピュ ー タに240キ ャテ クタ/秒 の速 さで伝 送 され る。

② ペ ージ ング

デ ィス ク上 の記 憶 領域 はお のお の の ビジュアル ・デ ィス プ レイ ・ター ミナル

用に前 もって確保 され てお り,そ れぞ れ の記憶 場所 には現 在 デ ィス プ レイ され

てい る もの の外 に さ らに異 な る5っ のデ ィス プ レイ を記憶 す る こ とがで きる余

裕 っ ま り,ペ ージが とって あ る。

別 の情報 をデ ィス プ レイす るた めのペ ー ジン グ,あ るいはペ ー ジの中味 を再

びデ ィス プ レイ上 に 出す に は次 の よ うなキ ー を打て ば よい。
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aP/N"(次 のペ ー ジ を出 せ)

aP/P"(前 のペ ー ジ を出 せ)

(tP/L"(最 後 のペ ージ を出せ)

前 に出 た もの を再 び うつ し出 したい場合,た とえば最初 か ら3番 目のデ ィス

プ レイ内容 が ほ しい場合 はaP/3"と タイ プす れば よい。

この よ うに して,要 求 に合 致 し,見 つ け出 された求職 者 の レコー ドの どの部

分 で もうつ し出せ るわ けで ある。

③ 連鎖 的照 会

タ ー ミナル か らの照 会結 果 の一 部 と して ,求 職者 の社 会 保 険番 号 ま たは求人

番 号 が,グ ル ー プ分 類 コー ド(雇 用期 間一場所 一個 入の性格)と とも にデ ィス

プ レイ に表 示 され る。

この表 示 され た コー ド番号 に,4桁 か らな るコ ンピュー タむ け の記 号 を追 加

して,こ れ をコ ンピュー タに送 りか えす こ とに よって,コ ン ピュ ータ に ある特

殊 の働 き を させ る ことがで き る。 た とえば 〆SCNA"を 追 加す る と,こ れは

コ ンピュー タに ある特 定 の求職 者 の ため の求人 をうつ し出 させ るた め の命令 語

とな る。

職 業紹 介 の担 当者 が求 職者 の資 格 ・能 力 に関 して,当 初 のデ ィス プ レイ表 示

を再 び みた い場 合 には,そ の求職 者 のた め に コン ピュー タ に仕 事 を さが させ る

時 に使 用 した,4桁 の記 号 の前 に"×"を 入力 す れば よい。 この よ うに して ,

「仕 事 さが し」 の結果 が当初 の表示 と結 合 され,連 鎖的 照会 が可能 とな る。

求人 側 が この連鎖 的 照会 の結 果 を最初 か ら最後 までみ て い る場 合 に,求 職者

の資 格 ・能 力 に関す る当初 の表示 を再 びみ よ うとす る時 は
,"T/H"を 入 力 す

る。 この"T/H"は 「連鎖 的照 会 を終 了 し,こ れ と連結 した,当 初 の デ ィス

プ レイ表示 を保 持 せ よ」 とい うこ とを意味 して いる。

④ 接続 の終了

職業 紹 介 の担 当者 が必要 な こ とをす べ て終 えた場 合 はttT/C"が 入 力 され

る。ttT/C"は 現在 の照会 を打 切 り,タ ー ミナル を開放 し他 の照 会 がで き る

よ うにす るた め の命令 で ある。

⑤ 印刷 用 のタ ー ミナル
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数 個 の ビ ジ ュ ア ル ・デ ィ ス プ レ イ ・ タ ー ミ ナ ル の 間 で,キ ー ボ ー ド を も た な

い タ イ プ ラ イ タ が 共 有 さ れ て い る が,こ れ は デ ィ ス プ レ イ ・ タ ー ミナ ル,あ る

い は コ ン ピ ュ ー タ か ら要 求 さ れ た メ ッ セ ー ジ を 印 刷 す る も の で あ る 。 こ の 印 刷

は 現 在 の プ ロ グ ラ ム で は ビ ジ ュ ア ル ・デ ィ ス プ レ イ ・ タ ー ミナ ル,あ る い は 穿

孔 された カ ー ドの どち らか に よっ て開始 され る。

新 しく 「仕 事 さが し」 をす る時 には((NEWA"と い う記 号 を使用 し,こ れ

が コ ンピュ ータに入 力 され る。

各項 目を区 別す るナ ンバ ー を使 用す る こ とに よって,ど の よ うな順 序 でで も

入力可 能 で ある:

NErVA13902470322Fnat)3123620284JONES

5JAnaES7974CASTLEPLACEgAifAD,SON1253703

73255736875〃76122829775097875079S

20Y27γ36FORE∫GNCARS38〃ECHANIC3YR39USAtRFORCE2YR

47naECHAA〃C45EELECτROA〃CS〃VSτR(ノnaEtVτREPAlR

XA{ノ τ0〃OB∫LEAIRCRAFτ 〃ECH4〃 ∫Cノ〃SPECTIO〃'〃SτRLノ 〃ε〃τ

REB(ノ'LDINGHYDRAC/L'CSREPAIR'〃VSPECT'ONDRAFT'〃G

327247W∫LLWA,τFORGOOL)JOBノ 〃 ルfADISOIV37450HR

"APPL"と い う記号 お よびそ の求 職者 の社会保 険番 号 をタイ プ ・イ ンす

る こ とに よって コ ン ピュ ータは次 の よ うな表 示 を行 な う:

390247032

A〃0312

974CASτLEPLACE2557368

ルIAD'SOA1レ 〃S53703

WILLVVAノ τFORGOOD

JOBノ 〃AtfAD/SON

」0〃ESJA〃 εS〃39∫5'09"750CL

E12ELECτROA〃CS〃VSτRCノ 〃E/VτREPメUR
・X

,4UTO〃OBtLEA〃?CRAFτ'〃ECHA〃'C

'〃SPECτ ∫O〃 ノ〃SτR{ノ〃 ε〃τREBU'LDt〃G

HYDRAL/L'CSREPAIR'〃VSPEC7』'ONDRAFτ1〃G

lFORE'G〃CARS$450HR〃ECHAA〃C3YR

2{ノSA'RFORCE$A4ECHAAtlC2YR

3

DEC20〃'CROτROA〃CS730160$200Wκ

DεCO5〃ADISOAt〃OτORS130075$175rVκ 〃〃

求 人 が あ ら た に 発 生 した 場 合 は,ccNEWO"と い う記 号 を タ イ プ ・イ ン す

る こ と に よ っ て,こ れ が コ ン ピ ュ ー タ の フ ァ イ ル の 中 に っ け 加 え ら れ る:

NEWO71301602F〃D3723/AISτR{ノnaE/Vτ τECH4710281

5〃'CROτROA〃CS91432A40AtROE70/14AD'SON742663726

77ALS〃 ∫τ〃21206526121429200VVκ

35EDRAFτ'〃GELECτROAt/CSHγDRAUL/CSX'〃SPECτREPAIR

REB{ノ'LDSC'EAtτ ノF/C'ノVSτRLノ 〃εA〃'S∫LEARNDES'GAt

37ADVANCE〃E〃 アDEPENDS{ノPONAB'LIτYτOSUGGESτ ∫A4PROVEII4EIVTS
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求 人 リ ス トは ・cORDER"と い う記 号 と,求 人 番 号 を タ イ プ ・イ ソ す れ ば

表 示 さ れ る:

730760〃ICROτRO∫V/CS∫ ∧tSTRCノ〃ENアTEC〃

FMD3127432〃0/VROE$200MVκ

A4AD/SONEDL/72-74AGE20・65

266・3726ALSna/THEDRAFτ ノ〃GELECアROAt∫CSHYDRA(ノL'CS

X1/VSPECτREPAIRREBLノ ノLD∫C'E〃 τ'E'C

'AtSTR{ノAtfEA〃'S/LEARNDES/G/V

,4Dレ ソA〃Cε〃ε〃τ ρερε〃DS

(ノPONAB'L'τY7「O

SL/GGESτ ノnePROVEnaENTSRDEC20JO〃ESJAMES390-24-70320JH

求 職 者 の た め の 「職 さ が し」 はccAPNM"と い う記 号 と,そ の 求 職 者 の 社

会 保 険 番 号 を タ イ プ ・イ ソ す る こ と に よ っ て 始 め られ る 。 求 職 老 が 指 定 し た

「絶 対 的 な 項 目」 を満 た し て い る も の が5つ あ っ た とす る と,「 仕 事 さ が し」

の 結 果 と し て5つ の 仕 事 が 表 示 さ れ る 。

他 の 都 市 で の,あ る い は 他 の 職 種 で の 働 き 口 を み っ け よ う と す る 求 職 者 の た

め の 仕 事 さ が し に 際 して は,ま ずttAPNM"を,そ して そ れ に 加 え て そ の 人

の 社 会 保 険 番 号 お よ びFMY280の よ う な,グ ル ー プ分 類 コ ー ド(雇 用 期 間 一

場 所 一 個 入 の 性 格)を 入 力 す る。

同 様 に,求 人 側 か ら の 場 合 はttORNM"と 求 人 番 号 を 入 力 す る 。 他 の 地 域,

あ る い は 職 種 の 中 か ら さ が そ う と す る 場 合 に は,そ の グ ル ー プ 分 類 コ ー ド番 号

を も 入 力 し な け れ ば な ら な い 。

"REFR"と 求 職 者 の 社 会 保 険 番 号 お よ び 求 人 番 号 の 入 力 に よ り求 職 者 に

対 して は,「 .DEC20MICROTRONICS130160$200WK」,求 人 に 対 し

て は,「DEC20JONESJAMES390-24-70320J]田 の よ う な照 会 が 行 な わ

れ る。 そ し て,次 の よ う な 内 容 が 表 示 さ れ る が,こ れ は 「PRINT」 キ ー を

お す こ と に よ っ て 印 刷 さ れ,求 職 者 に 渡 さ れ る:

E♪(A〃PLEOF1〃 τROD(ノCτ ノ0〃CARD

IAtτROD(ノC/A/G:JOAtESJAMES390・247032

TO.'nalCROTROA〃CSDAτE:12/20/68

1432A40AtROE

/14ADISOAt

FOR:ノ 〃SτRU〃E〃 τ τECHORDER〃0:730760
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別 のオ フィス にあ る他 の ター ミナル ヘ メ ッセ ージ を送 る こ ともで き る。 この

場 合 には,ttROUT"と3桁 か らな るア ドレス お よび メ ッセ ージ内容 をタイ

プす る。 .ttAP2D"お よび"OR2D"は,新 しい グル ー プ分類(雇 用期 間

一場 所 一個人 の性格)情 報 と
,求 職者 あるい は求 人者 の第二 次 リス トを作 成す

るた めにす で に コ ンピュー タが保 有 して い る記録 とを結 合 させ る記 号 で ある。

求 職 申込 あ るいは求 人 を一 つ 以上 の職業 グル ー プ分類 に あては めて,よ り親

切 なサ ー ビス を行 な う場 合 は いつ も これ らの記 号 が 用い られ る。 た と えば,ミ

ル ウ ォーキ ーに住 む 求職 者 が ミル ウォ ーキ ーのみ な らず マデ ィ ソンで の仕 事 を

も考 慮 して も らい たい場 合 は,ミ ル ウ ナーキ ーの係員 はマ デ ィ ソンの ファイル

に,そ の求職 者 に関 す る記録 の コピー を,CtAP2D"と 打 ちそ のあ とで求 職

老 の社会 保険 番号 とマ デ ィ ソンの職 業 グル ー プ分類 コー ドをタイ プ ・イ ンす る

こ とに よって,入 力 す る。

ttADTA"は 求職 者 の レコー ドにデ ー タ をつ け加 えた り
,修 正 した りす る

ときに用い る命 令 で あ る。aADTO"命 令 は求人 リス トへ のつ け加 え,あ る

いは修 正 を行 な わせ る時 用い る。

す で に不 必要 とな った求 職者 の レコー ドを抹 消す るの には,ttADTA"と

そ の求 職者 の社 会保 険 番号,そ してtC50P"を タイ プ ・イ ソす る。 この場 合

の文字(tP"はaPurge(追 放)"を 意味 し,ま た"50"は 求 職者記 録 の番 号

を表 わ してい る。 求 人 デ ータ の場 合 に も この"P"が 用 い られ る。 コ ンピュー

タは,指 定 された後 の ファイル検索 におい て それ らの求 職者 の記 録 ,あ るい は

求 人 デ ータ を無視 す るので ある。

職 業紹介 所 の業務

① 求 職 の申込

まず,求 職者 は求 職 申込 書 に必要 事項 を記 入 す る。 そ の場 合,職 業 紹介所 の

職 員 が,分 りに くい点 は指導 し,申 込 書 の間違 った箇所 の訂 正 を行 ない,そ し

て タ ー ミナル に その情報 を入 れ る。次 に,職 業 紹介 の専 門 家 が求 職者 の社会保

険番 号 に よって コンピ ュー タか ら求職 内容 を引 き出 し,こ れ の調 査 ・編 集 を行

い,分 析結 果 か ら得 られ る新 た な項 目 をこれにつ け加 える。 コンピュー タに よ
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って クロス ・イ ンデ ックス と識 別内容 が一般 職員 のい る場 所 に おかれ た ター ミ

ナル か ら印刷 され る。 そ して ,求 職者 が コ ンピュー タの探 し出 した仕 事 に満 足

で きな ければ,申 込 内 容 は適 当に修正 され る こ ともある。

求職 者 の作 成 した申込 書 は、 コ ンピュー タやデ ー タ伝送 上 のエ ラーに備 えて,

最 終的 なバ ックア ップ と して使 うた めに ファイ ル して おか れ る。

求職者 が職業 紹 介サ ー ビスへ登 録後 に新 しく付 け加 えたい項 目が出 て きた場

合 は,当 初 の申込 書 に書 き加 える必要 はな く,そ の新 しい情 報 をコ ンピュ ータ

の記憶 フ ァイル に入 れ るだ けで良 い。普 通 は,も し申込 者 が ウィス コンシ ン州

の どの職業 紹介 所 で登 録 した と して も,そ の求 職 内容 は,非 活 用 の コン ピュ ー

タ ・ファイ ル か ら引 出 され,更 新 されて,再 び活 用 され る。

② 求人 の申込

求 人 申込 はた いて い電話 で受 け る。 申込 を受 け た係 員 に よって ,そ の申込 を

直接 コ ンピュー タに タイ プ ・イ ソす るこ ともある し,最 初 申込 書 に書 いてか ら

コ ンピュー タに入 れ る こ ともあ る。 どちらの場 合 もバ ック ・ア ップのた め,コ

ンピュ ータは コ ピー を印 刷 して お く。 あ る仕事 は他 の もの よ りもよ り多 い頻度

で記 憶 ファイ ル か ら引 き出 され る。 求人者 か らく り返 し受 けた求 人 申込 は コ ン

ピュー タの求人 マ ス タ ー ・フ ァイル に記憶 され,時 に応 じて引 き出 された り,

書 き直 された り,新 しい求 人 申込 と して ファイ ル された りす る。 求 人 マス ター

・フ ァイル に よ
って,職 業 紹介 所 では,仕 事につ い ての よ り完全 な情 報 を得 た

り,求 人受 付時 間 を節約 す る こ とがで きる。 あま り活 用 され ない求人 は,一 時

的 に このフ ァイ ル に記 憶 され,も し必要 になれば再 び活 用 され る。 このフ ァイ

ルか らえ られ る総括 情 報 は,職 業紹 介情報 システ ム にお ける重要 な部 分 を占 め

てい る。

③ ヴィジ ュアル ・デ ィ ス プ レイ装 置 の使 用

特 に季節 的 に失 業 率 が高 い時 期 には,職 業 紹介 所 の担 当者 は,紹 介所 に戻 っ

て きた求職者 の全 員 と再 面接 す るこ とは,し ば しば困 難 とな る。 ある紹介 所 で

は今 まで職業 コー ドが求 職 リス トにの っていない求 職者 の面倒 は見 て なかった。

また,他 の紹 介所 で は,求 職 者 は,自 分 に適 した仕 事 がな い場 合 には,係 員 と

面接 す るた め に長 い 間待 た ねば な らな かった。
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紹介所 の係 員 は,求 職 受付 の時点 で,タ ー ミナ ル を使 用す るこ とに よ り,コ

ン.ビュ ータの保持 して い る求 職者 に関す る記録 を利 用す る ことがで'き,こ れに

記 録 された個 人 ご とのサ ー ビス計画 に も とつ いて,求 職者 の必 要 と して い る も

のが何 で あ るか を知 る こ とがで き る。 求 職老 の中 に は,職 業 紹介専 門家 の とこ

ろへ行 く者 や,テ ス トまたは カウ ンセ リン グを受 けた り,雇 用関 係 の専門 家 の

ところへ行 く者 もあ る。 また,た とえば,一 時 的 に解 雇 されて はい るが,復 帰

を期待 して い る人 が,紹 介所 の係 員 に コン ピュータで紹 介業務 を行 なって も ら

った結果,当 人 に は他 の仕事 の可能 性 が ない とい うこ とが判 明 した後 で,元 の

職 に戻 る こ とも あ りう'るので ある。

④ 仕事探 し ●"

職業 紹介所 の担 当者 は,求 職者 のため に仕 事や 職業訓 練 の機 会 を探 す ときヴ

ィジュア ル ・デ ィス プ レイ ・ター ミナ ル を使 用す る。 コ ンピュー タは求 職者 の

要 求 に最 も合致 した もの を一 番最初 にデ ィス プ レイす る。

職業 紹介担 当者 は,コ ンピュー タ を利 用 して,紹 介 内容 を示 す書類 や求 職者

に事務 所 へ来 訪 す る こ とを依 頼 す る文 書 あ るい は,求 職者 に対 し雇 用者へ の報

告 を依 頼 す るダイ レク ト ・メ ール用 書類 を印刷す る こ ともある。 また;求 職者

が当初作 成 した求 職 申 込書 の要約 を印 刷す る こ とに よって.求 職者 が雇用 者 へ

提 出 す る申込用 紙 へ の記 入 を助 ける こ とも ある。 これ らの要 約 はま た・ 求職者

の仕事 を開発 す る 目的 で雇 用者 にも見せ られ る。'"

求職老 お よび雇 用者 に代 って行 な う職 業 あっせ ん活 動 に関 す るす べて のデ ー

タは,こ れ らの活 動 が政 府 の要 望 に かな ってい るか,ま た,求 職者,'雇 用者 の

相互に良い援助 となっているか,と い う点 を後で調べるためター ミナルに記録 される。

⑤ 夜 間サ ー ビス

夜 間 は コン ピュー タは 自動 的 に次 の よ うな作業 を行 な う。

'(i)職 業紹 介所 の担 当者 が要 求 した追 加 フ
ァイ ル の探 索

(iD過 去一 週 間 に活 動 の見 られ なか つた求 職者 あるい は雇 用 者 に関す るフ ァイ

ル の探索

㈹ 過 去一 カ月,仕 事 の得 られなか った求 職老 お よび求 職老 が決 らな かった仕

事 に関す るフ ァイ ル の探索
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(IV)過 去 一 カ 月間,職 業 紹介 所 とコ ンタ ク トのな かった求職者 の リス ト ・ア ッ

プ。 これは求職著 た ちが,ま だ求 職 中 で あ るか どうか を紹 介老 が知 るた めに,

彼 ら と連絡 を持 つ た めで ある。

(V)特 定 期 日 を要 求 してい る求人 や追 加 メ ッセ ージの印刷

(vb各 求 人 につ いて当 日まで に行 なわ れ て きた活動 につい て の情報 の提 供

これ らは夜 の うちに印刷 を終了 し,そ の結 果 は翌朝 に は も う利 用 で きる よ う

な体 制 に なっ てい る。

(6)シ ステ ム の構 成

① 機器 構 成

次 の二 つ の図(図3,お よび図4)は ニ ュー ヨー クのマ デ ィ ソン ・ア ヴェ ニ

ュ ー にあ る二 つ の職業紹 介所 におけ る試 験的 オ ペ レー シ 。ソのた めに必要 な装

置 を示 して い る。 この システ ムに ミル ウォーキ ー も接続 す る こ とに なれば,こ

れ よ り容量 の大 きいデ ィス ク記憶装 置 や ミル ウ ォーキ ー にお ける,い くつ かの

タ ー ミナ ル の設 備 が システム に要 求 され るだ ろ う。

図4に よって分 るよ うに コン ピュータ は三 つ の仕事 を同時 に片づ ける こ と を

示 して い る。 す なわ ち,オ ンライ ンに よる職業 紹介サ ービス,失 業手 当 の給 付

お よび名簿 管理 の よ うな仕 事 の三 ろ で あるb

ウ ィス コ ンシ ン州 の よ うに州全体 のオペ レーシ ョンをす る場 合 には,設 備 に

か か る コス トや人 員 の削減 は,紹 介所 に お ける実験 が終 了 しない と見積 る こ と

はで きない が,も しシス テム が期 待 どお り稼 動 す れば,職 員の増 員 を行 なわず

に よ り多 くの人 た ちに もっ と良 い職業 紹介 サ ー ビス を与 え られ るだろ う。 これ

らの紹介 所 にお け る初期 の実 験結 果 か ら,引 き続 き研究 開発 をす す め るこ とに

よって,メ リッ トが十分生 じる とい う可能性 が分 って いる。

② フ ァイ ル構 成

求 職者 と求 人老 に関 す る情 報 は図5に 示 す とお り,多 数 の コ ンピュー タ ・フ

ァイ ル に記 憶 されてお り,こ れ らは,求 人番 号 あるい は求職者 の社 会保 険番 号

の いず れか に よって連結 されて い る。 以下 に,こ れ らの各 ファイル につ い て簡

単 に説 明 す る。
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"ス ク リーニ ン グ ・フ
ァイル"に は,求 職 と求 人 の照 合 のた め求職老 と求人

者 の特 質 だ けが含 まれて お り,こ れ に よって システ ムの ス ピー ドを増 す よ うに

して ある。

κデ ータ ・フ ァイ ル"に は
,ス ク リー ニ ング ・ファイル に入 ってい るもの以

外 の,求 職者 と求 人者 の讐方 に役 立 つ情報 がす べて収 め られ て いる。

〆参照 用 ヒ ス トリー ・ ファイル"に は,求 職者,・求 人者 に関す る参照 項 目が三

つ 以上 ある場 合 に,そ の三 つ を超 える分 の項 目が収 め られて い る。

κテス ト ・レコー ド ・フ ァイル"に は
,テ ス トを受 けた こ との ある求 職者 の

記録 が収 め られてい る。

図S.eこ は示 してな いが,趣 く少 な いパ ーセ ンテ ー ジの求 職者 に だ け影響 を及

ぼ す特 別 求職者 に関す る記録 を収 める別 の フ ァイルが あ る。 普段 ほ とん ど必要

の ない情報 を,こ の付加 ファイル に収 めて お き,必 要 の ときだ け使 用す る こ と

に よって,す べ ての求職者 の記録 を必 要以 上 に長 く しな くて済 む た め,記 憶 容

量 が節 約 で きるので ある。 しか し,利 用者 に とっては,あ た か も,求 職者 あ る

い は求 人者 に関す る情 報 がす べ て一 つ の ファイル に収 め られて い る よ うにみ え

るだ ろ う。

毎 日の業務 は,シ ステ ム全体 のバ ック ・アップを行 なうため の一 部 として テ ー

プ に記録 され,業 務 の報告 や評 価 に使 用 され る。
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2.8都 市 行政 に お ける デー タ ・バ ン クの運 営

(1)は じめ に

大 て いの政府機 関 は,給 与 支払 事務 の ような繰 り返 しの 多 い事 務 を遂 行 す るた め

にEDPを 利用 す る傾 向が 強 く,あ らゆる レベ ルのマ ネ ージ ャ ーが それぞ れ 自身 に

任 命 された 職能 につ い て計 画 し,評 価 し,管 理 す るた めに必要 な生 きた経 営情 報 を

提 供 する コン ピュータの性 能 を無視 して来 た。

ご く最 近 に なって,マ ネ ージ ャー も経 営 上の意思 決 定 の基礎 とす るため実 際 に役

立 つ情報 を提供 す る コンピュータ ・システムを利用 し始 めて いる 。経 営 情報 システム

が漸 次強調 され て来 たが,そ の関心 は,替 ってデータ ・バ ンクに 注が れ て きている 。

デ ータ ・バ ンクは比較 的 に新 しい アプローチで,同 じ基礎 的 デ ー タを経 営 情報 用 に も,

また税務 事務の よ うな事 務 作 業用 に も使 用す る こ とが で き るもの で ある 。以 下 にお

いて,デ ータ ・バ ンクの概 念 を究明 す る と ともに,ヴ ァ ージ ニ ア州 の ア レクサ ン ドリ

ア市 で現在稼 動 している システ ムに もとず いて,地 方 自治体 におけるデータ ・バ ンク

開発の ため の ガイ ドライ ンを示 す こ とにす る。

(2)稼 動 中 のデ ー タ ・バ ンク

最 近,ア レクサ ン ドリア市 にお いて,6人 の市庁 責 任者 か ら以 下の よ うな情 報 が

一週 間以 内に ほ しい と要 求 された
。す なわ ち,

・市 長

・交 通 局 長 ・…

・公共事業局長

・警察 長

市域 の3,518の ブ ロ ックと交差 点 に取 り付 け られ てい る街 路灯 の

種類 と,犯 罪 ・事故 の件数 と種類 との間 に どんな関 係 が存 在 す る

か を明 らか に して,市 の街路 灯計 画 を評価 した い。

…過去3ケ 月間 に5件 以 上 の事 故 が発 生 した交差点1
,200ヶ 所 にお

け る信 号 方式 の種 類,街 路 の級別,舗 装 の種類,交 差点 の広 さな

どを調 査 したい。

一市 の歩 道全部 の状 況 を報 告 してほ しい。

・都市 開発 本部 長 ・

各地 区 内 の犯罪 と逮 捕例 全部 の要 約 がほ しい。

・2ケ 所 の都 市 開発予定地 域 に つ いて福 祉 事例
,家 屋 建築 制 限法

違反,娯 楽施 設,火 災,死 亡率,犯 罪,逮 捕等 の密度 や位 置 の分

析 にっ い ての調査 を行 な いた い。
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・公 園監督 局長 ・:一市 の2 ,318・のブ ロ ック につ いてブ ロ ックの長 さ,通 行 部分 の 巾)

歩 道 の種 類 を示 した アル ファベ ッ ト順 の表 がほ しい 。 これ は,管

下 の樹 木 刈込 み チ ーム の作業 の順序 立 てや報告 に す るだ めであ る。

ところで大方 の市 だ った ら,以 上 の課題 を全部 や り遂 げ る のに どれ位 の期 間 を要

す るだろ うか。 また,ど れ程 の経 費 がかか る ことで あ ろ うか。ア レクサ ン ドリアに

おけ る実 際例 で は,こ れ らの課題 全部 が3通 複 写 されて 同 じ週 の金曜 日までにな し遂

げ られ たの であ る。そ して,こ れ に要 した全経 費 は,要 員 の稼動3時 間 と コン ピュ,

一夕使 用料67ド ル50セ ン トであ
った。

この種 の業務 執行 は人 口12万 の ア レクサ ン ドリア市 で はすで に 日常化 して いる。

当市 で は通 常,デ ータ ・バ ンクと呼 ば れる都市経営 デー タ ・システムを稼動 させ て いる

ので あ る。

(3)デ ータ ・バ ンク とは何 か

基本的 には,デ ータ ・バ ンクとは,種 々 の 目的に使 用 され る よ う設 計 され た情報 マ

スター ・ファイルの ことで,た とえば不動 産税徴収 情報 を土 地利 用情報 と兼 ね させ て,

同一 の マスター ・ファイルが納税 通知 と土地 利用 分析 の両 方 に利 用 され てい るパ ンチ

カー ド・ファイルの よ うな単 純 な もの も これ にあ ては まる 。

マスター ・ファイル機 能 に加 えて,デ ータ ・バ ンクは,マ スター ・ファイルの情報 を更

新 す る手続 き と,(通 常 は コンピュータ ・プログラムの一種 で あ る が)マ ス タ ー ・フ

ァイ ルか ら情報 を経'営に役 立つ 形 で取 り出す方法 とを含 む もので なけれ ばな らない。

た とえ,元 来 は いろ い ろな事 実 が単一の特 定 目的 の た めに収集 され た もので あ ろ う

とも,デ ータ ・バ ンク方式 では,そ の情報 を経 営者 のた めの一般的使 用 に供 す る こ と

がで きる。そ の結果,ほ んの僅 か の経費 を追 加す る こ とに よって新 しい経 営 能 力 を

っ け加 えてデ ー タ処理 コス トを低下 させ得 るの で ある 。 ・

最 も小 さい機関 は別 に して,パ ンチ カー ドに よ るマスター ・ファイル を用 い るデ ー

タ ・バ ンクは,デ ータ ・バ ンクの第一の利点である利用 の柔 軟性 を考慮 す る と,高 価 で

もあ り,や っか いで もあ る。 た ど えは,ア レクサ ン ドリア市 のデータ ・バ ンクはパ ン

チ カ ー ド25万 枚 以 上 に相 当す る3本 の磁気 テ ープ に よる,当 市の2個 のマスター ・フ

ァイ ル を蓄 積 し得 るコンピュータ ・システムを使 用 して い る。 コン ピュ ータ の高 速世
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と柔軟 さのお かげで,殆 ん どあ らゆる種 類 の レポ ー トを同時 に15種,時 間 に して2

時 間以内 にマスター ・ファイル を使 って作 成 す る こ とがで きる 。

(4)デ ータ ・バ ンクに投入 で きるの は どん な情報 か

どん な情 報 がデータ ・バ ンクに蓄積 され るか は,全 面的 に,利 用 す る 目的 に よる。

ア レクサ ン ドリア市 のデ ータ ・バ ンクは,会 計 や人 事 に関 す るデ ータの よ うな組織 関

連 情報 で はな くて,市 関連 情報 を含 ん だ,主 と して外部 データ ・バ ンクである。現 状

で は,当 市 のデータ ・バ ンクはすでに触 れ た よ うに2つ のマスター ・フ ァイル を使 用 し

て いる。街 区フ ァイ ルは市 の3,518の ブ ロ ックと交差 点 に関 す る情報 を120項 目に

つ いて保 持 してお り,一 方,区 画 フ ァイ ル には土地20,000区 画 の情報 を91種 類 の形

式 として保持 して い る。そ して,こ れ らのマスター ・ファイルはいずれ も市中 の何処

にで も関 係 のあ る情報 の レ コー ドあ るいは ファイ リング ・ス ロッ トを提 供 してい る。

街 区フ ァイル に含 まれ てい る情 報 は次 の如 くで ある。

・国勢調 査標準地 域 ,計 画地 区の よ うな分類 に よ るもの(8項 目)

・車線数,信 号方式,大 量運 送路,パ ー キング ・メー タ,歩 道,縁 石 と排水溝,巾

員,舗 装 の種 類 と状態,建 設 デ ータの よ うな公共事 業 や交通 関 係の もの(48項 目)

・街 灯,火 災報 知 ボ ックス,消 火栓 の種 類 と位 置 に関す る もの(12項 目)

・警察 消防 ,保 健,福 祉部 門の活 動 を扱 い,か つ犯 罪,逮 捕,福 祉 事例,看 護訪

問 の数 と種 類 の よ うな情報(53項 目)

区画 フ ァイ ルは,各 土地 区画 の位 置 大 きさ,価 値 所有 権(工 場 地帯 住宅

地 帯 な どの)地 帯 制,取 引価 格 に関 す る情 報,更 に就学 児童 の数,滞 納税 金,屑

収集地 帯 の よ うな種 々の項 目に関 す る情報 を包含 してい る。一 つ また は それ以 上の

建物 につ い ての情 報 を持 つ そ れ ぞれ の区画 に対 しては,そ れぞ れ の建物 につ い ての

21項 目か らな るサブ レコー ドが あ り,そ の内容 は,規 模,利 用 状態,建 築 の 日付 と

種類 ・状態 な どで あ る。各 建物 内 の各 世帯(事 業 所)の 追加 サ ブ レ コー ドが,世 帯

の位 置,種 類,規 模 に関す る情報 を提 供 す る。

(5)デ ー タ ・バ ン ク は ど の よ う に 動 作 す る か

ア レ クサ ン ド リア市 の デ ー タ ・バ ン ク を動 か して い る の は フ ァ イ ル の 生 成 ・維 持,検
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索 お よび レポ ー ト作成 の3本 の関連 プ ログ ラムで ある 。

まず,フ ァイ ル生成維 持 プ ログ ラム に よって コン ピュータは完 結 した レ コー ドあ

るい は1レ コー ド内の個 々の項 目につ いての挿 入や,削 除 を行 な い,か つ新 情 報 を

追 加 しまた は削除す る。検 索 プ ログ ラムに よって,デ ータ ・バ ンクの情報 が どん な種

類,ど んな量 で あれ,そ の在 るか無 いかに つい てマスター ・ファイル を探 索す る こ と

が で きる。 レポ ー ト作成 プ ログ ラム は情 報 を利 用者 の望 む形式 に作 り,標 題 や題 目

を書 き入れ,合 計 を付 け加 え,面 積 を平 方 ヤ ー ドに変換 した り,面 積 を出す た めに

長 さに 巾 を乗 じた りす るよ うな利 用者 の希望 す る計 算 を実行 す る。

これ等 の 多性 能 の プ ログ ラムは市 の ため に,あ る独 立 会社 が開発 した もので あ る

が,デ ータ ・バ ンクのシステ ム分析 も この会社 の行 な った もの であ る。独 自のプ ログ

ラム ・パ ッケ ージ に よって,市 の職員 は予 め印刷 された一揃 の簡単 な書 式 に ただ書

き込 む ご どに よって作 業 の範 囲 を拡× して実行 す るようにデー タ ・バ ンクを利用 す る

ことがで きる。利用者 の要 求 が書 きこ まれ てい る これ らの書式 は,正 確 を期 してア

ナ リス トのチ ェ ソクを経 ての ちに コン ピュータ に入れ られて処理 され,報 告書 が作

成 され る。15も の要 求 が同時 に処理 され て,こ のシ ステ ムの利 用 を極度 に経済 的 な

もの に しで い る。

利 用者 の要 求 は大方 の シス テムに お ける よ うにプ ログラム化 され る必 要 が な い こ

とに注 目され たい 。基本的 なデ ータ ・バ ンク ・プログラムによって,プ ログ ラ ミングの

追 加 を行 な うこ とな く,コ ン ピュータ は各要 求 を読 み込 み,処 理 で きるので あ る。

それ に加 えて,も う一 つ の利 点 が あ る。す なわ ちこのプ ログ ラム ・パ ッケ ージ はほ

んの僅 かの修 正 に よって完 全 に異 な るマスター ・ファイル を処理 す る こ とが可能 で あ

り,か くマス ター ・ファイルのの追 加 に よってデー タ ・パ ンクを殆 ど無 制限 に拡張 で き

るの であ る。 そ して どんな に多 くのマス ター ・ファイ ルが包含 された に して も,利 用

者 の手続 きは従 来 どお りで変 更 の必要 は全 くな いの で ある。

(6)デ ー タ ・バ ン ク は ど の よ う に マ ネ ー ジ ャ ー を 支 援 す る か

ア レ クサ ン ドリア 市 に お け る よ う なデ ー タ ・バ ン ク の お か げ で,市 庁 の あ らゆ る 局,

部,事 務 所 の ス タ ッ フ に と っ て コ ン ピ ュ ー タ は 大 変 低 コ ス トの も の と な る 。

デ ー タ ・バ ン クの お か げ で,フ ァ イ ル 用 の キ ャ ビ ネ ッ トや 専 用 の 書 式 か ら情 報 を と
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る必要 はな くな り,ま た ファイ ル紛 失 の心配 もな くな る。デ ータバ ンク内 の情 報 は,

どの局所 が収集 したデ ー タで あるか に拘 わ りな く,誰 に で も どんな望 み の様 式 に も

即 座 に利 用可能 で あ る。

データ ・バ ンクは一回か ぎ りの調 査 に お ける経 費 や遅 れ をな くす こ とがで きる。 そ

れ は,こ の よ うな調査 は往 々 に して,大 部 分 の情報 が組 織 の何 処 かに保管 され てい

る に もか かわ らず実施 され るか らであ る。複雑 な調 査 で も当 日の朝 開始 された もの

が,デ ータ ・バ ンクを使用 す れば,昼 迄 に は調査 分析 が完 了 し,最 終報 告書 が手 渡 た

され る。(特 別 の緊急性 が な い限 り,い くっ か の要 求 を一 ま とめに して処理 す るの

は も っ と経 済 的 で ある。)

データ ・バ ンクを利用 して,各 部 局 は 日常業務 に も コン ピュータ を使 用 で きる 。 コ

ン ピュータの利用 に よるデータ ・バ ンクは,フ ル タイ ム勤務 の タイ ピス トが作 成 す る

のに6ケ 月以 上 を要 す る報告 書 を10ド ルで編 集 しタイ プす るこ とがで き る(1例 は

前述 の公 園監督 局長 の要 求 で ある)。 コン ピュ ータ はマス ター ・ラァイル を複 写 し

てタイ プに打 ち,計 算 上 ま た は印刷 上 の誤 りを冒す こ とが ない。

要 員,資 金,時 間の制 約 か ら通 常実行 で きない調 査 で もデータ・バ ンクで実行 す る

こ とがで きる。 その場 合,調 査設計 の品質 と改 善,あ る いは期間 中発 生 す る変 化 を

分析 す るた めに必要 に応 じて何 回 で も調 査 を繰返 す こ とが で きる 。

データ・バ ンクは,そ の中 に含 まれ るすべ て の情報 の広範 な歴史記 録 を提供 す る。

これ はテ ープ を利用 す る データ・バ ンクに おい てのみ確 かな こ とであ る が,そ れ は,

この方式 で は,デ ータ・バ ンクを更新 す る度毎 に,新 しいマスター ・ファイル用 の磁 気

テ ープ に書 き込 み を行 ない,以 前 の 旧 マス ター ・テープ ・ファイルは,そ のまま,変 更

な く保存 してお くこ とがで きるか らで ある。

(7)デ ータ ・バ ンク設置 ・運 営 のた め の指針

データ・バ ンクは理想 的 に はそれ だけ で収 支相 償な うべ きで ある。す な わ ち,シ ス

テ ム は徴税令 書 や通常 の報 告 の如 き 日常 業務 を十 分 成 し遂 げ る こ とが必 要 で あ り,

そ うすれば他 のすべ て の利 益や利 用 を無償 で得 るこ とにな るので ある。 この 目標 は

しば しば達 成 で きない こ ともあ るが.こ こで以 下 に,デ ータ・バ ンクを造 り上 げ運 営

す る コス トを最少 限 にす る 多 くの ガイ ドライ ンをあげ てみ よ う。
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〈 トップ経 営者 の支援 を得 る こ と〉

データ・バ ンクは組 織 内の 多 くの 部 門か ら情報 を得 る こ とは必 然 で あ り,関 係 部局

の完 全 な協 力 を必要 とす る。ア レクサ ン ドリア市 の データ ・パ ンクの平常 の オペ レー

シ ョン はデ ー タ処理 部 が引 き受 け てい る が,デ ータ ・パ ンクの設計 と開発 は直接 市長

室 の管理 の も とで行 な われ た。

〈専 門家 の援 助 を利用 せ よ〉

も しあ なた の機 関 が真 に特 別 の組 織 とプ ログラ ミング ・スタッフを持 って い るので

な か った ら,こ の よ うなデータ ・バ ンクの設 定 は独力 で遂行 で きるプ ロジ ェク トで は

な い。 そ こで,外 部 専 門家 を利用 す る方 法 があ る。事 実,ア レクサ ン ドリア ・シス テ

ムに使 わ れ てい る コンピュータ ・プログラ ムは極 め て複雑 で あ り,当 市 の コンサ ルタ

ン トの見積 に よれば,プ ログラム・パ ッケ ージ(こ のデータ・バ ンクの多性 能 と低 コス

トに よる稼 動 の鍵 とな って い る)を 開発 す るの に22人/年 のプログラマ が必 要 とされ

たの であ る。 しか しなが ら,こ れ らの専 門家 に よるシステム設計 や プ ログ ラ ミング

へ の支援 に要 した一時的 な コス トは,数 年 間 のオ ペ レー シ ョンで減価 償 却 す れ ば無

視 され て よい だろ う。

〈 コン ピュー タの購 入,も しぐは レン タルの必要 はな い〉

会計,給 与 支払,請 求書 作 成の よ うな 日常 の業 務 に も十分 コン ピュ ータが使 わ れ

るな らそ れで結構 だが,も しそ うで なか った ら,デ ータ・バンクを建 設す るか らと言

って コン ピュー タ を手 に 入れ る必 要 が あ るこ とに はな るまい。 アレクサ ン ドリア市 の

データ ・バ ンクはあ る コンピュータ ・セ ンターで時 間借 りで運営 され てい る。 この デ ー

タ・バ ンクはIBM1401,4台 のテ ープ装置 お よび12Kの 記憶 容量 を必要 とす る。 こ の

都市地 域 で約12シ ス テムの コン ピュー タがあ り,オ ペ レータを含 めて時間 当 り約45

ドルで借 りる こ とが で きる。マスター ・ファイル を更新 し月当 り15の 要 求 を処理 す る

に は コン ピュー タ時 間 は僅 か4時 間 に過 ぎな い 。これ を レンタ ルの場 合,コ ン ビュ

タの稼 動 を最 小 限176時 間 と して月当 り最 小 限 コス ト4,500ド ル とな る こ と対 照 し

て も らい たい 。

〈関 係部 局職 員 の知識 を使 用せ よ〉

専 門家 だ けに よ って設計 された データ・バ ンクは専 門家 には多分使 い易 いだ ろ うが,

そ れ以 外 の何人 に も ノーで あ ろ う。 アレクサ ン ドリア市の データ ・バ ンクで は,ど ん な

一141一



情報 が入れ られ るべ きか,ど の部 局 が情報 を提 供 す べきか,ど の よ うに更新 される

べ きか,最 大 限に利用 し易 くす る ために情 報 を どのよ うに コー ド化 す べ きか な どを

決 定す るのに15の 部局 所 の援 助 を受 け た 。その結 果 は,各 部局 や トップ経 営層 が最

小 の努 力 で利 用 し維持 す るこ との で きる システ ム とな ったのであ る 。

〈少 く とも1っ の ニー ズに は十 分 に役 立 て よ〉

データ'バ ンク は組 織 の少 く とも1つ の大 きな情 報 ニーズ に完 全 に適 合す る必要 が

ある。 さもなけ れば,ま さに高 価 な玩 具 とな っ て しま うか も知 れな い 。た と えば,

アレクサン ドリア市のデータ ・バ ンクは,不 動 産税 徴税令 書作 成,大 規模 計画 や都 市開

発研 究,街 路 保 守計画 な どに必要 な情 報 はす べて提 供 しているが現在 のシ ステム で

は他 の ニ ーズ に対 して は部 分的 に しか適 合 してい ない。

〈完 全 さに至 らな くとも満 足 せ よ〉

現今 の コンピュL－タ ・システムの驚 くべ き能 力 か ら完壁 な シ ステ ム を造 り上げ よ う

との誘 惑 に駆 られ るもの であ る。データ ・バ ンクは,つ ねに継続 して開発 が な されて

いる シス テムで あ る,と い う見方 を した方 が よい。アレクサ ン ドリア市の場 合 で言 え

ば,警 察情報 を処理す るサブ シス テ ムはす で に完 全 に改 訂 され る予定 にな っ てお り,

これ に よれば従 来 の ものに さ らに追加 して犯 罪記録 の作 成 が可能 とな り,ま た,法

律施 行 の例 外管 理的 技法 の効 果的 な分析 がで きる よう に なろ う・ その他 の改善 とし

て市立 学 校 の全児童 のマスター ・ファイルの作成 と市 お よび学 校 の全 職 員 の人事 マ ス

ター ・ファイルの作成 とがな され るか も しれ な い。
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2.9集 中 大 気 汚 染 監 視 シ ス テ ム

(1)は じ め に

米 国 内 で 最 も す す ん だ シ ス テ ム と言 わ れ て い る,ニ ュ ー ヨ ー ク市 の 大 気 汚 染 監 視

シ ス テ ム は,1968年10月 、 リ ン ゼ ー 市 長 の 手 に よ っ て 稼 動 が 開 始 さ れ た 。 こ の シ ス

テ ム は 市 内 の10ケ 所 に 設 置 さ れ た 「自 動 ス テ ー シ ョ ン 」 と28ヶ 所 に 設 置 さ れ た 「非

自 動 ス テ ー シ ョ ン 」 に よ っ て,ニ ュ ー ヨ ー ク市 の 一 区10平 方 マ イ ル の 各 区 を す べ て

カ バ ー し て い る 。

こ の シ ス テ ム の コ ン トロ ー ル,遠 隔 計 測 、 デ ー タ収 集 の 部 分 は,カ リフ ォ ル ニ ア

州 の ニ ュ ー パ リ ー ・パ ー ク(NewburyPark)に あ る,Teledyneの 子 会 社 で あ る

PackardBellElectronicsの 環 境 科 学 グ ル ー プ(EnvironmentalSciences

Group)に よ っ て 設 計 ・建 設 が 行 な わ れ,全 体 で50万 ド ル の 費 用 を要 し た と言 わ れ

る 。

以 下,こ の シ ス テ ム に つ い て,そ の 概 要,監 視 内 容,効 果 な ど を 簡 単 に 紹 介 す る'

こ と と す る 。

② シ ステ ムの概要 ・

この システ ム は,大 気汚 染(亜 硫 酸 ガ ス,一 酸化炭 素,浮 遊粉 塵)や 気象要 素

(風向,風 速,気 温)な どの測 定 をす る 自動 ステ ーシ ョン ・(10)'と非 自動 ステ ー

シ ョン(28)を も ってお り,そ の心 臓 部 は コン トロ ール ・セ ンタ ーで,こ れ は汎

用 コン ピュー タ,デ ータ処理機 器,テ レプ リンタ,紙 テ ープ ・・パ ンチ,ニ ュ ーヨ

ー ク市 の特 別 の図示 用地 図 を備 えてい る。

このセ ン ダーは市 内 の 自動 ステ ーシ ョンに5分 毎 に大 気汚 染や 気象 状況 に関 す

る照会 を行 な い,報 告 され る汚染 デ ータ を記録 す る。 このデ ー タは,地 図上 への

図示 や,テ レプ リンタ,紙 テ ープ ・パ ンチ,コ ン ピュータへの ダイ レ ク ト・イ ン

フ.ットが同時 にで きる よ うな形 式 に な っている 。"

なお,こ のシ ステ ム は,各 々16の 分析 器(大 気汚 染 ・気 象要素 な どを分析 す る

もの)を 有 す るステ ー シ ョン を30に まで増 やす こ とがで きる。 また,セ ン トラル

・パ ー クに現在 設置 されて い るステ ーシ ョンの1つ には連 邦政府 の調 査 の 一環 と

して放射 線 を測 定す る分析 器 が と りつ け られ てい る。
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ソフ トウ ェア ・システ ム と して は,前 も って指 定 され てい る様式 でのデ ー タを入

出力す る よ うに プ ログ ラム されて お り,そ れ と同 時 に,十 分 な柔軟 性 を有 して いる

ため手 動操 作 をも行な うこ とがで きる。た とえば オペ レー ターは,浮 遊粉塵 や風 向 だ

けの よ うな,1つ またはそ れ以 上 の要 因 を決定 す る た めに全 ステ ーシ ョン を入念 に

調査す る ことがで きる ので ある 。

各 ス テ ーシ ョンに問 い合 わせが行 なわれる と,地 図上 とその近 くに あるプ ラカ ー ド

上 の ラ ンプが 点灯 す る。

シス テム ・オペ レーシ ョン上 の柔軟性 に加 えて,こ の シス テムは気象観 測機器 の

技術的 進歩 に あわせ て変 更 す るこ ともで きる。

中央 ステ ーシ ョン(セ ンタ ー)で は,送 られ て くるデ ータの平均値 を,電 子回 路

で計算 し,また遠 隔地 のス テ ーシ ョンに ある各 々 のセ ンサ ーが正 常 に作動 して いるか

ど うか をチ ェ ックす る こ とが で きる。 この こ とに よ り,あ る1つ のセ ンサ ーが機能

は して いる が不 正確 なデ ー タを集 めてい るか も しれ ない とい うよ うな問題 をさける

こ とがで きる 。中央 ステ ーシ ョンに ある制御機 は,あ る特 定 の 入力デ ータ がいつケ
　

タはず れの もの に な ったか を決定す るこ とがで きる ため,ど の ステ ーシ ョンの どの
● ● ● ■

セ ン サ ーの 機 能 に 異 常 が 発 生 し て も そ の ス テ ー シ ョ ン の 他 の ア ウ ト ・プ ッ トは ゆ が

め られ る こ と は な い 。

な お,セ ン タ ー 制 御 部 は,そ っ く り 取 替 が 可 能 な プ ラ グ ・イ ン ・モ ジ ュ ー ル 方 式

に な っ て い る た め,保 守 や シ ス テ ム 拡 張 が 容 易 に な っ て い る 。

次 に デ ー タ の 流 れ に つ い て 説 明 し よ う。

中 央 ス テ ー シ ョ ン の コ ン ピ ュ ー タ は 各 自動 ス テ ー シ ョ ン に5分 毎 に 問 合 せ を 行 な

う 。 各 ス テ ー シ ョ ン に お か れ た そ れ ぞ れ の 測 定 機 器 は 汚 染 状 況 ,気 象 状 況 に よ り,

ア ナ ロ グ ・デ ー タ を 発 生 し,こ れ を パ ル ス 信 号 に し て 中 央 ス テ ー シ
ョ ン の 制 御 卓 に

伝 送 し,そ こ で ア ナ ロ グ ・デ ー タ は デ ジ タ ル 形 式 に 変 換 さ れ る 。

この デ ィ ジ タル ・デ ー タ は,デ ー タ 処 理 が 行 な わ れ て
,デ ィス プ レイ,テ レ プ リ ン

タ,紙 テ ー プ ・パ ン チ へ と ア ウ トフ.ッ ト さ れ る 。

ま た,28・ ケ 所 の 非 自動 ス テ ー シ ョ ン か ら,マ ー ク ・セ ンス ・カ ー ドや 紙 テ ー プ ・

・ パ ン チ に 記 録 さ れ た デ ー タ が1月 に1回 送 ら れ
,こ れ が 磁 気 テ ー プ 上 に 記 録 さ れ る 。
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(3)監 視内容'

① 降下煤 塵 お よび浮遊粉 塵

市 内38ケ 所 の全 部の ステ ー シ ョンに は,毎 月 の降下煤 塵(大 型粒 子状汚 染物 質)

を測定,降 下 して こない よ うな煤 塵(浮 遊粉 塵)は,24時 間 以上 にわた って,空 気

を紙 フ ィル タ ーに通 す こ とに よって測 定す る。 紙 フ ィル ター はまず,重 さがは か ら

れその後 に,研 究室 で,特 別 に設 計 され た機 械 を使 って,金 属類 の量 の測定 のた め

に煤塵 構成物質 が検 査 され る。

28ケ 所 の 「手動 ステ ーシ ョン」 で は,テ ー プ ・エア ・サ ンプ リング方式 に よ り2

時 間の浮遊粉 塵 デ ー タが集 め られる 。一方10ケ 所の 「自動 ス テー シ ョン」 では,30

分 間 のデ ー タが テ ープ ・エ ア ・サ ンプ リングに よ り収集 され 自動的 に計測 され る 。

そ して,そ の光線 透過率 デ ータが 中央ス テ ーシ ョンに送 られ る。

② 亜硫 酸 ガス.一 酸化炭 素,風 速 ・風 向 ・気温

亜硫 酸 ガスは,38ケ 所 の全 ステ ー シ 。ンで毎 時計測 され,10ケ 所 の 「自動 ステ ー

シ 。ン」 で は,連 続的 サ ンプ リング と分析 が電 気的 に行 なわれ る。

一 酸化炭素 ,風 速,風 向,気 温 もまた,こ れ らの10ケ 所 の ステ ー シ ョンで連 続 的

に観測 され,デ ー タが中央 ス テ ーシ ョンに送 られる 。

この ように,10ケ 所 の 「自動 ス テ ーシ ョン」 か らは 自動的 にデ ータがセ ンター に

送 られ るが,28ケ 所 の 「手動 ステ ーシ ョン」 か らのサ ンプル は1日1回 集 め られ,

分析 され て いる。

③ 金属 腐 食

金 属腐 食調 査 は も う一 つ の ネ ッ トワ ー クとなってい る。亜 鉛 と鋼 か らで きてい る

プ レー トが70個 取 付 け られ て い る タナが,38・ ケ所 のス テ ーシ ョンの うち13ケ 所 に設

置 されて いる。 これ らは,US.Steelが 主体 とな って行 な ってい る,「 大 気 汚 染

が長期 間に金属 類 に どの よ うな影響 を与 えるか」 とい う国際的 な研 究 の一 環 をなす

もの であ る。

38ケ 所 の ステ ー シ ョンに よる,ニ ューヨ ー ク市の地 表付近 の大気 の観測 は,ヘ リ

コプ ターで使 用で きる よ う設 計 され た特 別 な機械 を用 いた観 測 デ ータ に よって さ ら

に信 頼性 が高 め られ る。ヘ リ コプ タ ーを使 っての測定 に よ り,公 害 源 の 垂 直的 プ ロ

フ ィールが得 られ,そ れ らの移動 が どの よ うに行なわれるのか とい うこ とが解 明 され
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るの で ある 。 この よ うな気象 観測機 器 の使用 に よ り,大 気 の逆 転層 の予測 が容易 と

な る。

そ の他 の情 報 は,マ ンハ ッタ ンの ミッ ドタウン にお かれ てい る トレー ラーか ら,

お よび現在 入札 に付 されて いる2つ の移動 実験 室か ら送 られ る こ とになろ う。

(4)シ ス テ ムの効果

大気汚 染監視 ネ ッ トワー クに よ り特 別 な監視 と適 切 な処置 を必 要 とす る 「危険地

域」 が指摘 され,強 制 力執行 の 際 その基礎 デ ータ とな る。

さ らに,こ の シ ステム は,科 学的 お よび医学 的 調 査研 究 の.ための必要不 可欠 な情

報源 となる 。また,、この システ ムに よって,大 気汚 染 の警 告発 令 が必要 で あ る と決

てある レベ ルに まで,気 象条件 に よ り大 気汚染 が進 んだ か どうか がわか る。

ニ ュー ヨー ク市 の24時 間 の平均 汚染 度 に関す る レポ ー トが 市営 ラジ オ局 で ある

WNYCか ら発行 され てい る。 これ はす べて のニ ュ ース,天 気 予報 に用 い られ る。

また,ニ ューヨー ク市 民 は,同 じ情報 を電話 で も得 られ る よ うにな って いる。
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2.10都 市行政 にお ける標 準情 報 シス テムの 開発(USACプ ロジ ェク ト)

(1)は じめ に

コ ンピ ュータを利 用 して生 活 の質的 向上 をはか るため の活 動 は,個 人 レベル ある

いは国家 レベル にお いて多 くの新 しい プ ロジ ェク トカミ実 施 され てい るが,そ れぞ れ

の プ ロジ ェク トを通 じて行 な われ る,個 々の活動 は総 合的 にす す め るべ きだ と思 わ

れ る。

ところで,ナ シ ョナ ル ・プ ロジェ ク トと してUSACと 呼 ば れ る,人 口50,000～

500,000の 市 を対象 と した総 合的 な都市 行政情報 シス テムが 開 発 され つ つあ る。 こ

れ は南 カ リフ ォル」 ア大学 と9つ の市 が協 力 して分担研 究 に当 っ てお り,連 邦 政府

の7つ の省 が強 力 にバ ック ・ア ップ してい る。 そ の 目的 はEDPパ ソケ ージ と呼 ばれ

る言語 と装 置 を標 準化 した,ア プ リケ ー シ ョンウエ ア を作成 して地方 自治体 に提 供

し よ う と す る も の で,1972年 に 完 成 さ れ る 予 定 で あ る 。

以 下,こ のUSAC(UrbanSystemsInteragencyAdvisoryCommittee)プ ロ

グ ラ ム や 総 合 都 市 行 政 情 報 シ ス テ ム(IMIS-IntegratedMunicipalInformation

System)を 作 る た め の 活 動 の 一 つ で あ る ウ ィ チ タ ・ フ ォ ー ル(WichitaFalls,T-

exas)の プ ロ ジ ェ ク トか ら生 ず る 直 接 的 ・ 間 接 的 な 利 益 に つ い て 述 べ る:
.と.と す る。

(2)IMISの 定義

IMISの 定義 を行 な うこ とは,ウ ィ チ タ ・フォール ・プ ロジ ェ ク トの 目的 を強調 す

るこ とに な るが,そ の特 徴 的 な ご .とを以下 に述 べ よ う。

(a)ト ー タル化 をめ ざ して い る。

この シス テムは都市 行政 活 動 のす べて の面 を考慮 してお り,か つ次 にのべ る種 々

の ことが らを含 んで い る。

・前科者 の犯罪歴 の記録 更新,生 活保 護 や援 助 を受 け てい る人 々の健 康,福 利 厚

生 面 の記録 更新

・公共事 業 に関 す る請 求書 の作成

・総勘定 元帳 や補 助台帳 の記 入 と保 存

・土地使 用記録 の更新
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・選挙 有権 者 名簿 作 成 と記録 更新"'

(b)統 合化 を図 って いる。

これ は統 合 された多機 能 な デ ータ ・ベ ース の開 発 を指 してい る。 すなわ ち,都 市

行政 にお けるデ ータ作成 者 や権威 あ る利 用者 の全 て によ って共用 され るデ ー タ ・ベ

ースの こ とで あ る。 大 きな複雑 な組織 と同様,都 市 に おい て も同 じデ ータ に対 して

多種多 様 な要 求 が あ る。 しか し,あ ま りに も種類 が多 いの で必要 に応 じて各利 用者

が各 々独 自に デ ータ を収集 した り蓄積 して い る。 例 えば,課 税 評価者,消 防 署,建

築監督 者等 は次 のよ うな建 築物 に関 す る情 報 を必要 と してい る。 す なわ ち

・住所

・建坪

・建築構造

・面 してい る道路番 号 ,出 入 口の数等

これ らの デー タは,あ る1つ の部 門 で調 査収 集 すれ ば,他 部門 に も役 立 てる こ とが

出来 るはず で ある。 この シス テムに関 す る統 合化 とは統 一 され た多機 能 な デ ータ ・

ベ ースの開発 だけ ではな く統 一 され た多 目的 デ ータの収集 と普 及 方法 の開発 を も含

んでい る。

(c)都 市行政 をと り扱 って い る。

シス テ ムは市 政 に関 す る もののみ であ る とい うこ とを意味 して いるが,し か しこ

の場 合,そ うもい い切 れな い面 があ る。 とい うの は,都 市 は ほぼ独 立 してい る よ う

に見 えるが他 の公共 団体 と多 くの相互 関係 を持 ってい るか らで ある。 例 えば都 市 は,

その市 が属 する郡 と町 と互 い に関 連 を持 っ てお り両方 の要 求 に応 じる必要 が ある。

さ らに都 市 は次 の よ うな組 織 や特 別 部門 とも接触 しな ければ な らない。 す なわ ち

・独立 した教 育委 員会

・水源 地 区

・市民 も しくは市民 団体

・市議会

・商工 会議所

な どであ る。 これ らに加 えて都 市 は連邦政府 に よ り定 め られた多 くの報 告命令 に応

じなければ な らない。 そ れ故,市 行 政 とい うの は市役 所管 轄 内 の組織体 だ けでな く,
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自治体 が関 連 す るすべ ての組 織 との関連 づ け を含 ん でい る。

(d)管 理状報 の提供。

この言葉 の範 囲 は広 い。 市行政 に たず さわ る トップ ・マネ ージ メ ン トに必要 な情

報 を指 して い るだ けで な く,中 級管理 者 な らびに市 が行 な ってい る 日常 ρ活動 に従

事 してい る人 々に適切 な情報 を提 供 す るこ とをも意味 してい る。

(e)シ ステ ム化。

これはす でに述べ た要 素 ば か りでな く,他 の重要 な要 素等 を1つ の機構 に ま とめ

あげ る こと を意 味 してい る。 す なわ ち,ほ とん どの都 市(50,000人 ～500,000人)

は,他 の会社 な どの組織 体 と違 って,現 実 に コ ンピュ ータ化 にむ いた比較 的 単純 で

大 量 の情報 を処理 す るよ うな単一 処 理(給 与支給 明細 書 や勘定 書 の作 成)の ア プ リ

ケー シ ョンの数 は少 ない。都 市 は どのア プ リケーシ ョンを とってみ て も複 雑 で多種

類 の情 報 を必 要 とす る。 そ のため都 市 は多 種類 の情 報 を処理 して い る多 くの部門 が

あ る。 い い か えれば,そ れ らの各 部 門 は非 常 に多 種類 の情報 を も とに活動 してい る。

しか し,そ れ を利用 す るひん度 は比較 的少 ない。 た とえば人 口わず か10万 の ウ ィチ

タ ・フォール では6,000を は るか に越 えるデ ータ要素 が見 出 され たが,そ れ らは多

くの組 合せ で使 用 され また容易 に手 に入 るよ うに維 持 されねば な らな い。 しか しな

が ら,ト ラ ンザ クシ ョン比率 の高 い一 般 の公益 事業 以外 には トラ ンザ クシ ョンデ ー

タの分 類化 が出来 なか っ た。 この よ うな事情 か らア プ リケー シ ョン ・フ ァイ ル の設

計 が デ ータ ・ベ ース の設 計 を左右 しない よ う設計 に あ た り特別 の配 慮 が なされ てい

る。

そ れ らの情報 を効 果 的 に使 うた め に,都 市 は情報 を取 捨選択 す る人 が必要 で ある。

すな わ ち,"来 年 の予 算要 求 は どん な ものか"と い った類 の もの か ら,`交 通 信号

の どれに予防保 全 をす るか"と い うものに至 る まで の管理 段階 で の意志 決定 に対 し,

情報 を有効 な形 になおす た め に多 くの人 が努力 して い る。 この シス テ ムで は,都 市

の貴 重 な 人 的 資 源 を よ り有 効 に使 うために この よ うな問題 にっ い て も考 慮 してあ

る。 それ は,管 理 者 が かな りの時 間 を費 や して行 な って いる きま りきった意志 決定

をコ ンピ ュータ に行 なわ せ る こ とに よ り達成 す るこ とが で きる。 都 市行 政 に おい て

日常 どの よ うな意志決 定 の仕 事が あるか考 えてみ よ う。

・都 市 の中の どの土 地 が再評 価 され るべ きか
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・どの車輌や 装置 が 予防保 全 を必 要 と して いるか

・技術 面 お よび予 算 面 で の予防 保全 に最 良 の計 画 は何 か

・どの人 々に滞納 や追 加 医療検 診 の通 知書 を送 るべ きか

このよ うな配 慮 か らウ ィチ タ ・フ ォール のIMISの 目標 は,市 当局 の 日々の活動 に

お いて必要 とされ る きま りきった1仕事 にお ける意志決 定 を行 な うこ とが出来 る多機

能 デ ータの収 集 と蓄積 シス テ ムを設計 し,開 発 し実 施 す る こ とであ る』 この 目的 に

そ って ウィチ タ ・フォ ール で は相 当 の進歩 が成 し遂 げ られて い る。

(3)ウ ィチ タ ・フ ォール ・プ ロジ ェク トの進捗 状況

この プ ロジLク トにお い て,す で に2つ の こ とが完成 された。現在 プ ロジ'エク ト

は1/3以 上進 み,"分 折"とa概 案作成"の 両方 が完 成 され てお り,そ して設 計 の

段階 にかな り入 ってい る。 さ らに,市 政 の仕事 に関 す る統 合 化 された デ ータ ・ベ ー

ス を作 りそ して利 用 す る こ との便利 さ を早 急 に証 明す る もの と して,1971年11月 ま

でには 自動税 金査 定 更新 ア プ リケ ーシ ョンお よび 自動化 され た購 入指示,販 売効率

の アプ リケー シ ョンの実 施 が考 え られてい る。

(4)シ ス テ ムの汎 用性/互 換 性e

'他 の多 くの都 市 で も使 える よ うな相互融通 性 はUSACプ ログ ラムの重要 な特 色 で

ある。 ウィチ タ ・フ ォール ・プ ロジェ ク トでは連邦政 府 の資 金 を出 してまでもIMIS

の開発 を行 なったが,こ れは第一 に相互融 通性 を持 たせ るた めで あ る とい って良 い。

相互融 通性 とはそ の シス テ ムあ るいはそ の シス テ ムの重要 な部 分 が他 の都 市 に よっ

て も使 用 可能 で あ るこ とだ と定義 で きる。

この シス テ ムで は,相 互融 通 性 の点 で は,か な り発 展 させ て き てい る。 したが っ

て ウ ィチ タ ・フ ォール ・プ ロジ ェク トを参考 に して い る多 くの関 連 する各種 プ ロジ

ェク トが ある と考 え られ る。 これ らのプ ロジ ェク トは3つ の カテ ゴ リーの どれか1

つ に分 類す るこ とが で きよ う。 す なわ ち3つ の カテ ゴ リー とは

・〆概念":そ の プ ロジ ェク トを通 じて開発 され た新 しいア イデ ィア

・"方 法論":プ ログ ラムあ るいは概 念 の発 展 開発 を可能 にす る技 術

・`プ ログラム":シ ス テ ム開発 の結 果生 ず る実際 の コン ピュータ ・プ ログラム
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で あ る。 しか しなが ら,シ ス テム開 発 にお いて,そ の力点 が コ ンピュー タ ・プ ログ

ラムに偏 れば偏 る程,他 の市 に対 す る,こ れの融 通性 は低 くな り,一 方 そ の概念 に

重 点 をお けば,そ の融 通性 が よ り高 くな るこ とが期待 され るこ とに注 意 しな け れば

な らな い。

そ れ故,こ の プ ロジ ェク トの主要 な論 点 の1つ は融 通性 のあ るプ ロダ ク トの開発

で ある とい う認識 にた って,す で に開 発 されてい るつ ぎの2つ の主要 な プ ロダク ト

の他 の市 との関連 性 につ い て説 明 しよ う。

・分 析段 階 の ドキ ュメ ンテ ーシ ョー ン オ"

・シス テ ム概 案 の方 法論

ウ ィチ タ ・フ ォール ・プ ロジ ェク トの分 析段階 の ドキ=メ ンテ ー シ ョンは,6,500

ペ ージ にもお よび,こ れ を編 集 し作成 す るのには10人 がか りで1年 もか か った。 そ

して まず最初 に"実 際 の"市 の業 務 を行 な う時 のすべ ての活 動 に関 す る包括 的 な展

望 を示 しでい る。 さ らにそ れは将来 の市政担 当者 や公共 行政 の研 究者等 に対 す る市

行政 を うま く行 な うこ との複雑 さに関 す る付加的 な見通'し等 に つ い ても示 してい る。

この ドキ ュメ ンテ ーシ ョンは,ウ ィチ タ ・フ ォーール 市 の局長,部 長 に対 し,市 の

部局 の組織 運営 をさ らに検討 す る機会 をも与 えるよう作成 されてい る。 また,こ の設計,

開発,実 施 に関 す る ドキ ュメ ンテ ー シ ョンにも とつ いて新 しい シス テ ムを実 施 〆後"

と実 施"前"の 現状 の市 の行政運 営 シス テ ムを比較 す るのに役 立 つ ものであ る。・こ

の比較 検討 に よって新 旧両 システ ムの コス ト比 較 も可能 で あ る。最 後 に意義 深 い こ

とだが分析 か ら得 られ る利 点 は,他 の都 市 が その活 動 の分析 をは るかに経 済 的 に行

な うこ とがで き,ま た基 礎 と して利用 でき る ドキ ュメ ン トがあ る とい うこ とであ る。

特 に他 の都 市 で は,ウ ィチ タ ・フォ ール の とは かな り異 な る活 動 に関 す る例 外 の ド

キ ュメ ンテ ー シ ョ ンにっ い てだけ準備 す れは よい。

シス テ ム概 案 作成 の段 階 で開発 された方法 は トップ ・ダ ウ ン,ボ タ ム ・ア ップの

ア プローチ に属 す る もの で ある。 この方 法 に よって,決 定 で きた 事項 か ら,多 くの

他 の都 市 に も融通 性 の あ る一 般的 な シス テ ム設 計 を公式化 す る こ とが可能 で あった。

これ に対 す る ア プ ローチ に っい て簡単 に述 べ る と,1つ の都市 の 目的 はその市民

あ るい は団体 が希 望 ある いは要 求 す る公約 サ ー ビス を提供 す るこ とであ る。 この よ

うな サ ー ビス とか機能 とかは数 多 いが例 えば次 のよ うな ものがあ ろ う。 す なわ ち,
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・犯罪者 か ら市 民 を守 る こ と

・上 下水道 サ ー ビス を行 な うこ と

・市 民 な らびに物 品 の運輸 行政 を行 な うこ と

この よ うなすべ て の機 能 は,広 く4つ の部門 に グル ー プ分 け され る。

・公共 治安

・人的 資源 の開発

・公共 投資

・物理 的 ,経 済的 開発

これ らの機能 はお のず か ら,い くつ かの部分 に分 け られ,各 部分 はほ とん ど市行

政者 の組織 に似 た典 型的 な階 級組 織様 式 に も とつ いて い くっ か の アプ リケ ーシ ョン

に分 け られ る。 この"ト ソプ ・ダ ウ ン"の 階級 組織 は,そ の情報 システ ム によって

役 に立 て られ るべ き骨 子 を持 つ。 しか しな が ら,そ の情報 シス テ ム を形 成 す る人 々

は最低 レベル の各 ア プ リケ ー シ ョンの各情報 の必要条 件 を見 きわ めな ければ な らな

い。例 えば次 の よ うな もの であ る。

・交 通信 号 の維持 管理

・車輌 の盗難 と捜 索

・消火活 動

・図面変 更 の処理

・パ レー ド許 可証 の発行

共 通 の情 報特性 を もつ これ らの ア プ リケ ーシ ョンのた めに は,効 果 的 にデ ータを

共有 す る こ とが必要 で あ る。

ウ ィチ タ ・フォール ・プ ロジ ェ ク トに お いて は,DISC(DecisionInformation

SetCenter)と 呼ば れ る ところ に多 くの共通 情報 特性 を持 つ と思 わ れ る動作 可能 な

ア プ リケー シ ョンが集 め られて い る。DISCは 同一 あるい は類 似 したデ ータ を参 照

す る多 くの処 理 を含 む仮定 的 なモ ジ ュール で ある。 このDISCは,そ の情報 がお互

に関連 してい るア プ リケー シ ョンのデ ータ と論 理 ファイル の必要 条件 を同時 に考 え

るのに便 利 で ある。(図1)。DISCは3つ の レベル に分 類 で きる。 す な わ ち,

・オペ レーシ ョナ ル

・オペ レーシ ョナル/ア ナ リテ ィカル

一152一



、。㌫ 。、 Functions Components APPLLca`i《,ns

・苓1搬1曙ICI'・ 離 ㌦
㎞

Treasury

長

Pub11【Fm3nce

hbliCaftty

Hvman

RcsoutS

De∀8tomtrtt

LK_.

賢:ま、忽忽「ly

5;認 印e``y

Physical

andEconomic

De∀elopment

k:1:臨㎎

陪錨:"
u""ySe∬Vlces

Budseun8

PublicFinance

麦;:,惣e「ly

8需 烈。ll

RenlPtOPC'rty

D¢linqUtnt

TaiHOCtssing

LawEnforoementSubsyslem

DisasterCont「olSubsys`em
PublicSafety

・..

HumanDe∀elopmentSubsysIem

多 多

吉Hum3n

Resources

Developmen
多

多

『 ≡
HeahhSubsystem

宴

Educa`ionSubsystem伊

,Welfa陀Subsyste佃一

..・ 一

図1DISCの 構 成

・ア ナ リ テ ィ カ ル

最 も低 い レベ ル す な わ ち オ ペ レ ー シ ョ ナ ルDISCは 多 少 分 析 的 要 素 の 入 っ た オ ペ

レ ー シ ョ ナ ル/ア ナ リ テ ィ カ ルDISCの 入 力 と し て ま と め あ げ ら れ,オ ペ レ ー シ ョ

ナ ル/ア ナ リテ ィ カ ルDISCの 出 力 は,さ ら に 年 間 の 資 源 配 分 あ る い は 複 雑 な 計 画

と関 連 す る よ う な ま っ た く ア ナ リ テ ィ カ ル な ア プ リ ケ ー シ ョ ン のDISCの 入 力 と

し て そ れ ぞ れ ま と め あ げ ら れ る 。 そ し て,こ れ らの ア ナ リ テ ィ カ ルDISCの 出 力 は

最 初 の レベ ル の オ ペ レ ー シ ョ ナ ルDISCに フ ィ ー ドバ ッ ク さ れ,本 質 的 な ク ロ ー ズ

ド ・ シ ス テ ム を 形 成 して い る 。 こ の よ う な ク ロ ー ズ ド ・ シ ス テ ム は,実 際 の と こ ろ

ト ー タ ル ・シ ス テ ム と し て のIMISの サ ブ ・シス テ ム で あ る 。 ウ ィ チ タ ・ フ ォ ー ル で

要 求 さ れ たIMISに は 次 の よ う な10の サ ブ ・ シ ス テ ム が あ る 。

・財 政
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・災害対 策

・法 律執 行

・都市開 発

・都 市交通

・都 市環境

・福祉厚 生

・教育

・健康

・人材 開発

このサ ブ ・シ ステ ムの重 要 性 はそ の数 が10個 ある とい うこ とで はな く,情 報 シス

テ ムの観点 か ら眺 め る と,市 とい うもの はデ ータ の流 れ に関 連 す る多 くのサ ブ ・シ

ス テムか ら構成 されて い る と見 なす こ とが で きるこ とにあ る。

互換性 の点 か らは,ウ ィチ タ ・フ ォール の プ ロジェ ク トの シ ステ ム概案 作成段 階

は ま さに成 功 した とい うこ とがで きる。 互換 性 のある概 案 と方法 論 を持 ってい る と

同時 に プ ロダク トを作 成 す るため の一般的 シス テム設 計 も持 っ てい る。 しか し,そ

れ らを他 の都 市 で適 用 す る ため には,そ の都市 で行 な われ るサ ー ビス の違 い に応 じ

た修正 が必要 で あろ う。

(5)ソ フ トウ ェア業者 の役 割

この プ ロジ ェク トの設 計 段階 にお いて ソフ トウェア業 者 に対 して新 しい研 究分 野

が提供 され てい る。 すな わ ち,現 在,プ ロジ ェク ト ・チ ー ムが特 に深 く関 係 して い

る設計段 階 にお い て更 に研 究 すべ き興味 ある問題 が 出 は じめ てい る。 この プ ロジ ェ

ク トでは,ま だそ の プ ロダ ク トを検 討 す る段 階 まで十分 進 ん でい ない ので,こ こで,

基本的 な設 計方針 や コ ン ピュータ業 界 によっ て付加的 な ガイ ダ ンスが与 え られ るべ

きだ と考 え られ るい くつ か の分野 に関 す る コメ ン トを以下 に述 べ る こ とに しよ う。

組立 て られた シス テ ムの複 雑性 とデ ータの冗長 度 を最小 に したい とい う希 望,そ

して同時 に多 くのユ ーザ にデ ー タ を供給 す る等 の理 由 か ら,統 合化 され たデ ー タ ・

ベ ース を開発 す る こ とに して い る。 さ らに,こ のデ ー タ ・ベ ース を管理 しゃす くす

るため,業 者 が準備 した デ ー タ ・ベ ース ・マネ ジ メ ン ト・シス テ ム を使 用 す る こ と
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と してい る。 従 って,プ ロジ ェク ト ・ス タ ッフの努 力は,以 下 の3つ の主要 な分野

に分 類 され てい る。 す なわ ち,

・デー タ ・ベ ースの設 計

・ア ブ.リケー シ ョ ンの設 計

・アプ リケー シ ョン ・プ ログラ ミング(こ れ は実 際 には開発段 階 の一部 である
。)

これ ら3つ の分 類 が決 して無意味 で はな い こ とは明 らかで あるが,さ りとて ス タ ッ

フを3つ の グル ープに は っき り分 ける こ とも実際 に は行 なわ れて ない。 しか しなが

らここで の説 明 の都 合上,こ の3っ の グル ープは,そ れぞれ独立 して行動 す る反面

そ の 目的 は共通 の方 向 に向 いてい る もの と して考 えた方 が適切 で あろ う。

さて,そ の 目的 に従 って,ア プ リケーシ ョンの設 計 に あた るチ ーム は,プ ロ グラ

マのチ ー ムのた め に プPグ ラ ミング仕様 や詳 細 な フ ロー ・チ ャー トを提 供 す る と同

時 に,デ ータ ・ベ ース ・グル ープ(フ ァイ ルお よび これ らの結 合 関係 を設定 す るこ

とに よって デ ータ ・ベ ース を設計 す る グル ープ)に 対 してデ ータ に関 す る要 求 事項

を提供 して い る。 この様 に して極度 に簡 素化 す る こ とによっ て設計 段階 にお け るデ

ータ ・ベ ース の部分 を切 り離 しそ して単 独 に取 りか かるこ とを可能 と してい るの で

ある。

当初,こ の段 階 に と りか かった とき,驚 いた のは,デ ータ ・ベ ース ・マネ ー ジメ

ン トにつ い て一 般 にはほ とん ど知 られてい なか った こ とであ る。 このこ とは明 らか

に この問題 が比較 的 新 しい分 野 で経験 者 も少 ない とい う事実 によ ってい る。

しか しなが ら特 に具 合 の悪 い こ とは,デ ータ ・ベ ース ・マネ ー ジメ ン トにつ い て

知 ってい る人 が 少 な い とい うこ とで はな くて コン ピュータ業者 や ソフ トウ ェア販売

業 者 に とっ ての主要 な セ ールス 目標 である市 の機 能 が 知 られて ない こ と と,こ れ を

知 ろ うとす る努 力 が な されて いない と言 う こ とであ る。 与 え られた システ ムが その

市 が持 ってい る と思 わ れ るデ ータ ・ベ ース の問題 をい かに して解決 で きるか とい う

こ とが,し ば しば言 わ れ て きてい る。 その論拠 は,ウ ィチ タ ・フォール よ りも規模

が大 き く,関 連 す る フ ァイ ル も大 きいXYZ会 社 に よっ てそ の システムが完 成 された

ばか りで ある こ とや完 成 され よ うと してい る,と い う事実 に もとつ いてい る。 実在

してい るほ とん どのデ ータ ・ベ ース とファイ ル ・マ ネ ージ メ ン ト ・シス テム等 は比

較的 大 きなフ ァイル を取 りあつか うこ とが でき る もの と信 じてよい だろ う。 しか し
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な が ら,一 般 の市 で見 られ るよ うな,そ れぞ れの取 引件数 は少 ない反 面,多 種類 の

処理 を ともな う多 目的,広 範 な フ ァイ ル を処理 す る場 合上述 の デ ータ ・ベ ース に果

してそ の能 力 が あ るか につ いては,は な はだ疑問 に思 わ れる。 この よ うに して この

プ ロジ ェク トに おいて発見 された もの(そ して この結 果 は ソフ トウ ェア業者 に とっ

て利 用可能 であ る)は,USAC程 度 の規 模 をもつ都 市 は実 際 に は独 特 な デ ータ処

理 問題 を もって い る とい うこ とであ る。 しか しこれ らの問題 は,産 業 に関 連 す る も

の よ り必 然的 に もっ と複雑 であ る とは思 わ れ ない。 そ れ らは ま った く別 で あ る。

そ れ故,次 の こ とを言 って よいで あろ う。 都 市 には主要 なそ して実 質的 に も未踏

の市場 が ある。 そ こで ソフ トウ ェア業者 は都市 の ニーズ を研 究 しそ してそ れ らの問

題 を解 決 する こ とによ り効果的 に役 立 っ こ とが でき またそ うす べ きで あ る。 そ して,

その や り方 と して は,市 とい うもの を過 去 に開発 され た古 い プ ロダ ク トとそ の方法

に よ って そ の必 要 性 が満 た され る非利益 会 社 と して見 るの では な く,市 の重 要 性 の

た めそ して事実,市 の問題 はそ れぞ れ異 なる ため,初 心 を もって調 査 に あた る とと

もに,市 の特 有 の ニ ーズ に合致 す る よ う設 計 された プ ロダ ク トを開 発 す るこ とに よ

って,こ れ を行 な うべ きで ある。
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.揚 プ. 43 N・YO6・O・3・ ↑ 2・Y 1,2,3,4
'

'

15ufhlo,N.Y,..... ■ ・.● 54 N・N97・O・3・0 4・Y 1. 81 2 3
Cievebnd.Ohio... ..〉 ・

A4

01 N-N-.・ ・.P.P...,・.■
.

.」 」■ ...

Coi心mbuS、Ohio... .● ■ ■ 5S N㌧,1GO・0・0・0 4.Y 1 31 4 1

Dalヒ ～,Tex,.,.... ・ ■.■ 48 S・N100・0-0・0 4・N 1 57 6 8 1 6 1 1
「

Dcr,vcr,Colo..... ・ ・.・ 42 S㍉.100・0・0・0 2・Y 4 9 6 10 5 1 2 ラ §
1占dijnoPolis,lnd... .… 60 N・Y97・0・2-1 1・Y 1,2.4 5 2 5 1 6

F」
KＬn～ ご・sCity.Mo... ・ ・.. 50 N・N79・0・21・0 2・Y 1 91 2 2
Wmphis,Tenn.... .・.・ 57 N・Y100'0・0・0 4・N 1 4 ] 乏 2
トご:;lwaukeeσ ～Vis,... ...s 43 N・N94・0・0・6 トY 2 104 7 8 4 6 5 4
Ne、vOrleons,La.・. ..■ ● 37 N㌧.96・0・4'0 2・Y 2 9 1 9 2 6 1
Pト10enix,Ariz.r..,. .・. 53 N・N100・0・0・0 1・Y 1 101 2 6 4 4 6.
Pit"burgh,Pa...... ・ ・. 48 N・N... ・..,........ ....a ■.,

St,Louis'Mo...... ・.. 57 N・N88・0・12・0 2・Y
.

2 4 2 2
SLnA∩tonio,Tex... ..・ 52 S㌔,98・0・0・2 2・Y 1.2 88 9 4 2 2
SanDieco,Calif.... ... 46 N・.,100・0・0・0 1・Y 1 41 2 3 1 1 1
SonFroncis〔=o,Calif.. ・ ■ ■ 44 S・Y87・1・12・0 4・Y 1.2 12 7 7 5 2 7 3
SeolUe,Wash...... .・ ・ 62 S・N100・0-0・0 4・Y 1.2 56 2 i 層

W∂shington,D.C..。, ・.. 57 S・..93・0・4・3 4・N 1,2.3 233 15 20 6
'{

22

250,(ICOto500,000

Akron、Ohio.,.... ..・ 64 N・..99・0・ ト0 2・Y 2 71 2 5 2 1 2 菱
Cincin∩aii,Ohio.... … 66 N'..93・0・7・0 ユ・Y 1,2,3,4 13 8 10 2 ら i §
Oayton,Ohlo_... ・ ● ■ 62 S・N92・2・6・0 2・Y 1 51 1 1 i 〕
ごiPεso,Tex..。.... .・ ■ 64 N・Y... .,........・ ・ 2・Y 1.2 2 4 1 A

ForこWorth,Tex.... ..● 57 N・N100・0・0・0 2・Y 1 43 5 2 1
r{onolulu,H乙waii... .・ ・

へ(O
o N㌔.100・0・0・0 1・Y 2 10 4 9 4 2

Loncεcoch,Calif... ・ ■ ● 48 S・N99・0・1・0 4-Y 2 118 η 2 7 4 3 ]
Louisvi|le.Ky.,.... ... 35 N㌔.97・0'3・0 1・Y 1.2 8 3 10 6 10
.、細 記 二polis,Minn.、. ・ ・ ● 29 S㌔.94・0・6・0 4・Y 1 82 1 3 2 2
XashviUe,Tenn..... .・. 63 N・..100・0・0・0 2・Y 1 72 2 4 1 4
Nc、vork,N.J.,..."今 ・ ・. 66 N㌔.97・0・1・2 2・Y 1 71 1
阿orfolk,Va....... ... 63 N㍉,100'0・0・0 1・Y 1 94 4 9 1 13 1 9 」

Oa'ミiand,C訓if..,... ・ ・ ● 31 S・N74・2・7・17 2・Y 2 11 8 1
OklahomaCity,Okla. .・ ■ 55 N㌔.100・0・0・0 2・Y 1 93 11 2
Omコ 芯 ∂.Neb....... .・. 65 N・Y100・0・0・0 2-N 1.2 1 1 3 1 1 1
PorUand.Ore,..... ・.. 39 N・..98・0・0・2 4・Y 1 53 5 5 1
Rochcster,N.Y..... .● ・ 63 N・..99・0・1・0 4.Y 1

Sacr6mentO,Calif... ... 70 S・N97・3・0・0 2・Y 1.4 1 1
SanJose,Calif.,.... 「.. 67 S・..100-0・0・0 2・N 1.2 71 4 4 1 }
Tarnpa'F|6,....... .・ ● 59 N・.,100・0・0・0 2・Y .■. 51 2 5 2
Ｔoicdo,Ohio..... .. ... 65 N・N100・0・O・0 1・Y

「
1.2 75 1 5 2 1 2

Tul5a
.Okla,......⑳ ・.・ 54 S・..944・2・0 4-Y 4 53 1 2 1 2 1

Wichita,Kan..._..
... 64 N・..99・1・0・0 4・Y 1 11 3 3 2 1

10〔}.CO()to25C,OOO

AI)i:cncJex_..... ・ ■ ■ 60 N・N98・1・0・1 1・Y 1.2 131 3 2 1 1
A:buqucrque、N.M,.. ..■ 56 N・..100・O・0・0 1・Y 1 12 4 6 3 5 ・2
Alexandria,Va.,... ・ ■ ● 54 ..・..99-0・OJ 1・Y ㌧2,3 8 2 2 2 3 7 2
A目cnlo、vn,Pa...... .■. 70 S・Y100・0・0・0 2・Y 4 51 1 2 1
A「nari;io、Tex..,... ..・ 53 N・N100・0・0・0 1・Y 1.2 73 3 3 2
Anaheim、 こalif.・...

... 62 N・Y91・0・9・0 4・Y 1.2 42 3 2 1 2
Arlington,Va...... .・ ■ 48 N・..100・0・0・0 1・Y 2 151 1 4 5 3 3 2 3
Ausく;n,Tex,...... ..・ 53 N・N99・0・0・1 2・Y 1 105 2 3 2 2 2
6at。nR。ugo.La.... ..・ 59 N㍉.95・0・5・0 2'Y 1 9 5 10 2一 ,

}beO
unlont、le)(,.... ・ ・. 60 N・..100←O・0・0 2-Y 1.2 63 2 5 1

εerkciey,Ca;げ..... .・ ・ 58 N・N100・0・0・0 2・Y 1 121 2 2 4
巳ridgc⊃ort、Conn.ヴ.. ・ ・ ■ 67 N・.,99・0-1・0 2・Y 2 5 3 6
Cロnton,Ohio. ..... .・ ■ .. S・N... ・「....シ ■シ ■・・ .

.■ ●■ ・■・

CedJrRapids,lowa.. ..● 70 N・..・.. .・ ■.,・ ●■■ ■■■ .■.. ■ ・・.

層

A
しnariOtte,N.C,.... ・.. 61 N・N100・0・0・0 2・Y 4 92 1 6 3 2 1
Chatt∂nooca.Ｔenn.. 恒.・ 60 N・N100・0・0・0 2・Y 1.2 6 1 2 1 7

. Cd】mbi6,S.C......
... 56 N・Y95・1・0・4 2・Y 1.2β 61 4

ColじmOus,Ga,.... . .■ ■ 67 N・N100・O・0・0 1・Y 1.2 7 1
CorPusChriSti 、Tex,. .・. 54 N会N76・0・24・0 4-N ㌔2 54 1 1 1
Dearborn,Mich...。. .■ ■ 62 S'.._・_・_・.., ・・..・ ・..

DesMoines,iowa... ..・ 60 N・..11・701・19・O 2・Y 1.4 8 3 2 4 3 1
DukＬth'Minn ...... ... 68 N・.....・...・...・... 2・Y 1 31

F

1
Eliz∂beth

,N.」,..... ・ σ ● 63 N㌔.100・0・0・0 2-N ・・. 4
Eric'Po........タ. ・.・ 67 S・..80・15・5・0 2・N 1,2.4 7 4
Fli∩t,～11ch........ .■ ■ 66 N・.,89・0・11会0 2・Y 1 41 1
FortLしLzdcrdok三 .Fla. .・ ・ 62 N・..62会0・37・1 1・Y 3 31 1 3 1
Fort、.Vayne 、lnd.... ・,〉 61 N・..100・0・0・0 1・N 1 4 2 2
FrCs∴o

、Cdif....... ..・ 55 N・..97・0・0・3 2・Y 12 33 2 5 2
GardcnGrove,Calif.. ・.● 50 N・..99・0・1・0 2・Y 1 93 1 2
GlendUζ,Calif ..... ・.. 56 N・..96・0-2・2 2・Y 2 78 3 2 1
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GrandRapids,Mich.....64

Greensboro,N.C.......62

Hammond,Tnd,..._..70

トlartford,Conn...,....41

Hじntsvi!|o,Aia...65

Jackson,Miss、,.......

JacksonviTle、Fle.......
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Lansino,Mich.........

LasVegas、Nev........

しir、colntNeb....,....
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Mudison、Wis,....台...
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.AI∂......
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NiagaraFulls,N.Y.。,...

Pむsコdeno,Co蒔f,.......

Peoria,llL_..,。 .....
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Richmond,Va........

Riverside'C∂lif,...,...
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St.Petersburg,Fla......
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Worcester,Mess........
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Albany,Ga.....

Alh∂mbra、Calif.....

Anderson,Tnd......

Anr1Arbor,Mich,
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しodi,Calif._........ 69 A・.. 0・100・0・0
'

2・N 1 1

Longview,Wash....... 69 S・.. 91.6・3・O 1・Y 1.2 2 1 雫

MadisonHeights,Mich... 60 A・.. 0{Σ100・0 3・N 1 3 1

Manchestert、Conn..... 67 N・.. 96・2-2・0 1・Y 1 8 2 1 1 6

Manhattan,K∂n....... 68 N・.. 100・0・0・0 2・N 1 5 1

Manhatt∂nBeach,Ca目f.., 68 A・.. 7・93・0・0 2・N 1 1

Mankato,Minn........ 71 N.Y 0・O・100・0 2・N 1

Mansfield,Ohio.._... 70 A・.. 令 ● ・ .

.... 1 1

Maplewoodtp,N.J..... 68 A・.. 100-0・0・0 2・N 1 4

Marietta,Ga,......,.. 64 N.N .94-0・0-6 1・Y .・. 8 4 11 1 1

Marsh∂ 出own,|owa,... 69 A・.. 50・0・50・0 2・N 1

MenloPark,Calif....... 64 N㌔. 100-0-0・0 2・N 1 3 1

Mesa,Ariz,.......... 66 N・.. 97・0・3・0 1・Y 2 2 1

Mesquite,Tex......... 65 N㌔, 98-0・0・2 2:Y 2 6 3 14 1 1

Methuent,Mass. A・..
会 ・ 会

.・... 1 1.・ …. .シ

Middletown、Ohio..... 65 S・N 98・0・0・2 1・Y 1 1 1 1

Midbnd,Mich......... 61 A・N 8・92・0・0 3-N 1 6 1

MidwestCity,Okla. 68 N.N ・..
....・ .......

Minot'N.D........... 62 A・., 0・100・0・0 2・N 1 1 ・

Modesto,C訓f........ 60 N・N 100・0-0・O 2・Y 1 6 3 21 1 1

Monroeville,Pa........ 67 N・N 100・0・0・0 1.Y 1.2 ↑0 2 1 2 1

Monrovla,Ca!if........ 68 A・N 33-67・0・0 2・Y 1 1

MontereyPark,C剖lf. 60 S・Y .・. 2・.. 1 1.・ ・

MountLeba∩ontp,P8... 62 A・ 、. 0・100・0・0 2・N 1 2

MounτProspect,lll, 70 A㍉. .・ ・
.シ.・. ..●■..・

MountainView、Ca「if,.,. 66 N・.. 100・0・0・0 2・N 1 5 1 1 † 1

NewBrunswick。NJ..... 69 A・.. 100・0・0・O 2・N 1 †

NewCastle,Pa.....,.. ■・ A・.. 0・100・0・0 ヴ.・・. 1 2

NewLondon、Conn..... 67 A・.. 8・92-0・0 3・N 1

NewportBeach,Calif._. 68 ..・N 100・0・0・0 2・N 1 2 1 11 1

Norman'Okla,......,. 66 S㌔. 45-52・3・0 ..・Y 2 9 3 1
.

NorthLasVegas,Nev,... A・., ■ ■. ..⑳ ・・ ....・

NorthMiami,臼a....... 66 A・.. C・100・0・0 ..・N 1 1

OakLawn.川......... 67 N・.. ■ ■ ・
....■ ... 6 1

OakPark,Mich........ 69 S・..
・.・

・.・s● ・.・も

OakRidge.Tenn....... 61 N・.. 100・0・0・0 1.Y 1.2 4 2 2 1 6

Orange,N.J.......... 70' N,N 0・O・0・0 2・N 1

Oshkosh,Wis,........ 67 N.Y 14・86・0・0 2・N 1 7 1 11 4

Pacifica,Calif......◆.. 68 A・.. 0・100・0・0 2・N 2 4 ↑

ParkForest,lll...s.... 67 A㍉. 0・100・0・0 2-N 1 2 1

ParkRidge,川..ヂ...... 60 S㌔. 89・11・0・0 2・N 1 2 1

Pennsaukentp.N.J, A・..
...

・▼・.. 1 1.・.・ ・・

Plainfield,N.J◆.◆...,.. 69 A・.. 0・100・0・0 2・N 2 2

Pocatello,ldaho......, 69 N㍉. ・ ・s ・ ・.■. .■ ・

PoncaCity,Okla....... A・..
・..

...・. 1・.. 1..

Po門Huron.Mich. 67 N.Y ・ ・.
・.・・.・ ・ … .・ ・

Portage,Mich......... 69 N・Y 67・33・0・0 2・Y 1 2
POttsto、vn

'Pa......... 69 N.Y 97・3・0・0 1・Y 1 7 1 4

POughkeepsie,N.Y...... 68 N、N ● ・ ・
....■ .,.

Prichard,Ala. 67 N・.. … ..・.. ...■ ● ● ・ ● ■ ● ●

ProvO.Utah_........ A・.、
・..

・・.・. ・■・..

Rahway'N.J,..,,...., 69 A・ 、, O・100・0・O 2・N 1

RapidCity,S.O........ 68 N.Y …
..・N ..・

Redlands,Calif....◆... 62 N.N 100・0・0・0 2・N 2 7 1 1

Richardson,Tex....,.. 71 N・N 0・0・0・0 ..・N 4

Richfield.Minn........ 64 S・..
■ ■ ・

・・㊨.. …

Richlandパ κash........ 64 N.N .・. .…. ..・

Ridgewood,N.J....... 70 A・.. 0・0・100・0 ..・N 1,3.4 1 1 ↑ 11

Rochester,Minn....... 68 S・Y 57・3940 2・Y 可.2 3 1

RockH川,S.C,........ 65 A・..
・..

..・.. ・・. 1

Rockville,Md,........ 66 N㍉.) 90・0・10・0 2・N 1 1 1 2

RockvMount,N.C..... 60 N・.. 100・0・0・0 2・N 1 4 1 1

Ro～eville,Minn...,.... 67 A'.. 7・93・0・0 、.・N ... 3 2

St.Ch∂rles.Mo........ 68 A・N ,・.
・.・ ・. 1 2

St,Cloud,Mim........ 69 N・.. 100・0・0・0 2・N 1 4 ↑

San巳uenaventura,Calif.. 65 N・.. 55・0'45・0 2・Y 1 5 1 1

S∂nしuisObispo,Calif... 62 A.N 0・100・0・0 2・N 1 1

S三]nRofac1,Calif。...... 70 N・N 0'0・0・0 .…. ・..

SantaCruz,Calif....... 61 N・.. ■., .・.・ ・ ■●.

S∂raうota'Fla..,....... 69 N・.. 97・0・3・0 1.Y 2 4 1 1 1

Scottsdale,Ariz........ 64 S㌔. 50・0・50・0 1・Y 1.2 4 12

Sh∂1ertp'Pa.,........ 70 N㌔. ■ ・. ..・ ■. .・ ・

Shawnee,Okla. 68 A・.. ・ ■ ・ ・.・.. ・..●.・..'・

Sheboygan,Wis........ 67 S・.. 0・0・100・0 2・N 雪 9

Shヒrman,Tex__..... 68 N㌔, 98'0・0・2 1・Y 4 8 326 3
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Sout}、fleid、Mich,.64

SpartanburcJ,S.C,..63

SpringfieidtP〔Del.},Pa..

Stiliwaミcr,Okia,......,64

Stratfordt,Conn.......

Superior,Wis.........フO

TeanecktP、N.J,、,.....50

Ｔempe,Ariz,.........65

Texarkana,Tex,.......69

Tc・xasCity,Tex.、,...67

Upland,Calif.........63

UpperArtington,Ohio..68

Valdosta.Ga.,.......65

Vancouver,Wash......64

ViCtoria,Tcx.....,..65

Vinel∂r、d、N.J,.,.....69

V∫alhngfordt,Conn.....61

Wausou。Wis....,.....60

WcbsterGroves、Mo.....67

Wethersfieidt,Conn...62

Wilson,N.C..'.......71

Yakima,Wash.........68

Zanesvil!e,Ohio....69
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Aiken'S.C,..........

Alban1ゾ,Ore....$,..ヂ

Albemarle,N.C........

Albion,Mich.........

Alice,Tex,...ぶ.∴....

Amhers口,Mass.......

Anoka,M}nn.........

ArkansasCiry,Kan.....

Artesia,Calif.・...・...

Artesia,NM.........

Ashland,Ore.........

Astoria,Ore..._.._◆

Atwater,Calif._.._..

Auburn'Me........、.

9anning,C∂iif,.....「...

Barri∩gtont,R.1......,

5artow.Fja,_...._.

Beaverton,Ore.......,

3edfordtOhio..,.....

BellevuetWash,.......

BentonHarbor,Mich....

6erklev,Mich..,,,.φ.,

6ctheny、 ρkla...,,,...

Bisbee'Ariz..........

Bluefield,W.Va.......

Borgcr,Tex,..__.."

Bowic,Md,..........

Bradford、Pa.......,.,

Brea,Calif....r.,,,..

Orewer,Me,,.....,,,,

8rook:ynParktMinn....

BrownDeer、Wis,.、..,,

Brunswickt、Me....,,.

Burlingto∩,N.J,,,.4.,.
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Clayton'Mo..........

Ciinton,Okla..ぶ.、....

Cocoa,臼a.一 一........

CocoaBeach,Fla......、

Coffeyville,Kan.......

CoilegePark,Md.......

Copamerce,Calif.......

Cookeville、 Ｔenn.......

CoonRapids,Minn.....

CoshOCton,Ohio.....

Davis'Calif..........

Deiano,Calif........

Dover,N.H..........

Duarte,Calif,...■ ■...

EdwardsviHe,lli....金.

ElReno,Okla........

EISegundo,Caiif.,....

ElizabethCity,N.C.....
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reportsonadmissions,

docヒor,diagnosis,treat-

rnent,transfers,discharge

Testscoring-marked
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puttapecontainslarge

voluπ1eofsequenヒialre-
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80K
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DiskUnit
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Printer
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'
80K
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cardreader
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console
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needed
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analyses
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FlowcharらProgram
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layout
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Flowchar亡,1/ORe-

cordlay .ouヒ
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form,ProgramCards,
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ServicesCentral
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&Finance

PublicServiceCom-
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Dept、ofMental

Hygiene
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ヒervalcomparisonwithoヒher

suchnumbers.Accountsfor
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1405Disk,
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K
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24K

24K
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Cardinput
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Controluntts
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Free
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Free

Free
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formsProgramtape
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Flowcharヒ,coding
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Bureau
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ヒat二ionofpartia1&mu1ヒiple

correlations,predictor

equations,TrendIＬines,para-

bolasandleasヒsquares.

Calculatesamounヒofgas

eachwellmayproduceon

蕊 、?Spastp「oducヒ'on
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K

K

8

04
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Read-punch
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Reader,

Printer

Cardreader

punch
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AdvanceProgra㎜ing
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rning,132Print
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132Printpos.
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Systems

1

Free
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Reproduc－
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Free
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Programcards,
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Codingform,pro-
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layout

Flowcharヒ,prograrn

cards,1isting,

1/ORecordlayout二

Comptrollerof

PublicAccounts
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Dept.ofConservation

A

B

Thisisaselectedlisting,sincesomestatessentinprograms

ThisprogてamcontributedbyTexasRailroadCommission.

thatwerevirtualreplicasofothersinsample.
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